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● 道路メンテナンス技術集団の活動
● 鉄道構造物の維持管理に関する基準の検証

行政情報

巻頭言　耐久的な構造物を実現するために必要なこと
ハンマーを用いないコンクリート打音検査

● 橋梁の維持管理における非破壊検査技術の研究開発
● 鉛直シャフトを昇降・旋回する水中作業機械
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● ハンマーを用いずに新幹線トンネル覆工コンクリートを打音検査
● スマートフォンを活用した漁港施設の点検と今後の課題　他
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論理的な保全だけがプラントを維持管理できる！交流の広場
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　本協会では、国内における建設機械の実態を網羅した『日本建設機械要覧』を

1950年より3年ごとに刊行し、現場技術者の工事計画の立案、積算、機械技術者

の建設機械のデータ収集等に活用頂き、好評を頂いております。

　本書は、専門家で構成する編集委員会の審査に基づき、良好な使用実績を示した

国産および輸入の各種建設機械、作業船、工事用機械等を選択して写真、図面等の

ほか、主要緒元、性能、特長等の技術的事項、データを網羅しております。購読者

の方々には欠かすことのできない実務必携書となるものと確信しております。

　2013年版日本建設機械要覧購入の方への特典として、当協会が運営するWebサ

イト（要覧クラブ）上において2001年版、2004年版、2007年版及び2010年版

日本建設機械要覧のPDF版が閲覧及びダウンロードできます。これによって2013

年版を含めると1998年から2012年までの建設機械データが活用いただけます。

B5判、約1,320頁／写真、図面多数／表紙特製

価格は次の通りです（消費税8％含む）

一般価格　52,920円（本体49,000円）

会員価格　44,280円（本体41,000円）

（注）送料は1冊900円となります。

　　（複数冊の場合別途）
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一般社団法人日本建設機械施工協会　発行図書一覧表（平成 27年 9月現在）

№ 発行年月 図　　　　書　　　　名 一般価格
（税込）

会員価格
（税込） 送料

 1 H27 年 5 月 橋梁架設工事の積算　平成 27 年度版 9,720 8,262 600

  2 H27 年 5 月 平成 27 年度版　建設機械等損料表 7,920 6,787 600

  3 H26 年 6 月 よくわかる建設機械と損料 2014 5,616 4,752 500

  4 H26 年 5 月 大口径岩盤削孔工法の積算　平成 26 年度版 6,048 5,142 500

  5 H26 年 3 月 情報化施工デジタルガイドブック【DVD版】 2,160 1,944 400

  6 H25 年 6 月 機械除草安全作業の手引き 972 864 250
  7 H25 年 3 月 日本建設機械要覧　2013 年版 52,920 44,280 900
  8 H23 年 4 月 建設機械施工ハンドブック　（改訂 4版） 6,480 5,502 600
  9 H22 年 9 月 アスファルトフィニッシャの変遷　　 3,240 400
10 H22 年 9 月 アスファルトフィニッシャの変遷【CD】 3,240 250
11 H22 年 7 月 情報化施工の実務 2,160 1,851 400
12 H21 年 11 月 情報化施工ガイドブック 2009 2,376 2,160 400
13 H21 年 9 月 道路除雪オペレータの手引 3,085 2,057 500
14 H20 年 6 月 写真でたどる建設機械 200 年 3,024 2,560 500
15 H19 年 12 月 除雪機械技術ハンドブック 3,086 500
16 H18 年 2 月 建設機械施工安全技術指針・指針本文とその解説 3,456 2,880 400
17 H17 年 9 月 建設機械ポケットブック　（除雪機械編） 1,029 250
18 H16 年 12 月 2005 「除雪・防雪ハンドブック」 （除雪編） 5,142 600
19 H15 年 7 月 道路管理施設等設計指針（案）道路管理施設等設計要領（案） 3,456 500
20 H15 年 7 月 建設施工における地球温暖化対策の手引き　 1,620 1,512 400
21 H15 年 6 月 道路機械設備 遠隔操作監視技術マニュアル（案） 1,944 400
22 H15 年 6 月 機械設備点検整備共通仕様書（案）・機械設備点検整備特記仕様書作成要領（案） 1,944 400
23 H15 年 6 月 地球温暖化対策　省エネ運転マニュアル 540 250
24 H13 年 2 月 建設工事に伴う騒音振動対策ハンドブック（第 3版） 6,480 6,048 500
25 H12 年 3 月 移動式クレーン、杭打機等の支持地盤養生マニュアル（第 2版） 2,675 2,366 400
26 H11 年 10 月 機械工事施工ハンドブック　平成 11 年度版 8,208 600
27 H11 年 5 月 建設機械化の 50 年 4,320 500
28 H11 年 4 月 建設機械図鑑 2,700 400
29 H10 年 3 月 大型建設機械の分解輸送マニュアル 3,888 3,456 500
30 H9 年 5 月 建設機械用語集 2,160 1,944 400
31 H6 年 8 月 ジオスペースの開発と建設機械 8,229 7,714 500
32 H6 年 4 月 建設作業振動対策マニュアル 6,172 5,554 500
33 H3 年 4 月 最近の軟弱地盤工法と施工例 10,079 9,565 600
34 Ｓ 63 年 3 月 新編　防雪工学ハンドブック【POD版】 10,800 9,720 500

35 Ｓ 60 年 1 月 建設工事に伴う濁水対策ハンドブック 6,480 500
36 建設機械履歴簿 411 250

37 毎月　25 日 建設機械施工【H25.6 月号より図書名変更】
864 777 400

定期購読料　年12冊　9,252円（税・送料込）

購入のお申し込みは当協会HP　http://www.jcmanet.or.jp の出版図書欄の「ご購入方法」の「図書購入申込書」をプリン
トアウトし，必要事項を記入してお申し込みください。
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Ϧートの݈શ度அを行うための実用ࢼܕ験ஔ。৽幹
ઢトンωル中ԝ௨࿏内でࢼ験ஔを行さͤたޙ，レー
ザーをরࣹしている様ࢠ�（現在，計測性の向্を実施
中）。

ハンマーを用いないコンクリート打音検査
ࣸਅఏڙ�ɿ�公ӹࡒ団๏ਓ�మಓ総合技術研究所
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協 会活動のお知らせ ▲ ▲

情報化施工により東日本大震災の復興を支援

施工部会情報化施工委員会（委員長ɿ
২木ກԝ　ࣛౡ建設ࣜג会社東ژ建ங
支ళ機ࡐ部）は，情報化施工を௨じࡂ
事業を実現ڵく信頼性の高い෮ڧに
できるようඃࡂ 3県の施工者や発注者
なͲを支援することとしました。
まͣは，一般社団๏ਓ日本建設機ց

施工協会のαイトに෮ڵ支援のための
ϗーϜϖージを立্ͪ͛，情報化施工
に対するٙや現場での困Γ͝とにつ
いての૬ஊにԠえていくこととしまし
た。࣍に，෮ڵ事業において情報化施
工をऔΓೖれ，自社のレϕルアッϓを
ਤΖうと考える施工者を，ඃࡂ 3県の

中からืΓ，業務受注ޙからॡ工まで
をトータルαϙートしていくこととし
ています。
IUUQ���XXX�KDNBOFU�PS�KQ�TFLPV�
IVLLPV�JOEFY�IUNM

日本建設機械施工協会「個人会員」入会のご案内

ਓ会員は，日本建設機ց施工協会ݸ
の定に明هされているਖ਼ࣜな会員
で，本協会の目的にࢍ同され，建設機
ց・施工技術に関心のある方であれ
Ͳなたでもೖ会頂けます。
ձඅɿ年間����� ԁ
ਓ会員の特యݸ˒
˓��機関ࢽ「建設機ց施工」をຖ月おಧ
けகします。

��　本ࢽでは，建設機ց・施工技術に
関わる࠷৽情報や研究論จ，本協会
の行事Ҋ内・実施報ࠂ等のほか，৽
工๏・৽機種のհや౷計情報等の
๛な情報をܝ載しています。

˓��協会発行の出൛ਤॻを会員Ձ֨（ׂ
ҾՁ֨）でߪೖできます。

˓��シンϙジウϜ，講習会，講ԋ会，見
学会等，࠷৽の動向に;れることが
できる協会行事を͝Ҋ内するととも

に，会員Ձ֨で参加できます。

͓͍߹Θͤɾਃࠐॻͷૹઌ
˞��おਃしࠐΈには本ࠐࠩࢽ広ࠂϖージ
のਃࠐ用ࢴを͝利用くͩさい

一般社団๏ਓ日本建設機ց施工協会
ਓ会員ݸ
T&-ɿ�3�3�33�15�1　
'"9ɿ�3�3�32��28�
IUUQ���XXX�KDNBOFU�PS�KQ

平成 27年度「建設施工と建設機械シンポジウム」のご案内

本協会では，ʠ建設機ցと施工๏ʡ
に関する技術の向্を目的に，技術開
発，研究成Ռの発දの場として，「建
設施工と建設機ցシンϙジウϜ」をຖ
年開催しておΓます。本年度も「ら
しを支える建設施工と建設機ց」を
テーマとし，ᶃࡂ，ࡂ，෮چ・෮ڵ，
ᶄ *CT の利活用・ロϘット，ᶅ質

確保とコストॖݮ，ᶆڥ保શ，লΤ
ωルΪー対ࡦ，ᶇ҆શ対ࡦ，ᶈҡ࣋・
管理・ิ修の 6項目に関する論จ発ද
を行うほか，ϙスターセッションも行
います。
ɿ��6ݶظΈࠐՃਃ͠ࢀ 月 1日（月）ࡁΈ
ձظɿ��平成 27 年 12 月 1 日（Ր）ʙ 2

日（ਫ）

͍߹Θͤઌɿࡉৄ
一般社団๏ਓ日本建設機ց施工協会
シンϙジウϜ実行委員会事務局
ਫߥ・ޱ
T&-ɿ�3�3�33�15�1
'"9ɿ�3�3�32��28�
IUUQ���XXX�KDNBOFU�PS�KQ

「橋梁架設工事の積算 平成 27年度版」 改訂・発刊のご案内

ฏ ��൛͔Βͷओͳվగ߲ࣄɿ
・構Ҡ動ஔの৽規ܝ載
・؇িΰϜ設ஔ工�৽規ܝ載
・ストッϓϗール工の৽規ܝ載
・��はくࡐによるృບ除ڈ作業の注意
点の৽規ܝ載

載ܝগ施工าֻの考え方を৽規ۃ・

・��ิ 修工事用数量ू計マχϡアルを৽
規ܝ載

ɿ平成ץൃ 27 年 5 月
ମࡋɿ��#5�本ฤ�12�1ทʗผ�1�7ท
Ձ֨（ૹྉผ）ɿ
　一般��72� ԁ（本体 ���� ԁ）
　会員�8262 ԁ（本体 765� ԁ）

͍߹Θͤઌɿࡉৄ
一般社団๏ਓ日本建設機ց施工協会
T&-ɿ�3�3�33�15�1
'"9ɿ�3�3�32��28�
IUUQ���XXX�KDNBOFU�PS�KQ�
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巻頭言

耐久的な構造物を実現するために
必要なこと

ੴ　ా　　

高度経ࡁ成長ظ以߱にੵされた多くの社会ࢿ本の
ٺ化が，େきなݒ೦事項となっている。ࠃަ௨ന
ॻ 2�1� によれ，2�33 年にはྸڮが明している
�� ສのڮྊのうͪ 67ˋが，また建設年度が明して
いる 1ສ本のトンωルの 5�ˋが，建設ޙ 5� 年をܴえ
ることになる。ྫえ高ಓ࿏各社においても，աࠅ
なڥ下で長ڙظ用されているಓ࿏構のଛইが一
部ݦ在化し，৽たに作Γସえるେ規模ߋ৽が計画され
ているঢ়گにある。ޙࠓਓݮޱগをܴえ，社会ࢿ本
しくなる中で，৽設構のݫがگঢ়ࡒにかかるࢿ
建設にあたっては，աڈと同様のものを作るのではな
く，ࠓࡢの技術進าを౿まえた長ण໋化様とする必
要がある。一方でط設構に対しては，దなิ修・
。によるޮՌ的なԆ໋化ાஔが重要となΖうࡦ対ڧิ
ͦれらの目的をୡ成するための，طଘ技術のΈ合わ
ͤと総合化，৽規の技術開発，ならびにͦれらを現場
に実するΈの整備が，զ々が๊えるۓ٤の՝
である。
長ण໋化，高ٱ化をૂった構を実現するため
には，初ظの建設コストのΈならͣ，ҡ࣋管理やߋ৽
にかかるඅ用をؚめたϥイフαイクルコストを考ྀに
ೖれる必要がある。一般に高ٱ化を実現するにあ
たって，初ظコストの面では不利になら͟るをಘない
ためである。しかしながら，ྫえಓ࿏3ڮCচ൛の
ଧସえの場合，৽設চ൛とൺて直接工事අͩけをൺ
ֱしても数ഒのコストを要するとのࢉࢼがある。また
ަ௨規੍等による社会的ଛࣦをؚめると，必要なコス
トはߋに૿加することが容қに༧される。࠷初から
ྑいものを作っておけ，݁局はಘをすることになる
のは自明である。
たͩし，初ظコストを্͛てもトータルでは採ࢉが
合うのか，という໋にਖ਼確にえるためには，構
の性が࣌系ྻでͲのようにม化していくのか，あ
らかじめѲしておく必要がある。コンクϦート構
のでݴえ，2��� 年 1 月に木学会から発刊
されたコンクϦート標準ࣔ方ॻにおいて，ੈքにઌۦ
けたような形で࣌間 U（設計用ظ間）をऔΓೖれた
রࠪख๏がಋೖされた。またࠓࡢの研究では，コンク
Ϧートࡐྉのߗ化・ྼ化を支配するඍࢹ的現象に対す

る理ղと一般化ࡐྉ理化学Ϟデルʗ構成ଇの構ங，
さらに数ղੳ技術の進าによΓ，࣌間্࣠でコンク
Ϧート構の性を༧測するシミϡレーション技術
のஶしい進లも見られている。こういった技術を実務
にద用し，ϥイフαイクルコストをؚめた構の性
ධՁを行うことが必要であΖう。
しかし実構のৼいはෳࡶである。現地一生
産であるがނの，固༗かつ様々なڙ用ڥにമされる
と同࣌に，ٱ性は施工の質のӨڹもڧく受けるか
らである。さらにڙ用ޙのަ௨ՙ重の૿加や，スύイ
クタイϠࢭېにうౚ݁ࢄࡎࢭ量の૿加なͲ，当
初༧ظしない事象もىこΓうる。従って，事લ༧が
難しい不確実性に対するΤンジχアϦンάの知ܙとし
て，不具合に対して構に長性を࣋たͤる，ある
いはフェールセーフ機構を内แさͤることが重要であ
る。一方でݸผの要ૉ技術のレϕルアッϓのためには，
ৗに実ࡍの現象やڍ動とরらした検ূやվળが欠かͤ
ない。いわΏる P%C"αイクルの実ફである。長年
のڙ用を経た構から՝やվળ点をચい出し，৽
設構の設計に活かすこと，またద用したิ修・ิ
のޮՌをௐࠪし，ޮՌ的なԆ໋技術を構ஙࡦ対ڧ
することなͲである。
ۙ年では，数ղੳ技術，センシンά・ϞχタϦン
ά技術および情報௨信技術なͲが長の進าを͛て
いる。こういった技術を活用して，構の設計，施
工，ҡ࣋管理をシーϜレスに݁合することが出来れ，
様々なレϕルでの P%C"αイクルを回すことが容қ
となΖう。ྫえ Ϟデルによる設計ਤ面の作成ݩ࣍3
と施工計画の立Ҋ，施工に関わる様々な情報のੵと
構に発生する不具合の༗ແ，点検データのੵと
ͦれを活用した構性ධՁなͲ，いわ構の
的に管理できれݩखாやカルテともいえる情報を一ࢠ
，一見して理ղが困難な不具合やྼ化のメカχζϜ
のղ明につながる。このような P%C"αイクルの॥
を経て，ݸ々のインフϥ関連技術のレϕルアッϓと，
構の信頼性が向্することをظしたい。

ᴷ͍ͩ͠　ͯͭ　౦ژେֶେֶӃ工ֶڀݚܥՊᴷ
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道路メンテナンス技術集団の活動
On the activities of Road maintenance technology group

行政情報

田　中　倫　英

ಓ࿏のٺ化対ࡦに関して，多くの施設を管理している地方公共団体に対して，ࡒ面，技術面等でこ
れまで以্の支援がٻめられている。
この支援ࡦの一つとして，平成 26 年度においてٸۓかつ高度な技術力を要するڮྊに対する「直அ」

を実施した。
「直அ」は，「ڮྊ，トンωル等のಓ࿏施設について，各ಓ࿏管理者がを࣋って管理する」とい
うݪଇのもと，ͦれでもなお，地方公共団体の技術力等にؑΈて支援が必要なものに限Γ，ࠃが「ಓ࿏メ
ンテナンス技術ू団」を派遣し，技術的なॿݴを行うものである。
本ߘでは，平成 26�年度に実施した 。அ݁Ռについてհするについての直ڮ�3

キーワードɿ��ٺ化対ࡦ，メンテナンスαイクル，ಓ࿏メンテナンス会議，ಓ࿏メンテナンス技術ू団，
直அ

1．はじめに

શࠃには，7�ສのڮྊ，1ສのトンωルがある。
1�6� 年の東ژオϦンϐックから 5� 年のࡀ月が経ա
し，高度成長ظに建設された多くの施設の高ྸ化がࠓ
・修સ࣋に進行していく中，これらの施設のҡٸޙ
。の՝であるۓ৽にऔΓΜでいくことは٤ߋ
このような中，ಓ࿏のదなҡ࣋管理をਤるため，
平成 25 年にվਖ਼されたಓ࿏๏を౿まえ，ࡢ年 7月よ
Γڮྊ，トンωルなͲについて「5年に 1度のۙ接目
点検を行うこと」を定めたলྩが施行さظによる定ࢹ
れた。また，ࡢ年 �月に社会ࢿ本整備৹議会ಓ࿏Պ
会からいたͩいた「ಓ࿏のٺ化対ࡦの本֨実施に関
するఏݴ」を౿まえ，産学のϦソース（༧ࢉ・ਓࡐ・
技術）を࠷େ限ೖし，メンテナンスαイクル（点検・
அ・ાஔ・ه）のਪ進にऔΓΜでいるとこΖで
ある。

2．地方の現状と支援

શࠃにある 7� ສのڮྊのうͪ， �の 3 を
めるڮྊをࢢொଜが管理している。ઌड़のとおΓ，ࡢ
年 7月からはこれらのڮྊについても定ظ点検を行う
ことが「ٛ務」化されたが，一方で， 3ׂのொ，
6ׂのଜにおいてڮྊ管理にܞわる木技術者が 1ਓ

もいない（平成 26 年 11 月ಓ࿏局ௐ）とともに，こ
れまでにશ部ࡐでのۙ接目ࢹによる点検を行っていた
地方公共団体は 2ׂにա͗ない（平成 25 年 1� 月ಓ
࿏局ௐ）といったঢ়گを౿まえれ，ࢢொଜに対す
る「支援」をదに行っていくことはۃめて重要な՝
となっている。
このため，ಓ県͝とにすてのಓ࿏管理者をメ
ンバーとした「ಓ࿏メンテナンス会議」を設ஔし，ಓ
࿏メンテナンスのऔΈに関する情報ަや技術支援
なͲを行うとともに，地域一ׅ発注のऔΈ（各ࢢொ
ଜの点検業務をまとめて発注する੍度）を行ってきて
いる。また，ࡂ・̓ શަۚによる「ࡒ的支援」や，
地方公共団体の職員も対象とした「研修のॆ実」なͲ，
様々な支援ࡦを実施してきているとこΖである。

3．「直轄診断」の実施について

のࡦのような地方公共団体に対する支援ه্ 1つと
して，平成 26 年度において「直அ」をࢼ行的に
実施した（写真─ 1）。
直அは，「トンωル，ڮྊなͲのಓ࿏施設につ
いては，各ಓ࿏管理者がを࣋って管理する」とい
うݪଇのもと，ͦれでもなお，地方公共団体の技術力
なͲにؑΈて支援が必要なものとして，ෳࡶな構を
༗するもの，ଛইの度合いがஶしいもの，社会的に重

特集＞＞＞　維持管理・延命化，リニューアル
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要なもの，なͲに限Γ，ࠃが地方整備局，ࠃ技術
総合研究所，独立行๏ਓ（平成ࡦ 27 年 � 月からは
立研究開発๏ਓにվ）木研究所の職員なͲで構ࠃ
成する「ಓ࿏メンテナンス技術ू団」を派遣し，技術
的なॿݴを行うものである。
下هに直அのྲྀれをࣔす（図─ 1）。

平成 26 年度においては，事લௐࠪにおいてந出さ
れた施設の中から，্هの؍点を౿まえ，ౡ県ࡾౡ
ொのࡾౡେ܈，ڮഅ県௸࿀ଜのେલڮ，高知県ਔཎ
ொのେダϜେڮの 行的にࢼஅをについて直ڮ3
実施した。下هに，ͦれͧれのڮྊの֓要（表─ 1）
および直அの݁Ռをհする。

（1）三島大橋（福島県三島町）
はতڮౡେࡾ 5� 年に建設され，ত 62 年に高力
Ϙルトのམ下事象が発生したޙ，管理者であるࡾౡொ
においてϘルトଛইにண目した点検ௐࠪが行われ，ଛ
ইϘルトのަも実施されてきたが，ͦのޙもଛইが

─であった（写真گଓ的に発生しているঢ়ܧ 2）。
ྊ点検ंや高所作業ंなͲڮ，அでは回の直ࠓ
を活用し，அに必要な情報をಘるためのৄࡉな現地
ௐࠪと，ொよΓఏڙされたաڈからの点検ௐࠪهや
設計ࢿྉなͲのੳ，また高力Ϙルト自体のڧ度ࢼ験・
成ௐࠪなͲを実施した。
ͦの݁Ռ，ڮྊશ体としては直ͪにக໋的なଛইが
生じるようなঢ়ଶではないものの，ଛইの見られるϘ
ルトは「れഁյ」がݪҼと考えられ，ޙࠓ加度的
にϘルトがམଛইする可性が൱定できないஈ֊に
っているとஅされたことから，௨行ं྆の҆શをࢸ
確保するため，すΈやかに高力Ϙルトのશ数ަのิ

දᴷ ྊͷ֓ཁڮ�　�

ਤᴷ �　அͷྲྀΕ

ࣸਅᴷ ܠɾશڮౡେࡾ　�

ࣸਅᴷ ɾଛই෦ʢϘϧτͷམʣڮౡେࡾ　�

ࣸਅᴷ �　அ࣮施ঢ়گʢେલڮʣ
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修を実施すきであるとのॿݴにࢸった（写真─ 3）。
また，চ൛のྼ化，アーνϦブ・ࣼࡐ・ิ߶ܻなͲ
で৯およびృのྼ化が進行しつつあΓ，ٱ性確
保の؍点から，これらについてもϘルトަとあわͤ
てิ修を実施すきとのॿݴを行った。

（2）大前橋（群馬県嬬恋村）
େલڮはত 33 年に建設され，建設ޙ 5� 年以্を
経աしておΓ，施工方๏なͲのৄࡉが不明なコンク
Ϧートڮであった。このため，まͣは建設当࣌の施工
方๏や構なͲのৄࡉについて，施工当࣌の関連จݙ
なͲのௐࠪを行った（写真─ 4）。

また，平成 22 年に௸࿀ଜが実施した定ظ点検の݁
Ռを౿まえつつ，ඇഁյによるమے୳ࠪௐࠪを実施
し，現ঢ়における構のਫ਼ࠪを行うとともに，அに
必要な各部ࡐのྼ化ଛইݪҼのਪ定，これまでのมঢ়
のཤྺや経ҢのѲのためにڮྊपลの地൫，࿏面な
Ͳの目ࢹௐࠪ，ڮྊશ体を対象としたม形ঢ়گを確認
するための測量計測，αンϓル的に一部の部ࡐから採
औしたࢼྉを用いてࡐྉࢼ験なͲを実施した。
，٭ڮ，ྊશ体を၆ᛌすると，主ܻ，ԣܻ，চ൛ڮ
ͦ，においてもࡐ，高ཝなͲのいͣれの部ڮ の形ଶ，
発生量はͦれͧれҟなるが，共௨して多数のͻびׂれ
の発生が見られ，ͦの中には，࿙ਫ，さびो，ന色ή
ルঢ়ੳ出なͲをうものが見られた。また，ͻびׂ
れのঢ়گや測量なͲの݁Ռから，アルカϦࡐࠎԠの
進行がӨڹしているとஅされた。ఏڙされたաڈの
ྉとのൺֱからは，現在もͻびׂれは૿加，進లしࢿ
ている可性が高く，高ཝ，٭ڮԣྊ部，চ൛地෴
部を中心にコンクϦートのはく，அ面欠ଛの発生が
多数確認され，一部ではమےの࿐出，৯なͲが進行
していることが確認された（写真─ 5）。
চ൛地෴のコンクϦートのはく，அ面欠ଛなͲの
ྼ化については，ਫのิڅঢ়گ，日র，෩向なͲも

ෳࡶにӨڹしている可性が高く，ૣٸの対Ԡが必要
であることをॿݴした。
なお，現行のڮྊはେंܕ௨行規੍が行われている
が，これをղ除するためには現行のڮྊのվ修ではな
く，Սସを行うことが必要であることもあわͤてॿݴ
した。

（3）大渡ダム大橋（高知県仁淀川町）
େダϜେڮは，େダϜの建設にう機ิঈと
してত 58 年に設けられたڮであΓ，ਔཎொは
直ۙでは平成 21 年に，「ಓ࿏ڮに関する基ૅデータऩ
ू要ྖ（Ҋ）」に基ͮき，݈શ度のུ֓を目ࢹによΓ
ௐࠪしていた。ͦのུ֓は，主ౝ部および主ܻ部のృ
のྼ化がஶしく，্部工・下部工ともにコンクϦー
トද面に多数の༡ੴփが見られるなͲ，ٺ化が進
行している，という内容であった（写真─ 6）。

一方，主要部ࡐであるέーブル，主ౝ部およびアン
カーレイジのৄࡉな点検は，ڮの実施方๏なͲの技
術的なੵがないためະ実施であった。
ྊ点検ंや高所作業ंなͲڮ，அでは回の直ࠓ
を活用し，必要な情報をಘるためのৄࡉな現地ௐࠪと
管理者よΓఏڙされた成ਤや設計ࢿྉなͲのੳを

ࣸਅᴷ �　େલڮɾଛই෦ʢίϯΫϦʔτͷ͘མʣ

ࣸਅᴷ �　େલڮɾશܠ

ࣸਅᴷ �　େμϜେڮɾશܠ
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行った。
ڮである本ڮは，έーブルシステϜの݈શ性がۃ
めて重要であるが，メインέーブルについては，多く
のέーブルバンド部のਫ機がྼ化し，一部では
ϥッϐンάϫイϠが৯ഁஅしていることが確認され
た（写真─ 7）。また，έーブルバンドϘルトの࣠力
下が生じている可性が൱定できないことも明し
た一方，έーブルバンド部の৯機のྼ化がஶしい
Օ所でも目ࢹ可なൣғではメインέーブルૉઢの
৯によるஅ面ݮগやഁஅは見られなかった。
このことから，現在の用ঢ়ଶでは，メインέーブ
ルのՙ性にが生じる可性はい一方で，
ϥッϐンάϫイϠの৯およびέーブルバンド部の
ਫ機のྼ化がこれ以্進行すれ，メインέーブル
で৯の発生・進లが生じることが確実なঢ়ଶとஅ
されたことから，ૣٸにϥッϐンάϫイϠのิ修や
έーブルバンド部のਫ対ࡦのߋ৽なͲメインέーブ
ルの৯システϜの機回෮を行うきとのॿݴを
行った。

4．直轄診断実施後の展開

これら அ݁Ռについては，本年の直ڮ3 1月に
各ಓ࿏メンテナンス技術ू団からொଜ長に報ࠂしたと
こΖであΓ，ͦのޙ，ͦれͧれのಓ࿏管理者が，この
݁Ռを౿まえて必要なાஔを検討したとこΖである。
ͦの݁Ռ，ࡾౡେڮおよびେダϜେڮについては，
各ಓ࿏管理者によΓ修સ事業をૣٸに実施することと
அされ，ࠃによる修સ行事業の実施要を受けた
とこΖであΓ，ͦの修સ内容は高度な技術力を要する
ものであるなͲの理༝から，平成 27 年度よΓ当֘事
業にணखしたとこΖである。
一方，େલڮについては，ಓ࿏管理者においてେܕ
ंも௨行可となるようՍସ事業を実施することと
அされ，平成 27 年度よΓ設したେ規模修સ・ߋ৽
ิॿ੍度を活用し，௸࿀ଜが事業主体となって事業を
実施することとしている。

5．おわりに

ࢼの技術的支援としてࠃ，அは回実施した直ࠓ
行的に実施したものであるが，ࡒ力や技術力，ਓ員
なͲの面でݫしいঢ়گにある地方公共団体に対する支
援がよΓ一重要であると考えておΓ，平成 27 年度
も直அを実施する༧定である。
とも，શಓ県に設ஔされた「ಓ࿏メンテナޙࠓ
ンス会議」を活用し，地方公共団体の実施するٺ化
対ࡦについて，よΓ一の支援にऔΓΜで参Γたい。
�

ࣸਅᴷ �　େμϜେڮɾଛই෦ʢϥοϐϯάϫΠϠͷ৯ʣ

ʦචऀհʧ
ా中　ྙӳ（たなか　ともͻで）�
ަ௨লࠃ
ಓ࿏局ࠃಓ・ࡂ՝　ಓ࿏保શ企画ࣨ
企画ઐ



� 建設機械施工 Vol.67　No.9　September　2015

鉄道構造物の維持管理に関する基準の検証
行政情報

潮　崎　俊　也

మಓ構のҡ࣋管理については，従来から技術基準等に基ͮきҡ࣋管理を行ってきたとこΖであるが，
平成 2� 年の中ԝ自動ंಓࢠトンωル事ނやۙ年のమಓ構におけるണམ事象等を౿まえ，平成 25，
26 年度において，మಓ構のҡ࣋管理に関する基準の検ূを行った。本ߘでは，ͦの検ূについて
հする。
キーワードɿమಓ構，ҡ࣋管理，コンクϦートのണམ事象

1．はじめに

మಓ構のҡ࣋管理については，定ظ的な検ࠪの
実施をؚΉ施設の保શに関する基準が従来から規定さ
れてきておΓ，શࠃのమಓ事業者は，この基準に基ͮ
き，ڮΓΐう，トンωル等のమಓ構について，計
画・検ࠪ・ાஔ等のҡ࣋管理を実施することによΓ，
ྻंの҆શな運行等を確保している（図─ 1）。

一方，平成 2� 年 12 月の中ԝ自動ंಓࢠトンωル
事ނやۙ年のమಓ構におけるണམ事象の発生等を
౿まえ，మಓ構のҡ࣋管理に関する基準を検ূ
し，必要な対Ԡを検討するため，平成 25 年 � 月よΓ
管理࣋ަ௨লమಓ局において，「మಓ構のҡࠃ
に関する基準の検ূ会議」（࠲長ɿԬాউؘ࢜ࠃ�େ
学�理工学部�教त）（以下「検ূ会議」）を開催した。
మಓ構のҡ࣋管理に関する検ূを行った。

ਤᴷ �　మಓߏͷҡ࣋ཧʹؔ͢Δج४ͷมભ
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2．  鉄道構造物の維持管理に関する基準の検証

（1）検証会議
検ূ会議は，࠲長であるԬాউ教तのଞ，学識者
3໊，+3，େखమಓ事業者，中小మಓ事業者等のమಓ
事業者 15 ໊，行 2໊をؚΉ༗識者 8໊の計 27 ໊の
委員で構成され（図─ 2），平成 25 年 � 月ʙ平成 26
年 11 月までの計 �回実施した。
具体的な検ূのྲྀれとしては，平成 2� 年 12 月の中
ԝ自動ंಓࢠトンωル事ނやۙ年のమಓ構にお
けるണམ事象の発生等を౿まえつつ，「మಓ構の
ҡ࣋管理に関する基準における検ࠪのपظや方๏等に
ついてଥ当性」について，మಓ構のҡ࣋管理の現
ঢ়，՝等を整理しつつ検ূを行った（図─ 3）。

（2）鉄道構造物の維持管理に関する基準について
現在のమಓ構のҡ࣋管理に関する基準は，「మ
ಓに関する技術্の基準を定めるলྩ」（平成 13 年ࠃ
ަ௨লྩ第 151 ߸）（以下「技術基準লྩ」）に規定
されておΓ，第 87 に，మಓ施設はྻं等が҆શに
運సすることができるঢ়ଶに保࣋しなけれならない
と施設及びंの保શが規定されておΓ，ͦの具体的
な方๏として，構及びيಓの保શについては，「మ
ಓ構等ҡ࣋管理標準（平成 1� 年 1 月）」によるこ
とと௨ୡされている。
మಓ構等ҡ࣋管理標準とは，మಓ構に対す
る検ࠪख๏および݈શ度の定，さらに必要にԠじて
行うાஔ，ه等，一連のҡ࣋管理に関する基本的な
考え方をࣔしたものである。

ਤᴷ �　మಓߏͷҡ࣋ཧʹؔ͢Δج४ͷূݕձٞ�໊



�� 建設機械施工 Vol.67　No.9　September　2015

また，定ظ検ࠪについては，技術基準লྩ第 �� 
に，施設及びं྆の定ظ検ࠪとして，施設の定ظ検ࠪ
は，検ࠪのपظ，対象とする部位及び方๏を定めて行
わなけれならないと規定され，具体的には，「施設
及びं྆の定ظ検ࠪに関するࣔࠂ」（平成 13 年ࠃަ
௨লࣔࠂ第 1786 ߸）において，৽幹ઢమಓ以֎のమ
ಓは，يಓの定ظ検ࠪについては 1年，構につい
ては 2年पظで検ࠪ，トンωルに定ظ検ࠪのほか，2�
年पظでৄࡉ検ࠪを実施することが規定されている。�
技術基準লྩ第 �1 は，ه関で，施設の検ࠪ
ฒびにվங，վ，修理ຢは修સを行ったときは，ͦ
のهを作成し，これを保ଘしなけれならないとه

について規定されている（図─ 4）。
మಓ事業者はこれら基準に基ͮき，自社の࿏ઢの地
形，ީؾなͲの自વ件，運行ස度，度なͲの用
件等を౿まえ，ྻंの҆શな運行の確保等に࠷దな
基準を定め，これに従いదなҡ࣋管理を実施するこ
ととしている。

（3）  検証会議において得られた鉄道構造物におけ
る剥落事象の現状と検証結果（図─ 5～ 8）

（B）��平成 2� 年 1 月ʙ平成 26 年 � 月までのమಓ構
におけるണམ事象について，మಓ事業者から
報ࠂされた内容を整理・ੳした݁Ռは以下の

ਤᴷ �　మಓߏͷҡ࣋ཧʹؔ͢Δج४ͷূݕͷྲྀΕ

ਤᴷ �　�మಓߏͷҡ࣋ཧʹؔ͢Δج४
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ਤᴷ �　మಓߏʹ͓͚Δണམࣄͷൃੜͷݱঢ়

とおΓ。
Γΐうからണམしたものはڮ��・ �ׂがコンクϦー
トย，トンωルからണམしたものは 8ׂがϞル
タルยであった。

・��トンωルからണམしたものにϞルタルยが多い理
༝としては，ַࢁトンωルをרٯき工๏で施工し
たࡍのアーνとଆนとのܧ目部，ද面্͛及び
トンωル෴工面のิ修にϞルタルを施工してきた
ためと考えられる。

・��構の機をଛなうようなണམ事象の発生はな
かった。

ڹΓΐうのണམ事象の中には，公ऺの҆શにӨڮ��・
を及΅すおͦれのあるՕ所のものもあった。

・��トンωルのണམ事象の中には，ྻंの҆શな運行

に支োするおͦれのあるՕ所のものもあった。
・��ྻ ंの҆શな運行に支োする，ຢは公ऺの҆શに
Өڹする事象の発生はなかった。
ݪΓΐう及びトンωルのണམ事象の発生の主なڮ��・
Ҽは，࿙ਫ，ౚ݁༥ղ等のਫにىҼするものが �
ׂఔ度であった。
Ҽについては，中ݪΓΐうのണམ事象の発生のڮ��・
性化によるものが 2ׂऑであった。
・��ͦ のଞのണམ事象の発生のݪҼとしては，施工不
ྑ，地，Ԙ等があΓ，ണམ事象の発生のݪҼ
が特定されないものが 3ׂఔ度であった。
・��ണམ事象のݪҼはෳ数にࢄしておΓ，特定のݪ
Ҽにूすることはできなかった。
・��మಓ構の建設は，ઓલと高度経ࡁ成長ظにू

ਤᴷ �　మಓߏʹ͓͚Δണམࣄͷൃੜͷݱঢ়
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中しているが，これらのظ࣌とണམ事象の発生ঢ়
。との関連は確認されなかったگ

・��7�年以্経աしたమಓ構も多くଘ在するが，
構の経年とണམ事象の発生ঢ়گとの関連は確
認されなかった。

・��いͣれのണམ事象の発生もͦれͧれの構に対
する直ۙの定ظ検ࠪにおいて，ͦの発生の༧ஹを
捉えることができなかった。

（C）��当検ূ会議に報ࠂされたమಓ構からのコ
ンクϦートย等のണམ事象に関してޙࠓの対
Ԡに参考となる事項は以下のとおΓ。

・��定ظ検ࠪにおいて，ണམ事象の発生の༧ஹを捉え

ることができなかったのは，มঢ়をѲするため
のண؟点等の知見がेではなかったためであ
る。
・��మಓ構におけるണམ事象の発生を༧するた
め，ͦのมঢ়にԠじ，ࢹຢはୟきམとしが実施
されている。これらのાஔに加えて，ٱ性の回
෮・向্を目的としたஅ面修෮，コンクϦートย
等のണམࢭを目的としたണམࢭのωットの設
ஔ等のાஔが講じられている事ྫもある。
・��ണམࢭのωットの設ஔ等のાஔについては，ા
ஔしたものに対するҡ࣋管理業務の発生，มঢ়の
Ѳがेに行えなくなる場合があること，ௗ

ਤᴷ �　మಓߏʹ͓͚Δണམࣄͷൃੜͷݱঢ়

ਤᴷ �　మಓߏʹ͓͚Δണམࣄͷൃੜͷݱঢ়
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による公ऺのӨڹなͲを留意する必要がある。
・��一部の構にޮ的なҡ࣋管理を行えないもの
もある。

3．今後の対応について

（1）国が講ずべき措置
・��定ظ検ࠪにおいて，మಓ構におけるണམ事象
の発生の༧ஹを捉え，発生を༧するために，ࠃ
ަ௨লに報ࠂされたۙ年のݸ々のమಓ構に
おけるണམ事象の発生ঢ়گをਫ਼ࠪした্で，మಓ
構におけるണམ事象の発生を༧するために
必要な事項を体系的に整理し，また，มঢ়をѲ
するためのண؟点やมঢ়にԠじたાஔなͲの事ྫ
を整理したखҾきをࡦ定し，各మಓ事業者に配
することとする。また，మಓ構におけるണམ
事象の発生ঢ়گ等を౿まえ，当֘खҾきをదٓ見
直すこととする。

・��మಓ構等設計標準において，վగの機会を捉
え，ҡ࣋管理にる内容を加することとする。

・��మಓ事業者に対する構のҡ࣋管理の講習会の
実施等によΓ，మಓ事業者における構のҡ࣋
管理に関する技術力のҡ࣋向্について支援を行
うこととする。

・��మಓ事業者等における৽技術を用いた構のҡ
する技術開発等を支ࢿ管理の高度化，合理化に࣋
援することとする。

（2）鉄道事業者が講ずべき措置
・��ണམ事象の発生によΓ公ऺの҆શにӨڹを及΅す
おͦれのあるՕ所及びྻंの҆શな運行に支োす
るおͦれのあるՕ所については，ࡦ定されたखҾ
き，ͦのଞの知見を౿まえ，当֘Օ所の構の
มঢ়を的確にѲすることによΓ，ണམ事象の発
生の༧ஹを捉え，必要なાஔを講ͣることとする。

・��トンωルにおいて，ണམ事象によΓྻंの҆શな
運行に支োするおͦれのあるՕ所に施工され，か
つ，ද面্͛に施工されたϞルタル等のトンω
ルの機に必要のないϞルタルについては，ૣظ
に，ఫڈする等のાஔを講ͣることとする。

・��మಓ構におけるണམ事象が発生したࡍは，Ҿ
きଓきࠃަ௨লに報ࠂするとともに，自らもͦ
のݪҼ究明を行い，࠶発ࢭ対ࡦを講ͣることと
する。
・��一部のమಓ構におけるണམ事象の発生ݪҼに
施工不ྑがあったこと，一部のమಓ構にޮ
的なҡ࣋管理を行えない構があったこと等を
౿まえ，৽規に構を設計，施工するࡍには，
これらのことを༧めࢭし，ক来のޮ的かつޮ
Ռ的なҡ࣋管理が確保されるように留意すること
とする。

4．おわりに

మಓについては，ଞの社会ࢿ本とൺֱして長いྺ࢙
をͪ࣋，構もݹいものが多くあるが，ଞのインフ
ϥとҟなΓ，運行と施設管理者が一ݩ的に管理しなが
ら，๏ྩ・基準等に基ͮき構についてҡ࣋してき
たとこΖである。
࣋のమಓ構のҡޙࠓ，回の検ূ会議においてࠓ
管理にあたΓ，ണམ事象の発生の༧ஹを捉え，必要な
ાஔを講じていくことが重要であるととΓまとめられ
ている。
ࡦ回とΓまとめられた方針に基ͮき，施ࠓ，はޙࠓ
を講じていくことで，গしでもണམ事業のݮগ，ͻい
てはదな構のҡ࣋管理にөできれと考えて
いるとこΖである。
なお，現在，この検ূ会議の݁Ռに基ͮき，定ظ検
ࠪにおいて，మಓ構におけるണམ事象の発生の༧
ஹを捉え，ͦの発生を༧するためにաڈのണམ事象
の発生ঢ়گをਫ਼ࠪした্で，必要な事項を体系的に整
理し，มঢ়のண؟点やมঢ়にԠじた対ࡦなͲの事ྫを
整理したखҾきを作成しているとこΖである。
�

ʦචऀհʧ
ை࡚　ढ़（しお͟き　しΎΜや）
ަ௨লࠃ
మಓ局
技術企画՝長
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橋梁の維持管理における非破壊検査技術の研究開発

石　田　雅　博・高　橋　　　実

わがࠃでは，ٸに社会インフϥが高ྸ化してきておΓ，ͦれにうྼ化ଛইのݦஶ化がେきなに
なΓつつある。しかし，ૣظに発見し，దなॲஔを施ͤ長ण໋化がਤられることから，ಓ࿏ڮのྼ化
ଛইにԠじたௐࠪ・அ，ิ修・ิڧ技術の確立がٻめられてきている。
本ߘでは，ಓ࿏ڮ（コンクϦートڮ߯，ڮ）のྼ化ଛইのうͪ，ඇഁյ検ࠪ技術が用いられるྼ化ଛই

事ྫをհするとともに，ಓ࿏ڮのҡ࣋管理におけるඇഁյ検ࠪ技術の開発に関するऔΓΈについて
հする。
キーワードɿҡ࣋管理，ಓ࿏ڮ，ඇഁյ検ࠪ，"S3，Ԙ，ͻびׂれ，์ࣹઢ（9ઢ），き྾，Ի

1．はじめに

現在，わがࠃでは高度経ࡁ成長ظ以߱にू中的に整
備されたڮྊやトンωルなͲの社会インフϥが，ࠓ
に高ྸ化してくるに直面している。ͦのٸ，ޙ
中で，ಓ࿏ڮについては，શࠃに 7� ສڮ，ଘ在し
ておΓ，1� 年ޙには建設ޙ 5� 年経աするڮྊが �ׂ
以্になると見ࠐまれている。ͦの経ա年数にݺԠす
る形で，Ԋ؛部なͲの立地ڥのݫしい場所なͲで
は，ۙ年，一部のڮྊでٺ化によるྼ化ଛইがݦ在
化している。
一方，定ظ的に点検を行い，ద࣌దなҡ࣋管理を
行うことによΓ，建設ޙ 8� 年を経աしてもେきなଛ
ইなくわれているڮྊも多くଘ在している。
木研究所構メンテナンス研究センター（௨
শ，C"&S"3）（以下「本研究所」という）では，ڮ
ྊのメンテナンスで必要となる「検ࠪ技術」，「༧測ධ
Ձ技術」，「ิ修ิڧ技術」，「管理システϜ」について
研究している。本ߘでは，ಓ࿏ڮ（コンクϦートڮ及
び߯ڮ）のྼ化ଛইのうͪ，ඇഁյ検ࠪ技術が用いら
れるྼ化ଛই事ྫをհするとともに，ඇഁյ検ࠪ技
術の開発に関するऔΓΈについて具体的な事ྫをも
とにհする。

2．コンクリート橋の塩害による鋼材腐食

ϙストテンション方ࣜの PC構では，ۙ年άϥ
ウトのॆరがेに行われていない事ྫが確認されて

おΓ，対ࡦが進められている。シース内にάϥウトະ
ॆరՕ所がଘ在すると，ӍਫやԘ化イオン等がシー
ス内に৵ೖするڪれがあΓ，ͦの݁Ռ PC がࡐ߯
৯，ഁஅし，重େ事ނにܨがる可性もある。
本研究所では，東ژେ学と連ܞし，PCܻશ体のά
ϥウトະॆర۠間，߯ݮࡐ量，ഁஅ༗ແのѲを目
的として，高出力9ઢݯによるコンクϦートڮ検ࠪ
技術の開発を行っている。

（1）X線発生装置
現在，ڮྊௐࠪで用いている9ઢݯはͦの出力が
3��LF7 までであること，ద用限քްさは 3� ʙ �� DN
ఔ度であΓްい部ࡐの場合は૾ࡱに࣌間がかかること
なͲ，従来のඇഁյ検ࠪ技術には限քがあった。一方
で，9ઢの利用を規定している์ࣹઢোࢭ๏にお
いては，֎で用する場合，ڮྊ検ࠪに限って
�MF7までの加器の用が認められている。

ࣸਅᴷ �　����.F7�9 ઢൃੜஔ
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開発した 3��5MF7 機のશ体૾を写真─ 1にࣔす。
ஔは，9ઢݯ，高प発生ஔ，ిݯ，ਫྫྷϙンϓ
から構成されている。高出力のଞஔにൺ重量が小
さいのが特であΓ，طଘのڮྊ点検ंに搭載可な
ように，9ઢݯ等を 2�� LH 以下にえている。また，
実ڮྊのద用に向けて，9ઢݯ及び検出器を連ଓ的
にՔಇできるઐ用のスキϟンՍを作成している。

（2）3.95MeV X線発生装置による屋外撮像
3��5MF7 機は๏的には์ࣹઢ発生ஔであΓ，ڮ
ྊのরࣹに限Γ一࣌的な用場所のมߋが認められ
ている。しかし，これまで用された実はなかった。
ͦのため，ࠓ回本研究所内で実施された֎での૾ࡱ
実験は，ࠃ内における初めてのࢼΈとなった。ࡱӨは
研内に設ஔしてある PCTܻڮを対象とした（写真
─ 2）。ウェブްは 17� NN，下フϥンジ部の࠷େް
さは ��� NNである。

3��5MF7 機は࣌૾ࡱのઢ量がඇৗに高く，検出器
がして画૾がಘられなかったため，出力を定֨の
1�6 までམとして૾ࡱを行った。
ᶃウェブ部
'%P によΓಘられたウェブ部の画૾を写真─ 3に

ࣔす。ウェブް 17� NN に対し，3��5MF7 機による
画૾は 1ඵఔ度でऔಘされておΓ，定֨出力の 1�6 で
あってもेな૾ࡱ力があるとஅできる。
ᶄ下フϥンジ部
ウェブࡱӨޙ，スキϟンՍによΓ検出器をҠ動さ
ͤ下フϥンジ部の૾ࡱを行った。写真─ 3にࣔす௨
Γ，部ްࡐが ��� NNにもかかわらͣ 3� ඵఔ度で画
૾をऔಘすることができた。
֎のݯ内初の高出力9ઢࠃ，実験は૾ࡱ回のࠓ
ద用であΓ，必ͣしも機器のௐ整がेとはݴえな
かった。ޙࠓは，よΓ明な画૾がಘられるよう機器
のௐ整を実施していく༧定である。

3．コンクリート橋のアルカリ骨材反応対策

զがࠃにおけるアルカϦࡐࠎԠ（以下「"S3」）
によるଛইは，ত 5� 年ޙからݦ在化した。৽
設のコンクϦートಓ࿏ڮに対しては，ত 6� 年લ
のچ建設ল総合技術開発ϓロジェクトの知見等をも
とに各種੍対ࡦが施行され，平成 2年のಓ࿏ࣔڮ方
ॻվ定࣌にͦれらが規定された。
一方，これ以લの年に建設されたコンクϦートಓ
࿏ڮでは，"S3 にىҼするͻびׂれが報ࠂされてお
Γ，ϓレストレストコンクϦートڮ（以下「PCڮ」）
における࣠ڮ方向のͻびׂれもࢄ見される。
以下，PCڮにおける"S3ଛইと対ࡦ事ྫの֓要，
本研究所での関連する研究のऔΓΈをհする。

（1）PC橋の ASR損傷
PC にڮ "S3 が生じる場合，࣠ڮ方向のுがϓ
レストレス力によΓ߆ଋされることによΓ，্ܻ下面
やଆ面に࣠ڮ方向にԊったͻびׂれが生じる。
たͩし，このような࣠ڮ方向のͻびׂれは，మےの
৯ு，άϥウト不ྑ，աۓுなͲଞの要Ҽでも生
じ，ͦれͧれ対ࡦ方針がҟなる。また，このようなͻ
びׂれからమےや PC߯ࡐの৯，ഁஅにࢸるڪれが
あΓ，҆શ性やٱ性に関わることから，దなݪҼ
ਪ定と性ධՁ，対ࡦが必要である。

（2）ひび割れの原因推定と診断
PC ࡐࠎ方向のͻびׂれが生じ，建設年や࣠ڮにڮ
事情なͲから"S3 がٙわれる場合，ᶃ"S3 による
ྼ化の経࣌ม化やӍਫのڅڙঢ়گ，ᶄޙࠓのコンク
Ϧートு量，ᶅՙ性のӨڹがݒ೦される場
合，載ՙࢼ験を行い，ݪҼਪ定と対ࡦの要൱அ及び
対ࡦ工๏の選定を行うのが一般的である。
ྫえ，写真─ 4にࣔす"ڮはত 58 年にॡ工し
たϓレテン PC中ۭচ൛ڮであΓ，平成 21 年のڮྊ

ࣸਅᴷ �　����.F7 機 '1%ը૾

ࣸਅᴷ Өࡱͷڮ1$5ܻ　�
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点検࣌に PCܻଆ面及び下面શ面，ฮ開ޙの PC
্ܻ面の一部に࣠ڮ方向のͻびׂれが確認された。
PCܻଆ面のͻびׂれは，෯が 2�� NN以্のものも
あΓ，目ࢹでͻびׂれをڬΜͩコンクϦートද面の目
ҧいが確認されたこと，ॡ工から現在までচ൛ਫが
行われておらͣ，Ӎਫがڅڙされるঢ়ͩگったことか
ら，͛ۂやͤΜஅ，ऩॖ等にうͻびׂれではなく，
"S3にىҼしたுによるͻびׂれがٙわれた。
ͦのޙ，本研究所にてݪҼ究明のため，以下の検討
を行った。
採औしたコンクϦートコアを؍したとこΖ，ࡐࠎ
のྠֲ部に"S3の特であるന色のᕷ出を確認し
た（写真─ 5）。

また，性数をௐたとこΖ，݈શな場合にൺ
 6ׂまで下しておΓ，同じく"S3の特である
性数の下が生じていたことから，ͻびׂれのݪ
Ҽは"S3によるものとਪ定された。参考までにന色
のᕷ出のݩૉੳやݦඍ؍ڸなͲৄࡉなௐࠪを
行った݁Ռ，ന色のᕷ出はθϦーঢ়であることが確
認され，成ੳの݁Ռ，SJ（έイૉ）を主成とし
たήルをؚΜでいたことから，ͻびׂれのݪҼは
"S3 とஅした。なお，ͻびׂれਂさは，࠷େでも
ͤΜஅิڧమےۙに留まっていた。

（3）耐荷性能の評価
"S3 を生じた構のՙ性については，明ら
かでない部も多く研究్্である。本研究所におい
ても，"S3 によΓܻ下面に࣠ڮ方向のͻびׂれが生
じఫڈされたาಓڮϓレテン PC�* ܻのࢼ͛ۂ験（写
真─ 6）や，PCܻ部のਫ平ͻびׂれを模ٖしたڙ
─験（写真ࢼ体によるͤΜஅࢼ 7）を行い特定の件
下でのՙ性を検ূしている。

実ڮでのධՁにあたっては，ڧ度や੩性数の
下，మےのഁஅ༗ແ，コンクϦートとమےのணや定
ண機のଛࣦ，ͻびׂれによるコンクϦート༗ޮஅ面
のม化，ଘϓレストレスのӨڹを౿まえる必要が
ある。
ड़するޙ，ではڮ" C"&S"3メンテナンス技術ަ
ྲྀ会活動においてඇഁյ検ࠪを実施しమഁےஅがない
ことを確認した。しかしながら，ͻびׂれの進లや
性数の下によΓ，部ࡐஅ面の一体性ଛࣦやたわΈ
૿େによる҆શ性と用性の下がݒ೦されたことか
ら，本研究所にてՙ重ं྆（2� トンʷ 2 ）を用
した੩的載ՙࢼ験を行った。
ͦの݁Ռ，載ՙࢼ験のՙ重レϕルൣғ内での࠷େた
わΈ量と面的なたわΈは，いͣれもͻびׂれが生
じておらͣ性数も下していないとԾ定した計ࢉ
のఔ度で，設計で定する߶性が֓Ͷࣦわれて
いないことがかった。
載ՙにいઢ形ڍ動をҳする動きはなかったこ

ࣸਅᴷ �　1$ܻଆ໘ͷͻͼׂΕঢ়گ

ࣸਅᴷ �　ίΞஅ໘ͷ؍

ࣸਅᴷ �　ఫڈ 1$ܻͷݧࢼ͛ۂ

ࣸਅᴷ �　ͻͼׂΕٖ1$ܻͷͤΜஅݧࢼ
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と，ෳ数ݸ所でͻびׂれの開きやͣれはなかったこ
と，طに࿏ઢとして 8トンに重量規੍されておΓ，8
トンंがڮྊ্にຬ載の場合でも本載ՙࢼ験よΓ҆શ
ଆの載ՙ件となることから，ಓ࿏管理者にて現行の
重量規੍をܧଓしている。

（4）対策工
"S3 は，ਫのհ在によΓԠが促進されることか
ら，ःਫが重要である。たͩし，コンクϦートの内在
ਫを෧じࠐめると৽たなਫのڅڙがなくてもԠ
がଓくڪれがあることに注意する必要がある。্هを
౿まえ"ڮでは，以下の対ࡦを実施している。
（B）��চ൛ਫ，৳ॖஔऔସ，ͻびׂれิ修，コン

クϦートද面保ޢ（写真─ 8）
（C）��চ൛্面のഉਫと中ۭচ൛Ϙイド下面にਫൈ

きを設ஔ
なお，ܻଆ面及びܻ下面のコンクϦートද面保ޢ
は，ःਫޮՌと内在ਫݮのため௨ؾ性を༗するؚ
。をృしているࡐਁ
"S3 はͦの進行がいつまでଓくのか，ͦれによる
มঢ়がͲのఔ度まで֦େするのかをਖ਼確に༧測するこ
とは困難であるため，経ա؍が必要である。

4．鋼橋の疲労対策

ಓ࿏ڮの߯部ࡐでは，自動ं௨行等にって܁Γฦ
されるԠ力ม動によΓ，༹接部や欠き部なͲのԠ力
ू中が生じやすい部位に，ർ࿑き྾が生じる場合があ
る。ಓ࿏ڮでは，ط設ڮでのଛই事ྫの૿加のݒ೦を
എܠに，平成 1� 年のಓ࿏ࣔڮ方ॻվ定࣌に，߯ڮに
対しർ࿑のӨڹを考ྀすることが規定された。ซͤて
具体のർ࿑設計の方๏については，「߯ಓ࿏ڮのർ࿑
設計ࢦ針」（῏日本ಓ࿏協会，平成 1� 年）にとΓまと

められている。
一方，これ以લの年に設計されたಓ࿏ڮの中には
ർ࿑ٱ性にྼる施工質や形ࣜの༹接ܧखや構を
༗するڮもあΓ，߯ڮの様々な部位にർ࿑ଛইが報ࠂ
されている。
以下，ۙ࠷の事ྫから߯চ൛ڮの事ྫを中心に，ଛ
ইの֓要と，関連する本研究所でのඇഁյ検ࠪ技術の
開発のऔΓΈをհする。

（1）損傷の概要
ۙ年，6ܕのॎϦブ（6Ϧブ）を用した߯চ൛ڮ
において，重ަ௨࿏ઢのྠՙ重直下の様々な༹接部に
ർ࿑き྾が報ࠂされている（図─ 1）。こうしたき྾
のほとΜͲは，চ൛の下面ଆから目ࢹ点検できるき྾
であるが，デッキϓレートと6Ϧブの༹接内部から
デッキ内に進లする֎؍目ࢹ困難なき྾（以下，デッ
キ進లき྾）も報ࠂされつつある。ฮ下にӅれたঢ়
ଶで長く進లしていくと，࿏面のؕなͲڙ用性にӨ
─を及΅すおͦれがあるき྾である（写真ڹ 9）。ま
た，༹接にԊって進లした6，ޙϦブࡐに進లして
いくき྾も見られている。

（2）き裂の調査
き྾が発見された場合，༹接ܧखをؚめた構がྨ
でՙ重に対して同様のԠ力ม動を受ける部位では同ࣅ
種のき྾が発生する可性がある。߯চ൛の場合に
は，ྠՙ重位ஔに対して࣠ڮ方向の同一の構部位に
同種のき྾が発生する可性が高く，݁Ռ的に多数の
き྾が発生していることもあΓ注意が必要である。ま

ਤᴷ �　߯চ൛ͷർ࿑͖྾ͷൃੜ෦Ґͷྫ

ࣸਅᴷ �　ओܻද໘อޢ工ʢؚਁܥʣ
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た，一୴き྾が確認された場合には，ڮશ体系の構
的要Ҽも考えられることからண目部位ͩけでなくڮશ
体の༹接部のଛইঢ়گをѲすることも必要である。
ർ࿑き྾のௐࠪに関しては，き྾及びき྾のٙいの
あるృບׂれ，き྾からのさびो等をѲし，ͦ のޙ，
࣓ค୳ই๏によΓき྾の༗ແ，長さを特定するのが一
般的な方๏である。
લड़の֎؍目ࢹできないデッキ進లき྾に関して
は，ஈ֊的なௐࠪによΓき྾発生のおͦれのある߯চ
൛ڮ及び部位をந出した্でඇഁյௐࠪ技術のద用が
合理的と考えられる。これまでも各種のௐࠪ研究が行
われてきているが，୳ইしようとする件や目的にԠ
じて必要とするਫ਼度・信頼性の確保できる方๏を選定
する必要がある。本研究所においても，ృບ্からൺ
ֱ的初ظのき྾からޡ検出することなく検出でき，か
つ信頼性を向্さͤたԻ୳ই技術を開発し実用化
してきている。図─ 2に現場でのௐࠪঢ়گの֓要を
ࣔすが，対象とする༹接ઢにԊって，自動ࠪஔを
デッキ下面に࣓ੴで固定し，୳৮ࢠを自動ࠪするこ
とによΓԻ୳ই器্でデータを確認しながらه
するものである。
また，この技術のଞに，き྾がデッキを؏௨するま
で進行している場合，Ӎਫがฮを௨じて6Ϧブ内
に৵ೖ・ਫする事ྫにண目して，6Ϧブ内のਫ༗
ແから間接的に発見するԻ୳ই技術も開発してい
る。このௐࠪ技術は，طにデッキ؏௨ُ྾が見つかっ
ているもののデッキ下面にۙ接しにくい߯চ൛ڮで
の，ิ修લのき྾のૣظ発見というχーζを౿まえて
開発したものである。き྾؏௨初ظでは，必ͣしも
ਫにࢸっていない場合があることに留意する必要があ
るが，؏௨き྾の発生がٙわれる場合には，ޮ的に

ௐࠪする一खஈになるものと考えられる。図─ 3に
現場でのௐࠪঢ়گの֓要をࣔす。具体的には，ૹ受信
用の を6Ϧブ下（用൘を）ࢠのԻ୳৮ݸ2
面に当てて，6Ϧブ内のਫのଘ在によるԻの受信
形のݦஶなݮਰ特性よΓ検出するものである。طに
現場でࢼ行し，৳ॖ用の؆қ治具を利用し，対象6
Ϧブから � Nఔ度れたڑから 1 Օ所当たΓ 5 ඵ
ఔ度のௐࠪ࣌間でਫの༗ແと同࣌にਂさの計測が可
である。なお，ਫにうԹ度ม化を捉えるख๏と
して༗ޮな֎ઢαーϞάϥフΟについてซͤて現場
ద用性を検討したが，ԕからのௐࠪが可である一
方で，日র件・測定ࠁ࣌・ਫਂのఔ度等によΓ計測
の੍や検出性に限քがあるため確実性・ਝ性の
点で༏位性を発شできない݁Ռであった。લड़のデッ
キ進లき྾の検出技術もؚめ，これらのௐࠪ技術に関
しては，ඛిভೆΤレクトロχクス᷂，ࡾඛి機᷂情
報技術総合研究所との共同研究によΓ開発したもので
ある。

ࣸਅᴷ �　ฮԼͷσοΩϓϨʔτද໘ʹݱΕ͖ͨ྾

ਤᴷ �　ԻΛར༻ͨ͠6Ϧϒͷਫͷௐࠪ֓ཁ

ਤᴷ �　Ի୳ই๏ʹΑΔσοΩਐల͖྾ͷௐࠪ֓ཁ
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5．おわりに

の長ण໋化をਪ進しڮ回հしたௐࠪ技術はಓ࿏ࠓ
ていく্でඇৗに重要となってくる。
また，ಓ࿏ڮの数以্は，体੍的にもࡒ的にも
。ொଜがͦのେなストックを管理しているࢢしいݫ
ௐࠪやͦれを౿まえて実施されるิ修・ิڧといっ
た長ण໋化のための技術についても，管理体੍や技術
力・ࡒ力にԠじた，よΓޮ的で経ࡁ的な技術につ
いても研究していく必要がある。
木研究所構メンテナンス研究センター

（C"&S"3）では，ࠃ，地方自治体，高ಓ࿏会社といっ
た施設管理者と，産業ք，学քの技術者・研究者が一
ಊに会する場として「C"&S"3 メンテナンス技ަྲྀ
会」を 2�11 年 8 月に発さͤ，ٺ化やࡂ等でྼ
化ଛইした実ڮྊを対象にメンテナンス技術向্のた
めの研究活動を実施している。ڮྊの長ण໋化をਤっ

ていくには，「点検ˠஅˠાஔˠه」といったメ
ンテナンスαイクルを確実に回していく必要がある。
なるߋ，とも，ಓ࿏管理者のχーζにԠえるくޙࠓ
メンテナンス技術の高度化をਤっていくため，産学
一体となって研究を進めて参Γたい。
�

高ڮ　実（たかはし　Έのる）
立研究開発๏ਓ木研究所ࠃ
構メンテナンス研究センター
ྊ構研究άルーϓڮ
主研究員

ʦචऀհʧ
ੴా　խത（いしͩ　まさͻΖ）
立研究開発๏ਓ木研究所ࠃ
構メンテナンス研究センター
ྊ構研究άルーϓڮ
্੮研究員
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既設橋梁の復元設計システム
写真と基本データから橋梁図面の復元

長　﨑　富　彦

に基本情報となる設計ਤॻが保ଘࡍྊにおいては管理やิ修のڮいݹ，に進Ήなかٸ化がٺྊのڮ
されていない現ঢ়がある。
本報ࠂは，ط設ڮྊの設計ਤ面を建設当࣌の基準によΓ࠶設計しਤ面を෮ݩする技術հであΓ，また

これをソフトウェアで実現したものである。設計件がه載された一般ਤか，一般ਤがແい場合はڮのࣸ
ਅとॡ工年・֨ڮ・෯員・支間長・主ܻ本数・主ܻ高・構形ࣜ・ࣼ֯の基本データがあれ，設計計ࢉ
ॻと数量計ࢉॻおよび設計ਤ面（構ৄࡉਤ）を෮ݩできる。
キーワードɿڮ��ྊਤ面，ط設ڮྊ，ਤ面෮ݩ，ਤ面࠶現，ิ修設計

1．はじめに

શࠃで 2 N以্のڮྊは 7� ສڮଘ在し，このう
ͪ建設ޙ 5� 年をえたڮྊのׂ合は，平成 25 年では
18ˋであるが，ͦの 1� 年ޙには �3ˋ，2� 年ޙには
67ˋと૿加する オϦンϐッژから5�年લの東ࠓ。（1
クલޙから高度経ࡁ成長ظにू中的に建設したڮྊの
ٺ化が進Έ，Սけସえや修સのظ࣌にきている。
中ԝ自動ंಓのࢠトンωルの事ނは௧ましいهԱ
であるが，ڮྊについてもམڮや部ഁଛなͲの事ނ
がいくつかฉかれるようになってきた。このような現
ঢ়を受けてࠃަ௨লは，ࡢ年 7月にશࠃ 7� ສڮに
ついて 5年͝との定ظ点検をٛ務化し，҆શ対ࡦを進
めている。
一方で，地方自治体が管理するڮྊの数は建設
年度が不明で，「ಓ࿏ா（ڮௐॻ）の作成が不े」
ྊ設計ਤॻを保ଘ・管理していないಓ࿏管理者もڮ」
多数ଘ在」ともࢦఠされている 2）。また「ิ修するڮ
ྊのਤ面がなく，必要以্のඅ用がかかった」ことに
ついて，ある県議会でࢹされたとのχϡースも
あった。
このように地方自治体を中心としてਤ面等の設計ࢿ
ྉがదに保ଘ・管理できていない場合が多く，ڮྊ
のҡ࣋管理およびิ修・ิ 。にが生じているࡍのڧ
は，このようなਤ面が保ଘできてࠂ回հする報ࠓ
いないについて，؆ศにղܾする技術である。

2．本技術の概要

本技術は，設計ࢿྉが保ଘ・管理されていないط設
するものであΓ，またͦのखஈݩྊの設計ਤ面を෮ڮ
としてソフトウェアで自動化を実現している。෮ݩす
る方๏は建設当࣌の基準で設計をし直して，ͦの݁Ռ
を用いてਤ面を作成するものである。実ࡍに現ڮを測
量して計測するわけではないので，1 NN୯位までਖ਼
確に෮ݩすることは難しいが，管理用のਤ面や基本設
計用のਤ面として，؆୯に，҆く，ૣく作成できる特
がある。
わがࠃのڮྊ建設は，ত 3� 年以߱，高度経ࡁ
成長ظにかけてٸに進Μできた。ͦれから現在にࢸ
るまで，自動ंՙ重の૿େ（トϥックのେܕ化），構
形ࣜの合理化，用ࡐྉの高ڧ度化，設計ख๏の高
度化なͲさま͟まなม化をาΜできた（図─ 1）。

ਤᴷ ͷΠϝʔδ࢙ͷྺڮ　�

特集＞＞＞　維持管理・延命化，リニューアル



��建設機械施工 Vol.67　No.9　September　2015

本技術である෮ݩ設計システϜは，これらのྺ࢙に
よるม化をΈࠐΜでいる点がେきな特であΓ，
6� 年間のڮྊ設計のϊウϋウがΈࠐまれている。
建設年度からͦの当࣌のՙ重や構およびࡐྉをਪ
定して設計することによΓ，当࣌の設計を࠶現するも
のである。ͦして࠶現した設計の各種ੇ๏を自動で設
計ਤ面（構ৄࡉਤ）を作成するシステϜである。

3．特徴と範囲

（1）特徴
従来ख๏では，現地でڮྊを測量し，ͦの݁Ռを用
いてਤ面をඳき直すことになΓ，多くのख間とඅ用が
必要であったが，本技術をえૣく؆୯にਤ面の෮
。にもつながるݮが可なͩけでなく，コストのݩ
また設計計ࢉから෮ݩするため，୯にਤ面の࠶現ͩ
けではなく，建設当࣌のՙ力確認や，建設年度を࠶
設定すれ現行ՙ重である #活ՙ重や"活ՙ重での
ՙ力রࠪなͲにも用することが可である。
なお本技術の෮ݩ設計を実施するためには，基本的
なデータが必要であΓ，࣍の 2つのέースがある（図
─ 2）。
B）��一般ਤがある場合は，これから設計に必要な基
本データをಡΈऔる。

C）��一般ਤがない場合でも，෯員・支間長・主ܻ高
なͲの基本データと，ڮશ体およびྺڮ൘のࣸ
ਅがあれよい。ྺڮ൘からはॡ工年・֨ڮ・
。質なͲをಡΈऔるࡐ用

௨ৗ B）の一般ਤがある方が，ڮશ体の形ঢ়がѲ
できるので，よΓਫ਼度よく෮ݩすることができる。
本技術の෮ݩਫ਼度をあ͛るため，「ಓ࿏ࣔڮ方ॻ」
なͲの設計基準ͩけでなく，建設年度によってҟなる
用൘ް，Ԡ力度の༨༟，ղੳ方๏のҧのࡐ߯）習׳
い，൘༹͗ܧ接の༗ແなͲ）もΓࠐΜでいる点が特
である（表─ 1）。
これら設計基準および設計׳習は，各年の「ಓ࿏
建設ল標準」「設計ศཡڮಓ࿏߯」方ॻ」のଞにࣔڮ

設計」や日本ڮྊ建設協会出൛の「デザインデータブッ
ク」「ガイドϥイン設計」なͲを参考にしている。
෮ݩ設計を実施した成Ռとしては，設計計ࢉॻと
数量計ࢉॻおよび設計ਤ面（構ৄࡉਤ）となる（図
─ 3）。

（2）適用範囲
本技術である෮ݩ設計システϜのద用ൣғは，以下
のとおΓである。
ᶃ構形ࣜʜʜ্߯ڮ部工の᭄ܻڮとശܻڮ
　　　　　　　・合成ܻとඇ合成ܻに対Ԡ
　　　　　　　・߯চ൛および)形ڮྊは対象֎
ᶄద用年ʜʜ��ত 31年以߱の「ಓ࿏ࣔڮ方ॻ」に

対Ԡ

ਤᴷ �　෮ݩ設ܭʹඞཁͳσʔλ

දᴷ �　ผͷ設׳ܭशͷྫ

ত 3� 年 �� 年 5� 年 6� 年 平成 1けた 平成 1� 年
1�55 ʙ 1�65 ʙ 1�75 ʙ 1�85 ʙ 1�8� ʙ 1��8 ʙ

用൘ްのࡐ߯ マーέットαイζ（・・12131�161�22・・） 1 NN୯位
構ղੳのख๏ 1�� ๏ ࢉ計ࢠ֨
設計Ԡ力度の༨༟ ༨༟ 5� ʙ 1�� LH�DN2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ༨༟ແし
൘༹͗ܧ接の༗ແ ൘͗ܧ༗Γ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ൘͗ܧແし
部ࡐの共௨化 なるく共௨化する　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あまΓ共௨化しない
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ᶅͦのଞʜʜ�চ൛および支ঝや৳ॖஔなͲのଐ
は除く

4．用途例

本技術はಓ࿏管理者および建設コンαルタントでの
利用を定している。ಓ࿏管理者には管理用ਤ面また
はੵࢉ用ਤ面を目的として定している。また建設コ
ンαルタントには，以下にࣔすような目的で利用され
ている（図─ 4）。
ᶃচ൛औସえ工事のԠ力রࠪ
ᶄਫಓ管なͲのఴՍ設ஔによるԠ力রࠪ
ᶅ現行ՙ重の#活ՙ重によるԠ力রࠪ
ᶆ୯७ܻを連ଓ化する工事のԠ力রࠪ
ᶇ支ঝऔସえ工事の力ࢉ出
ᶈృృସえ工事の面ੵू計　なͲ

ᶃのচ൛औସえ工事のԠ力রࠪでは，চ൛をはつっ
たঢ়ଶで主ܻ等のԠ力がڐ容にೖるかͲうか検討す
ることになるが，ͦのࡍに設計ਤ面がないと൘෯・൘
ް等のੇ๏がわからないので検討ができない。ͦの場
合に本技術である෮ݩ設計を行い，ੇ๏をࢉ出するこ
とでԠ力の検討ができるようになる。
またᶄਫಓ管なͲのఴՍ設ஔのࡍのԠ力রࠪにお
いても同様で，ط設ڮにޙけでఴՍをけるࡍ
に，主ܻ等のԠ力がڐ容にೖるかͲうか検討する必
要があるが，ͦのࡍに設計ਤ面がないと検討ができな
い。この場合も෮ݩ設計を行い，建設当࣌のԠ力をࢉ
出したうえでఴՍ設ஔޙのԠ力検討ができるように
なる。
さらにᶈృృସえ工事の面ੵू計においては，設
計ਤ面がなけれ面ੵを出すことはできないが，෮ݩ
設計することによΓృ面ੵをす͙にࢉ出することが
できる。
これらの工事の設計検討においては，必ͣしもਖ਼確
なੇ๏を必要とするわけではないので，本技術の؆ศ
なख๏が立つものと考える。

5．復元設計の例と精度検証

本技術である෮ݩ設計のਫ਼度を検ূするために，平
成 6年建設ল標準設計（୯७ඇ合成᭄ܻ）3）の主要ॾ
Ռとのൺֱ検ূ݁ݩを基本データとして設定し，෮ݩ
を実施した。この標準設計のڮྊ形ঢ়は図─ 3の一
般ਤのものであΓ，検ূ݁Ռを表─ 2にࣔす。
主ܻஅ面のൺֱでは，一部の部ࡐの൘෯や൘ްで
5�ఔ度のࠩが生じているが，શ体の߯重としては 1ˋ
レϕルでほ΅一கしている。

ਤᴷ �　෮ݩ設ܭͷՌ

ਤᴷ �　෮ݩ設ܭͷ༻్ྫ
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6．おわりに

に，ਤ面が保管されていなࡍ点検をするظྊの定ڮ
いέースでは，本技術で設計ਤ面を෮ݩしていけ，
ҡ࣋管理の高度化およびิڧ設計のコストॖݮにつな
がるものであΓ，ಓ࿏管理者には，定ظ点検のࡍに合
ͤてਤ面の෮ݩを実施することを，ੋඇ͝検討してい
たͩけれと思っている。
またڮ，ࠓࡢྊのେ規模ߋ৽や修સが具体化してき
た。চ൛のऔସえやܻิڧなͲ，設計に必要とされる
当࣌の計ࢉॻや設計ਤ面のݩਤとして，ੋඇ活用して
いたͩきたいと考える。
化が進ٺྊもؚめた社会インフϥのڮ，にޙ࠷
Έ，ҡ࣋管理の必要性が高まっている。௧ましい事ނ
をなくすために本技術がগしでもݙߩできたらいで
ある。
�

ʬߟࢀจݙʭ
� ަ௨লϗーϜϖージࠃ，「（ྊڮ）ಓ࿏構の現ঢ়」，ަ௨লࠃ�（1
�2）�社会ࢿ本整備৹議会，「ಓ࿏のٺ化対ࡦの本֨実施に関するఏݴ」

ަ௨লϗーϜϖージ，平成ࠃ 26 年 � 月 1� 日
� 3）�῏શ日本建設技術協会，「建設ল੍定木構標準設計第 23 ʙ 27

のखҾき」，平成（ڮ୯७ϓレートガーダー）ר 6年 �月

දᴷ �　෮ݩ設ܭͷਫ਼ূݕ

୯位
அ面 �1（部） அ面 �2 அ面 �3（支間中ԝ）
൘෯ ൘ް ൘෯ ൘ް ൘෯ ൘ް

主ܻ �1
フϥンジ

の設計ݩ NN 35� 1� 58� 28 66� 36
෮ݩ設計 NN 37� 1� 6�� 28 6�� 36

ൺ（෮ݩ （ݩ� 1�6� 1��� 1�3� 1��� 1�5� 1���

主ܻ �1
ウェブ

の設計ݩ NN 22�� 11 22�� 11 22�� 11
෮ݩ設計 NN 22�� 11 22�� 11 22�� 11

ൺ（෮ݩ （ݩ� 1��� 1��� 1��� 1��� 1��� 1���

主ܻ �1
அ面ੵ

の設計ݩ DN2 375�� 566�8 717�2
෮ݩ設計 DN2 382�6 578�� 738�8

ൺ（෮ݩ （ݩ� 1�2� 1�2� 1�3�

શ主ܻ
（1ܻʙ 5ܻ）

߯重

の設計ݩ UPO 8��3
෮ݩ設計 UPO ���2

ൺ（෮ݩ （ݩ� 1�1�

ʦචऀհʧ
長　（ながさき　とΈͻこ）
᷂ԣՏ技術情報
システϜ部
部長
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鉛直シャフトを昇降・旋回する水中作業機械
T-iROBO UW

清　水　正　巳・三　浦　　　久・上　山　　　淳

シϟフトࣜԕִૢॎਫ中作業機「T�J3O#O�68」（以下「本機」という）は，্部をਫ্のધに固定
し下部はބఈ地൫に保࣋されたԖ直のシϟフトに，༉ѹショϕル・タイϓのਫ中作業機と۷バέットを
はじめとした各種アタッνメントをऔΓけ，ঢ߱・ટ回をうਫ中作業とともに，ਫ਼度の高い測量，高
いղ૾度のࡱӨを，ԕִૢ作によってできる機ցである。ਫ中の各種作業を，જਫ࢜をわͣに施工する
ために開発された機ցであΓ，ダϜބのようにਂくて，ބఈ地൫がٸफ़な場所，ࢹքのѱいਫ中での施工
にҖ力を発شする。ط設ダϜにおける機向্やダϜ࠶生工事特༗のେਫਂでの作業にて，工අॖݮや工
。༩するدにݮ作業のܰݥة，ॖظ
キーワードɿダϜ，ਫ中作業機ց，༉ѹショϕル，シϟフトࣜ，ԕִૢॎ，۷ؠ，

1．はじめに

ਫௐઅ・ᕲᕱ用ਫ・্ਫಓ用ਫ・工業用ਫ・ਫ力ߑ
発ిなͲ多ذにわたる目的のダϜがࠃ内に多く建設さ
れている。ۙ年では地ٿԹஆ化にうީؾม化による
Өڹのݒ೦が高まっておΓ，߽Ӎࡂやׇਫの対
ԠにダϜが様々な形でͦのׂをՌたす機会が૿える
ことが定される。しかし，必要な৽規のダϜ整備は
ண実に進められていくものの，ダϜαイトのద地がݮ
গしていくことなͲから，ط設ダϜをよΓ一活用す
ることがٻめられている。さらに，成ޙ 5� 年以্
が経աしたダϜの機向্やิ修・ิڧが必要となっ
ている場合もある。
設ダϜにおけるダϜの容量や์ྲྀ力の֦େ，運ط
用のมߋ，ଯ࠭対ࡦやਫ質対ࡦなͲの「ダϜ࠶生」工
事では，ダϜ機をҡ࣋，すなわͪஷਫ位を下͛るこ
となく，େਫਂ下での施工を༨ّなくされることが多
い。ͦのため，施工にうେ規模なԾ締Γや高٭ڮ
のԾ設ڮࢅ設ஔ，େਫਂでのજਫ作業が必要となΓ，
工අの૿େ，工ظの長ظ化，長࣌間にわたるݥة作業
なͲをもたらすことになる。
ͦこで，ͦれらの՝をղܾするための方ࡦの一つと

して，本࢛Սڮ工事やϘスϙϥスւڦԣஅమಓຒトン
ωル工事なͲのେਫਂでのւ༸工事経験を活かして，
本機を開発した。ͦの作業性と施工力を্における
実େ実ূࢼ験で確認し，ఱέダϜ࠶開発トンωル์
ྲྀ設備ྲྀೖ部建設工事において実施工にணखしている。

本ߘでは，ͦの開発の֓要，機ց様・性とͦの
特および実施工開࢝までの内容をհするものであ
る。

2．本機の概要と性能

本機は，図─ 1，2にࣔすように，ਫ্のધとބ
ఈでԖ直に支࣋されたシϟフトに，ਫ中で作動できる
༉ѹショϕル・タイϓの作業機をऔΓけ，ધのૢ
作ࣨに配ஔしたૢ作൫とૢॎஔおよび施工支援ஔ
を用し，シϟフトにԊってঢ߱，ટ回できる作業機
本体にऔΓけた各種アタッνメントを用して۷
やؠなͲの作業およびਫ਼ີ測ਂ・ࡱӨができるԕִ
ૢ作ܕの機ցである。シϟフトは，্部をધに設ஔ
された࿌ঢ়のシϟフト固定ஔにて支࣋し，下部をބ
ఈ地൫にシϟフトઌをਫ中オーガーによΓૠೖさͤ
Ԗ直に支࣋する。

（1）水中作業機
シϟフトをঢ߱するਫ中作業機は，表─ 1にࣔす
様の༉ѹショϕル・タイϓの作業機ցであΓ，ધ
からのέーブルによるి力څڙとి動༉ѹม方ࣜに
よΓਫ中でのՔಇを可にし，かつ༉࿙れ対ࡦを講じ
。に配ྀしているڥ

（2）シャフト
シϟフトは，立ࣜで 1本が � N，П �1� NNのิ

特集＞＞＞　維持管理・延命化，リニューアル
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を加えた߯管を接ଓしたものでਫ中作業機がঢ߱でڧ
きるようϥックをऔΓけている。また，重量ܰݮの
ためු力を利用できるようີด構にしている。ਫ中
作業機のՔಇ中，シϟフト্部の支࣋はધに設ஔさ
れたシϟフト固定ஔ下キーύーઌのローϥーでڬ
ΈࠐΈ支࣋し，下部はシϟフトઌのਫ中オーガーに
よってބఈ地൫にઌのέーシンάをૠೖして支࣋す

る。シϟフト্部の支࣋は，ਫ位のม動によΓધが
্下することに従することができるようにしている。

（3）上部シャフト固定装置
シϟフト固定ஔは，্下のキーύー各 1基とシϟ
フト固定ϐン 1基で構成されておΓ，ધ্のクロー
ϥークレーンにてΓࠐまれたシϟフトをシϟフト固
定ஔ中ஈの固定ϐンで固定しながら，ॱ࣍シϟフト
のܧしやऔ֎しを行う。্下キーύーはシϟフトの
ৼれࢭめやਫ中作業機用࣌の固定のׂをし，キー
ύー部をਫ中作業機が௨աしている間も固定できるよ
う，্下の 2ஈに設ஔされている。

（4）遠隔操作
ਫ中作業機のૢ作は，マシン・ガイダンスのϞχター
を見ながらધ্のૢ作ࣨからԕִによΓ্からオ
ϖレーターが行う。Ϟχターには，ਫ中オーガーのঢ়
ఈ面や൘等の構の平面位ஔ・高ބする۷，گ
さや形ঢ়，ਫ中作業機およびアタッνメントの位ஔ，
Իਫ中カメϥによるঢ়گө૾なͲがϏジϡアルに
දࣔされ，さらにਫ中のԻڹも確認することができ，
施工ਫ਼度の高いオϖレーションシステϜを構ஙしてい
る（図─ 3参র）。

（5）各種アタッチメント
ਫ中作業機は，作業にԠじた各種のアタッνメント
がணできるよう༉ѹショϕル・タイϓの機ցを採用
し，෯広いਫ中での作業に対Ԡ可である。アタッν
メントの一ྫを表─ 2にࣔす。

ਤᴷ �　ਫதۀ࡞機

දᴷ �　ਫதۀ࡞機ͷ༷

େਫਂ࠷容ڐ ʵ5� N（ʵ1�� Nオϓション対Ԡ可）
バέット容量 ��8 N3（2� UPO （ڃ

定֨出力
�用ਫ中Ϟーター　11۷ L8
ঢ߱用ਫ中Ϟーター　�5 L8

ঢ߱度 ��2 NʗNJO
ટ回֯度 3�� （˃ి動έーブル保ޢのҝ）
動力ୡ方ࣜ ి動༉ѹม方ࣜ
ૢ作方๏ ԕִૢ作

ਤᴷ �　ຊ機ͷશମߏ
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3．本機の特徴

本機は，ਫ中の各種作業においてજਫ࢜をわͣに
施工するために開発された機ցであΓ，ダϜބのよう
にਂくて，ބఈ地൫がٸफ़な場所，ࢹքのѱいਫ中で
の施工にҖ力を発شする。さらに，ਫ਼ີ計測や可ࢹ化
をؚめた情報化施工技術によΓԕִでૢ作を行えるた
め，施工性と҆શ性がେ෯に向্する。工අのॖݮや
工ظのॖ，ݥة作業のܰݮにد༩するものとظさ
れる。

主な特を，以下にࣔす。
ᶃダイバーに頼らないେਫਂにおける҆શ施工
可ࢹ化をؚめた情報化施工技術によΓԕִでૢ作を
行うため，જਫ࢜に頼ることなく作業を҆શに行うこ
とができる。
ᶄ��ਫ中オーガーによるࣼٸ地൫での確実な҆定支
࣋
地൫に作業機を設ஔすることは従来のਫ中機ࣼٸ
ցではできなかったが，本機はシϟフトઌにਫ中
オーガーを配ஔして，シϟフトを地൫に固定し，ਫ中

ਤᴷ �　ਫதۀ࡞ՄࢹԽஔͷ֓ཁͱԕִૢࣨ࡞

දᴷ �　֤छΞλονϝϯτ༻ྫ

アタッνメント 用　　్
バέット ͤدૡき，۷

ਫ中ブレーカー コンクϦート۷，൫۷ؠ
πインϔッダー コンクϦート۷，൫۷ؠ
αンドϙンϓ ᔱᕕ，ͣΓॲ理
Ϧッύー コンクϦート۷，൫۷ؠ

コンクϦートドレッαー コンクϦートද面
Τジェクター ᔱᕕ，ͣΓॲ理

ダウンザϗールϋンマー େؠ，ܘޱ൫
ΤアードϦフター 構ԑΓ，
回సブϥシ ද面۷，ண除ڈ

ਤᴷ �　ԕִૢ࡞ը໘



�7建設機械施工 Vol.67　No.9　September　2015

作業機はͦのシϟフトをঢ߱するため，ࣼٸ地൫で
も҆定した࢟で施工ができる。
ᶅ��各種アタッνメントの搭載による多機作業の実
施

ਫ中作業機は༉ѹショϕル・タイϓであるため，従
来からある多種多様なアタッνメントをऔΓけ，多
工種の施工が可である。
ᶆ��ਫ中可ࢹ化技術の搭載による施工ਫ਼度・施工性の
向্

マルνフΝンϏーϜを用したݩ࣍ࡾ画૾දࣔや
Իਫ中カメϥを用した画૾දࣔによΓ，҉くಁ明
度のいބఈでも可ࢹ化して，ਫ中作業機オϖレーター
がϞχター画面の画૾を見ながらԕִૢ作でき，施工
ਫ਼度・施工性を向্さͤることができる（図─ 4参র）。
ᶇ��高ਫ਼度位ஔ出しシステϜの搭載による施工ਫ਼度の
向্

位ஔがѲされているシϟフトにਫ中作業機がऔΓ
ついているため，作業位ஔのਖ਼確なѲが可であ

る。シϟフトఱの位ஔを G/SS またはトータルス
テーションにて位ஔを計測し，シϟフトにऔΓけた
計やロータϦーΤンコーダーおよびਫ中作業機にࣼ
औΓけた֯度計等によΓਫ中作業機のઌ位ஔを࠲
標で管理しながら作業ができる。
ᶈ��情報化施工（マシン・ガイダンス）による出来形
ਫ਼度の向্
マルνフΝンϏーϜによるݩ࣍ࡾ計測データと，あ
らかじめೖ力した設計۷形ঢ়をൺֱしながら施工す
る情報化施工（マシン・ガイダンス）によΓ，出来形
ਫ਼度を向্さͤることができる。

4．使用方法例

࠶地方整備局発注によるఱέダϜـަ௨লۙࠃ
開発トンωル์ྲྀ設備ྲྀೖ部建設工事にて本機による
施工を，2�15 年 6 月から開࢝している。
本工事は，ダϜの์ྲྀ機を高めることでダϜބの

ਤᴷ �　લఉ෦ͷ۷ʹ͓͚Δ施工खॱ
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ਫをよΓޮ的にえるようにするための「トンωル
ࣜ์ྲྀ設備」を建設するものである。このダϜ࠶開発
事業によΓ，ᶃߑਫௐઅ機の向্，ᶄژのਫಓ
用ਫの確保，なͲがਤられる。
本機は，このうͪྲྀೖ部લ面にあるલఉ部の۷作
業に用している。
施工खॱは，図─ 5にࣔす 6 ステッϓからなって
いる。まͣ，ᶃਫ্に留されたધから，クローϥー
クレーンを用してシϟフトを下方にΓ下͛，シϟ
フト固定ஔで固定しながらશ長のシϟフトを立
て，キーύーにΓସえを行ったのͪ，シϟフトઌ
έーシンάをਫ中オーガーによΓބఈ地൫にૠೖして
固定，ᶄਫ中作業機をਫ中に߱下さͤて地形を計測，
ᶅؠ൫をਫ中ブレーカーによΓഁ۷・ࡅ，ᶆアタッ
νメントをバέットにえ（ؾ中でަ），۷を
ૡきͤد，ᶇધのҠ動，ᶈクレーンで۷のάϥ
ブᔱᕕ，を行う。このステッϓをくΓฦして，所要の
ਂさまで۷していく。લఉ部のपғには߯管൘が
にଧ設してあるため，߯管൘をଛইさͤないためط
には高ਫ਼度の施工が要ٻされる。
現地での作業ঢ়گのイメージを，図─ 6にࣔす。

5．実証試験

実施工にઌۦけ，2�1� 年 6ʙ 7月にಢ木県ࠤࢢの
験を実施した。各種ࢼ験Ϡードにおいて実େ実ূࢼ
アタッνメントを用して，作業性と施工力の確認
࿅を行っ܇験，ฒ行してオϖレーターによる習ख़運సࢼ
た。ਫ্のધに見立てたՍ（地্高さ 15 N）に
シϟフトを固定し，ਫ中作業機をঢ߱さͤ，औΓけ
た各種アタッνメントのԕִૢ作を行い，各種の機器
の性，作動ൣғ，アーϜの߅力・ৼ動やシϟフ

トの߅力の計測を実施して確認した（写真─ 1，2

参র）。なお，ਫ中作業を定したѹࢼ験・ਫີࢼ
験については，ผ్，ஔ͝とに実施して確認した。

6．実施工

ఱέダϜ࠶開発トンωル์ྲྀ設備ྲྀೖ部建設工事
のલఉ部۷作業において，2�15 年 5 月中०から本
機をൖೖ・立てを行い，6月中०よΓ۷を開࢝し
た（写真─ 3～ 6参র）。࠷初に，実フΟールドにお
ける動作・性および各種計測機器の計測の確認・
ௐ整を行い，設計性を確認した。ͦのޙ，Ӷ意۷
作業を進めている。発注者をؚめ関各位の͝ࢦಋの
もと確実で҆શな施工を行い，ແ事ނແࡂでの作業
。していく所ଘであるࢦを目ྃ

ࣸਅᴷ �　࣮େ࣮ূݧࢼશܠ

ࣸਅᴷ �　ίϯΫϦʔτഁࡅঢ়گ

ࣸਅᴷ �　ધӪߤ

ਤᴷ ͷΠϝʔδگঢ়ۀ࡞　�
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7．おわりに

本機シϟフトࣜԕִૢॎਫ中作業機「T�J3O#O�
68」の開発は，ط設ダϜの機向্やダϜ࠶生工事
特༗のେਫਂでの作業において，施工にうԾ締Γ
やԾ設ڮࢅのݮ，જਫ࢜作業をແくすことによΓ，
工අॖݮや工ظॖ，ݥة作業のܰݮにد༩するもの
と確信する。また，高度かつ高機な機ցの開発によ
Γ，作業員の高ྸ化，ਫ中重機オϖレーターやજਫ࢜
といった高技者やख़࿅工の不の対Ԡࡦの一ॿに
なると考えられる。
生工事を࠶ଘダϜのダϜطますます૿加する，ޙࠓ
はじめ，本作業機を༗ޮ利用できるさま͟まな工事に
対してద用のఏҊをしていき，技術の活用を௨じて࣋
ଓ可なインフϥ整備にݙߩして参Γたい。

謝　辞
にΓ͝ذに，本機の開発にあたΓ，長年，多ޙ࠷
各位にްくおྱをਃし্ಋ，͝支援を頂ଷした関ࢦ
͛ます。
�

ʬߟࢀจݙʭ
� 開発࠶Տ事務所　ఱέダϜބ地方整備局　ඐഀـۙ　ަ௨লࠃ�（1

ウェブϖージ（IUUQ���CJXBLPLBTFO�HP�KQ�BNBEBN�JOEFY�IUNM）
� 2）�「৽工๏հ　T�J3O#O�68　ʙシϟフトࣜਫ中作業機ʙ」，建設機

ց施工�7PM�66�/P�11�/PW�2�1�
� 3）�「シϟフトࣜԕִૢॎਫ中作業機「T�J3O#O　68」の開発」，木施

工　2�15�+BO�7O-�56�/P�1

ࣸਅᴷ �　ਫதۀ࡞機ਐਫ

३（うえやま　あつし）　ࢁ্
東建設᷂　マϦン開発部ۃ
部長

（Έうら　ͻさし）ٱ　Ӝࡾ
᷂アクテΟオ　技術部
ৗ務ࣥ行員技術部長

ʦචऀհʧ
ਗ਼ਫ　ਖ਼າ（しΈͣ　まさΈ）
େ成建設᷂
木本部　木技術部　インフϥ・ւ༸技術ࣨ
ࣨ長

ࣸਅᴷ �　γϟϑτཱ

ࣸਅᴷ �　ਫதۀ࡞機設ஔ
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次世代社会インフラ用ロボット開発・導入の推進　
宮ヶ瀬ダム堆砂深浅測量
自動航行型測深システム「自動ベルーガ」

冨　岡　　　秀

ダϜބ・ބপなͲのઢをؚΉશ域のৄࡉ測量は，େ量の測ઢ設定にい，多くの࣌間と࿑力をඅやし
ていた。自動ߤ行ܕ測ਂシステϜ「自動ϕルーガ」（以下「本測ਂシステϜ」という）は，ࢁ間部での利
用を考え，工具を必要としない立ࣜધをϓϥットフΥーϜとして採用し，運ൖ性の向্と各センα
の設ஔਫ਼度と࠶現性を確保し，総合ਫ਼度の向্をਤるとともに，自動ߤ行の実現によΓলਓ化及びল力化
を可としたものである。
本ߘは，ࠃަ௨লよΓ公ืされた「ੈ࣍社会インフϥ用ロϘット開発・ಋೖのਪ進」のダϜஷਫ

におけるଯੵのঢ়گをѲする技術として採された本測ਂシステϜの実ূࢼ験について報ࠂするもの
である。
キーワードɿ��自動ߤ行，ҡ࣋管理，ਂઙ測量，立ࣜધ，ダϜ，ナローマルνϏーϜ測ਂ器

1．はじめに

2�1� 年に҆ഒ内ֳは成長ઓུ「日本෮ڵઓུ」を
ֳ議ܾ定した。成長ઓུのபの 1つである「ロϘット
による৽たな産業ֵ໋」に対し，「ロϘットֵ໋実現
会議」が立্ͪ͛られ，ロϘット技術の開発・ಋೖを
ਝかつू中的に進めていくことが͛ܝられた。これ
は，࿑ಇ者の高ྸ化が進Ή中小業者やҩྍ・հޢ
αーϏス，業・建設等のਓࡐ不におけるಇき
खの確保なͲ，՝ղܾにഭられている日本の企業に
対し，ロϘット技術の活用によΓ，生産性の向্を実
現すると共に，企業のऩӹ力向্及びۚの্ঢをਤ
ることを目的としている。
ۙ年，社会インフϥをめ͙っては，ٺ化の進行，
地及び෩ਫのࡂϦスクの高まΓ等の՝に直面
している。લड़の成長ઓུと，૿ޙࠓେするとਪ測さ
れるインフϥ点検をޮՌ的かつޮ的に行い，また，
ਓがۙͮくことが困難なࡂ現場のௐࠪやԠٸ෮چを
ਝかつ的確に実施する実用性の高いロϘットの開
発・ಋೖ促進のため，「ੈ࣍社会インフϥ用ロϘッ
ト開発・ಋೖのਪ進」が施ࡦされた。これは，社会イ
ンフϥのٺ化，େ規模地や߽Ӎ等のࡂに対し，
よΓޮՌ的かつޮ的な対ԠにࢿするロϘットのイン
フϥ現場のಋೖをਤるため，「5つの重点」（ҡ
対Ԡɿௐࠪ・Ԡࡂ，ྊ・トンωル・ਫ中ڮ管理ɿ࣋
に対ԠできるロϘット技術を民間企業等から（چ෮ٸ

公ืし，関ল及び産学の共同体੍のもと，直現
場において実ࡍの作業を定した現場検ূ・ධՁを行
い，よΓ実用性の高いロϘットの開発・վྑをਪ進し，
直でのઌಋ的なಋೖとͦの普及をਤるものである。
社会インフੈ࣍」ަ௨লよΓ公ืされたࠃ，回ࠓ
ϥ用ロϘット開発・ಋೖのਪ進」のダϜஷਫにおけ
るଯੵのঢ়گをޮ的にѲする技術として，本測
ਂシステϜが採された。
本測ਂシステϜは，可ൖࣜで工具不要の立ࣜ
ધを用いて，ແਓで測量を行うシステϜであΓ，লਓ
ল力化をਤることができ，よΓਫ਼ີでઙւ域までの測
量，構のঢ়گѲやਓ間の立ͪೖΓ難いফブ
ロック等の形ঢ়Ѳ・測量等に利用可である。
本件は，本測ਂシステϜによる当֘技術の活用の促
進を目的とし，実用性にるޮՌについて実ূࢼ験を
実施するものである。

2．開発の経緯

従来のダϜބの測量は，管理する測ઢを設け，ͦの
測ઢにԊってԻڹ測ਂ器もしくは重で計測してい
た。しかし，શ域をཏするほͲີな測ઢでは測らな
いため，測ઢにԊってଳঢ়にະ測ઢ෯が生じることに
なる。このະ測ઢ෯がڱいほͲ，測量のਫ਼度は高くな
る面，࿑力と࣌間が必要である。また，ダϜބௐࠪ
の実の中で，ڱᯀな場所にあるダϜބ等では，測量

特集＞＞＞　維持管理・延命化，リニューアル
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ધの運ൖが困難となるͩけでなく，ބఈの地形がෳࡶ
な場所では，٤ਫのから࠲の可性もあった。
さらに，ௐࠪの度に用するધがมわることも多く，
ᢪ作業やキϟϦブレーションも多くの࣌間と࿑力が
必要となる。
これらのをղܾすく，平成 12 年に本測ਂシ
ステϜの開発を行った。本測ਂシステϜは，ナローマ
ルνϏーϜ測ਂ器と GPS 受信機，コンϐϡータとを
Έ合わͤることによΓ，ະ測ઢ෯のແい，よΓޮ
的で高ਫ਼度な面的な測量を可とした。また，運ൖ性
を向্さͤるために工具を必要としない立ࣜધ
を用い，各計測機器をઐ用のՍに設ஔすることによ
Γ，計測件に࠶現性を࣋たͤ，総合ਫ਼度の向্をਤっ
ている。さらに，自動ߤ行をਤることによΓলਓ化お
よびল力化も実現した。

3．システムの構成

本測ਂシステϜは，ナローマルνϏーϜ測ਂ器を中
心に位ஔと方位を検出する 2の GPS 受信機，ધ体
の動༳を検出する動༳ิਖ਼ஔ，各機器からのデータ
のऩू・ऩを行うύソコン，ਪ進ஔであるి動ス
ϥスターとͦの੍ޚを行うスϥスターアンϓ，্
。ແઢ௨信から構成されている͙ܨ局とધをࢹ
ナローマルνϏーϜ測ਂ器は，1˃̫ ��5 の˃ϏーϜを
2�� 本（測ਂ෯ 12� ）˃発信し，લ進することによΓ，
ఈを面で捉え，高ີ度なデータがऔಘ可なஔでބ
ある。測量のࡍには，2�ˋఔ度ϥッϓさͤることによΓ
欠測のແいݩ࣍ࡾ計測データをऔಘすることができる。
動༳ิਖ਼ஔは，ધのϐッνンά，ローϦンά，
ώーϏンάを計測・ิਖ਼するஔである。ナローマル
νϏーϜ測ਂ器は一度に広ൣғのデータをऔಘするこ
とから，わͣかなધ体動༳からもେきなӨڹを受ける
ため，੩ԺなダϜބ等においても動༳ิਖ਼ஔは不可
欠である。図─ 1に機器構成ਤをࣔす。

ધ体は，ׂ可な立ࣜધを採用している。
ਓ力による運ൖが可な測量ધであΓ，ੇ ๏は，શ長ɿ
�5�� NN ʷશ෯ɿ23�� NN ʷશ高ɿ��� NN，重量
は 8� LH（ׂ࠷࣌େ 2� LH�� ఔ度）で，ϖイローݸ
ドは 3�� LH である。ਪ進ஔは， 2� LHG�� 基の
ਪ力を༗するి動スϥスター �基を用いておΓ，௨ৗ
1�� LOPU（࠷େ 2 LOPU）でߤ行可である。図─ 2に
ધ体ུ֓ਤをࣔす。

計測・੍ޚシステϜは，্ࢹ局とધがແઢ
-"/で接ଓされておΓ，্ࢹ局ଆからધଆ
に対して計画測ઢ࠲標の設定やナローマルνϏーϜ測
ਂ器の設定มߋ等が行え，自動測量࣌のະ測ઢൣғの
確認や計測ঢ়گがϦアルタイϜに確認できる様と
なっている。また，スϥスター用バッテϦーのిిݯ
ѹのࢹも出来，ަظ࣌をదにஅできるように
なっている。
ધは੍ޚシステϜによΓ੍ޚされ，ޮのྑい
測量が可である。
機ࢹ」と「行Ϟードߤ」Ϟードは，େきくޚ੍
Ϟード」，「੍ޚϞード」の 3つにけられる。
ᶃ��「ߤ行Ϟード」では，ߤ行に関する目標位ஔを設定
することができ，「トϥッキンά」と「定点෮ؼ」
の機を༗する。
・��トϥッキンάɿ設定した位ஔを௨աするようにߤ
行する。
・定点෮ؼɿ設定位ஔを保࣋するように留する。
ᶄ��「ࢹ機Ϟード」では，ધのߤを，位ஔ情
報をもとに画面্で確認できる。
ᶅ��「੍ޚϞード」では，本測ਂシステϜのߤ行方๏を
選Ϳことができる。Ϟードは「自動Ϟード」と「ԕਤᴷ �　γεςϜߏਤ

ਤᴷ �　ધུ֓ਤ
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ִૢ作」，「直接ૢ作」の 3種ྨがあΓ，各種Ϟード
の選はԕִૢ作でも可である。
・��自動ߤ行ɿ事લに設定した測ઢ্を෩やਫྲྀの
Өڹを考ྀした੍ޚ量等に従ってߤ行する。

・ԕִૢ作ɿແઢૢॎでख動によるૢધを行う。
・��直接ૢ作ɿスϥスターアンϓに接ଓしたジョイス
テΟックによΓૢધを行う。

行機によΓ，ຖ回ܾめられߤシステϜの自動ޚ੍
た測ઢでߤ行さͤ，測量することが可であΓ，測量
のޮ化をਤっている。

4．実証試験

（1）試験概要
本Ҋ件の実ূࢼ験໊শは，「ੈ࣍社会インフϥ用
ロϘット開発・ಋೖのਪ進�ਫ中ҡ࣋管理技術（自動
ϕルーガ）ٶϲダϜଯ࠭ਂઙ測量」であΓ，実ূࢼ
験内容としては，本測ਂシステϜ（ナローマルνϏー
Ϝ）によるৄਂࡉઙ測量である。実ূࢼ験は，平成
26 年 11 月 2� 日ʙ平成 26 年 11 月 21 日に行った。ࢼ
験場所は，ਆಸ県Ѫ܊ߕѪொݪと૬模ࢢݪ۠
੨ࢁ，Ѫ܊ߕਗ਼ଜٶϲの ϲダٶるލொଜにࢢ3
Ϝにて実ূࢼ験を実施した。ٶϲダϜにおける測量
対象場所，ᢪ場所，্ࢹ局を図─ 3にࣔす。
測量対象は，5�� N ʷ 5�� N の測量ΤϦアと 5�� N
の測ઢ 1本で，本測ਂシステϜを用いた自動ߤ行によ
る測量実ূࢼ験を，্ه 2ϱ所に対して実施した。

（2）試験内容
ൖೖからΈ立て，測量，ఫڈまでを行うにい，
事લに機ࡐൖೖ経࿏や౸ୡߤ࿏，用機器の確認を
行った。用機器の確認では，ط設基準点に
8"%GPS を設ஔし，計測された࠲標とط知点࠲標の
ൺֱを行い，GPS のਫ਼度（�ʶ15 DNఔ度）確認を行っ

た。以下に GPS キϟϦブレーション内容と表─ 1に
ਫ਼度確認݁Ռをࣔす。

・測定日ɿ平成 26 年 1� 月 28 日
・測定点,�1ɿ��平面直֯࠲標（9:）́（�5�856��18�

�532���8��）
・測定࣌間ɿ13 ࣌ �8 ʙ 13 ࣌ 58 
��用データ数ɿ6・ データ
用機器ɿGPS・ 受信機
ਫ਼度確認݁Ռから，基準点とのࠩޡは 9 標࠲
3�3 DN，:࠲標 1��� DN であΓ，ڐ容ࠩޡ内であるこ
とを確認した。
この事લ౿ࠪの݁Ռを౿まえ，用する機器や
GPS の機種についてܾ定した。
実ূࢼ験当日は，機ࡐൖೖから࢝まΓ，ધの
立，センシンά機器の設ஔ・固定，動作確認，実ূࢼ
験というྲྀれで行った。
ᢪঢ়گを写真─ 1にࣔす。ધの立と機ࡐ
ੵ載ޙに，औಘデータのテスト及び所要項目の設定を
行い，ิॿఖによΓધを測量場所までӪߤし，実
。した࢝験を開ࢼূ

実ূࢼ験内容は，ધに搭載したナローマルν
ϏーϜ測ਂ器を用いての測量ΤϦアと測ઢの自動ߤ行
測量である。自動ߤ行測量ঢ়گを写真─ 2にࣔす。
ધ位は8"%GPS，方位は GPS 方位計によΓऔಘし
た。ધ体の動༳は動༳ิਖ਼ஔを用して計測した。
測ਂデータのऩ及び測ਂ݁Ռのදࣔは，データऔ
ಘ・ॲ理ソフトウェア「ϕルーガシステϜ（自社開発）」

ਤᴷ 施ॴ࣮ݧࢼূ࣮　�

දᴷ �　ਫ਼֬ೝ݁Ռ

ࣸਅᴷ �　ᢪঢ়گ
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（以下「本ソフトウェア」という）を用した。Ϟχ
タ画面্に測ਂ۠域及び計画測ઢをදࣔし，GPS で
ಘられた測位データをऔࠐΈ，࠲標มޙ，ધ位を画
面্にදࣔする。ソフトウェア画面を図─ 4にࣔす。
測量は本測ਂシステϜの機である自動ߤ行を基本と
し，フΟルコンタ及びϓロフΝイルデータをϦアルタ
イϜで PCϞχタ画面্にදࣔする。また，自動ߤ行
にて測量を行うことにࡍし，ધのトϥブル対Ԡの
ためにิॿఖをۙに機さͤ，実ূࢼ験を実施し
た。ิॿఖには，測量画面やバッテϦー容量なͲを
用ࢹするため，ແઢ௨信とࢹ PCを搭載さͤた。ま
た，ແઢ -"/を用いて্から測量画面や測量ঢ়گ
のࢹを行った。作業ऴྃޙ，શデータを合成し，ະ
測ਂ域の༗ແについて現場で確認を行った。
શデータのऔಘを確認し，現地でऔಘされた計測
データは，ޙ日，本ソフトウェアによってղੳॲ理を
行い，成Ռを作成した。ղੳ作業の1࣍ॲ理として，
औಘデータの整合，確認を行い，機器間のԆ࣌間，
ॲ࣍出・өさͤ，2ࢉਫ面高等のิਖ਼を，֯ࣼ
理として，औಘデータのਖ਼規化を行った。

（3）実証試験結果
自動ߤ行による測量でಘられた成Ռを図─ 5～ 7

にࣔす。

（4）今後の課題の抽出
当֘技術は工事実もあΓ，技術的にも確立してい
るが，実ূࢼ験の݁Ռ，以下の՝やվળ点がݦ在化
した。
行度の高化とバッテϦー容量の૿େ化ߤ・
・バッテϦー等のੵ載の小ܕ・ܰ量化
・োの自動回ආ機の検討
・自動回ؼ機の検討
これらの項目に対してシステϜのվྑ及び検，ޙࠓ
討を実施する༧定である。

5．おわりに

ਫ਼ີな測量を行うためには，測量ધのߤ行度をۃ

ࣸਅᴷ �　ࣗಈߦߤଌྔঢ়گ

ਤᴷ �　ιϑτΣΞը໘

ਤᴷ �　ฏ໘ਤ

ਤᴷ �　ௗᛌਤ

ਤᴷ �　அ໘ਤ
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力མし，直ઢ的にີなデータをऩूする必要がある。
また，器ց固༗のࠩޡ以֎に機器のऔࠩޡがਫ਼度に
େきくӨڹする。しかし，௨ৗのਂઙ測量では，測量
ધにԾ設で機器をऔΓけ͟るをಘͣ，測量ધの力
やધ長の技量等によΓߤ行度や測ઢ༠ಋਫ਼度は一定
しないのが現ঢ়である。本測ਂシステϜ，自動ߤ行ܕ
測ਂシステϜ「自動ϕルーガ」は，各機器をઐ用のՍ
に設ஔするため，計測件はৗに同じであΓ，࠶現
性があることから，総合ਫ਼度の向্に͛ܨることがで
きる。また，ܾめられた測ઢを 1� DN ఔ度のζレに
え，ඇৗに度でߤ行することによΓ，ີなデー
タをऩूすることが可である。本測ਂシステϜをಋ
ೖすることによΓ，測量に要する࿑力のେ෯なݮが
可であΓ，ߋにਫ਼ີな測量が可となる。また，ແ
ਓでのௐࠪや測量が可であることから，立ͪೖΓが
੍限されるݥة地域でのௐࠪや٤ਫのઙいਫ域でのௐ
ࠪ等の利用が，本測ਂシステϜの༗する࠷େ限のޮ
Ռを発شできる場である。ޙࠓ，本システϜがඃࡂ地
やダϜ等での測量で活༂することをظする。

謝　辞
回の実ূ実験の準備から現場作業，実ূࠓ，にޙ࠷
験，ղੳまでを行うにあたΓ，͝協力いたͩいた関ࢼ
。第である࣍者各位にจながらँ意をදする
�

ʬߟࢀจݙʭ
� 測ਂシステϜ「自動ϕルーガ」の開発ܕ行ߤপ等における自ބ�（1 �建

設の機ց化�第 62� ߸ 　QQ2� ʙ QQ25�2��1�
� 2）�自行ܕ測ਂシステϜ「自動ϕルーガ」の開発 �マϦンϘイス 21�

WPM�225�QQ11 ʙ QQ13�2��2�
� 3）�ナローマルνϏーϜを用いたԕִ・ਫ਼ີ測量の実ྫ �ւ༸ௐࠪ技術学

会研究成Ռ発ද会講ԋ要ूࢫ 16�QQ23 ʙ QQ2��2����
� �）�「日本ڵ࠶ઓུ」վగ 2�1�
� � IUUQ���XXX�LBOUFJ�HP�KQ�KQ�TJOHJ�LFJ[BJTBJTFJ�QEG�IPOCVO2+P�QEG
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■改訂内容
1．鋼橋編
　・送出し設備における説明文章，写真の追加
　・少数I桁橋の足場工及び防護工の一部改定
　・プレキャストPC床版工，場所打ちPC床版工の一部改定

2．PC橋編
　・門構移動装置の新規掲載
　・ポストテンション桁製作工他，各工種の
　　適用範囲の明確化
　・横組工　地覆・高欄施工足場の記載
　・緩衝ゴム設置工　新規掲載　ほか
3．橋梁補修編
　・足場タイプ別詳細作業内容の掲載
　・落橋防止システム工の一部改定

　・ストップホール工の新規掲載
　・塗替塗装　素地調整工の改定
　・はく離材による塗膜除去作業の注意点の新規掲載

■B5判／本編1,201頁（カラー写真入り）
　　　　 別冊197頁      セット
■定価
　一般：9,720円（本体9,000円）
　会員：8,262円（本体7,650円）

※別冊のみの販売はいたしません。
※送料は会員・一般とも　沖縄県以外600円
　注1）沖縄県の方は一般社団法人沖縄しまたて協会
　　　（電話：098-879-2097）にお申し込み下さい。
■発刊　平成27年5月21日

一般社団法人　日本建設機械施工協会
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スマートフォンを用いた舗装路面評価手法の開発

白　井　　　悠

ฮのҡ࣋管理において必要となる࿏面のԜತやஈࠩなͲのฮ࿏面性ঢ়をコストでධՁするख๏と
して，スマートフΥンによΓऩू可な加度データを活用するシステϜπールを開発したので報ࠂする。
本システϜは，自動ंのバω্ৼ動加度とஈࠩ量やࡍࠃϥフωスࢦ数（*3*）の૬関関にண目し，スマー
トフΥンに内ଂされた加度計からಘられるデータをઐ用のアϓϦέーションでॲ理することによΓ，ௐ
ࠪのコスト化を実現している。本報ࠂでは，本システϜπールの֓要についてड़るとともに，性規
定ܕҡ࣋工事の自主管理に活用した事ྫについてհする。
キーワードɿ��ฮ，ҡ࣋管理，コスト，ಓ࿏利用者，加度，Γ心地，スマートフΥン

1．はじめに

2�12 年のࢠトンωル事ނ以来，平成 26 年 7 月に
定ظ点検に関するলྩ・ࣔࠂが施行されるなͲ，զが
管理に対する重要性が高まっている。ฮ࣋のҡࠃ
においても，ฮのҡ࣋修સガイドブック 2�13 で
は，զがࠃのฮ管理のあるき࢟の理として「ಓ
࿏利用者およびೲ੫者にとってわかΓやすいಁ明性の
ある管理の実現，および࠷小コストで࠷దなޮՌをௐ
ୡするޮ的な管理の実現」1）がࣔされている。この
理をୡ成するためには，計画からධՁにࢸる一؏し
たマωジメントを実施するといったメンテナンスαイ
クルを構ங・実行することが重要である。この中で，
特に，ௐࠪ・点検はインフϥのྼ化༧測を行う্で不
可欠であるが，実ࡍにはこれらのܧଓ的実施と，これ
にうコストෛ୲が՝となっている。ͦこで，ච者
は，スマートフΥンを用いたฮ࿏面ධՁஔを開発
した。本測定ஔのେきな特長は 2つある。第一はಓ
࿏利用者が受けるৼ動（バω্ৼ動加度）を࿏面ධ
Ձに用いている点であΓ，第ೋは，ಋೖが容қかつ
コストという点である。本測定ஔを活用すること
で，本ௐࠪՕ所の選定を行うための事લௐࠪ（一࣍ධ
Ձ）が可となΓ，また，ಓ࿏利用者ײԠධՁでの管
理のల開がظでき，݁Ռとしてҡ࣋管理業務શ体
のコストダウンにつながるものとච者は考えている。
本論จでは，まͣ，スマートフΥンを用いた本測定
ஔのհを行い，以下ᶃ࿏面性ঢ়（*3* ʗஈࠩ量）
と加度の関，ᶄ࿏面の形ঢ়と加度の関，ᶅ性

規定ܕҡ࣋工事におけるద用事ྫについてड़る。

2．  スマートフォンを用いた路面評価システ
ムツール

（1）装置の概要
本システϜπールで用いる測定ஔはઐ用のアϓϦ
を内ଂしたスマートフΥンである。写真─ 1に，本
測定ஔのं載ঢ়گをࣔす。本測定ஔは普௨用ं
に設ஔが可であΓ，写真─ 1にࣔすように，自動
ंのダッシϡϘードۙの運సに支োのないՕ所に設
ஔし測定を行う。スマートフΥンに内ଂされた加度
センαーと GPS 受信機を用いることで，自動ंのバ
ω্ৼ動と位ஔ情報をઐ用アϓϦでऩूし，ղੳを行
うものである。

図─ 1に本測定ஔを用いたデータ測定から࿏面
性ঢ়ࢉ出までのシステϜフローをࣔす。

ࣸਅᴷ �　ຊଌఆஔ設ஔྫ

特集＞＞＞　維持管理・延命化，リニューアル
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図─ 1のシステϜフローよΓ，まͣ，本測定ஔ
をं྆に設ஔしたのͪ，ޯ 配の小さい場所で初ظ（ิ
ਖ਼を目的とした計測）を行う。データந出の所要࣌間
は 1� ඵである。初ظは，スマートフΥンのきす
なわͪ，Ԗ直方向࣠がスマートフΥン内の9，:，;
࣠のͲの࣠に֘当するかを自動定すると同࣌に，ス
マートフΥン設ஔ࣌のඍົなきを加度として保༗
し，加度をθロิਖ਼するために用いられる。࣍に，
初ظந出ޙ，測定を開࢝する。行࣌に発生するԖ
直方向のৼ動加度（以下加度）は，スマートフΥ
ン内ଂの加度センα（αンϓϦンά間ִ ���1 ඵ）
を用いてऩूする。ऩूした加度からஈࠩや *3* と
いった࿏面性ঢ়をࢉ出する。加度データは 1� ݸ
のデータ，つまΓ ��1 ඵ間ຖに 3MS（3PPU�MFBO�
SRVBSFɿ実ޮ）にมする（以下，加度3MS）。
本測定ஔは加度 3MSを用いて「ϦアルタイϜධ
Ձ」と「ࣨ内ධՁ」の 2つの方๏にてஈࠩとΓ心地
のධՁを行うことができる。「ϦアルタイϜධՁ」と
は測定しながらスマートフΥン画面্にධՁ݁Ռをද
ࣔするものである。一方「ࣨ内ධՁ」とは測定データ
を事務所にؼͪ࣋Γ，PCを用いてղੳʗධՁするख
๏である。本測定ஔを活用したシステϜは؆қかつ
コストで࿏面性ঢ়をධՁするஔであることから，
日ৗ点検ύトロールにおいてデータをऩूすることが
ましいと考えている。

3．路面性状値と加速度 RMSの関係 2）

（1）実験概要
*3* およびஈࠩ量と加度 3MSとの関は，実ं
による行実験によΓ確認した。実験の֓要を表─ 1

にࣔす。
*3* と加度 3MSの関は一般ಓ࿏での行デー
タ，一方でஈࠩ量と加度 3MSの関実験はコンύ
ωを重Ͷて作した模ٖஈࠩで行った行実験データ
によΓ検討を行った。なお，模ٖஈࠩの形ঢ়はコンク
Ϧートฮ൛目地部を模ٖしている。*3* は۠間平ۉ
3MS（加度 3MS をධՁ۠間長でࢉ術平ۉしたも
の），ஈࠩ量は 1� N۠間内で࠷େとなる加度 3MS
によΓ，各࿏面性ঢ়との૬関を確認した。

（2）IRIと加速度 RMSとの関係
࿏面性ঢ়測定ंによΓ測定した *3* の実測と本シ
ステϜによΓࢉ出したਪ定 *3* の関を図─ 2にࣔ
す。図─ 2よΓ，*3* とਪ定 *3* との関は，バϥπ
キがΈられるものの，Sʹ��72 であΓ，֓Ͷྑな૬
関が確認できた。本測定ஔを用いることで࿏面の
*3* を一࣍ධՁレϕルとしてѲできることがわかっ
た。

（3）段差量と加速度 RMSとの関係
図─ 3に模ٖஈࠩのஈࠩ量と本システϜよΓࢉ出
したਪ定ஈࠩ量の関をࣔす。図─ 3よΓ，྆者の

ਤᴷ �　σʔλଌఆ͔Β࿏໘ੑঢ়ࢉग़·Ͱͷϑϩʔ

දᴷ ͷ֓ཁݧ࣮　�

項　　目 *3* ஈࠩ量
ं　　種 3"7�（トϤタ）
設定度 3�����5� LN�I 2��3���� LN�I
3MS ۠間平3ۉMS 加度 3MS

対　　象
一般ಓ࿏

*3*ɿ1�� ʙ 8�5 N�LN
模ٖ࿏面

Uʹ��18�27�36 NN
ൺֱデータ ࿏面性ঢ়測定ं 実測
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૬関数は，Sʹ���8 であΓ，ਪ定ஈࠩ量と模ٖஈࠩ
量のࠩޡの �5 ύーセンタイルはʶ3�7 NN ఔ度で
あった。ਪ定 *3* と同様に，一࣍ධՁレϕルにおいて
ஈࠩ量をѲできることがわかった。

4．路面形状と加速度 RMSの関係 3）

ஈࠩと加度 3MSとの関は，模ٖஈࠩ࿏面のよ
うに同一形ঢ়の場合は高い૬関が確認できた。しか
し，実ಓには؇やかなஈࠩやٸなஈࠩなͲ様々なஈࠩ
形ঢ়があΓ，模ٖஈࠩによる実験݁ՌほͲ加度
3MSとஈࠩ量との૬関がಘられるかٙであった。
ͦこで，実ಓにおけるஈࠩと加度 3MSとの関を
確認した。図─ 4に実ಓにおけるஈࠩ量と加度
3MSをࣔす。図─ 4よΓ，実ಓにおける加度3MS
とஈࠩ量の関は模ٖஈࠩによる実験݁ՌよΓもバϥ
πキがେきい݁Ռとなった。バϥπキの要Ҽをௐる
ために，図─ 4中の特的な点ᶃʙᶆについてஈࠩ
形ঢ়と加度 3MSの関について確認した。ᶃとᶄ
はஈࠩ量が同じでも加度 3MSがҟなっているέー

スであΓ，ᶅとᶆは，加度 3MSが同じでもஈࠩ量
がҟなっているέースをࣔしている。
図─ 5にஈࠩᶃʙᶆの形ঢ়と加度 3MSの関を
ࣔす。
ஈࠩᶃ，ᶄをΈると，ஈࠩ量は同じであるが形ঢ়が
ҟなっている。また，ஈࠩᶅ，ᶆをΈると，ᶅはʰஈ
ࠩ量は「େきい」が形ঢ়は「؇やか」ɦ であるが，ᶆ
はʰஈࠩ量は「小さい」が形ঢ়は「ॎঢ়」ɦ となっ
ている。従って，加度 3MSはஈࠩの量のଞに，ஈ
ࠩ形ঢ়のӨڹもେきく受けるものであることがわかっ
た。

ਤᴷ �　*3* ͱਪఆ *3* ͷؔ

ਤᴷ �　ٖஈࠩͷஈࠩྔͱਪఆஈࠩྔͷؔ

ਤᴷ �　࣮ಓʹ͓͚ΔՃ3.4ͱஈࠩྔͷؔ

ਤᴷ �　ஈࠩᶃʙᶆʹ͓͚Δܗঢ়ͱՃ3.4
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5．加速度 RMSと乗り心地の関係

（1）感応調査の概要
加度3MSとΓ心地との関をѲすることを目

的に，ඃ験者によるײԠௐࠪを実施した。ௐࠪ֓要を
表─ 2にࣔす。ײԠௐࠪはं྆にඃ験者が搭し，ஈ
ࠩৼ動をײじたときと，ͦのৼ動が不շにײじたとき
に，ͦ れͧれスイッνをԡすことでデータをऩूした。

（2）感応調査結果
図─ 6にஈࠩৼ動の認識༗ແについてのײԠௐࠪ

݁Ռをࣔす。

図─ 6は্ஈがॿख੮，下ஈがޙ部࠲੮の݁Ռを
ࣔしておΓ，ԣ࣠が加度 3MS，ॎ࣠がスイッνの
༗ແをදしている。図─ 6よΓ，ײԠௐࠪ݁Ռは，
ॿख੮とޙ部࠲੮とではେきなࠩがなく，以下のとお
Γとなった。
加度۠ᶃɿ��1 N�T2 以下ɿほとΜͲのਓが認識

しない
加度۠ᶄɿ1ʙ 5 N�T2ɿਓによっては認識する
加度۠ᶅɿ��5 N�T2 以্ɿほとΜͲのਓが認識

する
じたৼ動が，不շなものかͲうײに，ஈࠩৼ動と࣍
かについて行ったײԠௐࠪ݁Ռについて図─ 7にࣔ
す。
図─ 7よΓ，ॿख੮とޙ部࠲੮とでは図─ 6にࣔ

すஈࠩৼ動とײじる݁Ռと同様にࠩがなかった。加
度 3MSとৼ動の不շײの関については以下のとお
Γであった。

加度۠ᶆɿ��� ʙ 1�5 N�T2ɿほとΜͲのਓが不շ
でない

加度۠ᶇɿ��1�5 ʙ 6 N�T2ɿਓによっては不շで
ある

加度۠ᶈɿ��6 N�T2 以্ɿほとΜͲのਓが不շ
である

図─ 6，図─ 7の݁ՌよΓ，加度 3MSとஈࠩৼ
動の認識༗ແ，あるいは不շײの間には一定の関が
あることと，加度 3MSのେ小に૬関があることが
わかった。

これらのײԠௐࠪよΓ，本測定ஔを用いたシステ
Ϝは，ಓ࿏利用者ࢹ点からのධՁも可といえる。本
システϜと従来の࿏面性ঢ়の関をදすことで，よΓ
合理的な࿏面管理の活用にظできることがわかっ
た。
ここで，図─ 5にࣔすஈࠩᶃ，ஈࠩᶄについて，
ஈࠩ量と加度 3MSから࿏面のิ修要൱についてࢼ
定してΈた。まͣ，ஈࠩᶃの加度 3MSは 6 N�T2

以্であΓ，ほとΜͲのਓが不շとײじるレϕルであ
る。ஈࠩ量としてはิ修対象とはならないが，ಓ࿏利
用者ࢹ点を考ྀすると，ૣٸなิ修が必要と定され
る。࣍にஈࠩᶄは加度 3MSが 1�5 N�T2 であΓ，不
շとײじないレϕルである。ஈࠩ量としてもิ修する
必要はないと定できる。このように，本システϜを
活用することで，従来のஈࠩ量に基ͮくิ修の定に
加えて，ಓ࿏利用者の不շײの؍点からもิ修の要൱
を定することができる。

6．実道における事例

（1）工事概要
本測定ஔを用いたシステϜの実ಓのద用事ྫを
հする。本事ྫは，一般ࠃಓにおける性規定ܕҡ
工事のஈࠩ量管理に本測定ஔを活用した事ྫであ࣋
る。工事の֓要は表─ 3にࣔすとおΓである。

ਤᴷ �　ஈࠩৼಈͱ͡ײΔՃ

ਤᴷ �　ෆշͱ͡ײΔՃ

දᴷ Ԡௐࠪͷ֓ཁײ　�

項目 内容
ਓ　　数 6ਓ
行度 7� ʶ 1� LN�I
ं位ஔ ॿख੮，ޙ部੮
ௐࠪՕ所 自動ंઐ用ಓ࿏
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この性規定ܕҡ࣋工事の目的は，ಓ࿏利用者のࢹ
点も考ྀした管理を行うことで，従来よΓもҡ࣋管理
අ用をݮさͤることであった。本工事においては，
性規定の項目の一つとして，ಓ࿏利用者のΓ心地
を考ྀし，ஈࠩ量が規定されていた。ஈࠩ量を測定す
る方๏には，ฮௐࠪ・ࢼ験๏ศཡによる方๏がある
が，ަ௨規੍が必要となるなͲ，ҡ࣋管理に用いるௐ
ࠪ方๏としては，コスト面においてましくない。こ
のことから本測定ஔを用いた管理ख๏がద用され
た。たͩし，図─ 4にࣔすように，実ಓのஈࠩ量と
加度 3MSはஈࠩの形ঢ়によっては明確な定がظ
できないことから，࣍にࣔす管理ख๏について検討
を行った。

（2）適用事例
（B）加度3MSの࠶現性
本システϜを用いた৽たなஈࠩ管理ख๏を検討する
にあたΓ，まͣは，ある۠間における加度 3MSの
─現性を確認した。図࠶ 8に管理۠間における加
度3MSの࠶現性をࣔす。

図─ 8は初日とೋ日目の測定݁Ռの一部をࣔした
ものである。図─ 8よΓ，同一のஈࠩ量でも加度
3MSେ小がҟなっていることがわかる。しかしなが
ら同一地点における࠶現性をΈると，初日とೋ日目で
は加度 3MSは同等のとなった。加度 3MSの
初日とೋ日目とのࠩの標準偏ࠩは ��62 N�T2 であΓ，
同日の 3回測定݁Ռのバϥπキが小さくྑであった
ことから，加度 3MSは࠶現性を༗していることを

確認した。ͦこで，ஈࠩ管理位ஔ͝とに加度 3MS
の管理目標をͦれͧれ設定し，ͦの目標に基ͮき
ஈࠩ定の管理を実施した。
（C）ஈࠩ量管理方๏
本工事にద用したஈࠩ量管理方๏のフローを図─ 9

にࣔす。図─ 9にࣔすように，自主管理として要注
意Օ所のந出πールとして本測定ஔを用い，加度
3MSが目標をえたՕ所のΈをฮௐࠪ・ࢼ験๏
の測定๏によって測定することとした。

表─ 4に自主管理測定࣌の件をࣔす。測定݁Ռ
のバϥπキを小さくするためには，ं྆，タイϠ，
度を同一として測定することが༗ޮであΓ，測定は
行度を一定とするために，ަ௨量のগなくなる間
に実施した。

（D）実施݁Ռ
図─ 9にࣔすフローにて管理を実施した݁Ռ，工
事ظ間中において，加度 3MSが管理目標をえ
たՕ所が �Օ所発生した。ͦのうͪ，実測によΓஈࠩ
量が規定をえてิ修を実施したՕ所は 1Օ所のΈ
であΓ，ଞ 3Օ所はஈࠩ量がط定内ͩったので，経
ա؍とした。
本測定ஔを用い，ஈࠩ不ྑՕ所のந出を行ったこ
とで，ஈࠩ量測定のௐࠪ日数はେ෯にݮし，コスト

දᴷ �　工֓ࣄཁ

項　目 内　容
ಓ࿏種 自動ंઐ用ಓ࿏（্下ઢɿยଆ 2ंઢ）
性規定 ஈࠩ量ɿ3� NN
工事ظ間 2年間
๏定度 8� LN�I
対象۠間長 5�6 LN

ਤᴷ �　Ճ3.4ͷॳͱೋͷଌఆʢҰ෦ʣ

ਤᴷ �　ࣗओཧଌఆͷϑϩʔ

දᴷ �　ࣗओཧଌఆͷ݅

項�目 内�容
用スマートフΥン SO/:�&SJDTPO�SO��2C

用ं種 TO:OT"�カローϥフΟールダー
用タイϠ ブϦξストン�#-*;;",�3&7O2
測定度 8� LN�I
測定回数 3回ʗंઢ・度
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をਤることができた。さらには，利用者ศӹなͲݮॖ
をؚめたશ体的なコストについてもޮݮՌをಘるこ
とができたと考える。

7．まとめ

本論จからಘられたことについてまとめると以下の
とおΓである。
ᶃ��本測定ஔによΓಘられた加度 3MSからの࿏
面性ঢ়（*3* ʗஈࠩ量）のਪ定については，ਫ਼
度を֓Ͷ༗していることから，一࣍ධՁであれ
े活用できるレϕルにあることがかった。

ᶄ��加度 3MSにはஈࠩの量と形ঢ়がେきくӨڹす
ることがかった。また，加度 3MSは搭者
が受けるৼ動ͦのものであることから，加度
3MSを用いて管理を行うことで，従来の࿏面の
形ঢ়による管理にಓ࿏利用者のࢹ点をϓϥスアル
フΝとした࿏面管理が可になることがかっ
た。

ᶅ��実ಓにおけるࢼ行よΓ，本測定ஔをదに活用
することでҡ࣋管理業務શ体のコストをݮでき
ることがかった。

8．おわりに

本論จではスマートフΥンを用いたฮ࿏面ධՁख
๏についてड़た。本システϜを活用することでௐࠪ
のコスト化，あるいはௐࠪ࿑力のݮをਤることが
可であることから，ޙࠓの活用にظできると考え
る。ޙࠓは本システϜのいやすさや，ਫ਼度の向্に
向けて，さらなるデータのऩूをਤるとともに，実ಓ
のద用を進めていく所ଘである。ޙ࠷に，本論จが，
զがࠃのޙࠓのฮҡ࣋管理技術向্の一ॿとなれ
。ਙである
�

ʬߟࢀจݙʭ
� 1）�日本ಓ࿏協会ɿҡ࣋修સガイドブック，ؙળ出൛᷂，QQ5�7，2�13
� 2）�നҪ，Ҫࡉ，ݪ୩ɿ؆қ測定ஔによる *3*・ஈࠩ量ਪ定ख๏の検討，

第 68 回木学会年࣍学術講ԋ会　7��7��2�12
� 3）�നҪ，Ҫ٢ా，ݪɿ؆қ測定ஔによるバω্ৼ動加度 3MSと࿏

面ஈࠩの関，第 6� 回木学会年࣍学術講ԋ会　7�562，2�1�

ʦචऀհʧ
നҪ　༔（しらい　Ώう）
᷂/*PPO
総合技術部　技術研究所　研究第一άルーϓ
副主研究員

一般社団法人　日本建設機械施工協会

27 発売中
■平成 26年度版に対する変更点
　・ଛྉࢉ定දのॾهݩ載要 もྖมߋしಡΈқさを
　　վળ
　・「機ց運స୯Ձද」の作成ྫをɺ現行าֻに合
　　わͤて見直し
　・関連௨ୡ・ࣔࠂに「東日本େࡂのඃࡂ地で
　　用する建設機ցの機ցଛྉのิਖ਼」を加
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˙一般Ձ֨
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˙会員Ձ֨
　6787 ԁ（本体 6285 ԁ）
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　　　　（ిɿ��8�87��2��7）におਃしࠐΈ下さい。
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鉄道構造物の維持管理の現状と 
新しいリニューアル技術の開発

谷　村　幸　裕

զがࠃのమಓは開業以来 1�� 年以্経աし，ࡢ年は東ւಓ৽幹ઢが開業 5� प年をܴえた。ͦして，こ
れまでにେな構が建設されてきたが，మಓ構はऔସえが困難であΓ建設ޙ長ظ間経աした構
が૿加している。ۙ年，ಓ࿏ڮなͲでインフϥのٺ化対ࡦが՝となっているが，మಓではൺֱ的ૣ
くからこのがݦ在化し，様々なऔΈが実施されてきた。ઓޙ間もないこΖから構のਤ面整理に
，ではۙ࠷。Γฦされてきた܁の保管なͲの体系が定められ，実施と見直しがه的な検ࠪやظまΓ，定࢝
高経年構のൈ本的対ࡦとして，Ϧχϡーアル技術を開発するなͲ，ߋなるऔΈを進めている。
キーワードɿమಓ構，ڮྊ，トンωル，ҡ࣋管理，ิ修，ิڧ，Ϧχϡーアル

1．はじめに

զがࠃのమಓは 1872 年の開業以来 1�� 年以্経ա
したが，この間，શࠃにమಓの整備が進められ，
େな構が建設されてきた。ෳઢ化や高化にう
࿏ઢվྑも進められてきたが，మಓ構はऔସえが
困難であΓ，建設以来ͦのまま用しଓけている構
も多い。在来ઢでは建設以来 1�� 年以্経աした構
がগなからͣଘ在し，৽幹ઢにおいてもࡢ年に東
ւಓ৽幹ઢが開業から 5� प年をܴえるなͲ，建設ޙ
長ظ間経աした高経年の構が૿加している。ۙ
年，ಓ࿏ڮなͲでインフϥのٺ化対ࡦが՝となっ
ているが，మಓではൺֱ的ૣくからこのがݦ在化
し，構をదにҡ࣋管理するためのऔΈが実施
されてきた。

本ߘでは，మಓ構の現ঢ়とҡ࣋管理の֓要につ
いてड़るとともに，ۙ࠷開発された৽しいϦχϡー
アル技術をհする。

2．鉄道構造物の現状

図─ 1にమಓڮྊおよびトンωルの建設年度ผの
数量をࣔす 1）。ਤよΓ，構がൺֱ的多数建設され
ていたظ࣌がೋつあるのがかる。一つは，明治େਖ਼
間で，在来ઢの整備とվྑが進めظのظからত初ظ
られたظ࣌である。もう一つは，ઓޙの高度経ࡁ成長
であظ࣌であΓ，৽幹ઢの建設なͲが進められたظ
る。ڮྊ，トンωルともに平ۉ経年は 5� 年をେきく
えておΓ，ڮྊの 1�3，トンωルの 1�2 はઓલに建
設されたものを用しているঢ়گである。మಓ構

ਤᴷ লௐʣ�ʣަࠃͷετοΫྔʢߏ　�

ʢBʣڮྊ ʢCʣτϯωϧ

ʢʣ
ʢʣ

特集＞＞＞　維持管理・延命化，リニューアル
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をऔΓସえるには多くの࣌間とඅ用が必要となるた
め，これからも現ঢ়の構をదにҡ࣋管理し，さ
らに長いظ間にわたってܧଓして用していくことが
必要とされている。

3．鉄道構造物維持管理の取組み

మಓ構のҡ࣋管理のऔΈは，ઓޙ間もなく，
ઓࡂでমࣦしたਤ面なͲのࢿྉ࠶整備で࢝まった。
1�56 年に「建保क心ಘ（Ҋ）」と「建の検ࠪ
及びાஔ要ྖ」が作成され，実ଶௐࠪの݁ՌによΓ構
のਤ面等が࠶整備され，ҡ࣋管理の体੍が作られ
た 2）。ͦのޙ，木保कۙ化計画が࢝まΓ，検ࠪ体
੍のڧ化，検ࠪの高度化とޮ化がਤられた。1�7�
年には「木建औସの考え方」が作成され，検ࠪ
やมঢ়ݪҼの究明，݈શ度の定，ાஔといった建
のิ修のྲྀれを体系立てて整理された。1�87 年に
は「建保क管理の標準」3）としてվగされ，৽た
な知見のಋೖ，݈શ度定事ྫやνェックϦストが
加された。
このようなऔΈにもかかわらͣ，1��� 年にࢁཅ
৽幹ઢのトンωルで෴工コンクϦートがണམしてं྆
のࠜをഁଛする事ނが発生した。また，同ظ࣌に高
ՍڮでもコンクϦートണམがݦ在化して構の
ҡ࣋管理が社会となΓ，ߋなるऔΈがٻめられ
た。一方，2��2 年にమಓに関する技術基準を定める
লྩが性規定化されたことから，ͦのղऍ基準を作
成することとなΓ，「建保क管理の標準」をϕー
スとし৽たな知見を加えて，2��7 年に「మಓ構
等ҡ࣋管理標準（以下，ҡ࣋管理標準）」�）が੍定され，
現在にࢸっている。
ҡ࣋管理標準では，ᶃʙᶆのखॱでҡ࣋管理を行う
ことが基本とされている（図─ 2）。
ᶃ構の৽設やվங，औସえを行ったࡍに，初ظの
ঢ়ଶをѲすることを目的として検ࠪを実施する
（初回検ࠪ）
ᶄ構のڙ用開ޙ࢝，มঢ়のந出を目的とした検ࠪ
を定ظ的（௨ৗ 2 年ຖ）に実施する（શ般検ࠪ）。
ͦれ以֎に，ҟৗ࣌やͦのଞ必要と考えられる場合
にも検ࠪを実施する（ਵ࣌検ࠪ）
ᶅᶄの݁Ռ，ৄࡉな検ࠪが必要とされた場合等に検ࠪ
を実施する（ݸผ検ࠪ）
ᶆᶅの݁Ռ，必要にԠじてાஔを実施する
ͦれͧれの検ࠪにおいて，表─ 1の۠に従って

݈શ度を定している。"ϥンクと定されると，
必要なظ࣌にదなાஔを実施することになる。ાஔ

の種ྨには，ࢹ，ิ修・ิ，ڧ用੍限，վங・औ
ସえがある。ાஔに関する技術開発はこれまでにも進
められてきたが，ޙࠓ，構の高経年化にい，部
的なิ修・ิڧでは対Ԡできない構が૿加する
ことが考えられる。また，Ӻ部なͲでは機૿ڧ等の
要ٻによΓ，ൈ本的な構มߋをٻめられることも考

ˎ �ɿ݈શͷఆදᴷ �ʹΑΔɻˎ �ɿ݈શ ""ͷ߹ٸۓʹા
ஔΛ্ͨ͡ߨͰɼݸผࠪݕΛ͏ߦɻˎ �ɿඞཁʹԠͯ͡ɼࢹͷાஔΛ
Δɻ͡ߨ

ਤᴷ ཧͷखॱ࣋ͷඪ४తͳҡߏ　� �ʣ

දᴷ ͷঢ়ଶͱඪ४తͳ݈શͷఆߏ　�

݈શ度 構のঢ়ଶ

"

運స保҆，ཱྀ٬および公ऺなͲの҆શならびにྻ
ंのਖ਼ৗ運行の確保をڴかす，またはͦのおͦれ
のあるมঢ়等があるもの

""
運స保҆，ཱྀ٬および公ऺなͲの҆શならびにྻ
ंのਖ਼ৗ運行の確保をڴかすมঢ়等があΓ，ٸۓ
にાஔを必要とするもの

"1
進行しているมঢ়等があΓ，構の性が下
しつつあるもの，または，େӍ，出ਫ，地等に
よΓ，構の性をࣦうおͦれのあるもの

"2
มঢ়等があΓ，ক来ͦれが構の性を下さ
ͤるおͦれのあるもの

#
ক来，݈શ度"になるおͦれのあるมঢ়等があ
るもの

C ܰඍなมঢ়等があるもの
S ݈શなもの
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えられる。ͦこで，これらに対ԠするためのϦχϡー
アル技術の開発を進めてきておΓ，࣍に，ۙ࠷の成Ռ
の一部をհする。

4．高架橋のリニューアル技術

（1）梁・スラブの補修・補強工法
高Սڮの中間スϥブは，يಓの直下に位ஔする重要
な部ࡐであるが，మےの৯によΓ力の下がݒ೦
される場合や，ྻं௨ա࣌の૽Ի・ৼ動のݮがٻめ
られる場合がある。これらの՝をղܾするために，
高ڧ度ણҡิڧコンクϦート（以下，6'C）Ϙー
ドを用いた中間スϥブのิ修・ิڧ工๏ 5）を開発し
た。本工๏は，スϥブ下面に6'CϘードを設ஔし，
ແऩॖϞルタルをॆరして一体化するものである（図
─ 3）。従来のશஅ面修෮工๏にൺてେֻかΓな
場を必要としないため施工性を向্できること，େ෯
な力向্がظできること，また，ബܰ量の
6'C Ϙードを用いるため基ૅのෛ୲が小さいこ
と，スϥブの߶性が高まることからৼ動や૽Իのݮ
ޮՌがظできることなͲの特がある。
高Սڮのย࣋スϥブは，ͦのઌに設ஔされた高ཝ
やԻนを支࣋する部ࡐであるが，૽Ի対ࡦとして
Իนをਹ্͛する場合に力が不することがある。
ͦこで，ย࣋スϥブの下面に小ྊを૿設してิڧする
工๏ 6）を開発した。本工๏によΓ，高さ 5 Nఔ度ま
で高ཝのਹ্͛が可となる。
高Սڮのྊに関してはアーνࡐ߯ܕを用いてิڧす
る工๏（アーναϙート工๏，図─ 4）7）を，高ཝに
関しては高じΜ性セメントϘードを用いたิ修工๏
（図─ 5）8）をطに開発しておΓ，高Սڮを構成するྊ・
スϥブ等の部ࡐの特性にԠじたదなϦχϡーアルが
可となった。

（2）柱の取替え・移設技術
高Սڮபは，高Սڮの性にӨڹする重要な部ࡐ

であΓ，これまでに様々なิڧ工๏が開発されて
きた �）。一方，ۙ年では高Ս下のۭ間を様々な施設とし
て༗ޮに活用するχーζが高まっているが，பの位ஔ
によって高Ս下ۭ間の利用が੍限される場合があΓ，
これをղফするにはபをҠ設する必要がある。ͦ こで，
コンクϦートॆర߯管（以下，C'T）பを用い，େ規
模なԾ設を必要としないபのऔସえ・Ҡ設工๏ 1�）を
開発した。本工๏は，様々な件のபのऔସえやҠ設
に対Ԡでき，ط設のபとபの中間にC'Tபを設ஔし，
してப間ִの֦େをਤることもできるڈ設பをఫط
（図─ やபのҠ設位ஔによってݩのॾڮ設高Սط。（6
は，ப以֎の部でิڧが必要になる場合もあるが，
૿しߌによる基ૅのิڧ 11）やલड़のྊิڧ工๏を用
いることによΓ対Ԡができる。

ਤᴷ 工๏ڧεϥϒͷิमɾิڮՍߴ　�

ਤᴷ ཝͷิम工๏ߴ　�

ਤᴷ 工๏ʢΞʔναϙʔτ工๏ʣڧྊͷิڮՍߴ　�
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5．橋梁のリニューアル技術

మಓڮྊは，明治େਖ਼ظにはͦのຆͲにܻ߯が用い
られていたが，ত初ظにమےコンクϦート（以下，
3C）の実用化が進Έ，1�6� 年ࠒにϓレストレストコ
ンクϦート（以下，PC）技術が開発された。ͦして，
૽Իとҡ࣋管理コストݮの؍点から，ͦれ以߱
は 3Cܻか PCܻが用いられるようになった。このよ
うなഎܠから，現在用されているܻ߯は，建設ޙ長
間経աしたものが多くଘ在する。ͦこで，ܻ߯の支ظ
ঝ部をແくしܻ߯・ڮを一体化し，ڮ・എ面
を地ࡐڧิࢁで連݁さͤ，ܻ߯をͦのままଘஔしたঢ়
ଶで࠶生さͤるܻ߯・ڮ・一体化工๏ 12）を開
発した（図─ 7）。この工๏によΓܻ߯はԆ໋化し，
ڧの性もେ෯に向্できる。また，ܻ߯のิڮ
や૽Իࡦݮとして，まくら͗をఫڈしコンクϦート
চ൛とܻ߯を一体化する合成構化工๏ 13）を開発し
た。これらについて，実େࢼ験ڮྊを用いた施工実験，
載ՙࢼ験を実施し，ิޮڧՌを確認している。
また，PCܻにおいては，άϥウトॆర不ྑによる
೦さݒの৯，ഁஅやͦれにうܻの力下がࡐ߯

れているが，これをิうためのิڧ工๏を開発した 1�）

（図─ 8）。本工๏は，あと施工アンカーとして確実な
定ணがظできる֦ఈࣜアンカーを用いた߯൘接ண工
๏であΓ，部的なάϥウトॆర不ྑに対Ԡできる合
理的かつ経ࡁ的な工๏である。ڱᯀなܻ下ۭ間でもൺ
ֱ的容қにิڧできる方๏であΓ，実େ模ܕを用い
た実験によΓ，所定のิޮڧՌがಘられることを確認
している。

6．地下駅のリニューアル技術

，部を設ける場合ޱ設トンωルで৽たにେきな開ط
が必要であったが，これを不要とڧ設トンωルのิط
した৽چトンωルの接ଓ工๏ 15）を開発した（図─ 9）。
本工๏では，ط設トンωルの্চ൛を๊きࠐΉように
に配ஔしたアンカーࣈྊを設ஔし，ਫ平とԖ直のेٯ
で৽چトンωルを接ଓする。本工๏でఏҊする構
は，ઢ࿏ԣஅ方向に৽چトンωルを一体化するͩけで
なく，ઢ࿏方向にٯྊを設ஔすることでՙ重のࢄを
ਤΓ，開ޱによるط設トンωルのෛ୲の૿加を੍
している。実େ模ܕの載ՙࢼ験なͲを実施し，৽چ

ਤᴷ பͷऔସ͑ɾҠ設工๏ڮՍߴ　�

ਤᴷ �　ܻ߯ɾڮɾҰମԽ工๏

ਤᴷ �　1$ܻͷ߯൘ணิڧ工๏
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トンωルが一体的にڍ動することや，接ଓ部がेな
ՙ力を༗することを検ূするとともに，実用的な設
計๏をとΓまとめた。これによΓ，ൺֱ的େきな開ޱ
を設けてもط設トンωルをิڧする必要がແくなΓ，
地下Ӻのվྑ工事なͲにおいてେ෯なコストダウンを
ਤることができる。

7．高架橋駅のリニューアル技術

ϗーϜのシェルター化によΓշద性を向্する技術
を開発した（図─ 10）。本工๏では，ࠜをບࠜに
औΓସえること，および，นがӍよけとなるので，
ࠜの設ஔൣғをϗーϜ直্のΈにॖ小できることか
ら，ࠜのେ෯なܰ量化を実現し，ط設高Ս্ڮの
設ஔが可となった。また，ບࡐはଠཅޫをಁաする
ので，シェルター化の欠点の一つであるর度下の
すݮのѱ化をڥԹق༩する。一方，Նدにもࢭ
るには，ेなؾ量を確保するための開ޱ部を設け
る必要があるが，模ܕ実験なͲによΓϗーϜ্のؾԹ
を֎ؾԹよΓもա度に高くならないようにするための
開ޱ量を明らかにしている。

8．おわりに

も構の高経年化にい，さらに様々な՝ޙࠓ

が発生してくると考えられるが，構を長くいଓ
けられるようҡ࣋管理技術の研究開発をੵۃ的に進め
ていきたい。
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ハンマーを用いずに新幹線トンネル覆工コンクリートを
打音検査

御　﨑　哲　一・篠　田　昌　弘・島　田　義　則

զがࠃに建設された木構は，高度経ࡁ成長ظに建設されたものが多く，ޙࠓますますٺ化が進
行することが定される。平成11年に発生したࢁཅ৽幹ઢԬトンωル及び北भトンωルのコンクϦー
トմണམ事ނは，コンクϦート構の検ࠪの重要性を࠶認識さͤた事ނの一つである。トンωル෴工の
検ࠪではଧԻ検ࠪが一般に実施されているが，ਓखがかかる্に検ࠪ者の技量にࠨӈされる՝がある。
本報では，ଧԻ検ࠪを実施するલのスクϦーχンάख๏の一つとして，数N以্れたՕ所から検ࠪで
きるレーザーによるඇ接৮計測技術を用いたコンクϦートണ検ࠪஔを開発したので報ࠂする。
キーワードɿ��トンωル，෴工，ଧԻ検ࠪ，レーザー

1．開発の背景

現在の社会のૅをஙいているコンクϦート構に
おいて，コンクϦートのྼ化によるണམ事ނが発生し
ている。特に平成 11 年，ࢁཅ৽幹ઢԬトンωル（写
真─ 1）及び北भトンωル（写真─ 2）において発
生したコンクϦートմണམ事ނは，コンクϦート構
の検ࠪの重要性を࠶認識さͤた。
現在の主たる検ࠪख๏であるଧԻ๏は，検ࠪ対象と
なるコンクϦートද面までのڑがखのಧかない位ஔ
にある場合，高所作業ंを用し接ۙしなけれなら
ない。特にトンωルは，検ࠪ対象となるコンクϦート
ද面が地্よΓ高いՕ所にあΓ，かつ検ࠪՕ所数が
େになるため，検ࠪ技術者のෛ୲はஶしくେきく，多
େな検ࠪ࣌間を要する。また，మಓトンωル෴工検ࠪ
の੍として，మಓ運行࣌間ଳに検ࠪができないこ
と，ઢ࿏行可な高所作業ंを現地まで運行しख配

しなけれならないこと，またమಓ運行用ి力のఀి
ાஔを講じるといった࣌間がແࢹできないことが͛ڍ
られる。こうした実情にؑΈ，高所作業やఀి作業を
しながら，コンクϦートがണམするલにมঢ়Օ所ݮ
をѲすることを目的に，数N以্れたՕ所から
検ࠪできる，レーザーによるඇ接৮計測技術（以下，
「本技術」という）を用いたコンクϦートണ検ࠪ
ஔ（以下，「本ஔ」という）を開発した。

2．技術の概要

（1）  トンネル覆工コンクリートの剥離検知技術に
おける過去の検討

コンクϦートද面のුきや欠ؕを検ࠪするख๏とし
ては，લষでड़たଧԻ๏のଞに，ి ࣓レーダー๏，
性୳ই๏，֎ઢ検出๏等があΓ，ͦの長所所
を表─ 1にまとめた。いͣれも，コンクϦートണ

ࣸਅᴷ �　ԬτϯωϧίϯΫϦʔτմണམނࣄ෦ ࣸਅᴷ �　भτϯωϧίϯΫϦʔτմണམނࣄ෦

特集＞＞＞　維持管理・延命化，リニューアル
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をଧԻ๏と同等のਫ਼度で，かつඇ接৮でਝに検ࠪで
きるख๏はない。

（2）レーザーによる非接触計測技術の原理
ଧԻ๏と本技術は，コンクϦートද面を加ৼし，ද
面ৼ動をѲするという点で，欠ؕ検知の考え方は同
一（図─ 1）である。ͦのため本技術を用いると，ଧ
Իを実施するલのスクϦーχンάख๏としてద用でき
る。
本技術ख๏の構成を図─ 2にࣔす。コンクϦート

ද面加ৼのための加ৼ用レーザーには，高出力のύル

スレーザーを用いる。ͦのレーザーを検ࠪするコンク
Ϧートද面に高いޫڧ度でूޫすることによΓ，コン
クϦートද面成（セメント等）をϓϥζマ化する。
ͦのϓϥζマཻࢠがきඈされる（アブレーション
という）動によΓ，コンクϦートද面のৼ動がྭى
される。
計測用レーザーには，連ଓ発ৼのレーザーを用い
る。ͦのレーザーは，ϏーϜスϓϦッター（ޫ器）
によΓ，信߸ޫと参রޫにけられる。信߸ޫはコン
クϦートのද面でࣹされコンクϦートද面形ঢ়の情
報を࣋ってダイナミックϗロάϥϜ݁থにೖࣹする。
一方で，参রޫも同じダイナミックϗロάϥϜ݁থに
ೖࣹし，信߸ޫと参রޫがͦの中でׯবし合うこと
で，コンクϦートද面形ঢ়の情報がؚまれたׯব （ࣶ写
真─ 3）がダイナミックϗロάϥϜ݁থ中に形成され
る。このׯবࣶによΓ，ダイナミック݁থ内部に۶ં
のૈີྖ域が生成され，参রޫを回ંさͤる。参র
ޫは，信߸ޫと同じޫ࣠を進Έ検出器に向かう。コン

දᴷ �　ίϯΫϦʔτ෦ࡐͷओཁͳඇഁյࠪݕ๏ͱఏҊख๏ͷൺֱ

ి࣓レーダー๏ ଧԻ๏ ֎ઢ検出๏ Ի๏

検
ࠪ
の
様
ࢠ

長
　
所

・��෴工എ面の欠ؕ・ۭಎを
୳ࠪ可
・行しながら検ࠪ可

・؆қ
・��ͦ の場でたたきམとし可


・欠ؕ形ঢ়をѲ可
・ඇ接৮・ԕִ୳ই

・小ܕஔ
・高い計測ਫ਼度


　
所

・��コンクϦートද面のണ
を検知するのが困難
・��େܕのஔでコンクϦー
トにほ΅接৮さͤたঢ়ଶ
で計測

・ਓ工と検ࠪ࣌間がかかる
・高所作業

・検ࠪਫ਼度がѱい
・��コンクϦートද面をす
る必要がある

・検ࠪ࣌間がかかる
面での計測が困難ۂ・
・高所作業

ਤᴷ �　ଧԻ๏ͱϨʔβʔʹΑΔඇ৮ܭଌٕज़ख๏ͷൺֱ

ਤᴷ �　ϨʔβʔʹΑΔඇ৮ܭଌٕज़ख๏ͷߏ ࣸਅᴷ বࣶׯ　�
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クϦートද面がৼ動すると検出器にೖࣹする信߸ޫと
参রޫとの位૬ࠩがม化する。このม化は検出器では
ޫのڧऑとなってあらわれるため，これを検出するこ
とによΓコンクϦートද面のৼ動を検出する。

（3）コンクリート剥離箇所の検出アルゴリズム構築
本技術を実用化するためには，݈શ度の定が可
な欠ؕ検出アルΰϦζϜの構ஙが必要である。一方
で，本技術とଧԻ๏は，共にコンクϦートද面の加
度形を計測していることはલ項にड़た。మಓ木
構におけるコンクϦートද面の定基準には，Ћ
（ണམݥة性の高いมঢ়），Ќ（当面ണམݥة性はない
が，ক来Ћϥンクになるڪれのあるมঢ়），Ѝ（҆શ
をڴかすണམを生じるڪれがないมঢ়），݈શの �種
ྨがある。ଧԻ๏における検ࠪ者の定性的அを定量
化するため，コンクϦートද面の加度形を用いた
コンクϦート部ࡐの欠ؕ検出アルΰϦζϜを開発した。
まͣ，欠ؕ検出アルΰϦζϜを開発するために，コ
ンクϦートද面のৼ動特性のѲを行った。実施した
現地ࢼ験Օ所のྫを写真─ 4にࣔす。ଧԻ๏による
現地ࢼ験݁Ռから �25 Օ所のコンクϦートද面のৼ動
特性に関するデータϕースを作成した。データϕース
から，݈શなコンクϦート部ࡐは，図─ 3にࣔすよ
うに，িܸՙ重を༩えたࡍの留ৼ動のフーϦΤৼ෯
スϖクトル্で૬対的に高いप数成がӽする
が，不݈શなコンクϦート部ࡐでは，図─ 4にࣔす
ように，フーϦΤৼ෯スϖクトル্で૬対的にいप
数成がӽする向があることが明した。ͦこ
で，িܸՙ重を༩えたࡍのコンクϦート部ࡐの༳れや
すさをධՁするために，フーϦΤৼ෯スϖクトル্
で，あるᮢをڥにした面ੵൺを用いた欠ؕ検出アル
ΰϦζϜをఏҊした。すなわͪ，ࣜ（1）にࣔすよう
なࢦ標をఏҊした。

3S ʹ
┅1

┅1 ʴ ┅2
� （1）

ここで，"1 はコンクϦートද面の加度形から
出されたフーϦΤৼ෯スϖクトルのうͪ，あるᮢࢉ
よΓいप数成におけるフーϦΤৼ෯スϖクトル
の面ੵ，"2 はコンクϦートද面の加度形からࢉ
出されたフーϦΤৼ෯スϖクトルのうͪ，あるᮢよ
Γ高いप数成におけるフーϦΤৼ෯スϖクトルの
面ੵ，3S はフーϦΤৼ෯スϖクトルの面ੵൺであΓ，
ここでは，スϖクトルスコアとݺͿ。実ࡍのద用にあ
たっては，図─ 3や図─ 4にࣔすᮢの設定が重要
となる。ͦこで，ᮢのײ度ղੳを実施し，ଧԻ検ࠪ
݁Ռと整合するᮢを検討した݁Ռ，ᮢを 2��� )[
に設定すると合கが 85�2ˋと高い合கをࣔす݁Ռ
がಘられた（図─ 5）。

（4）山陽新幹線橋梁における検証試験
本ஔに欠ؕ検出アルΰϦζϜを搭載し，ܰトϥッ
クのՙにੵΈࠐΜͩঢ়گを写真─ 5にࣔす。また，
検ূࢼ験を実施したࢁཅ৽幹ઢڮྊの様ࢠを写真─ 6

にࣔす。ఏҊシステϜの検ূのために，コンクϦート
ද面加ৼࢼ験とఏҊシステϜによる計測からಘられた

ࣸਅᴷ Օॴྫݧࢼݱ　�

ਤᴷ �　݈શՕॴͷϑʔϦΤৼ෯εϖΫτϧʢΠϝʔδʣ

ਤᴷ �　ෆ݈શՕॴͷϑʔϦΤৼ෯εϖΫτϧʢΠϝʔδʣ
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フーϦΤৼ෯スϖクトルをൺֱした݁Ռ，コンクϦー
トද面加ৼࢼ験からಘられたスϖクトルの形ঢ়と本
ஔからಘられたスϖクトルの形ঢ়はほ΅等しい݁Ռと
なった（図─ 6）。さらに，図─ 6でಘられたような
多数のフーϦΤৼ෯スϖクトルから，スϖクトルスコ
アをࢉ定した݁Ռを図─ 7にࣔす。図─ 7は，レーザー
を連ଓরࣹし，ϦアルタイϜに欠ؕ検出アルΰϦζϜ
によってコンクϦート部ࡐの݈શ度をධՁした݁Ռで
ある。以্のことから，本ஔによΓコンクϦート部
。の݈શ度がධՁできることがかったࡐ

（5）  試作機を用いた山陽新幹線トンネル内における
検証試験

の৽幹ઢトンωル内ࡍ験は実ࢼ作機を用いた検ূࢼ
で間に実施した。検ূࢼ験では，写真─ 5にࣔし
た本ஔを搭載したܰトϥックをトロ্に固定し，保
क用ंに接ଓして実施した（写真─ 7）。৽幹ઢトン
ωル内で保क用ंに接ଓしたঢ়ଶで検ূࢼ験を実施し
たとこΖ，保क用ंや発ి機のৼ動によΓ，ৼ動計測
ができなかった。計測ができなかったݪҼとして，保

ࣸਅᴷ �　ίϯΫϦʔτണࠪݕஔͷ࡞ࢼ機

ࣸਅᴷ ྊڮઢװͰ࣮施ͨ͠৽ݧࢼূݕ　�

ਤᴷ �　ίϯΫϦʔτද໘Ճৼݧࢼͱຊஔͷൺֱ݁Ռ

ࣸਅᴷ ݧࢼূݕઢτϯωϧʹ͓͚Δװ機ʹ͓͚Δ৽࡞ࢼ　�

ਤᴷ �　ϦΞϧλΠϜஅ݁ՌʢεϖΫτϧείΞͷίϯλʔਤʣ

ਤᴷ �　ᮢΛ ���� )[ ʹ設ఆͨ࣌͠ͷεϖΫτϧείΞࢉग़݁Ռ



�� 建設機械施工 Vol.67　No.9　September　2015

क用ंや発ి機からのڥৼ動とີดされたۭ間にお
ける૽ڥԻが定された。ͦのため，レーザー加ৼ
，のコンクϦートද面のඍৼ動を計測するためにはޙ
さͤる機構が必要なことがݮԻを૽ڥৼ動とڥ
かった。
ͦこで，ڥৼ動をݮさͤるために除ৼを開発
し，૽ڥԻをݮさͤるためにԻ対ࡦを実施し
て，৽幹ઢトンωル内にて࠶度検ূࢼ験を実施した（写
真─ 8）。検ূࢼ験݁Ռを図─ 8にࣔす。コンクϦー
トද面加ৼࢼ験からಘられたスϖクトルの形ঢ়と本
ஔからಘられたスϖクトルの形ঢ়はほ΅等しい݁Ռと
なった。

（6）実用機の開発
験の݁ࢼ作機による৽幹ઢトンωルにおける検ূࢼ
Ռ，ڥৼ動と૽ڥԻのݮに成ޭし，本ஔによ
る計測技術を確立した。実ࡍに運用にあたっては，৽
幹ઢトンωル中ԝに設けられた検ࠪ用の௨࿏を行で
きることがましい。ͦのため，ࢼ作機の機を༗し

た小ܕ機を開発した（写真─ 9）。本ஔを用いて，
当面はଧԻ検ࠪલのスクϦーχンάとして実施し，
データがੵされたޙに，ଧԻ検ࠪのସ機として検
討する༧定である。本ஔを実用化することによΓ，
これまで多େな࿑力と࣌間を要した検ࠪのল力化をਤ
ることが可となる。

3．おわりに

ච者ら開発άルーϓは，平成 11 年度にണམ事ނが
あってから，ଧԻにସできるඇഁյ検ࠪख๏をௐࠪ
してきた。平成 16 年度から本技術の開発にணखし，
平成 2� 年度まで，1� Nఔ度のִからコンクϦート
ണを検知するための基ૅࢼ験・様検討を行った。
平成 21 年度からஔ化を実施し，平成 23 年度まで，
৽幹ઢトンωル内でઢ࿏行ܕのࢼ験ஔで実をੵ
Έ্͛た。平成 2� 年度からは小ܕ化し，トンωル中
ԝ௨࿏行ܕの実用機（写真─ 9）として開発した。
本ஔのޮՌとしては，下هが͛ڍられる。
ᶃ��高所作業・ఀి作業がແくͤることで，保҆要員を
しながら作業員の҆શ性を向্さͤることがでݮ
きる。
ᶄ��作業員によるଧԻ検ࠪのらつきがແくなΓ，検ࠪ
の質・度を向্さͤることができる。
ᶅ��本ஔはమಓ木構のΈならͣ，શてのコンク
Ϧート構の݈શ度அに活用できる。
化する一方で，ҡٺ木構ストックが，ޙࠓ
化で不することが༧見される現ࢠ管理技術者がগ࣋

ࣸਅᴷ �　ର࡞ࢼͨ͠ࡦ機ʹ͓͚Δ৽װઢτϯωϧʹ͓͚Δݧࢼঢ়گ

ࣸਅᴷ �　τϯωϧதԝ௨࿏ܕͷஔਤᴷ �　ର࡞ࢼͨ͠ࡦ機ʹ͓͚Δ৽װઢτϯωϧʹ͓͚Δ݁ݧࢼূݕՌ
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在，൚用的で実のあるଧԻ検ࠪにସできる本技術
レーザーによるඇ接৮計測技術は，ޙࠓのҡ࣋管理に
不可欠で，社会的ݙߩがେきい技術開発である。֎部
からのධՁとしては，レーザー学会業（進า）
や木学会技術開発を受するなͲ，҆心・҆શと
いう社会χーζに合கした実用化研究であること，現
場で用できる技術であることの実ূがධՁされてい
る技術である。
�

ౡా　ٛଇ（しまͩ　よしのΓ）
レーザー技術総合研究所
主研究員

ࣰా　ণ߂（しのͩ　まさͻΖ）
公ӹࡒ団๏ਓమಓ総合技術研究所　構技術研究部
基ૅ・構
研究ࣨ長

ʦචऀհʧ
　一（Έさき　のΓかͣ）ޚ
日本ཱྀ٬మಓࣜג会社　మಓ本部　技術開発部
՝長理

　建設機ց及び施工の基ૅ知識，࠷৽の技術動向，ഉ出ガ
ス規੍・地ٿԹஆ化とͦの対Ԡ，情報化施工なͲを，࠷৽
情報も৫ΓࠐΈऩ。
　建設機ցを用いた施工現場における理・主技術者，
ಜ，ੈ，オϖレータなͲの現場技術者，建設機ցメ
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スマートフォンを活用した 
漁港施設の点検と今後の課題
漁港施設点検システム

長　野　　　章・長　野　晋　平・田　原　正　之

管理者である行が活用するシステϜを開ߓړ施設の点検を行い，ͦの情報をߓړ建設業者自らがߓړ
発した。点検情報はスマートフΥンのアϓϦで発信され，ੵされた情報はߓړ管理者が活用できる。ړ
ઐの職員はগない。ͦのようߓړに行ではߋ，行では技術者の高ྸ化が進Έ関ߓړ建設業及びߓ
な中で，このシステϜはスマートフΥンと ，間ఔ度で習ಘできる؆ศなアϓϦを利用することによΓ࣌1
。施設の点検をよΓ容қなものにするߓړ
キーワードɿߓړ，施設，点検，ࡂ，ҡ࣋管理，スマートフΥン，アϓϦ

1．はじめに

情報機器の発లはૉらしく，ࢲたͪのの回Γに
あ;れておΓ，しかも，ͦれらの機は日々発ୡして
いる。ͦして，एいਓは論，高ྸ者もͦれらの機器
を日々利用している。中でもスマートフΥン（以下，
スマϗ）の普及は，ઌ進ࠃの中ではいものの，ݸਓ
保༗は 53�5ˋ（平成 26 年）となっている。ݸਓに
普及しているスマϗを利用して，શࠃのౡ，ౡを
ؚめ点在しているߓړ施設のྼ化，ඃࡂঢ়گ及び不๏
不ద利用なͲをߓړ建設業者が点検し，ߓړ管理者
である行と情報を共༗するシステϜを開発した。ͦ
の実用ྫとޙࠓの՝についてड़る。

2．システム開発の動機

，管理࣋施設について，スマϗを用いた日ৗ，ҡߓړ
建設業者が情報をߓړ，の点検システϜを構ஙしࡂ
発信する理༝は，࣍の �点があ͛られる。
第一に公共事業としてのߓړの整備はত 26 年か
ら実施され，શ2ࠃ。で施設が整備されてきたߓړ���
施設のٺ化とともに，ͦの機保શ計画も作成，実
施されているが，これらのେな整備をޮ的に行っ
ていく必要がある。第ೋにߓړはਫ産ݯࢿが๛なと
こΖに立地することから，当વ，ౡやౡのઌな
Ͳに位ஔし，্ަ௨が不ศである。第ࡾにશࠃの
85� �5がಓ県管理，2ߓړ� ொଜ管理とࢢがߓړ
なっている（平成 26 年 � 月 1 日現在）。ͦれͧれを管
理する行の技術者はݮগしておΓ，しかもߓړをઐ

とする技術者もগない。第࢛にۙ年の自વࡂの多
発と東日本େࡂのようなڊେࡂの発生の可性か
ら，行とߓړに特化した建設業団体がࡂ協定を締
݁している事ྫが૿え，11 ಓ県に及Μでいる。ࡂ
協定では，建設業団体の重要なׂの一つにࡂ情報
のୡがあΓ，現場からの情報をいͪૣく行にୡ
する必要がある。
以্の理༝から，（一社）શ日本ߓړ建設協会に所
ଐするߓړ建設業者がେきなෛ୲にならない形で，ࡂ
の点ߓړ民協ಇでにߋ，協定のཤ行ٛ務をՌたし
検を行うために，スマϗのアϓϦを活用したシステϜ
構ஙが必要であった。

3．総合的なシステムの開発

（1）システムの概要（図─ 1）
施設の点検で，ଛইՕ所等を発見した場合，スߓړ
マϗのアϓϦを用し，現گ画૾，施設໊及びঢ়گ等
の必要項目をૹ信する。データがૹ信されると，ߓړ
管理者にメールがಧき，ૹ信されたデータをӾཡでき
る。また，શての情報はデータϕースにੵされ，ొ
日，ߓړ，໊ߓړ施設໊等で検ࡧ，ൺֱ，検ূする
ことができる。
データのૹ信はスマϗのアϓϦで行うことを定し
ておΓ，"OESPJE と JOS に対Ԡしている。
（B）利用者の設定（図─ 2）
アϓϦの初回ى動࣌には「*%」と「ύスϫード」
をೖ力する。利用者にはొൣғ（୲当のಓ県や
地域等），所ଐ等が設定されておΓ，ొൣғによっ

特集＞＞＞　維持管理・延命化，リニューアル
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て，対象ߓړが੍限されている。ྫえ，ొൣғが
"県である利用者は，#県のߓړについて，データを
ૹ信することはできない。
（C）点検種ྨの選（図─ 3）
点検種ྨを「日ৗ点検」「ҡ࣋管理点検」「ࡂ点検」
から選する。
（D）画૾の選またはࡱӨ
スマϗに保ଘされている画૾の中から選するか，
ͦの場で画૾をࡱӨする。画૾をࢦ定すると，ࡱӨ日
とともに࣌ GPS 情報を基に一൪ۙい໊ߓړが設定さ
れる。
（E）ࡱӨ位ஔと方֯のࢦ定（図─ 4）
地ਤ্でࡱӨ位ஔの修ਖ਼や，方֯を 16 方位から選
することができる。
（F）対象施設，ௐࠪ位ஔ及びঢ়گ内容の選
対象施設はফఅ，అ，，؛ޢધ؛）؛น・

ਤᴷ �　γεςϜͷ֓೦

ਤᴷ �　ΞϓϦར༻ऀͷ設ఆը໘

ਤᴷ �　σʔλͷૹ৴ը໘

ਤᴷ ఆը໘ࢦӨҐஔͱํ֯ͷࡱ　�

ਤᴷ �　ը૾Ճը໘
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༲場），ધ؛（ધ༲場），ଳ施設，ਫ域施設，ಓ
࿏，用地等の施設໊を選する。ௐࠪ位ஔは施設શ体，
๏ઢ，্部工，本体工，ฦ工，ফ工，ଐ工，Τ
ϓロン，എޙ地，ଳ施設，ಓ࿏等から選する。ঢ়
ࡂ」内容は点検種ྨによってҟなΓ，「日ৗ点検」گ
点検」の場合は，ଛই・ُ྾，ͻびׂれ，మے࿐出，
開，発ࡺ，Ҡ動，下・ؕ ，৯，Ԝತ・出ೖΓ，
ຎ・ృ，ஈࠩ，欠ଛ等の項目から，「ҡ࣋管理点検」
の場合は，不๏༗，不๏غ，不๏留・ఀധ・ற
ं，ਓ事ނ，ધഫ事ނ，ं྆事ނ，ഇધ，ଯੵຒ
，ඬྲྀ，動֚ࢮ，མॻき・ϖイント，݁ණ・ੵ
ઇ等の項目から選する。
（G）加画૾の選またはࡱӨ（図─ 5）
（D）でࢦ定した画૾のଞに，ผの֯度やڑでの画
૾を 3ຕまで加することができる。
（H）コメントのೖ力
௨ৗの選ࢶでୡできない事項等を自༝にೖ力す
ることができる。
（I）ٸۓ報ࠂの選
。されるࠂ事項として報ٸۓ管理者ߓړ

（J）データのӾཡ（図─ 6，7）
アϓϦからデータをૹ信すると対象ߓڕを管理して
いる行の୲当者にメールがಧき，データをӾཡする
ことができる。なお，この情報は *%とύスϫードで
保ޢされておΓ，ૹ信者本ਓとߓړ管理者以֎はӾཡ
することができない。

（2）情報網の構築
点在するߓړの点検情報をߓړ建設業者がߓړ管理
者ૹ信するためには，情報を構ஙしなけれなら
ない。ಓ県によって，ߓړの管理体系はҟなるの
で，各ಓ県に合わͤて情報を構ஙしている。

4．蓄積されたデータの活用

管理者はੵされたデータをӾཡすることがでߓړ
きる。

（1）データ検索部
目的にԠじて，多量のデータの中から必要なデータ

ਤᴷ �　σʔλొ࿈བྷϝʔϧ

ਤᴷ σʔλӾཡը໘ࡉৄ　�

ਤᴷ �　σʔλҰཡදࣔը໘

ਤᴷ �　ϚʔΧʔΛΫϦοΫͨ͠ը໘
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をந出，ൺֱを行うことができる。

（2）地図表示部（図─ 7，9）
ొデータが地ਤ্にࡱӨ方֯のҹのマーカーで
දࣔされる。マーカーは点検種ྨによって色がҟなっ
ておΓ，一目でかるようになっている。
マーカーをクϦックすると，ࡱӨ画૾とデータのొ
年月日がϙッϓアッϓでදࣔされ，දࣔされた画૾
をクϦックすると，ͦのৄࡉデータがදࣔされる。

（3）一覧表示部（図─ 8）
ొされたデータの一ཡがදࣔされる。データを選
するとৄࡉ画面がදࣔされる，

（4）詳細データ表示（図─ 7）
ొされたデータの画૾と内容のଞ，ొ者，ొ
者所ଐがදࣔされる。ొされた画૾はダウンロード
することができる。また，ฤूݖ限をもつϢーザーは
データの修ਖ਼等のฤूを行うことができる。

5．秋田県での適用事例

（1）概要（図─ 10）
県と（一社）શ日本ߓړ建設協会でࡂ協定を締݁
しているळా県において，平成 27 年 7 月 � 日にシス

テϜのڙ用を開࢝した。ळా県はࢁ本地域，ळా地域，
༝利地域の 3ৼڵ局のྛ部ଜ整備՝でͦれͧれの
地域のߓړを管理し，ळా県ྛਫ産部ਫ産ߓړ՝が
౷ׅしている。ߓړ建設業者は，地域管内のߓړを点
検し，スマϗで点検データをૹ信する。データがૹ信
されると，各ৼڵ局の୲当者にメールがಧき，データ
アクセスすることができる。

（2）供用開始と準備
協定ࡂするにあたΓ，まͣ，ळా県の࢝用を開ڙ
のࡂঢ়گୡに従い，行৫と（一社）શ日本
建設業者で，情報を構ߓړ建設協会に所ଐするߓړ
ஙした。また，ߓړ建設業者と行の୲当者にͦれͧ
れ 。間ఔ度の講習を行った࣌1

（3）講習の結果と改良点
にシステϜの理ղ度，վྑ点及び運ޙ直࢝用開ڙ
用について利用者にアンέートௐࠪを行った。
研修は࣌間であったが，શ員がよくシステϜを理
ղしていると回した。վྑ点については，GPS に
ついてのトϥブルղফとঢ়گ内容の選ࢶに「ҟৗな
し」を加することがٻめられた。また，システϜ運
用に関しては，ߓړの۠のऔΓѻい，点検データの
Ӿཡݖ限のൣғ及び *%，ύスϫードの༩方๏につ
いて意見があった。

ਤᴷ ��　ใ
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6．今後の課題

ळా県શ県下のߓړにシステϜをڙ用し，現在もॱ
ௐに利活用されている。ߓړ建設業者とߓړ管理者は
ともに 間ఔ度の講習でシステϜを理ղし，利用す࣌1
ることができておΓ，ඇৗに؆ศでいやすいシステ
Ϝであるとݴえる。スマϗのアϓϦのインストールで
もまったくは発生しなかった。しかし，ޙࠓこの
のよう࣍施設点検システϜを利活用していくにはߓړ
な՝がఏࣔできる。

（1）点検データ入力の効率化
ए者ͩけでなく，5� からࡀ 6� ؆の高ྸ者もࡀ
୯にアϓϦを用できることがかった。しかし，ࡂ
にߋ，にはఱީ件のѱい中でのೖ力となるので࣌
؆ศでޮ的なදࣔ・ೖ力方ࣜが必要である。

（2）他のシステムとのリンク
に機ߓړとして，શࡦ化対ٺ施設は，現在ߓړ
保શ計画を作Γ，ٺ化のఔ度にԠじて機を保શす
るためのҡิ࣋修を計画的に行おうとしている。これ
らの対ࡦや計画がデータ化され，本システϜとϦンク
していれ，データを加していくことができ，ͦの
データのੵからҡ࣋保શの対ࡦをଧつきظ࣌やൣ
ғをよΓࡉかにੳすることができる。

（3）  点検情報システムにおける送信側の活動の評価
建設ߓړ施設点検システϜは，（一社）શ日本ߓړ

協会会員がਓ員のݮ及びߓړ技術者のݮগしている
するシステϜとなっていݙߩ行ଆに，一方的にߓړ
る。ޙࠓこの民協ಇのシステϜとしてޮՌをあ͛て
いくためには，行ଆからの，ߓړ施設管理の業務化
や࣌ࡂの活動のධՁとして，ೖܖࡳ੍度にөす
る必要があると考える。
�

ʬߟࢀจݙʭ
� 1）�長　৾平，不動　խ೭，౻ా　߁，୮Ӌ　ਅ，長　ষɿߓړ施

設の点検システϜとͦの活用，平成 27 年ਫ産工学会学術講ԋ論จू，
2�15 年 5 月

ਖ਼೭（たはら　まさΏき）　ݪా
（一社）શ日本ߓړ建設協会
業務՝長

長　৾平（ながの　しΜい）
᷂TSϏジϡアルϦαーν
*T୲当部長

ʦචऀհʧ
長　ষ（ながの　あきら）
（一社）શ日本ߓړ建設協会
会長
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中大口径管きょ更生工法
パルテム・フローリング工法

田　中　翔　吾

地下にຒ設されたط設管きΐは，ٺ化が進行している。標準的な用年数 5� 年をえる管きΐは，
 1���� LNに及Ϳといわれ，ޙࠓも૿加することが༧測されている。ۙ年では，下ਫಓ管きΐのٺ化
にىҼするಓ࿏ؕが年間に ���� 件発生するなͲ，がݦ在化しておΓ，ૣٸな対ࡦが必要とされ
ている。特にࢢ部において，開によるෑ設ସえ工๏のద用は，ަ௨事情等の੍によΓ困難となって
きている。本報ࠂでは，ٺ化した管きΐをඇ開でߋ生する技術であるύルテϜ・フローϦンά工๏（以
下「本工๏」という）について，工๏֓要と施工事ྫをަえてհする。
キーワードɿϦχϡーアル，ߋ生工๏，中େܘޱ，管工๏，֦෯部施工

1．はじめに

ϥイフϥインの整備が進Ή一方で，地下にຒ設され
たط設管きΐには経年ྼ化，ེ化ਫૉ等のӨڹによる
৯，地൫下や地等によるഁଛ，ڧ度下，࿙ਫ
が見られるなͲ，機が下しているものがଘ在す
る。特に中େܘޱ管きΐにおいては，ಓ࿏ؕの要Ҽ
になるなͲ社会ڥに及΅すӨڹがେきいため，ૣٸ
な対ࡦが必要とされている。しかしながら，ࢢ部で
の開によるෑ設ସえ工๏は，ۙ年のަ௨事情や地下
ຒ設の૿加によΓ，ద用することが困難となってき
ている。また，େ規模な設備を用する工๏では，立
によってద用できない場合گのঢ়ڥの位ஔやपล
があったΓ，ٸۓの૿ਫ࣌に設備のఫڈや作業員の
ආに࣌間を要したΓする。
このようなঢ়گを౿まえ，ඇ開での施工が可で
あΓ，特ผな施工設備を必要としない中େܘޱ管きΐ
の本工๏を開発した。ͦのࡍ，施工࣌の社会生活に༩
えるӨڹをۃ力小さくするため，૽Ի，คਖ，ѱषな
Ͳが発生しないよう特に留意した。また，管きΐのஅ
面形ঢ়やマンϗール形ঢ়に依らͣ対Ԡできることはも
とよΓ，ۂઢ部の施工，ڧ度ิڧ，ද面ඃ෴，部修
理なͲ施工χーζに合わͤた対Ԡができる自༝度の高
い工๏として，下ਫಓ管きΐ，業用ಋਫ࿏トンωル，
シールドೋ࣍෴工等の様々なでண実に施工実を
৳している。

2．工法の概要

本工๏は，ط設管きΐ内で立てた߯Ϧンάに，
高ີ度ϙϦΤνレンのかΜ合部ࡐとද面部ࡐを管࣠
方向にけ，ط設管きΐとද面部ࡐとの間にॆరࡐ
をॆరすることによΓ，ط設管きΐをߋ生する工๏で
ある。ߋ生管は，ط設管きΐとߋ生ࡐが一体になった
ෳ合管となる。ߋ生管の構ਤを図─ 1に，工๏の
特をᶃʙᶈにࣔす。

ᶃ߯Ϧンάを用することで，ബ・高ڧ度のߋ生
管が構ஙでき，߯ࡐ量のௐ整と高ڧ度ॆరࡐによΓ
部的なڧ度૿加も可である。
ᶄ্Γ面のૈ度数が Oʹ ���1� となることで，ط
設管きΐと同等のྲྀ下力を確保することも可で
ある。
ᶅϙϦΤνレン部ࡐを管࣠方向にけるため，େ
，やۣ形・അఙ形等のҟ形அ面にద用が可でܘޱ
部の施工が容қであΓ，ޯ配ௐ整のۂઢや۶ۂٸ

ਤᴷ ਤߏੜͷߋ　�

特集＞＞＞　維持管理・延命化，リニューアル
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対Ԡも可である。
ᶆ高ີ度のϙϦΤνレンද面部ࡐを用すること
で，ༀ性・ٱ性がେ෯に向্し，ࡐを೩や
してもダイオキシンやڥϗルϞンの発生ݯとなる
༗質が発生することがなく，地ڥٿにѱӨڹ
を༩えない。
ᶇ特घな施工設備を用することなく，൚用の工具で
߯ϦンάとϙϦΤνレン部ࡐを立てることが
可である。
ᶈ߯Ϧンάは，ॆరࡐଧ設࣌の支保のׂも୲い，
施工࣌の内ۭが広くऔれるため作業ڥと҆શ性を
確保できる。また，管きΐ内にਫସえ用ϗースの設
ஔも可であΓ，௨ਫ施工も可である。

3．工法の適用範囲

本工๏の標準ద用ൣғを表─ 1にࣔす。

4．使用材料

（1）鋼製リング
߯Ϧンάは，ط設管きΐのஅ面形ঢ়にԠじて，か
Μ合部ࡐがけできるように所定の間ִでෳ数のߔ
が༧め工場にてஅ加工されている。߯Ϧンάは，
ਓや立等からൖೖできるେきさにׂされてお
Γ，管࣠方向に一定の間ִ（標準 25� NN）でϘルト
とナットを用して連݁する。߯Ϧンά（ۣ形）を

連݁したঢ়ଶを写真─ 1にࣔす。

（2）表面部材
ද面部ࡐは，図─ 2にࣔすஅ面形ঢ়の高ີ度ϙϦ
Τνレン部ࡐであΓ，管࣠方向に配ྻする。྆ は，
かΜ合部ࡐとのかΜ合およびॆరࡐとの݁合を確実に
するため，フックঢ়の構となっている。

（3）かん合部材
かΜ合部ࡐは，図─ 3にࣔすஅ面形ঢ়の高ີ度ϙ
ϦΤνレン部ࡐであΓ，ද面部ࡐのフックによって
確実にかΜ合される。かΜ合部ࡐには，ࢭਫΰϜがऔ
けられている。

（4）接合部材
ද面部ࡐとかΜ合部ࡐの立ਤを図─ 4にࣔす。
ද面部ࡐとかΜ合部ࡐは，ܘޱやஅ面形ঢ়にかかわら
ͣ標準長さが 5 NであΓ，管࣠方向接合するため
にステンレスのද面接合部ࡐとかΜ合接合部ࡐを
用する。

දᴷ �　ඪ४ద༻ൣғ

項　　目 標準ద用ൣғ
管　　種 మےコンクϦート管きΐ等

管きΐのܘޱ ・ԁ形ɿ8�� ʙ 3��� NN
େ実࠷）　 55�� NN）
・ඇԁ形ɿล　8�� NN以্
　　　　　長ล　5��� NN以下

施工Ԇ長 1�� N（࠷長実 75� N）
管きΐのஅ面形ঢ় ԁ形，അఙ形，ۣ形，ཛ形なͲ
施工࣌のྲྀਫ件 ・管きΐ高さ 15�� NNະຬ

　ਫਂ 3�� NN以下（管内ਫସえ）
・管きΐ高さ 15�� NN以্
　��ਫਂ 6�� NN以下およびྲྀ
��12 N�TFD 以下（締）

管きΐ͗ܧखのஈࠩ
（管ܘ等によΓҟなる）

・ԁ形管ஈࠩɿ12 NNʙ 125 NN
・ඇԁ形管ஈࠩɿ1� NNʙ 128 NN

管きΐ͗ܧखの開き 2�� NN以下
内๏ۂܘ 3�6 N以্
度֯ۂ۶ 12 度以下
ޯ配ௐ整 ௐ整高さ 2� NN以下

ࣸਅᴷ �　࿈ۣ݁ͨ߯͠ܗϦϯάʢۣܗʣ

ਤᴷ �　ද໘෦ࡐ

ਤᴷ �　͔Μ߹෦ࡐ

ਤᴷ �　߹෦ࡐཱঢ়گ
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（5）充填材
ॆరࡐは，高セメント #種を主成とし，ੴփ
ੴ࠭ࡅ，ࠞ ࡎ，ਫを配合した高ྲྀ動ϞルタルであΓ，
高ڧ度がظできる。ઐ用工場でされ，ミキαー
ंで配ૹされるॆరࡐは，ॆな質管理が行われて
いる。ͦの特は，ྲྀ動性に༏れ，ෳࡶな形ঢ়の۱々
までॆరできる特性があΓ，ਫ中߅性，ແऩॖ，
ϊンブϦージンά性に༏れている。表─ 2にॆరࡐ
の特性をࣔす。

5．施工工程

標準施工工ఔを図─ 5にࣔす。

（1）準備工
準備工は，工事に必要な༗場所を確保し，管きΐ
内のؾならびにর明設備を設ஔする。施工࣌は，ਫ
ਂが規定（6� DN以下）であれਫସ工なしで管
工が可であるが，作業性を確保するためにਫସ工を
実施する場合もある。ਫਂが規定以下であってもྲྀ
がૣい場合は，ਫସ工を実施する。ਫସ工は，্ྲྀ
ଆにԃを設けてજਫϙンϓを設ஔし，࿏্または管
きΐ内にഉਫϗースを設ஔしてૹਫする。

（2）管内清掃工
管内ਗ਼工は，高ѹચড়ंの高ѹਫによΓ管นや管
きΐ内にଯੵしている࠭なͲをચいྲྀし，管内ௐࠪ
工ができるఔ度にਗ਼する。

（3）管内調査工
管内ௐࠪ工は，管きΐ内ঢ়گをௐࠪし，߯Ϧンά
の形ঢ়とੇ๏をܾめるため，所定間ִで管きΐ内ੇ๏
を測定する。管きΐのଛই部やม形部は，ೖ೦にੇ๏
を測定する。

（4）施工前処理工
施工લॲ理工は，管工の支োとなるようなಥى
，औ管のಥ出し，ଯੵしたϞルタル，৯ྼ化部
等を除ڈする。ジョイント等に࿙ਫが༗る場合は，
管がある場合は，事ذਫॲ理を行う。औ管等のࢭ
લにԾ配管を接ଓする。

（5）製管工
（B）߯Ϧンά立工
߯Ϧンά立工は，߯Ϧンάをマンϗールから
管きΐ内に運ൖし，Ϙルト・ナットで連݁することに
よΓ߯Ϧンάを立てる。औ管等が接合されてい
る場合は，߯Ϧンάの位ஔ間ִをௐ整して߯Ϧン
άとऔ管等がׯবしないようにする。߯Ϧンάの
立ޙ，各߯Ϧンάに位ஔௐ整ۚ具ຢはアンカーを
औけ固定する。ߋ生管のޯ配をௐ整する場合は，位
ஔௐ整ۚ具を用して߯Ϧンάに高ࠩをけるこ
とによΓ対Ԡが可である。図─ 6に߯Ϧンάの
立工をࣔす。
（C）かΜ合部ࡐおよびද面部ࡐ工
かΜ合部ࡐおよびද面部ࡐ工は，かΜ合部ࡐを
マンϗールからൖೖし，߯Ϧンάにける。ͦの
とける。औࡐをൖೖし，かΜ合部ࡐද面部，ޙ
管等が接合されている場合は，Ծ配管を࠹がないよう
に߯ϦンάとかΜ合部ࡐおよびද面部ࡐをけ

දᴷ �　ॆరࡐͷಛੑ

項　　　目 特　性　
ѹॖڧ度（28 日） 1߸ɿ2� /�NN2 以্

2߸ɿ�� /�NN2 以্
フロー（П 5ʷ 1� DN） 3�� ʶ 3� NN

ਤᴷ �　ඪ४施工工ఔ
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る。Ծ配管とද面部ࡐのܺ間には，間٧めࡐを٧める
ことによΓ，ॆరࡐのྲྀ出をࢭする。図─ 7にか
Μ合部ࡐとද面部ࡐの工をࣔす。

（6）裏込充填工
（B）部ॲ理
部ॲ理は，かΜ合部ࡐおよびද面部ࡐの部を
Γଗえ，ط設管きΐとද面部ࡐのܺ間に間٧めࡐを٧
めることによΓ，ॆరࡐのྲྀ出をࢭする。
（C）ॆరޱ設ஔ
ॆరޱは，ද面部ࡐに直接݀を開けてωジ加工によ
Γऔけ，下ྲྀଆから5 Nʙ1� Nの間ִで設ஔする。
（D）ཪॆࠐర
ཪॆࠐరは，ॆరϙンϓを用してॆరࡐを数日に
けてଧ設する。ॆర࠷ऴ日は，্ྲྀଆに設ஔしたΤ
アーൈきύイϓによΓॆరྃの確認を行う。図─ 8

にཪॆࠐర工をࣔす。

（7）管口仕上工
管্ޱ工は，管ࡐ্͛ޱを用して本管ޱに
্͛を施す。औ管ޱは，Ծ配管のஅまたはఫڈを
行ったޙ，同様の্͛を施す。

（8）施工後管内調査工
施工ޙ管内ௐࠪ工は，施工ޙのঢ়گをௐࠪし，ߋ生
管の্がΓੇ๏を測定する。

6．施工例

本工๏の特を生かした施工ྫとして，֦෯部の施
工をհする。本工事のط設管きΐஅ面形ঢ়は，図─
9にࣔすۣ形管きΐであΓ，্ྲྀ部では管きΐのย෯

ਤᴷ �　߯Ϧϯάཱ工

දᴷ �　工֓ࣄཁ

項　　　目 内　　　　容
用　　్ 下ਫಓ管きΐ
施工ظ間 平成 26 年 12 月ʙ平成 27 年 3 月

設管きΐஅ面形ঢ়ط ۣ形管きΐ
設管きΐੇ๏ط ෯8ʹ 211� NN，高さ)ʹ 212� NN
Γੇ๏্生管ߋ ෯8ʹ 1��� NN，高さ)ʹ 18�� NN
施工Ԇ長 117�� N

ਤᴷ �　͔Μ߹෦͓ࡐΑͼද໘෦ࡐ工

ਤᴷ �　ཪॆࠐర工

ਤᴷ ըਤܭੜஅ໘ߋ　�

ࣸਅᴷ 設͖ΐ֦෯෦ط　�
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が֦େしていく֦෯部がଘ在した。ͦこで，֦෯部の
ੇ๏を測定して，֦෯部形ঢ়に合わͤた߯Ϧンάを
設計することによΓ，ط設管きΐ標準部と֦෯部で連
ଓしたߋ生管を形成した。工事֓要を表─ 3に，ط
設管きΐの֦෯部を写真─ 2にࣔす。
֦෯部は，図─ 10にࣔすように۶ۂ部で߯Ϧン

ά内पଆの接ଓϐッνをڱくすることによΓ，߯Ϧ
ンάに֯度をけて配ྻし，標準部から平行に配ྻさ
れる߯Ϧンάとಥ合ͤる形で߯Ϧンάを立て
る。ಥ合ͤ部は，ܧख用߯Ϧンάを๊き合わͤるこ
とによΓิڧし，ߋに߯Ϧンάの配ྻϐッν中点に
を写گする。施工ঢ়ڧ用߯Ϧンάを配ྻしてิڧิ
真─3に，施工ޙの管きΐ内面ঢ়گを写真─4にࣔす。

7．施工実績

平成 27 年 3 月現在の施工実は，ԁ形管きΐ，
ۣ形きΐおよびഅఙきΐを合わͤて 51�23 N であ
る。அ面形ঢ়や管きΐઢ形の内༁を見るとԁ形にൺ
てඇԁ形（ۣ形・അఙ形）のׂ合が高いことや，۶ۂ
部がؚまれた管きΐや形と様々となっておΓ，本工
๏の特がେきく実にөされているものと考えて
いる。

8．おわりに

本工๏ύルテϜ・フローϦンά工๏は，ط設管きΐ
のஅ面形ঢ়にԠじた設計が可であΓ，ԁ形管きΐは
もとよΓۣ形きΐ，അఙきΐ等のあらΏる管きΐに対
Ԡでき，また，ۂઢ ŋ形施工も可である。本工๏
ύルテϜ・フローϦンά工๏は，ͦの特を生かし，
下ਫಓ管きΐにとらわれͣ業用ಋਫ࿏トンωル，
シールドೋ࣍෴工，工業用ਫ࿏ଞి力ಋਫ࿏トンωル
と用్ల開をਤっている。ޙࠓも工๏の༏位性を生
かしたఏҊを行い，ϥイフϥインのҡ࣋管理に活用し
ていたͩけるよう工վྑしていきたいと考えてい
る。

謝　辞
本工事の施工にあたΓ，発注者様をはじめとする関
ಋをいたͩいたおか͛ࢦ͝，各位のօ様の͝協力
で，ແ事に工事をऴえることができましたことをँײ
するとともに，ްくྱޚをਃし্͛ます。
�

ਤᴷ ��　֦෯෦ͷ֓ཁਤʢฏ໘ਤʣ

ࣸਅᴷ �　施工ঢ়گ

ࣸਅᴷ �　施工ޙͷ͖ΐ໘ঢ়گ

ʦචऀհʧ
ా中　ᠳޗ（たなか　しΐう͝）
Ѷ工業᷂
機事業本部　ύルテϜ・ࡂ総ׅ部　ύルテϜ・
ࡂ技術開発部
主
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1．人も設備も“超高経年”時代

（1）“超高経年”時代の設備管理
ੴ༉ਫ਼，ੴ༉化学なͲの業ϓϥントのと
いえ，「設備とਓの高経年化」といえる。
もͪΖΜ，ݹいからѱいという୯७な理۶ではない
し，ਓの方もすでにϕテϥンたͪはଔ業されている。

意ຯするとこΖは，2��� 年初಄からࢹされて
いた「設備とਓの高経年化」によるӨڹを，ະͩにղ
ܾできていないということなのである。
公ӹ社団๏ਓ日本ϓϥントメンテナンス協会では，
1��2 年よΓ「メンテナンス実ଶௐࠪ」を会員企業の
事業所対象に行っているが，2�1� 年度の݁Ռからز
つかをまͣհしようと思う。

ए　௬　　　ໜ

日本の業は設備とਓࡐの高経年化࣌をΉかえ，҆定ૢ業の実現にۃめて困難なঢ়گに直面してい
る。現場のՍ基ૅや配管पΓ部なͲのྼ化ঢ়گやյれてしまってから治すʠ事ޙ保શʡ機器の修理件
数૿加なͲに，ͦうしたঢ়گがݦ在化している。従来のʠカン・コπ・度ڳʡをϕースとしたଐਓ的な保
શを見直し，「論理的な保શ」を行できる体੍と共に，ྼ化ஹީを見ಀさない「ة機意識を࣋った෩
ͮくΓ」がۓ٤に必要とされる࣌となっている。本ߘでは，こうした設備管理の実ଶをௐࠪデータから
明らかにしながら，局所࠷దではないશ体࠷దの総合的な保શマωジメント（MOSMS）について֓要を
հする。
キーワードɿ設備管理の՝，保શ経営，保શマωジメントシステϜ，論理的な保શ，保શナレッジ

論理的な保全だけが
プラントを維持管理できる！

ਤᴷ �　設උཧͷ՝ʢϝϯςφϯε࣮ଶௐࠪʣ
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事業所の「設備管理業務」શ体において重要な՝
ௐࠪを，աڈ数年にわたって行った݁Ռと合わͤて図
─ 1にࣔす。数は，数に対する֘当である。「ਓ
育成・確保」の՝ࡐ 1位は不動であるが，֘当も
্がΓଓけている。また，՝ 2 位，3 位が 2�1� 年
にٯసし，「高経年設備対Ԡ」が্ঢしଓけておΓ，
に 6ׂをす֘当にࢸった。これにうように，
「保શマωジメント」が্ঢしている。
՝第 1位であったਓࡐ育成ঢ়گのશ体を֓؍した

とき，現在の育成ঢ়گに不҆やあきらめײをײじる場
合の理༝として，経験知不よΓも，「ੳ力，論理
的思考力の不」が理༝としてあ͛られておΓ（図─
2），これはຖ年の向である。これがԿを意ຯする
であΖうかʁ
ଓけて，高経年設備の経年ׂ合（構成ൺ）を見てΈ
る（図─ 3）。すての機器ྨで，「2� 年ະຬ」のׂ
合がݮ小し，また，「3� 年」のׂ合が૿加しておΓ，
高経年化がますます進Μでいることがわかる。

ਤᴷ �　ਓࡐҭͷݒ೦ཧ༝ʢϝϯςφϯε࣮ଶௐࠪʣ

ਤᴷ ঢ়ʢϝϯςφϯε࣮ଶௐࠪʣݱ設උͷܦߴ　�
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高経年設備をいながら҆શ・҆定生産をҡ࣋する
ために，設備管理ʗ保શの要ٻがۃめてେきくなっ
ているといえる。
2��7・2�12 年をܖ機に，Ͳの企業もਓࡐ育成
に対してੵۃ的にऔΓΜできているし，ٺ化設備
対ࡦとしてߋ৽ࢿもここ数年は૿加している。とこ
Ζが，্هデータに見られるようにʠঢ়گのվળʡに
はࢸっていないのである。
ͦれでは，設備管理がうまくいかないと，Ͳのよう
なϦスクを生じるのͩΖうかʁ
事業所の主たる生産ϓロセス・生産ϥインで，Կら
かの「がある」と思われるϦスクଆ面と，ͦの要
Ҽとして設備管理要Ҽがڧい場合をνェックしても
らったௐࠪ݁Ռをհする。
ศٓ的に，「がある」と回された֘当（֘
当すると回された件数ʗ数）と，「設備管理要Ҽ
がڧい」と回された֘当のൺを，ʠ設備管理要Ҽ
ൺʡとして見ると，下هのようにいえる。
ʪ設備管理要Ҽがඇৗにେきいʫɿ7�ˋ以্
・質ɿ85�6ˋ
・ࡂ・産業ࡂɿ8��5ˋ
ˋΤωルΪーɿ75�8・ڥ・
ʪ設備管理要Ҽがൺֱ的େきいʫɿ5�ˋ以্
・生産ೲظɿ5��7ˋ
・生産量ɿ57��ˋ
・࿑ಇ҆શɿ53��ˋ
ʪ設備管理要Ҽは要ૉの一つʫɿ5�ˋ以下
・生産コストɿ����ˋ

（2）「論理的な保全」にならない理由
当会が 2��� 年から実施してきたʰ保શ経営力の
அ のɦ݁Ռから見えてきたʠ日本の共௨՝ʡがある。
一ݴでいうと，日本の保શは管理αイクル P%C"の
中でࢦఠすると，「P（計画）˱ %（実施）」の܁ฦしで，
「C・"（ੳධՁ・ө）」がないのͩ。ʠないʡとい
うとޠฐがあるが，ਖ਼確にはϕテϥンのアタマの中に
あって，֎には出てこないということである。

トータルで考える಄は，「C・"」から生まれるの
である。ਖ਼確な現ঢ়Ѳから，దな方๏が選でき
る。ͦのదな方๏が計画である。したがって，શ体
のద性からΈれ重要なॱ൪は「Cˠ"ˠ Pˠ %」
となΓ，保શの作業（%）はޙ࠷なのͩ。保શの事
を作業というイメージͩけの「（保શ作業の）スέ
ジϡールド・メンテナンス」から，ਖ਼しい計画主ಋの
「ϓϥンド・メンテナンス」に修ਖ਼していく必要がある。
さて，ではなͥこういうঢ়گかといえ，ϕテϥン
がしてきたマχϡアルが機していなかったからと
いえͦうである。ϕテϥンは，自がʠやっているこ
とʡをͦのままՕॻき的にして，マχϡアルとし
てきたのではないかʁ　ͦこに，「なͥͦうしている
のか」「ͦれをしなかったらͲうなるか」がされて
いない。ͦれでは考えるखがかΓはないわけͩから，
された者たͪは「ੳ力，論理的思考のようにه্
力不」になるし，業務にバϥπキがあって事の基
本力が下するわけである。

2．「論理的な保全」の必要性

（1）配管検査データのモデリング例
「論理的な保શ」とはԿかを考えるために，配管の
֎面৯対ࡦをྫにとってड़てΈたい。

දᴷ �　設උཧཁҼൺʢϝϯςφϯε࣮ଶௐࠪʣ

Өڹଆ面 ֘当 ֘当レϕル
質 85�6�

ඇৗにେきいࡂ・産業ࡂ 8��5�
ΤωルΪー・ڥ 75�8�
生産ೲظ 5��7

ൺֱ的େきい生産量 57��
࿑ಇ҆શ 53���
生産コスト ���� 要ૉの一つ

ਤᴷ �　ཧαΠΫϧͷʠஅʡ
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コンϏナート等の高経年設備՝の中で，ڥ要Ҽ
によってもたらされる設備の֎面৯は，ྼ化要Ҽが
技術的には明確であΓながら，配管等の数があまΓに
多いということから，管理方๏がۃめて難しいで
ある。ͦこで，当会では「技術的にも経ࡁ的にも࠷ద
な対ࡦ」であるために，保શに立٭点をஔいた֎面
৯対ࡦのガイドϥインͮくΓを目ࢦし，2�1� 年にʰ֎
面৯対ࡦガイドʱを発行した。
このガイドの中で，研究会参加各社が配管のC6*（保
Թࡐ下৯）検ࠪのʠ生データʡを 15�� ूめて，
ੳ・ϞデϦンάしたྫが図─ 5である。ۃղੳ
という౷計ख๏を用い，࠷େのೋ重ࢦ数（ۃ）

としてϓロットした݁Ռで，ৄ ，は当ガイドにৡるがࡉ
ここでは以下の 2点に注目したい。
ᶃ配管の C6* 検ࠪデータ৯度の࠷େは ��55�
NNʗ年，৯度 ��2 NNʗ年は，ྦྷੵ確の
�7ˋに֘当する
ᶄूデータの内，��2 NNʗ年をえるものは ��
点であった。これらは，実ࡍに C6* が発生しやす
い部位の情報としてఏڙできる
つまΓ，「検ࠪ݁Ռ」と「運స等の用件」を
Έ合わͤて౷計的にղੳし，コストのେにかかる
C6* 検ࠪが必要なՕ所をߜΓࠐΉことが可になる
ということである。これは，保શナレッジをもとに
ʠϏッάデータʡをղੳし「保શઓུ」として༗ޮに
活用できるϞデルとしたものである。

（2）総合的に「論理的」とは何か？
さて，配管を中心にىきている֎面৯の中で
も，ඃ෴下のC6* 対ࡦが࠷もアタマの௧いとあっ
て，各学協会でͦの対ࡦが討議・検討されてきた。し
かし，論議の中心はඃ෴をണがさͣにͲうやって検ࠪ
するか等のʠݸ々のઐ的な検ࠪ技術ʡにू中するこ
とがほとΜͲであったという。
これに対して当会での議論は，設備Ϣーザーͩけが
ू݁して現ঢ়と本ԻをͿつけ合うことから，検ࠪ方๏
の論議でऴわることはなかった。
配管管理においても，当વ，設備ٺ化のഎܠがଘਤᴷ �　৯ͷղੳσʔλ

ਤᴷ �　֎໘$6* ରࡦͷཧαΠΫϧ
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在する。७ਮな技術্の論議ͩけでなく，経ࡁ性や
৫として「対Ԡするਓもؚめた実ࡍのղܾ」には，
よΓ経営的なࢹ点をもってྟまなけれならない。す
なわͪ「保શマωジメント」の必要性がここにあΓ，
設備管理՝として認識されていることなのである。
ͦこで，h ֎面৯対ࡦガイドʱではこうした議論
の݁Ռ，「ޮՌ的な検ࠪ」と「検ࠪのあと，Ͳうするかʁ」
にフΥーカスした管理αイクルをࣔした（図─ 6）。
「なͥ，ͦれをするのかʁ　ͦれは，Ͳういうこと
につながるのかʁ　શ体はͲうなっていくのかʁ」
総合的に「論理的」なアϓローνができるためには，

「保શマωジメント」がなくてはならないのである。

3.「保全経営」の誕生

ۙ年，ϓϥントの事ނ・Րࡂの૿加がとなって
いるが，高ѹガス保҆協会等のデータによると，ͦの
きていることىҼの多くが，配管等のྼ化によってݪ
が明らかである。
ര発ՐࡂのようにϦスクがݦ在化する現象は，必ͣ
。きてくるىવʡ重なってۮつかのෳ合的な要Ҽがʠز
一つの要Ҽͩけで，ϋザードが֦େすることはඇৗに
ݦ」である。ͦのため，ϋインϦッώの๏ଇとしてك
在化したϋザードの下には，ͣっとେきなϦスクがજ
Μでいる」とされる。すなわͪ，ىこったࡂのഎܠ
には，「زつかのෳ合的な要Ҽがʠۮવʡ重なる」ง
ғؾが色ೱいということͩ。直接的な運సミスのݪҼ
ͩけでなく，എܠにあってෳ合的な要Ҽとなるものに
高経年設備ͦのものや，ͦれによってʠ定֎ʡのނ
োが૿加して保શがあた;たしているʠงғؾʡを՝
としてとらえなけれいけない。
一方，産業ͩࡂけでなく，トンωル่མもવΓ，
మಓ関の管理不શもવΓと，社会インフϥ関でも
「保શの」といえる事象がݦ在化している。
当会では，産業Ϧスク対Ԡの意識がڧいஔ産業を
中心に「MOSMS（ઓུ的保શマωジメントシステϜ）
の構ங研究」をଓけておΓ，まͣΈ（マωジメン
ト）の標準Ϟデルをࣔし，コンセϓトの普及につとめ
てきた。また「高経年࣌の保શ技術研究」として，
設備管理の対象数が多い設備のテーマ͝とに，ղܾの
標準ϞデルをఏҊしようとしている。ͦれらの研究に
一؏したϙϦシーは，「保શ経営」という֓೦にࣔさ
れる。
産業քでਁಁしてきた「保શ経営」のコンセϓトは，
社会インフϥに対してもద用できることがわかってき
ている。

（1）「保全経営」とは何か
すてが出来্がったஈ֊で保શが発生するのでは
なく，たとえ設計がなされたと同࣌に，すでに保શ
が発生している。Կかが生まれたと同࣌に，Կかがな
されたと同࣌に保શという「機」は発生する。ਓ体
での動きଓける心ଁやઈえ間ないࡉ๔ߋ৽やපەݪ対
ԠなͲとൺ定できる，ͦのଘ在をͦのଘ在たらしめる
機である。
たとえ「保શの༏等生」であっても，経営のマωジ
メントϙϦシーの中に「保શ」の意識がない場合，や
はΓ୲当部は保શ部ͩけで，ྡのΤンジχアϦン
ά部は関ないというঢ়ଶになってしまう。ͦうし
た企業は，あるときにਓࡂ事ނをଓけてىこしたΓし
てしまう。「保શ」は一部ॺが限定的にʠ୲当ʡする
ものではないのͩ。
ͦこで，「保શ経営」とはԿかということになる。「保
શ」が，ͦの企業શ体؍の中でももっとも࠷దに成立
するように，マωジメントすること。具体的には，ਓ・
Ϟϊ・カω・機会（࣌間）・情報といったݯࢿを配
することである。ͩからʠ経営ʡなのͩ。
ここでは，「保શ」および「保શ経営」の定ٛをܝ
͛ておく。
「保શ」ɿ企業のӬଓ的な経営を可にし，経営者，従
業員，ג，٬ސ主なͲの利関者（ステークϗルダー）
の利ӹを࠷େにするために，ϓϥントおよび設備のશ
ϥイフαイクル，すなわͪᶃ設計，作，ᶄௐୡ，ᶅ
施工，ࢼ運స，ᶆ運స，ᶇ検ࠪ，整備（ิ修をؚΉ），
ᶈഇغの各ஈ֊でظされる機を保ͪ，ͦれによっ
てαイト内・֎のロス・Ϧスクݮにد༩するׂお
よび৫的機
「保શ経営」ɿ༗限であるݯࢿを，経営主体およびス
テークϗルダーにとってશ体࠷దであるようにݯࢿ配
し，設備，機器ஔ，施設，システϜ等がશϥイフ
αイクルஈ֊でظされる機を保つようにマωジメ
ントすることである。ͦの目的は，経ࡁ的，社会的，
自વڥ的等のさま͟まなม化にਝに対Ԡし，経ࡁ
主体のӬଓ的な経営を可にすることである。また，
これを実現する「計画主ಋの保શのΈ」（システϜ）
をMOSMSという。
一般に「計画保શ」（システϜ）とݺれるΈは，
MOSMSのද的なΈといえる。ͦ こで本ߘでは，
「計画保શ」を「保શ経営」を実現するΈ（シス
テϜ）の意ຯで用いることとする。

（2）「計画保全」の全体像
「計画保શ」のϞデルとしてදしたものが，h「保શ
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経営」のための　MOSMS 実ફガイド （ɦ日本ϓϥン
トメンテナンス協会，2��8）でࣔしたશ体૾である（図
─ 7）。
・「計画保શ」ɿ「保શ経営」を実現するΈ
・保શઓུɿ経営と「計画保શ」のαイクルを連動す
る。「保શਫ準ධՁ」の݁Ռからݯࢿ配を行うα
イクルで，ة機管理αイクルとの連動もここでਤら
れる
・保શ計画ɿ「計画保શ」の一部で，ద用する保શを
技術的に設定するαイクル。保શ情報システϜやϦ
スクアϓローν（3#Mʗ3#*，3CMなͲ）は，こ
のαイクル内のπールである。ٺ設備なͲのߋ৽
計画も，保શ計画の一である。また「保શ༧ࢉ」は，
保શ計画と্位の保શઓུのݯࢿ配とのブϦッジ
となる
・保શ実行ɿ保શ計画を受けて，保શを実行するさま
͟まなαイクルをいう。定ظ的な検ࠪ・修理，日ৗ
点検・保શ，վળվྑ，ނোݮ，มߋ管理，MP
設計なͲのαイクルである。また，各々のαイクル
はͦれ自体の P%C" αイクルを࣋つ。たとえ，

定ظ的な検 ・ࠪ修理のྫとして「ղ点検・整備（オー
バーϗール）」があるが，オーバーϗールを行う計
画があΓ，実ࡍの作業（保શ作業）があΓ，݁Ռの
検ऩධՁがあΓ，࣍回生かしていく。
・αブαイクルɿେきなαイクルは小さな各αイクル
でできあがっている。たとえ保શ実行の各αイク
ルも，ͦれͧれの P%C" αイクルを࣋っている。
日ৗ点検のαイクルなら，実施計画（P）K 実施（%）
ᴷνェック・ධՁ（C）ᴷ点検見直しまたはଞαイ
クルө（"）（たとえ，ҟৗがΈつかったから
αイクル連動するなͲ）といったྲྀれとݮোނ
なΓ，୯にʠϫークオーダーʡの作業スέジϡール
があれいいものではない

4．論理的な保全ナレッジ

（1）実力は「機器別管理基準」に表れる
MOSMSの基本的な考え方は以下のようにまとめら
れる。
ᶃ保શの࠷ऴ目的は，ステークϗルダー（利関者）

ਤᴷ �　ʮอશܦӦʯΛ͑ࢧΔγεςϜʢܭըอશʣ
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利ӹの࠷େ化
ᶄ経営と保શが同じඨに立ͪ「保શάϥンドデザイ
ン」をඳく
ᶅ「計画主ಋ」で保શが実行
ᶆ経営の P%C"αイクルと保શの P%C"αイクルを
連動さͤる
ᶇݸ々のطଘ技術をݯࢿとして活用し，「ͦれらݯࢿ
の多様性，ม化・進าを，構をมえͣにऔΓࠐΉ」
したがって，経営に及΅す設備保શ্のロス・Ϧス
クをѲし，༗ޮなࡦݮをとることが保શの目標と
なΓ，成し͛るには，保શの「Έ」がつくられ
なくてはいけない。
MOSMS では，経営の P%C"管理αイクルと保શ
の P%C"を連動さͤ，ઓུ的に保શのάϥンドデザ
インをඳくことを主؟としている。これを「保શઓུ」
としてࣔし，「保શઓུ」に従って具体的な「保શ計画」
をࡦ定し，「保શ実行」「保શධՁ」を行う。
管理αイクルの P，%，C，"の各要ૉは，おのお
のがαブαイクルを࣋つ。すなわͪ，Pは Pとしての
αブαイクル P%C"をͪ࣋，%は %としてのαブα
イクル P%C"を࣋っている。
「保શઓུ」から࢝まる企業શ体の࠷ద化をಋくେ
きなྲྀれと，管理αイクル P，%，C，"の各要ૉが
ͦれらのαブαイクルにおける計画（P）によってಋ
かれるݸ々のྲྀれという，連動する 2つのྲྀれがある。
MOSMSにおける「計画主ಋの保શ」とは，この 2つ
のྲྀれによって，ઓུ的な保શのάϥンドデザインが
ඳかれることを意ຯしている。
「保શ計画」のྲྀれは，図─ 8のとおΓであるが，
保શ計画作成における「機器ผ管理基準」に保શの実
力がදれてしまうのͩ。
図─ 9，10は，「機器ผ管理基準」の様ࣜྫである。

「様ࣜᴷ 1」は，対象機器の保શが部位͝とにͲのよ
うにしていくかをࣔす。すなわͪ，部位の重要度，保
શ方ࣜおよびͦの内容とपظがهされる。「様ࣜᴷ
2」は，なͥͦのように保શ方ࣜを選したか，技術
的なࠜڌがهされる。
では，Ͳうしてここに保શの実力がදれてしまうの
かʁ　もっともわかΓやすい部として，「保શपظ」
があ͛られる。部位͝との保શपظのܾ定は，
'M&C"や 3#* なͲの技術によってあるఔ度の支援
はできるのͩが，࠷ऴ的に「ਓがஅする（ͤ͟るを
ಘない）もの」という実情がある。すなわͪ，ʠわかっ
ているਓʡでなけれஅできないのͩ。
いったΜ定められた「機器ผ管理基準」は，ͦのޙ
Ͳうなっていくのかʁ

「保શ実行」のஈ֊で，たとえվળによって部位
の保શपظがมߋされたとする。これを受けて，管理
基準「様ࣜᴷ 1」「様ࣜᴷ 2」ともॻきえられること
になる。
もし，基準がมわらなかったら，શ体としての実力
はͪっとも্がらなくなってしまう。վળによるスύ
イϥルアッϓとは，基準のվળがあってはじめて成し
͛られるといえる。

ਤᴷ �　ʮอશܭը࡞ʯͷྲྀΕ

ਤᴷ �　ʮ機ثผཧج४ʯͷྫɿʮ༷ࣜᴷ �ʯ
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（2）ナレッジサイクルが保全の命である
ͻとこΖ，技術・技のঝͩけでなく，৽規
開発力の向্なͲの՝をؚめて「ナレッジ・マω
ジメント（知識経営）」というフレーζがྲྀ行した。
これ以߱，ݸਓにൿめられた「҉知」を৫・άルー
ϓで活用できる「形ࣜ知」にஔきえていく必要性が，
技術・技のঝなͲにおいて必ͣݴ及されるよ
うになった。
また，*T・システϜでも「知の連」がブー
Ϝになったظ࣌があった。「҉知」の形ࣜ化をٻめて，
スキル保࣋者の作業を動画ੳなͲによってղੳする
ख๏なͲも利用されるようになった。
しかし，こと保શ業務において，これこͦ༗ޮな「知
の連」であるとݴいれるものがあったͩΖうか。
に「機器ผ管理基準」に保શの実力がදれてしه্
まうことをड़た。また，「保શ実行」の݁Ռを受けて，
管理基準「様ࣜᴷ 1」「様ࣜᴷ 2」（図─ 9，10を࠶度
参রされたい）がॻきえられ，վળによるスύイϥ
ルアッϓがਤられることをड़た。
このաఔに，ނোݮのαイクルと，これらを支え
る保શ情報管理システϜがあることはݴうまでもな
い。
োデータをؚΉ「保શ実行」のナレッジが，標準ނ
的なフΥーϜによって形ࣜ化され（保શデータ・ཤྺ），
ظでは「保શ計画」にこれがөされ，中長ظでは
「保શઓུ」にөされる。この一連のྲྀれが，「保શ
のナレッジαイクル」である（図─ 11）。

すなわͪ，MOSMSにおけるாථྨはޓいに༗機的
な連を࣋っておΓ，現場およびݸਓの「҉知」を
「形ࣜ知」にஔきえながら，「保શのナレッジαイク
ル」を形ͮくる「Έ」なのである。
部位͝との保શपظのܾ定はʠわかっているਓʡで
なけれஅできないᴷᴷMOSMSの実ફこͦがʠわ
かっているਓʡを生Έ出すと考えている。

5．  社会インフラへの「保全経営」コンセプ
ト適用

当会では，2�13 年にh ਟな社会インフϥのあΓ方ʱڧ
という小ࢠを発刊した。これは，日本協会άルー
ϓとして「保શ経営」のコンセϓトを社会インフϥ管
理のあΓ方にద用するఏҊͩ。あまΓにଓく社会イン
フϥ系のをղܾするために，άルーϓとしてԿと
かに立ͪたいと考えたためである。
従来，社会インフϥのҡ࣋保શを考えるࡍには，ಓ
࿏，Տఅ，ਫಓ施設なͲ管理する施設୯位͝とに
ͦれͧれ所管する行の部等がͲうすれよいかを
考えてきた。しかし，ࢢ民の҆શ・҆心をまもるڧਟ
な社会インフϥを考えるには，ͦれͧれの施設のҡ࣋
保શというࢹ点ͩけではなく，社会インフϥを௨して
ͲのようなαーϏスがࢢ民生活に対して生成されるの
かというʠ機ʡにண目して考える必要がある。また，
点からは，広域的な地域の҆શ・҆心のࢹ機管理のة
ために，地域શ体の社会システϜが݈શに機し，ͦ
れらが༗機的につながって，あたかも生体システϜの
ようにڥม化ॊೈかつਝに対Ԡできている必要
がある。
しかし，産業քにおける企業๏ਓやͦれらが所༗す
る工場なͲの施設では，ࢿ産や設備に対して「自の
もの」という，いわΏるʠオーナーシッϓʡの意識を
ൺֱ的ͪ࣋やすいঢ়گにあるが，社会インフϥはࠃや
地方自治体等がࢢ民からෛୗされた管理の主体者と

ਤᴷ ��　ʮ機ثผཧج४ʯͷྫɿʮ༷ࣜᴷ �ʯ ਤᴷ ��　อશͷφϨοδαΠΫϧ
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ਤᴷ ��　ࣾձΠϯϑϥอશͷαΠΫϧ࿈ಈ

なっておΓ，ͦれらが「自のもの」というよΓはΉ
しΖ，社会શ般が所༗しているʠ社会のものʡという
意識がڧくʠオーナーシッϓʡとしての自֮をͪ࣋に
くいڥにあると考えられる。たとえ，一本につな
がったಓ࿏一つをとっても，ͦの管理は，ࠃや
ಓ県，ࢢொଜ等に۠されて重管理構となって
いる。ʠオーナーシッϓʡを୭が࣋つきかを明確にし，
施設情報の共༗はもとよΓ，ඇৗ࣌のあΓ方について
平ৗ࣌から論じておく必要がある。
すなわͪ，一定の広さを࣋つΤϦアにおける社会シ
ステϜの「શ体࠷ద」というࢹ点で，社会インフϥの
機を考えることが重要になる。たとえ，ಓ県
なͲの広域自治体の長や地方整備局等が，ࢢொଜが管
理する施設もؚめ，「系」としての施設管理の主体者
となることが考えられる。管理のࢹ点からは，ి
力であれి力会社やి力事業者がまさにʠオーナー
シッϓʡを発شしているし，ਫಓ事業も地方自治体等
が一つの事業体として管している。しかし，あるΤ
Ϧアにおけるࢢ民生活の҆શ・҆心を生Έ出す社会イ
ンフϥ「系」というࢹ点に立て，ಓ࿏は，社会シス
テϜを構成する一つの「部（または部位）」であΓ，
このことはి力やਫಓでも同様である。ここで，「系」
とは，社会インフϥを௨して生成されるαーϏス（機
）でׅった୯位とする。「運ൖ・Ҡ動」「ਫ・Τωル
Ϊーڅڙ」「情報ྲྀ௨」「ҩྍ対Ԡ」なͲの機「系」
が考えられる。
社会インフϥのݸ々の施設を管理するというࢹ点ͩ
けではなく，さま͟まなڥม化に対Ԡして「系」と
しての機を発شしଓけられるΈとなっているか
Ͳうかが，ͦのΤϦアの社会システϜが݈શな管理α
イクルとなっているかͲうかのϙイントといえる。
社会システϜの管理αイクルは，さま͟まなେ小の
管理αイクルがΈ合わさってできている（図─
12）。社会システϜશ体の管理αイクルを「レϕル 1」
とすると，ͦれらを構成するαイクルはॱ࣍「レϕル
2」「レϕル 3」「レϕル �」と小さくなっていく。
レϕル 1　社会システϜશ体の管理αイクル
レϕル 2　��（レϕル 1を構成する）社会インフϥ「系」

のαイクル
レϕル 3　��（レϕル 2を構成する）社会インフϥの各施

設（ڮྊ，ಓ࿏，下ਫಓなͲ）のαイクル
レϕル �　��（工事や検ࠪなͲの）֎注委ୗઌのαイクル
たとえ，ある県にଘ在するಓ࿏の管理には，ࠃや
県，ࢢொଜなͲ多くの管理の主体がଘ在する。ͦれら
施設の管理の主体͝との管理αイクルがଘ在してお
Γ，レϕル 2以্の管理αイクルと連動していないと，

なͲにαイクルがஅされてしまう可性が高࣌ࡂ
まる。社会インフϥを構成する �ஈ֊の管理αイクル
がݸผに機することはもͪΖΜ，ͦれͧれが連動し
ていることこͦが重要である。
また，社会システϜおよび構成する各「系」に対し
て，Ͳのようなݯࢿ配がなされているか，また配

ਤᴷ ��　ࣾձγεςϜͷʮอશܦӦʯͱ4433ͷࢹ
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したらよいか，1つの「経営体」としてΈる必要がある。
すなわͪ，社会インフϥの各「系」に対する，ݯࢿ配
の総合的な݁Ռが「શ体࠷ద」であるようにશ体を
設計し，ࣥ行管理していくことになる。これが社会シ
ステϜの「保શ経営」である。しかし，これにはେ
でෳ合的な管理すき項目があΓ，現実的なレϕルで
管理項目を࣋たない限Γはʠおʡでऴわってしまう
ාれがある。
ͦこで，「社会システϜશ体の保શ経営」の実現に
向けたϙイントとなる事項について，管理可なൣғ
で؆ૉ化して考える必要があΓ，࣍の �つのࢹ点をఏ
Ҋしている（図─ 13）。
ʪ平ৗ࣌のࢹ点ɿ2つの「S」ʫ
ᶃ Sɿ࣋ଓ性（αステΟナブル）ɿ
社会インフϥの構やࡐ質的なࢹ点からのٱ性，
構ঢ়ଶの確認容қ性，検ࠪ・ิ修・工事等の作業
容қ性，҆શ性，ૣظにҟৗを発見するΈなͲ
ᶄ Sɿݡ明性（スマート）ɿ
配や社会システϜの機が生Έ出すαーϏスݯࢿ
のϥイフαイクルにおけるඅ用対ޮՌ，コストॖޮݮ
ՌなͲ

ʪඇৗ࣌のࢹ点ɿ2つの「3」ʫ
ᶅ 3ɿ多重性（Ϧダンダント）ɿ
ผ༌ૹルートの確保なͲࡂでシステϜ機がࣦわ
れたときのସえ機，社会的Ϧスクが高い社会イン
フϥの࣋ଓ性として୲保すき対象なͲ
ᶆ3ɿ෮ݩ性（レジϦΤント）ɿ
性چ部ௐୡやいわΏるαϓϥイνェーンの෮ٸۓ
なͲޙࡂのૣظ෮چ力なͲ（ϥイフϥインではと
くに重要）

本ߘではࣈ数もつきた。MOSMSに関して，当会で
はMOSMSઐ用の8FC（IUUQ���XXX�NPTNT�KQ�）等
で情報ఏڙをしている。͝参রئえれਙである。
�

ʦචऀհʧ
ए௬　ໜ（わかつき　し͛る）
（公社）日本ϓϥントメンテナンス協会
ௐࠪ・研究開発部部長
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管理釣り場の楽しみ
҆　౻　　　ོ

務地である関（加ۈはલの会社をୀ職し，現在のࢲ

年のࠓ）に୯ෝしてݹ 6月で 2年経աしたとこ

Ζです。લ職では，年ఔあるҊ件νーϜの一員とし

てਆށに୯ற在したほかՈଳ同でถࢠࠃ会社に �

年ற在した以֎，ೖ社以来一度もసۈがなく関東（ԣ

・ઍ༿）にॅډしていました。αϥϦーマンとして

は多，しい部ྨと思います。

୯ෝのΏえिはͲのようにա͝すか࣌間を

て༨すこともあΓますが，5月の࣋ G8明けから �月

（つまΓؾԹが高くなるظ࣌）を除き，日のͲͪ

らかはΓに出かけてほ΅ 1日をա͝しています。

Γといっても色々あΓますが，ここ数年は管理Γ場

でのພのルアー・フΟッシンάにቕっておΓ，ྈの部

には 1� 本立てロッドスタンド（立て）のશて

がຒまΓ，ͦ れらにணするϦール（רࢳき）やルアー

の数々を整理するのにۤ࿑していま（Ӥの具ࣅٙ）

す。しかも，ຖシーζン͝とにചΓ出されるͦれらの

৽に目ҠΓしてはߪೖするので，ͲΜͲΜ૿৩し

ていきます。自のΓの技量不を備でิうため

とݴい༁していますが，୯に目৽しい؝具がཉしい༮

。と同じですࣇ

管理Γ場とは，ͦの໊のとおΓ管理されている

Γ場ですから，ཆ৩されたڕが์ྲྀされ（ࠓではཆ৩

技術が向্し，ੲは北ւಓでしか生ଉしていなかった

୶ਫڕでは日本࠷େのイトウも 1メートルۙいものが

์ྲྀされているとこΖがあΓます），ਫも地下ਫ・Տ

等を利用していて，ルールに従い༗ྉでΓをָし

Ή場所のことです。所ҦʰΓງʱとมわらないので

すが，ਓ工的にしつらえたΓ場ではあΓますが，見

た目には自વの・ބにۙいڥが整ったとこΖが多

くあΓます。

が管理Γ場でພのルアー・フΟッシンάをはじࢲ

めたのはઍ༿在ॅ࣌でしたので，ౡ県・܈അ県・ಢ

木県・ਆಸ県といった，東北から関東一ԁのΓ場

に行っていました。まͩ҉いޕલ લに自を出発࣌�

し，現地に明けલࠒに౸ணしΓ࢝めて༦方まで，

్中，৯事等のܜٳをしながら日をա͝します。ڕ

はਵྲྀ์࣌されるので，؆୯にれるはͣと思われる

でしΐうが，ͦれがなかなか難しく，Γ場によって

は主（一ඖもれないこと）がしくないとこΖも

あΓます。ったڕは੍限数内であれؼͪ࣋Γがで

きますので，աڈにԿඖか֫を࣋ってؼったとこΖ，

「高やΓ場ྉۚを考えるとਵ高ՁなພですͶ」

とՈਓにݏຯをݴわれたこともあΓますが，ͦの࣌に

は「ࢲはړ師ではない。झຯでっているので採ࢉな

Ͳແ関」とᅕきました。やೖړྉのほかに具

のߪೖඅ等の設備ࢿඅ用やらࢲのਓ件අなͲもߋに

考ྀすると，ったພはまさに高ڕڃですʂ

いる関は関東とҧって管理Γ場の数がগなࠓ

く，ここ 2 シーζンはもっͺらژにあるΓ場に

௨っています。シーζンインするとほ΅ຖि௨ってい

るので，Կ࣌とはなくৗ連ѻいされるようになΓまし

たが，ࢲ以֎にもԕ方から໊ݹナンバーのৗ連さΜ

が同じくຖिのように来られています。ڕは明け方と

༦࣌によくั৯する習性があΓ，明けࠒからΓ
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めますので，Γに行くにはͲうしてもேૣく（࢝

Γਓᐌく，「く」）ىきることが必要となΓます。

Γに行くલのは，明日のΓに思いを८らしつつ

ಓ具をௐえԿ࣌もよΓૣくচにೖっても，େをΓ

্͛るイメージ・トレーχンά（ʁ）でなかなか৸

くことができないこともあΓ，まるでԕલのڙࢠ

のようです。

ΓはՌをಘることもແ論ָしいのですが，Γ

ਓの多くはΓのϓロセス自体をָしΜでいるのでは

ないかとࢲは思っています。管理Γ場のΓといっ

ても，やはΓ自વの中ですることなので，当日のΈな

らͣ数日લからのؾ象・ਫԹ等のঢ়گから，当日のଞ

のਓの具合なͲ，Ͳうしたら自がຬできるՌ

をಘられるか色々と思考を८らすաఔが面നいもので

す。ͦして，ଞのΓਓୡとのΓにまつわる会や

ଞѪのないੈ間もまたָしいͻと࣌です。एஉঁ

様々なΓਓが技量のࠩこͦあれ同じ場と࣌を共༗

し，一ਓでもຢは間連れでもेָしめ，શਆ経を

Γࢳにू中することで಄の中をۭっΆにして心を

Ϧフレッシϡでき，思わ͵ணをಘることすらあΓま

す。

年のࠓ G8はٱしͿΓに東北のಹਢനՏにある管

理Γ場に行ってきました。ここは自からগ々ԕい

のが難点ですが，広େなෑ地に様々なथ木・Ֆが生

いໜΓ，ق࢛の࠼Γのม化とఱવのބを思わͤるਫ面

がૉらしい自વڥと，数Γは難しいですがれ

たらҾきがڧいେが多いので，ࢲの一൪のおؾにೖ

ΓのΓ場です。ࠓ回の行でもटඌよくؾݩでඒし

いڕ体のେをԿඖかΓ্͛ຬして一している

と，とてつもなくେきなڕӨがΏっくΓと目のલを௨

Γա͗て行きました。なΜͩΖうと，目をڽらして見

るとԿと 2メートルۙくはあるνョウザメではあΓま

ͤΜかʂ　ແ論，ࢲの具でνョウザメをΓ্͛る

ことはແですので，ͦのӭ͙࢟をܞଳでࣸਅにࡱる

のがਫ਼一ഋでした。

このように管理Γ場では，思いもよら͵αϓϥイ

ζがͪ受けていることもあΓ，ख͝Ζな運動とඒし

い自વڥの中で心のϦフレッシϡをਤることがで

きますので，օ様も機会があΓましたらੋඇ͝体験下

さい。ୠし，ேૣく（く）ىきて行くことが必要

ですが。

ᴷ͋ΜͲ͏　͔ͨ͠　᷂,$.　ৗࠪۈᴷ
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香港は楽しい
ҏ　ߒ　ೋ

，と年間に3࠺きではཱྀ行がࢲ。年ؐྐྵをܴえたࠓ
�回はւ֎に出かけて行く。एいこΖは長ظで会社を
。Ήことが難しく東ೆアジア行くことが多かったٳ
5� ΜٳでظになったらアメϦカやϤーロッύに長ࡀ
でいくͧ，と会社の幹部ୡにએݴし，やっとܴえた
からはアメϦカやϤーロッύに行けるようになっࡀ�5
た。ࠓ年は �月にχϡーϤークに行き，ࠓになっ
ているトχーミϡージカル部の主ԋஉ༏にϊミ
ωートされたลݠ主ԋの「Ԧ様とࢲ」をブロードウェ
イで؍てきた。ࢲが؍たのは開ԋ 3日目で，日本で੮
をख配してもらっていたから؍ることができたが，当
日はຬ੮でびっくΓした。ࠓまで؍たブロードウェイ
のミϡージカルで一൪ײ動した。本当にྑかった。
χϡーϤークのはこれくらいで，ࠓ回のਵは
χϡーϤークのことではなく߳ߓのことをॻこうと思う。
にߓ年は߳ࠓ 5月に行った。たͿΜ，ࠓ回で 2� 回

か 25回目ͩと思う。初めて߳ߓに行ったのは，まͩ߳
がߓ 1��7 年にイΪϦスからฦؐされるલの࣌で 2� 
ͦ，ͩったと思うがޙ のࠒの߳ߓはࠓよΓもっともっ
とύϫフルなொͩったと思う。ಾの多いスϥϜ֗ཾ
がまͩऔΓյされていない࣌でԿでもあΓのࢢ
に思えた。日本ではまͩܞଳిが普及していないࠒ
に߳ߓのए者はすでにܞଳిをい，広東ޠでԿや
らਅにしていた。ฉけए者は独立して自が経
営者になΓ一ض༲͛るのがເͩったようͩ。日本は会
社を設立するのにࢿ本ۚの࠷ֹがܾめられていてى
業が難しい࣌に，߳ߓでは୭でも会社を設立できた。
ではいい経験をしたと思っているが，3度目の߳ࠓ

Ζからいきなޙ，࣌が信߸ͪをしていたࢲ行でཱྀߓ
Γഎ中をԡされंಓにಥきඈされた。ͦ の࣌タクシー
がٸ発進してきてࢲはͻかれͦうなった。ͦのॠ間ޙ
ΖにいたஉがࢲのϙέットからࡒをൈきऔΓಀ͛た。
はに自信があったので，Կやらେでౖ໐Γながࢲ
らΓいかけた。いつくੇલ，લからେきなനਓ
が൜ਓにタックルをしてัまえてくれた。ޙで知った
のͩがͦのനਓはͩܯった。ܯに行き事情ௌऔさ
れࡒはってきたのͩが，ほとΜͲ一日がͦれで௵
れてしまった。ัまえた൜ਓはಀでޙΖからࢲを
ԡしたஉ，タクシーの運సखͦれらはΈΜな間で
౪άルーϓらしい。ޙ日，日本にؼってから߳ܯߓ
よΓిがあΓ౪άルーϓをࡋにֻけるからもう

一度来てほしいとݴわれた。しかし事の合がつか
ͣに行けなかったので，೦ながらͦの౪άルーϓ
はऍ์されたらしい。また，一ਓでาいていたら，
いきなΓをつかまれϏルの間にҾっுΓࠐまれたこ
ともある。಄にターバンをרいたインドਓのようなࡾ
ਓにわけのわからないݴ༿でまくし立てられた。Ͳ
うやらおۚを出ͤとݴっているようͩ。このࡾਓはগ
しଠΓؾຯなのでってಀ͛れಀ͛られる，と思い
ܺを見てશ力࣬，5位ってޙΖをৼΓฦると୭
もいかけてこない，ةないとこΖͩったがॿかった。
ੲの߳ߓのはさておき，ࠓの߳ߓは治҆もよくָ
しいொͩ。なΜとݴっても߳ߓのັ力はੈքのඒຯし
いものがͦΖっていることͩ。ങいも面നいと思う
が，ۙ年はԁ҆のためにものによっては日本よΓ高い
ものもある。
からϗテルߓのۭߓ߳，にணいたらまͣは྆ସߓ߳
までのタクシーͩけ߳ߓドルであれいいので，日
本のۭߓではલ回のΓがあれ྆ସをしない。
の知る限Γでは྆ସのレートが一൪ྑいのがϖχࢲ

ンシϡϥϗテルۙくでωイザンロードに面した重ܚେ
ფ（νョンキンマンション）。5月に日本のۭߓで 1
ドルがߓ߳ 18ԁ位ͩったが，重ܚマンションの一֊ೖ
くにある྆ସはۙޱ 1ԁが ���6�� ドルとかॻかߓ߳
れていた（1ʸ ���6�� ʹ 16��2� ԁ）。さらにԞにೖっ
たళでは 1ԁが ���652（1ʸ ���652ʹ 15�337 ԁ）ͩ った。
ほΜの数メートルのҧいで ドルがߓ1߳ 1ԁ以্ࠩが
ある。日本のۭߓとなら 2�5 ԁもࠩがある。この中に
はたくさΜ྆ସがあΓਵレートがҧうのが面നい。
重ܚマンションは，ൟ՚֗のͲਅΜ中にあるのͩが
Կともݴえないۭײؾ（ʁ）があるϏルͩ。しかも，
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メイン・ストϦートであるωイザンロードԊいという
一等地に建っている。֎؍は߳ߓのͲこにでもあるよ
うなݹいډࡶϏルͩが，ೖޱにインド系のਓやͪΐっ
とոし͛なਓが立っていてೖΓͮらくײじるがؾにͤ
ͣೖる。྆ସをࡁまͤれ，在中には必ͣ行くࢲの
おめҿのళͩが，このళはϦーζナブルでඒຯし
いҿが৯られる。中（セントϥル）のスターフェ
ϦーΓ場から 5ほͲにあるେ။ಊ（シテΟー・ϗー
ル）3֊にあるඒ心ٶߖ（マキシϜζύレス），体育
ؗのように広いが日本ਓはほとΜͲいない。༧はで
きͣళのલで൪߸ࡳをもらいॱ൪をつシステϜで，
ॱ൪がくると੮にҊ内してくれる。このళはなΜと
いってもੲながらのϫΰンࣜのҿで，େのおさ
Μがৠし器のいたϫΰンにҿをͤて௨࿏をചΓ
าくので，ۙくに来た࣌にセイロをͤࠩࢦ֖をあけ
てくれ中を見ͤてくれる。こΜな࣌広東ޠで「ウンΰー
イ」というݴ༿を֮えていれศ利ͩ。たͿΜ日本ޠ
の「ͪΐっと」とか「すいまͤーΜ」とݴうような意
ຯͩと思う。おさΜをݺͿ࣌も「ウンΰーイ」とݴ
えおさΜがϫΰンをࢭめてくれる。ついでにͲこ
のళでもおצ定はマイタンなので「ウンΰーイ・マイ
タン」でO,ͩ。ウンΰーイとマイタンを֮えていれ
ͲΜなళに行っても௨じる。
をすが，1つのセイロにେ体 からݸ3 のҿݸ�
がೖっているのでシェアーして৯るのがおめ。
おめのҿは・՜ᰤ（ϋーガウ）ϓϦϓϦΤϏೖΓ
ৠᰤࢠ。・মച（シϡーマイ）ֈࢠが্にのっている。�
・ค（νョンフΝン）ถのคを༹かしてৠしたもの
でνϟーシϡーやΤϏなͲが中にೖっている。・᥎ᤢ
糕（ローバッコ）େࠜもͪのことでେࠜをઍΓにし，
こまかくࠁΜͩ中ࠃソーセージやࡊなͲをࠞͥてৠ
したもの。・ࠥ মแ（νϟーシϡーύオ）日本のνϟー
シϡーとはҧってっΆい色でຯはく，見たײじは
日本のಲまΜにࣅている。・ഉࠎ（ύイクϫ）ࠎき
のಲで小さくカットされていて数ݸが小ࡼにೖって
いる，見た目よΓඒຯしい。੨ౡϏール（νンタオϏー
ル）とよく合う。

・マンΰーϓϦン（このままマンΰーϓーデΟンで
௨じる）ԫ色いマンΰーの色とೱްなຯ，くてඒຯ
しいデザート。おはແྉでϙットで出してくれるが，
ԿもݴわなけれジϟスミンテΟーがでてくる。ࢲは
େきな普洱（ϓーアル，ϙーレイ）を頼Ή。（普
洱はগし発߬した߳Γがしてࢷを体֎に出してく
れるͦうͩ。）ۙ࠷はϫΰンࣜのҿはແくなΓつつ
あるのでこのେ။ಊ（シテΟーϗール）のҿは߳ߓ
に行ったらઈ対に行ってほしい。
ॅ所は「2�'�-PX�#MPDL�CJUZ�)BMM�CFOUSBM�)POH�,POH」
中ޠࠃのॅ所は「߳ߓ中ეେ။ಊ࠲ೋᒭ」
営業࣌間は月ʙ�11ɿ�� ʙ 15ɿ��，17ɿ3� ʙ 23ɿ
3�，日ॕ��ɿ�� ʙ 15ɿ��，17ɿ3� ʙ 23ɿ3� で年中
ແٳとҊ内にはॻかれているが，たまに݁ࠗࣜでି
Γの場合があるので行ってΈないとわからない。おன
は 11ɿ�� にはもう行ྻができている。
ଞにもҿやେऺ的な広東ྉ理のおళはたくさΜあ
るが，ࢲは高ڃな中՚ྉ理もཱྀ行中に一度は৯る。
おめはࢲが߳ߓに行くと॓ധするフΥーシーζンζ
ϗテル߳ߓにあるミシϡϥン 3π星レストϥン「-VOH�
,JOH�)FFO」ͩ。このレストϥンのはͪΐっとお高
いがઈ。ۙ年߳ߓのϗテルでは;かͻれを動Ѫޢ
的な意ຯにおいて೦ͩがメχϡーにはない。ଞには
άϥンドϋイアット・ϗテルがϗテルオーϓン以来営
業している広東ྉ理のレストϥン「OOF�)BSCPVS�
3PBE」。アイϥンドシϟンάϦϥϗテルの広東ྉ理「Ն
高。この࠷ここのマンΰーϓϦンは，「ٶ 3ళがࢲの
おめ高ڃ広東ྉ理ͩと思う。
をあまΓޫ؍はࢲに来たら৯ることかΓでߓ߳
しない，༗໊なϏクトϦアϐークにも一度しか行った
ことがない。গしԕいがタクシーで 3� くらいの（バ
スもある）レύルスϕイはւลの高ڃマンションが立
ͪฒͿ֗でジェχフΝー・ジョーンζとウΟϦアϜ・
ϗールデン主ԋの「ู情」のにもなったϕϥンダ
というレストϥンがある߳ߓਵ一のϏーνϦκート
で，ࡶ多なϏル֗やਓີޱ度の高い߳ߓのイメージと
はかけれたとてもམͪணいたւลのொ。ϕϥンダで
のϥンνやアフタψーンテΟーで༏խな࣌間をա͝す
のもおめ。レύルスϕイからগしをԆͤப
（スタンレー）という高ڃはないがࡶ՟やシルク
が҆いళが立ͪฒͿւลのொもおもしΖい。
なࡶきで，ほ΅ຖ年行っている。ෳがߓは߳ࢲ
ͩが߳ߓਓの༑ਓは自ୡは中ࠃਓではないとݴって
いる。これから߳ߓはͲうなっていくのͩΖうʜ。ࢲ
は日本ਓ（広東ޠでϠッϓンϠン）に生まれてきてྑ
かったと思う。

ᴷ͍͖ͤ　͜͏͡　ཎมѹ᷂ث　දऔకձᴷ
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1．情報化施工技術委員会活動について

東北支部では，平成 25 年度（平成 26 年 2 月 17 日）
に東北地方における情報化施工の普及と促進を目的と
して，情報化施工技術に関連する民間企業で構成する
「情報化施工技術委員会」を設立して，建設産業に関
わる民間企業及び公共工事発注者に対して，セミナー
等を中心として情報化施工技術の啓蒙活動を実施して
いる。
委員会の運営は，東北支部を事務局として，構成委
員の中から委員長および副委員長を選定すると共に，
東北地方整備局のオブザーバ支援を受け，具体的な活
動内容やセミナー運営を実現している。
平成 27 年 7 月現在における委員会の参加企業は 18
社となっている。
・測器関連メーカ　　　　　3社
・建機メーカ　　　　　　　3社
・建機・測器レンタル企業　7社
・建設系ソフトウェア企業　2社
・衛星測位データ配信企業　1社
・建設施工会社　　　　　　2社

2．活動内容と方針

実質的な委員会活動は，平成 26 年 2月 17日に第 1
回委員会を開催して委員会活動方針および活動内容を
議論し，初年度（平成 26 年度）の活動を「各県での
情報化施工セミナー実施」と「現場見学会実施」とす
ると共に，従来，東北地方整備局から施工技術総合研
究所が依頼を受けていた情報化施工に関する職員研修
（以下発注者研修という）における講師を東北支部が情
報化施工技術委員会メンバーから派遣することとした。
また，平成 27 年度については，現場見学会を除い
て平成 26 年度と同様の活動を実施する事に加えて，
中小規模施工会社の経営者及び幹部職員に対する啓蒙
活動（以下TOPセミナーという）と，建設系工業高
校に対する教育計画を（以下工業高校生向け教育とい
う）検討している。

鈴木　勇治

情報化施工技術委員会活動報告 
東北支部

JCMA支部報告

（1）情報化施工セミナー
情報化施工関連のセミナーは各企業や団体等が独自
に多く実施されているが，当委員会で実施するセミ
ナーについては企業の技術や特色に偏ることなく中立
的な立場で説明することを基本として，対象者も限定
することなく，建設産業に関わる施工会社をはじめと
して様々な職種の技術者を対象とするため，一般的な
情報に加えて情報化施工技術を活用する場面での留意
点等，具体的な技術情報についても説明を行うものと
している。
このため，セミナー受講者の職種によっては，不要
な情報であると思われる事項として捉えられる場合も
あるが，総合的に一連の作業を知ることで各作業の必
要性や重要性を認識して頂けるものと考えている。セ
ミナーの説明対象は，活用件数が多い技術として「トー
タルステーション（以下TSという）出来形管理」，「締
固め管理」，「マシンコントロール（以下MCという），
マシンガイダンス（以下MGという）」のほか，情報
化施工と直接関連する「衛星測位」についても実施し
ている。
開催地については，東北 6県の各県主要地での開催
を基本として考えているが，当委員会開催のセミナー
については，受講者数の確保を第一目標とするもので
はなく，セミナー等が多く開催されない地域において
開催することで，各種セミナー等に参加することが困
難な地域で開催することで広く啓蒙ができるものと考
えている。
また，セミナーでは平成 26 年 3 月に発刊した「情
報化施工デジタルガイドブック」を標準的なテキスト
として採用している。

（2）発注者研修
東北地方整備局が主催する情報化施工に関する職員
研修は，各種情報化施工技術の説明に加えてTS出来
形に関する測量実習が行われてきている。この測量実
習は出来形管理用TS搭載実機を利用し，職員自らが
計測体験を実施する方針とされているため，実施に当
たっては企業の協力が不可欠であった。
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このため，民間企業で構成される当委員会が講師を
務めることで，TS実機をࠐͪ࣋Ήことが容қとなる
ことに加えて，現場で実ࡍにࢦಋにあたっている各企
業社員による具体的な説明が可となΓ，よΓ現実的
な内容の実習を実施することができた。

（3）TOPセミナー
情報化施工の啓蒙活動にදされるセミナー等は，
工事受注者である施工会社をはじめとする建設施工関
連企業に広くप知し，公ืによΓ参加者をืूしてい
る。ͦのため，セミナー参加者のେは企業内で実務
を୲当する職員であΓ，またセミナー参加に༩され
る CP%，CP%S ୯位औಘをظして参加される場合
もある。
このことで，情報化施工技術を実務者にप知すると
いう目的はあるఔ度ୡ成することが出来るが，企業内
で経営的なܾ定ݖを༗さない職員に対して৽たなる技
術ಋೖに関する説明を実施しても普及֦େޮՌは小さ
いと考えている。
以্のことから，中小規模施工会社経営者および幹
部社員にয点をߜった情報化施工のಋೖに関する啓蒙
活動を実施することで，よΓ直接的な普及֦େがਤれ
るものと考えている。
具体的な活動方針としては，情報化施工技術のಋೖ
ޮՌ及びক来的な必要性を，対象者に説明する方針で
ある。

（4）工業高校生向け教育
গࢠ高ྸ化社会のӨڹによるਓࡐ不は建設産業に
おいてਂࠁな՝であΓ，特に中小建設施工会社にお
いては会社のଘଓにわるة機的なঢ়گをܴޙࠓえる
ことになると༧測されている。
会社のଘଓには৽たなਓ員をܴえて現ঢ়ҡ࣋，҃い
はڝ૪に生きൈくために現ঢ়以্の成Ռを生Έ出すこ
とが必要になるが，これからの৽ଔ者はٻਓഒが高
くなΓݸਓの選ࢶが૿えていく中で，3,とݺれ
ている建設産業（特に施工会社）のब職はす
ることが考えられる。また，৽規ଔ業者はとΓあえͣ
ઐとしていた学Պに関する企業にब職した場合で
も，社会にೃછΉに従いผの選ࢶを選定して職
が高くなることも༧測される。
ް生࿑ಇলࢿྉによると，高ଔ者で 5�ˋ，େଔ
で �5ˋ，େଔ者で 3�ˋఔ度が 3年目以内に職して
いる。特に工業高校生については，ଔ業࣌での選ࢶ
がڱいこととେ学生とൺֱすると明確な目的意識がബ
いことで，「とΓあえͣब職する」という向がある

ことは൱めない。
職のܰݮとਓࡐ確保に対して情報化施工技術が
ޮՌを生Ήと考える事項は，एख職員がັ力ある職種
を作ることと，作業࣌間と作業ෛ୲をܰݮすることで
あると考える。
情報化施工技術は，これまでの建設施工の方๏とม
わって，PC技術，௨信技術なͲ *CTを多く活用する
事になΓ，データ作成と管理，機器設定，ૢ作，保क
管理なͲ様々な場面で *CT 機器を活用するため，
*CT 機器ྨのૢ作において᪳することなくऔΓ
Ή技術者が必要となる。ޙࠓの৽ଔ者はߋに *CT 知
識を༗するएखが૿加することは当વ༧測されること
から，このような৽ଔ者をܴえるڥを整備すること
が重要となる。
また，ଞ産業とൺֱしてब業࣌間が長く一ਓ当たΓ
のෛ୲がେきい場合も職の૿加を生ΉݪҼとなる
ため，必要な部ॺにదਖ਼なਓ員数を確保することが
まれる。
当委員会の活動においてこれらの՝に対してد༩
できることとして，企業に対して情報化施工技術のಋ
ೖޮՌと必要性を説明することに加えて，デメϦット
をܰݮさͤるための対ࡦ事ྫ等をप知すると同࣌に，
建設系工業高校在学生及び教員に対して教Պの中にऔ
Γೖれて教育可なࢿྉを作成し，必要にԠじて実習
等を開催することを考えている。

ਤᴷ �　৽ֶنଔऀͷब৬ऀͱ �·Ͱͷ৬ऀ
ʢްੜ࿑ಇলϗʔϜϖʔδࢿྉΑΓൈਮ��ʣʣ

ਤᴷ �　৽ֶنଔऀͷ �·Ͱͷ৬
ʢްੜ࿑ಇলϗʔϜϖʔδࢿྉΑΓൈਮ��ʣʣ
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工業高校生を対象としたࠜڌは，ए年が理ղ可
なࢿྉを作成することで，多様な年と広ൣғな建
設系技術知識保༗者に対Ԡ可になるとの考えであ
る。
なお，高校生向けࢿྉの作成では当協会中部支部の
協力をಘて実施する計画である。

3．情報化施工セミナー実施報告

（1）受講者の分類
これまでは東北各県 1Օ所での開催としておΓ，平
成 26 年度は委員会独自の主催として，委員会設立直
間にセミナーを開催するこظまでのظから工事ൟޙ
とを計画していたため，広報のظ間がくप知が行き
ಧいていなかったものと思われる。このことから，平
成 27 年度には東北地方整備局と東北建設業協会連合
会との共催として，広くप知を行うと共に広報ظ間を
ेに確保して実施したことから，受講者数の૿加に
。がったものと考えているܨ
セミナーの内容については྆年度でେきくมえるこ
となく，情報化施工技術の֓要と各要ૉ技術及び運用
までを説明すると共に，情報化施工技術の運用には欠
かすことが出来ない「衛星測位」に関しての説明を実
施した。
受講者は建設業（施工会社）がશ受講者の 6ׂを
め，࣍いで建機レンタル業となっておΓ，年ྸでは
3� ʙ �� が多く，現場管理技術者が多いことから，
技術者育成という؍点では目的にԠじているが，これ

らの年は CP%S Ϣχットのऔಘが必ਢとなってい
るため，Ϣχット数の多いセミナー等に可な限Γ参
加しているという現実もあると考えられる。

（2）アンケート集計結果
セミナーでは，受講者に対してアンέートを実施し
て，説明内容の向্及びセミナー開催্の参考として
いる，平成 26 年度と 27 年度アンέート݁Ռをू計し
て以下にࣔす。
（B）講習内容の事લ保༗知識
東北支部では平成 2� 年度から情報化施工の技術者
育成に力をೖれ，ۙ࠷では情報化施工技術関連企業で
も独自に数多くのセミナーをશࠃ的にల開しているこ
とと，情報化施工技術を実施している施工者も数多く
あることから，情報化施工というキーϫードと技術の
֓要については広くप知されてきているが，特に中小
の建設施工会社では実施経験者がগないため，શ体的
に「Կとなく知っている」ఔ度の知識保༗者が多く，
中にはまͩ「知らなかった」との回もあるため，ਖ਼
しい知識をえるという意ຯでセミナー活動をଓける
必要性がେきいと考える。
また，当情報化施工技術委員会の構成は民間企業が
ूまって活動していることから，偏った情報ではなく
総合的見ղで一般的な情報をえることが出来る৫
であると認識している。

දᴷ �　ηϛφʔडऀߨ

ౡ県 県ٶ 形県ࢁ ख県ؠ ळా県 ੨県 合計

開催地
)26 ࢁ܊ ઋ 形ࢁ Ԭ ळా ੨

)27 ࢁ܊ ઋ ถ Ԭ ळా ീށ

受講者数
（ਓ）

)26 3� 28 �� 37 �1 5� 23�

)27 51 78 33 52 51 2� 285

දᴷ �　ΧϦΩϡϥϜ

ਤᴷ �　डऀߨͷ৬छ

ਤᴷ �　डऀߨͷྸ
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（C）ௌ講内容の理ղ度
セミナーを受講した݁Ռの理ղ度は，説明ࢿྉや説
明方๏等の݁Ռをөしているものであるが，࣌間
でͲのఔ度ڵຯをけることが出来たかというղੳに
ಡΈସえることが出来るものであるが，受講者の職種
と保༗知識によΓ理ղ度はେきくかれるものと考え
ている。当セミナーではશ体的に「;つう」という回
が数ۙく締めているので「なΜとなくฉいていた」
という݁ՌがӐえるが，「よくかった」との回も
গなくないと思われ，ޙࠓは「よくかった」を૿加
さͤていくことを目標として，各会場のアンέートৄ
ྉ，説明方๏等を向্さͤる事ࢿにੳして，説明ࡉ
にऔΓΉ。

（D）ௌ講による技術向্のد༩
技術向্のد༩については，受講者の技術向্に
༩できたかの定と受講者のຬ度であると捉えるد
ことができる݁Ռである。この݁ՌはશՊ目平ۉ的な
ׂ合でࢄしていることから，あるఔ度の要には対
Ԡできていると考えられるが，中でも，一般技術とさ
れた TS 出来形管理と，衛星測位について見ると，
TS 出来形管理は平成 2� 年度よΓ標準管理ख๏とさ
れているにもわらͣ，まͩ本֨的に広く利用されて
いないか，理ղ度がいのではないかとਪ測できる。
また，衛星測位については，トϥブル発生࣌の連བྷ
ઌさえ確保しておけ特に知識を༗していなくても活

用できる技術で，受講者に直接的な技術が要ٻされる
ものではないため，これまでセミナー等でもऔ্͛る
έースはগなかったと思われるが，当セミナーにおい
ては，情報化施工技術の測位場面では欠かすことの出
来ない基ૅ知識であるとஅし，1つのとして説明
を実施しておΓ，গなくともͦの成Ռが༗るとஅし
ている。
（E）セミナー開催χーζ
のセミナー等の活動において，参加者のχーζޙࠓ
にԠえた内容とすることはू٬数を૿やすことを考え
ると必要なことである。特に要が高い内容は，現場
見学会で，࣍いでTS出来形管理となっている。この
ことは，現場見学会はՔ動している現場での活用方๏
と実機が確認できる利点が༗るが，CP%S 必要Ϣχッ
ト確保のための参加ということであれ，࠲学よΓも
ָな࣌間をաͤ͝るという現実もある。また，TS出
来形管理については，一般化されたものの্खに利用
できていない，あるいはಋೖしなけれならないがޙ
回しにしているなͲの理༝で，本֨的にऔΓΈたい
という࢟をӐうことが出来る。

4．発注者研修実施報告

東北地方整備局が主催する情報化施工に関する職員
研修における，講師派遣依頼を受けての活動内容をࢦ
すものである。主な説明内容はTS出来形管理に関す

ਤᴷ گલอ༗ࣝͷঢ়ࣄ　�

ਤᴷ �　ௌߨ༰ͷཧղ

ਤᴷ �　ௌߨʹΑΔٕज़্ͷد༩

ਤᴷ �　ηϛφʔ։࠵χʔζ
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る要ྖղ説，設計データの基ૅ知識ղ説�及び TS 出
来形管理の計測実習である。
この研修で受け࣋つൣғで主となることはTS出来
形管理の計測実習で，出来形管理用TSを 3セット࣋
Έ，൝ฤ成によΓ受講者が直接的にTSをૢ作しࠐͪ
て計測体験を行うものである。この体験によΓ実ࡍの
現場立会い࣌に実施する内容の確認さͤている。
具体的には，ਖ਼しく出来形管理計測が実施されてい
ることを確認するखஈとして，測量器がਖ਼確に設ஔさ
れていること，ਖ਼規な測量方๏で計測が行われている
こと等，管理要ྖのه載内容に従って実務的な内容を
説明している。この様な計測実習を実施しているഎܠ
には，測量機器に׳れていない，あるいは測量の基ૅ
知識を༗していない職員に対しても，実機を活用する
ことで作業内容のイメージを確認することが可とな
る。
なお，平成 27 年度には東北技術事務所所༗のMG
搭載ԕִૢॎࣜ༉ѹショϕルを利用して，MGの基ૅ
知識と，ࡂ෮چに対ԠするMG技術の説明を行う
ことで，ࡂ発生࣌の対Ԡஅにد༩できると考えて
いる。研修講師派遣依頼には，ޙࠓとも対Ԡしていく
方針であるが，東北地方整備局の研修のΈに留まらͣ，
各地方の主要事務所においても可な限Γ情報化施工
技術講࠲を実施していきたいと考えている。

5．情報化施工現場見学会開催報告

平成 26 年度には，当協会本部が事務局となってい
る「情報化施工員会」෮ڵ支援ϫーキンά（以下8G
という）との共催によΓ，ؠख県ࢢݹٶにおいて8G
が支援を行っているಓ࿏工現場にて見学会（現場実
技講習会）を実施した。実施内容は現場にಋೖしてい
るMCブルドーザ，MGバックϗウ（衛星測位とTS

測位），締固め管理，TS 出来形管理，ωットϫーク
衛星測位の֓要を説明すると共に実機の見学及びૢܕ
作を実施した。
参加者は，ࡾ地方で෮ڵ工事を実施している施工
者を中心とする �� ໊ͩった。

6．今後の情報化施工セミナー開催方針

当委員会はセミナー等の活動を中心としてޙࠓも東
北管内でల開することを基本としておΓ，一民間企業
では実施困難な内容，中立的立場でセミナー実施内容
を検討していきたい。
特に，現場見学会は発注者と連ܞして実施すること
が必要不可欠となるため，委員会の特色をલ面に出し
て活動できる内容にऔΓΉことが重要であΓ，また，
各地方ࢢ部での開催として受講者数を৳すことよ
Γ，年ຖに開催地をมߋして広くप知していくことが
重要であると考えている。
�

ʬߟࢀจݙʭ
�1）�ް生࿑ಇলϗーϜϖージ　৽規学ଔ者の職ঢ়گに関するࢿྉ一ཡ

ࣸਅᴷ گձ࣮施ঢ়ֶݟ　�

ࣸਅᴷ �　࣮施ঢ়گ

ʦචऀհʧ
鈴木　勇治（すͣき　Ώうじ）
情報化施工技術委員会　委員長
᷂χコン・トϦンブル
JCT営業部
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1．はじめに

ۙ年，コンクϦート構の内部に写真─ 1のよ
うなਫ平に発生したඍࡉなͻびׂれが多数の構か
ら発見され，報ࠂ 1），2）がなされている。طԟの研究
では，ͦの発生ݪҼとしてアルカϦシϦカԠによる
ものと，ౚ݁༥ղ作用によるものであるとのࢦఠがあ
る。྆者は，コンクϦート内部でシϦカήルもしくは
ਫがுして生じるであることから，同様のྼ化
メカχζϜでඍࡉなਫ平ͻびׂれが生じていることが
ਪ定される。
コンクϦート内部に発生したඍࡉなਫ平ͻびׂれ
は，コンクϦート構の力を下さͤると考えら
れることから，ૣظに発見してิ修・ิڧする必要が
ある。しかしながら，コンクϦート中のਫ平ͻびׂれ
は，コアൈきでௐられる以֎に֎؍からのௐࠪで確
認することは不可である。すなわͪ，চ൛内部のਫ
平ͻびׂれを確実，かつ؆ศにௐࠪするख๏がٻめら
れているのが現ঢ়である。
ͦこで，本研究はඍഁյࢼ験๏にண目し，コンクϦー
ト中のඍࡉなਫ平ͻびׂれをௐࠪするख๏についてࢼ
験検討を行ったものである。以下に，ඍࡉͻびׂれௐ
ࠪ方๏の֓要およびௐࠪ݁Ռについて報ࠂする。

୩　　　　ઘ・　ᬒ　৾　

コンクリート内部に発生した微細ひび割れの微破壊試験法に関する研究

CMI報告

2．微破壊試験法

現在，コンクϦート中のඍࡉͻびׂれのௐࠪ方๏と
しては，コア（П5� NNʙ 1�� NN）ࢼ験体を採औし
て，ؼͪ࣋Γ，ࢼ験ࣨでޫܬΤϙキシथࢷ等をඍࡉͻ
びׂれにؚਁさͤてௐࠪする方๏（写真─ 2）が一般
的である。しかしながら，ͦ の場合の点としては，
コアܘにもよるが，部がコンクϦート構に༩
えるӨڹがগなからͣあると考えられる。また，ࢼ験
ࣨにؼͪ࣋らないとௐࠪができないことから，݁Ռを
ಘるまでに࣌間を要してしまうことなͲが͛ڍられ
る。ͦの݁Ռ，ௐࠪできない部位があったΓ，ٸۓ対
ԠができないなͲのがあったΓする。ͦこで，本
研究で開発したඍഁյࢼ験๏は，コンクϦート構
にଛইをなるく༩えͣ，ௐࠪ݁Ռも現場で確認でき
る方๏とした。ࢼ験๏の作業フローを図─ 1にࣔす。
本ඍഁյࢼ験๏は，ௐࠪՕ所にП5 NNのਫ॥ࣜ
ドϦルを用いてしたޙ，ਁಁ性のۃめて高い特घ
थࢷを一般的な注ࣹ器で注ೖする。特घथࢷのߗ化に

ࣸਅᴷ �　3$চ൛෦ʹൃੜͨ͠ਫฏͻͼׂΕ ࣸਅᴷ �　ैདྷͷͻͼׂΕௐࠪ๏
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要する࣌間は 2� ఔ度であΓ，ͦの間は੩ஔする。
ͦのޙ，同一Օ所にП� NNのਫ॥ࣜドϦルを用い
てを行い，ͦのޙนにԊって্部よΓ小ܘの工業

用内ڸࢹ（フΝイバースコーϓ）をࠞೖしてه・؍
する。ௐࠪに用いる݀ܘは࠷େП� NNとなΓ，コ
ンクϦート構に༩えるダメージはほとΜͲないと
考えられる。ௐࠪ方๏のイメージを図─ 2にࣔす。

3．予備試験

（1）予備試験概要
༧備ࢼ験として，ਓ工的にコンクϦート൛の中ԝに
ਫ平ͻびׂれを発生さͤたࢼ験体（写真─ 3）を用い
てௐࠪを行った。ௐࠪは，্ड़したॱংに従って実施
し，工業用内ڸࢹのࡱӨ件としては，น面؍測をࢹ
֯ 12� 度の直ࢹレンζとࢹ֯ 6� 度のଆࢹレンζ
を用いた。ͻびׂれの෯計測は，ステレオレンζを用
いて測定した。ௐࠪঢ়گを写真─ 4にࣔす。

（2）予備試験結果
ௐࠪの݁Ռ，直ࢹレンζで測定した場合，ͻびׂれ
部に特घथࢷ（オレンジ色）がॆరされていることが
確認された。写真─ 5にࣔすようにͻびׂれのࢹ認
も容қなことが確認できた。࣍に，ͻびׂれ෯につい
てはステレオレンζによΓ計測した݁Ռ，写真─ 6に
ࣔすように ��18 NNʙ ��65 NNのͻびׂれを確認す

ਤᴷ �　ඍഁյݧࢼ๏ͷϑϩʔ

ਤᴷ �　ௐࠪͷΠϝʔδ

ࣸਅᴷ �　ਫฏͻͼׂΕΛ༗͢Δݧࢼମ

ࣸਅᴷ �　工ۀ༻ڸࢹͷௐࠪঢ়گ
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ることができた。したがって，コンクϦート内部のͻ
びׂれ෯も現場でਝにѲすることができることが
確認できた。

4．撤去床版内部のひび割れ調査

（1）撤去床版の概要
ྊのՍڮ，ྊচ൛であΓڮ地に設ஔされていたྫྷפ
設年࣍はত �� 年で，ڙ用開࢝から本ௐࠪの実施ま
でに �6 年間ڙ用されていた。ͦの֎؍を写真─ 7に
ࣔす。চ൛্面の一部では࠭利化しているՕ所が確認
され，அ面を؍するとඍࡉなͻびׂれも点在して
いることが確認できた。ඍࡉなͻびׂれを写真─ 8に
ࣔす。ࣸਅ中のҹは，ඍࡉͻびׂれをࣔす。

（2）調査概要
本ௐࠪでは，アスフΝルトະఫڈのচ൛্面からの
ௐࠪと，চ൘下面からのௐࠪの 2௨Γ実施した。ௐࠪ
は，図─ 1にࣔすඍഁյࢼ験๏のフローに準ڌして
行っている。

（3）調査結果
（B）চ൛্面からのௐࠪ݁Ռ
このඍഁյࢼ験๏は，ަ௨規੍下でのௐࠪを定し
ていることから，本ௐࠪでथࢷ注ೖの支োになΓうる
と考えられるアスフΝルト合ࡐをհした場合のௐࠪ方
๏について検討を行った。ͦの݁Ռ，は特に
もなく，コンクϦートと同様にアスフΝルト合ࡐも
についても，注ࢷすることができた。また，特घथ
ೖ࿙れなͲはແく，コンクϦート内部のඍࡉなਫ平ͻ
びׂれにॆరをすることが確認できた。また，চ൛্
面から，工業用内ڸࢹで؍したコンクϦート内部の
ඍࡉなਫ平ͻびׂれ発生ঢ়گを写真─ 9にࣔす。コ
ンクϦート内部の多数のਫ平ͻびׂれを確認すること
ができた。
（C）চ൘下面からのௐࠪ݁Ռ
本ௐࠪの支োになると考えられるのは，特घथࢷを
注ೖすることが可かͲうかである。下面からの
は写真─ 10にࣔすような方๏で実施した。ௐࠪの݁
Ռ，特घथࢷの注ೖはなく行うことができ，ඍഁ
յࢼ験๏についても্面から実施した場合とมわらな
い݁Ռがಘられた。
（D）ఫڈচ൛のまとめ
本ࢼ験研究では，現場を模ٖした方๏でচ൛্面お

ࣸਅᴷ �　ࢹϨϯζʹΑΔଌఆ݁Ռ݁

ࣸਅᴷ চ൛ڈఫͨ͠༺　�

ࣸਅᴷ �　ඍࡉͻͼׂΕͷঢ়گ

ࣸਅᴷ �　ͻͼׂΕ෯ͷଌఆ݁Ռ݁
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よびচ൛下面からのコンクϦート内部のඍഁյௐࠪを
行った݁Ռ，྆者ともに確実ௐࠪが行えることが確認
できた。また，コンクϦート内部に発生していたͻび
ׂれ෯は写真─ 11にࣔすように ��11 NNʙ ���2 NN
であった。

5．まとめ

本検討研究では，コンクϦート構の内部に発生
しているඍࡉなਫ平ͻびׂれをௐࠪするඍഁյࢼ験๏
について検討を行った。コンクϦート内部のͻびׂれ
は֎؍にมঢ়が出にくく，特にচ൛なͲではదなඇ
ഁյ検ࠪ方๏もないことから，直接内部を確認する，
৽たなコンクϦート内部のௐࠪ方๏開発し，ͦのద用
性について検討を行った。ಘられた知見を以下にࣔす。
1）��従来のコア採औによるௐࠪ方๏とൺて，本研
究で開発したඍഁյࢼ験方๏は，構に༩え
るӨڹやௐࠪ݁Ռがಘられるまでの࣌間をॖ

することができ，ޮのྑい確実なௐࠪを実現
することが可である。

2）��工業用内ڸࢹを用いてௐࠪをする場合，様々な
レンζをΈ合わͤることで，多面的なࢹ点か
らのௐࠪが可である，本研究では，3種ྨの
レンζを用いて検討を行った݁Ռ，ͻびׂれの
༗ແͩけでなく，ඍࡉなͻびׂれ෯なͲも確認
することができた。

ਫ平ͻびׂれが構のՙ力等に༩えるӨ，ޙࠓ
ࢼについて構͝とに検討するとともに，ඇഁյڹ
験๏による面的なධՁについても研究を実施していく
༧定である。

6．おわりに

本報ࠂでは，コンクϦートচ൛に発生したਫ平ͻび
ׂれのௐࠪ方๏として，ඍഁյࢼ験๏を開発し，ࢼ行
した݁ՌについてとΓまとめた。現在，実ࡍにڙ用さ
れているڮྊでࢼ験施工を行った݁Ռ，ౚと考えら
れるਫ平ͻびׂれを検知でき，ͦの成Ռはิ修・ิڧ
設計にもөされている。また，ౚͩけでなく，ア
ルカϦࡐࠎԠが生じているコンクϦート構のྼ
化ఔ度をѲする目的にも用され࢝めている。
ઓޙから現在にかけて建設された数多くのコンク
Ϧート構は，աࠅなڙ用ڥのもとでのྼ化，ଛ
ইが進Μできている。これらの構をదにҡ࣋管
理し，Ӭく҆શに用することは，զ々木技術者
の໋でもある。
施工技術総合研究所では，多ذにわたる社会のχー
ζにԊって，様々な木構のௐࠪ方๏やҡ࣋管理
ख๏の研究をܧଓし，社会にݙߩしていきたいと考え
ている。
は日本ඇഁյ検ࠪ協会�主催のࠂに，本報ޙ࠷ 2�1�
年度ळقେ会にߘしたものを加ච・修ਖ਼をしたもの
である。

ࣸਅᴷ �　ఫڈচ൛෦ʹൃੜ͍ͯ͠ΔਫฏͻͼׂΕ

ࣸਅᴷ ��　ͻͼׂΕ෯ͷଌఆ݁Ռ

ࣸਅᴷ ��　Լ໘͔Βͷঢ়گ
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除雪機械の変遷（その 10）　除雪グレーダ（2）

機械部会　除雪機械技術委員会

ত 53 年（1�78 年）
᷂小দ作所がมૢ作の容қ化と೩අ向্をはか
るためダイレクトύϫーシフトトϥンスミッション
（ϋイドロシフトトϥンスミッション）搭載の 3�7 N
ڃ G%6�5"�1 を開発した。

G%6�5"�1 は G%37 クϥスのϞデルνェンジंで
3�7 N 内で初めてं体۶ં可なアーࠃとしてはڃ
テΟキϡレイトフレーϜ採用の除ઇάレーダとなった。
ダイレクトύϫーシフトࣜ動力ୡ方ࣜは，༡星ࣃ
ंྻと༉ѹクϥッνྻをミッション内部に構成さͤ，
ダイレクトドϥイブでޮのྑい動力ୡによΓ೩අ
をվળしつつ，トルクコンバータを用いなくてもม
ૢ作が؆୯に行えるようにվળがはかられている。
一方トルクコンバータࣜ動力ୡ方ࣜは，Τンジン
とトϥンスミッションの間にトルクコンバータをクッ
ション的ׂでஔくことによΓ，タイϠからのෛՙม
動に対しΤンジンをकΓ，ٯにΤンジンม動ショック
からトϥンスミッションをकるޮՌと，除ઇंの発進
をスϜーζにできること，Τンストしない利点があっ
た。面，システϜが高Ձであることとۦ動力ୡޮࣸਅ ����　���� N����14ڃ　(%���"��　᷂খদ࡞ॴ　ত ��

ਤ ���　μΠϨΫτύϫʔγϑτࣜͷಈྗୡܥ౷ਤ �ʣ

ਤ ���　τϧΫίϯόʔλࣜͷಈྗୡܥ౷ਤ �ʣ
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の関から೩අがྼる面もあった。
ত 5� 年（1�7� 年）
᷂小দ作所は，3�7 NڃアーテΟキϡレイトフレー
ϜのG%5�5"�2 を開発した。またࡾඛ重工業᷂は，従
来のシンクロメッシϡトϥンスミッションをダイレク
トύϫーシフトトϥンスミッションにมߋし，キϟブ
フロントマウントアーテΟキϡレイトやνェーンۦ動
ࣜのタンデΟϜドϥイブを採用した 3�7 N ���MGڃ
を開発した。

ত 55 年（1�8� 年）　
���ඛ重工業᷂はMGࡾ と同じシステϜ，同じ特
を༗した3�� NڃMG3��，��� NڃMG5��を開発した。
ত 56 年（1�81 年）
ඛ重工業᷂は，SG1ࡾ 動ࣜۦ機としてνェーンܧޙ
タンデϜドϥイブやアーテΟキϡレイトフレーϜ等を
採用した小形機種 2�8 N ��MG1ڃ を，また同クϥス
でターϘきのMG15� を開発した。

ࣸਅ ����　��� Nࡾ　���).　���14　ڃඛॏ工᷂ۀ　ত ��

᷂小দ作所は 2�2 N ڃ G%22"C�1"，2�8 N ڃ
G%28"C�1，3�1 Nڃ G%313C�3"，3�7 Nڃ G%5�5"�2
のܧޙ機として，ͦれͧれ G%2��"�1，G%3���1，
G%��5"�1，G%5�5"�2" を開発した。
3�1 N はڃ G%��5"�1 にてアーテΟキϡレイトフ
レーϜが採用され，2�2 N2�8，ڃ N3�1，ڃ N3�7，ڃ N
がશてダイレクトύϫーシフトトϥンスミッションڃ
が搭載された。
ত 58 年（1�83 年）
᷂小দ作所は3�7 NڃG%6�5"�1，��� NڃG%7�53�

1" のܧޙ機として，ͦれͧれ G%6�5"�3，G%7�5"�
�" を開発した。

ࣸਅ ����　��� N���14　ڃ　(%���"��　᷂খদ࡞ॴ　ত ��

ࣸਅ ����　��� Nࡾ　���).　���14　ڃඛॏ工᷂ۀ　ত ��

ࣸਅ ����　��� N���14　ڃ�.(��� 　ࡾඛॏ工᷂ۀ　ত ��

ࣸਅ ����　��� N��14　ڃ　(%���"��　᷂খদ࡞ॴ　ত ��

ࣸਅ ����　��� Nࡾ　���).　��14　ڃඛॏ工᷂ۀ　ত ��

ࣸਅ ����　��� Nࡾ　���).　��14　ڃඛॏ工᷂ۀ　ত ��
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G%7�5"��" にて ��� N もアーテΟキϡレイトフڃ
レーϜが採用され，ޙに開発される ��3 N ，を除きڃ
᷂小দ作所の 2�2 N2�8，ڃ N3�1，ڃ N3�7，ڃ Nڃ，
��� N の除ઇάレーダにおいてアーテΟキϡレイトڃ
フレーϜが採用された。�
ඛ重工業᷂は，アーテΟキϡレイトフレーϜを採ࡾ
用し，3�1 N MG2��，3�7ڃ N �MG35ڃ を開発した。
これ以߱ࡾඛ重工業᷂のશてのϞータάレーダ及び高
ѹઇ整ਖ਼機は，アーテΟキϡレイトフレーϜとなっ
た。
ত 6� 年（1�85 年）
建設লچ 5ϱ年ϓロジェクト「高ѹઇ整ਖ਼機の開
発」が࢝まΓ，᷂小দ作所とࡾඛ重工業᷂が参画。
ѹઇ整ਖ਼作業の高化をૂいとし，この年から成ま
で 5 年をかけた ��3 N 高ѹઇ整ਖ਼機の開発ϓロڃ
ジェクトが࢝まった。
᷂小দ作所にて G)32��1 が開発され，日本ಓ࿏
公団にಋೖされた。従来のϞータάレーダに備され
ていた作業機のドローバஔをഇࢭし，ブレードをޙ
方よΓ支࣋する機構が採用され高さのあるϓϥウܕ除
ઇઐ用ブレードが採用された。
建設ল東北地方建設局において，᷂小দ作所چ
��� N 除ઇάレーダڃ G%7�5"��" がಋೖされた。ࡾ
ඛ重工業᷂は，MG5�� をϕースं྆とした除ઇઐ用
ं྆ ��� N MG5���Sڃ を開発した。本ं྆にはѹઇ
ॲ理及び৽ઇॲ理のޮ化のために開発された除ઇઐ
用ブレードも搭載された。

ࣸਅ ����　��� N���14　ڃ　(%���"��"　᷂খদ࡞ॴ　ত ��

ࣸਅ ����　��� N���14　ڃ�(%���"��　᷂খদ࡞ॴ　ত ��

ত 61 年（1�86 年）
᷂小দ作所が2�8 NڃG%3���1のܧޙ機G%3�5"�1
を，3�1 N ڃ G%��5"�1 の ޙ ܧ G%��5"�2 を，3�7 N
ڃ G%5�5"�2" のܧޙ機 G%5�5"�3 を，G%6�5"�3 の
機ܧޙ 3�7 Nڃ G%6�5"�5 を開発した。
ඛ重工業᷂のࡾ，建設ল東北地方建設局においてچ
��� Nڃ除ઇάレーダMG5���S がಋೖされた。
ত 62 年（1�87 年）
建設ল東北地方建設局に，᷂小দ作所のچ
G)32��1 がಋೖされた。
ত 62 年，ࡾඛ重工業᷂は，3�� N ڃ MG33� を，

ࣸਅ ����　��� Nࡾ　���).　���14　ڃඛॏ工᷂ۀ　ত ��

ࣸਅ ����　��� Nࡾ　���).　���14　ڃඛॏ工᷂ۀ　ত ��

ࣸਅ ����　��� Nࡾ　����4).　���14　ڃඛॏ工᷂ۀ　ত ��
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平成ݩ年に 3�1 N ڃ MG23�，3�7 N ڃ MG�3� を開発
した。作業ஔのフΝインコントロールを可にする
3連༉ѹϙンϓ，ͦしてྲྀ量੍ޚ機構，ൺྫ੍ޚ機構，
ブレード度ௐ整機構，同ૢ࣌作機構，ブレードঢ߱
度 2ஈ֊ସ機構を༗するѹ力ิঈ機構ロードセ

ࣸਅ ����　��� N���14　ڃ　(%���"　᷂খদ࡞ॴ　ত ��

ࣸਅ ����　����N ত　᷂ۀඛॏ工ࡾ　����4).　���14　ڃ ��

ࣸਅ ����　��� N���14　ڃ　(%���"��　᷂খদ࡞ॴ　ত ��

ンシンά༉ѹバルブ等が採用された。
G)32��1 の作業機は，ϓϥウブレードがԁހのي
でঢ߱したため，᷂小দ作所は平行にঢ߱可な作
業機ϦンクにվྑしたG)32��1# を開発しچ建設ল北
地方建設局にಋೖした。

�）平成年間
平成ݩ年（1�8� 年）
ত 6� 年度から実施されていたچ建設ল 5ϱ年ϓ
ロジェクト「高ѹઇ整ਖ਼機の開発」のूେ成として
ブレード自動੍ޚき，32�PS，��3 N 高ѹઇ整ڃ
ਖ਼機 G)32��2 を᷂小দ作所が，また同機を༗し
た S332� をࡾඛ重工業᷂が開発した。
高ѹઇ整ਖ਼機は高規֨ಓ࿏のأ行除ઇ作業におい
て，ޙଓं྆となる 2目以߱の除ઇάレーダ（1
目は中ԝंઢଆ除ઇ，2目以߱は࿏ଆଳଆ除ઇでઌ
行ं྆のഉઇのॲ理もあるため作業ෛՙがେきい）の
除ઇॲ理力や，ַࢁಓ࿏でのొࡔಓ࿏での除ઇॲ理
力を高めることでશ体の除ઇ作業スϐードアッϓを
ૂい開発された。�

ࣸਅ ����　��� Nࡾ　���).　���14　ڃඛॏ工᷂ۀ　ฏݩ

ࣸਅ ����　��� Nࡾ　���).　���14　ڃඛॏ工᷂ۀ　ত ��

ࣸਅ ����　���� Nࡾ　���).　���14　ڃඛॏ工᷂ۀ　ฏݩ

ࣸਅ ����　��� N���14　ڃ　()�����#　᷂খদ࡞ॴ　ত �� �ʣ
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ࣸਅ ����　��� N����4).　���14　ڃʢ&ʣ　ࡾඛॏ工᷂ۀ　ฏ �

ࣸਅ ����　��� N43　���14　ڃ���ʢ&ʣ　ࡾඛॏ工᷂ۀ　ฏ �

ࣸਅ ����　��� N��14　ڃ　.(���ʢ&ʣ　ࡾඛॏ工᷂ۀ　ฏ �

ࣸਅ ����　��� N���14　ڃ　.(���ʢ&ʣ　ࡾඛॏ工᷂ۀ　ฏ �

᷂小দ作所は，2�8 N ڃ G%3�5"�1" と G%355"�
1" 及び 3�1 N ڃ G%��5"�2" 及び 3�7 N ڃ G%5�5"�
3" を開発した。また，༏れたࢹք性・ブレードૢ作
性（ඍૢ作性の向্ ŋブレードঢ߱度のແஈ֊ௐ整
可化による）の特を࣋つブレード長 3�7 N のڃ
G%6�5"�5" をࢢ場ಋೖした。

平成 2 年，ࡾඛ重工業᷂は，MG1��，MG15� に
わるࢢொଜಓ除ઇに;さわしい機動力・作業性，ٱ
性，整備性，ૢ作性を備えた小形機種 2�8 NڃMG13�
を開発した。
平成 8年（1��6 年）
᷂小দ作所は，3�7 N ڃ G%6�5"�5: と ��� N ڃ
G%7�5"��: を開発した。
運が高まる中，建設ؾ対Ԡのڥ，ඛ重工業᷂はࡾ
ল第 1 ���，基準ഉ出ガス੍をクϦアした࣍ N ڃ

ࣸਅ ����　���� N �����()　ѹઇਖ਼機ߴ　����14　ڃ
ʢϒϨʔυࣗಈ੍ޚʣ　᷂খদ࡞ॴ　ฏݩ �ʣ

ࣸਅ ����　��� Nߴ����14　ڃѹઇਖ਼機　43���
ʢϒϨʔυࣗಈ੍ޚʣ　ࡾඛॏ工᷂ۀ　ฏ �

ࣸਅ ����　��� Nࡾ����).���14　ڃඛॏ工᷂ۀ　ฏ �

ࣸਅ ����　���� N ݩॴ�ฏ࡞খদ᷂　:��"���%)　����14　ڃ
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ࣸਅ ����　��� N���14　ڃ　.(���ʢ&ʣ　ࡾඛॏ工᷂ۀ　ฏ �

ࣸਅ ����　��� N���14　ڃ　.(���ʢ&ʣ　ࡾඛॏ工᷂ۀ　ฏ �

MG5���S（&），��3 Nڃ S332�（&）を，平成 �年同規
੍をクϦアした 2�8 NڃMG13�（&），3�1 NڃMG23�
（&），3�� N ڃ MG33�（&），3�7 N ڃ MG�3�（&） を
開発した。
�

ʬߟࢀจݙʭ
� 2）�ಓ࿏除ઇ 3� 年࢙　平成 3年 3月 3� 日　ฤू　建設ল東北地方建設局

ಓ࿏部ಓ࿏管理՝・機ց՝　発行　社団๏ਓ東北建設協会
� 3）�除ઇ機ցのྺ࢙　平成 3年 3月　修　建設ল北地方建設局　発行

　社団๏ਓ日本建設機ց化協会北支部
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ISO/TC 127（土工機械）審議状況

標準部会

զがࠃのࡍࠃ標準化活動は，経ࡁ産業লに工業標準
化๏に基ͮいて設ஔされた৹議会である日本工業標準
ௐࠪ会（+*SC）が，ࡍࠃ標準化機関 *SOに，ࠃඅによっ
て会අを支って会員団体として参画している。ͦの
うͪ，（クレーンを除く）各種建設機ցに関するࡍࠃ
標準化活動に関しては，当協会が +*SC の委によっ
て *SO の各ઐ委員会TCに対Ԡするࠃ内৹議委員
会として活動さͤていたͩいておΓ，これらのઐ委
員会に対する日本の参加地位は P（ੵۃ参加）メンバー
である。
このうͪ，*SOઐ委員会*SO�TC�127（&BSUI�NPWJOH�
NBDIJOFSZ 工機ց）の活動に関して，ۙ࠷の৹議ঢ়
以߱で，*SO�TC�127߸࣍，載する。なおܝをگ 下ࡿ
の各作業άルーϓࡍࠃ会議，�月 13 日から開催༧定
のϥϋイナࡍࠃ会議なͲについて報ࠂする༧定であ
る。

（1）ISO/TC 127（土工機械）審議状況全般
*SO�TC�127 については，ࡍࠃઐ委員会委員会の
P（ੵۃ参加）メンバーとして *SO規֨作成に参画す
るͩけでなく，ࡿ下のՊ委員会 *SO�TC�127�SC�3
（機ց特性・ిؾ及びిࢠ系・運用及び保શ）のࡍࠃ
議長（本年 �月からはコマπ　出Ӝ　॔ࢯࢬ）を務め，
また，幹事ࠃ業務を実施してࡍࠃՊ委員会を運営し，
SC�3 でのԁな規֨৹議・作成・促進をਤっている。
に，*SO�151�3ߋ シϦーζ（施工現場情報ަ）にデー
タ項目の定ٛなͲを加する֦ுのためのM"（メン
テナンス機関）を幹事ࠃとして運営することとなって
いる。
これに加えて，*SO�TC�127 の各Պ委員会 SCの

作業άルーϓࡍࠃ下のࡿ *SO�TC�127�SC�3�8G��
（*SO�15818 つΓ্͛及び固റՕ所，コマπ　ࢯ࡚ٶ
୲当），*SO�TC�127�SC�3�8G�5（*SO�151�3 施工現
場情報ަ，コマπ　ࢁ本ࢯ୲当），*SO�TC�127�SC�
��8G�3（締固め機ց用ޠ及び様項目 *SO�8811 վ
ਖ਼），*SO�TC�127�SC�2�8G�25（ݥة検知ஔ及び
ॿิ֮ࢹ *SO�16��1 վਖ਼，コマπ　出Ӝࢯ୲当）につ
いては，コンϏナー（主ࠪ）・幹事を務め，規֨作成
をਪ進して活動中である。このうͪ，*SO�TC�127�

SC�2�8G�25 については平成 26 年 1� 月 12 日ʙ 13 日
にࡍࠃ作業άルーϓ会議をフϥンスࠃύϦࢢ所在のࠃ
立҆શ研究所 */3S 及び࿑ಇ・ޏ用・࿑対লの࿑
ಇ総局%GTから会議ࣨのఏڙを受けて開催して各ࠃ
意見のௐ整をਤっておΓ，*SO�TC�127�SC�3�8G�5
については，ถࠃから *SO�151�3�3（施工現場情報ަ
ᴷ第 3部ɿテレマテΟクスデータ）の৽業務ఏҊが
あΓ，2�15 年 2 月及び 5 月にࡍࠃ作業άルーϓ会議
をถࠃ及びドイπࠃで開催なͲ৹議進行をਤっている。
なお，各作業項目に関しての進ঢ়گを࣍にࣔす。
特に重点的にऔΓΜでいるのは，日本発信の規֨Ҋ
のਪ進であるが，ͦれ以֎であっても，日本の建設機
ց業にとって重େな利関のある標準化Ҋ件が
多く，ͦれらにੵۃ的に参画している。
また，*SO�TC�127 工機ցઐ委員会には，࣍の

Պ委員会 SCがあΓ，業務を୲しているので，ࠓ
回は，各 SCຖに報ࠂする。
*SO�TC�127 工機ց�ઐ委員会
・*SO�TC�127�SC�1 ҆શ・性性ࢼ験方๏Պ委員
会
・*SO�TC�127�SC�2 ҆શ性・ਓ間工学・௨ଇՊ委
員会
・*SO�TC�127�SC�3 機ց特性・ిؾ及びిࢠ系・運
用及び保શՊ委員会
・*SO�TC�127�SC�� 用ޠ・用໊শ・ྨ・֨け
Պ委員会�
これに加えて，ઐ委員会及び各Պ委員会のࡿ
下に，Ҋ件によっては，検討のためのࡍࠃ作業άルー
ϓ8Gが৫されている。

（2）親専門委員会 ISO/TC 127案件
ઐ委員会では，৽業務ఏҊを検討し，これらを
各Պ委員会にׂΓあてるほかに，各Պ委員会でѻ
うのがద当でないҊ件をѻっている。
・ISO/AWI 10987-2土工機械─持続可能性─第 2部ɿ
製品再生ˡ࠶生に関する中ࠃの標準化ఏҊで，
日本としては部࠶生のをえるものは対なの
で対ථもঝ認され対Ԡ要のঢ়گである。
��ISO/AWI 10987-3土工機械─持続可能性─第 3部ɿ
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中古機械ˡ中ݹ機に関する中ࠃの標準化ఏҊで，日
本としては標準化メϦットはٙとして対ථも
ঝ認され対Ԡ要のঢ়گである。
��ISO/pWi 10987-4土工機械─持続可能性─第 4部ɿ
温室効果ガス（排出抑制）/燃料効率ˡถࠃがఏҊ
を༧定しているが，日本は，طに団体規֨ +CM"S�
)��2� ʙ �22 ΤωルΪー（ຢは೩ྉ）ফඅ量ࢼ験方
๏のద用によって実をੵΜでいるので，ͦれに基
ͮいて主ுの方向である。
��l 第，ه্ 2部ʙ第 �部はࡍࠃ作業άルーϓ *SO�
TC�127�8G�8（コンϏナー　ถࠃ CBUFSQJMMBS 社
3PMFZ ത࢜）で検討中であΓ，平成 27 年 3 月 23 日
ʙ 25 日の会議にはコマπ　出Ӝࢯが参画して対Ԡ
している。
・ISO/AWI TR 19948土工機械の適合性評価及び基準
認証手順ˡ機ցのద合性ධՁ及び基準認ূखॱに関
する標準化ఏҊで，日本のメーカの各ࠃの基準対Ԡ
্重要なので，当֘ࡍࠃ *SO�TC�127�8G�16（コ
ンϏナー　ถࠃ CBUFSQJMMBS 社 3PMFZ ത࢜）の平成
26 年 1� 月のύϦࢢでのࡍࠃ会議にはコマπ　間
が出੮して検討に参画，平成ࢯٶ 27 年 5 月のロン
ドンでのࡍࠃ会議には連ظ࣌ٳのため参画見ૹΓ。
・ISO/NP 19296鉱山機械及び土工機械─坑内走行機
械─機械安全ˡ߭ࢁ及びトンωルなͲ地下で行作
業するロードϗウルダンϓ，内用ダンϓなͲの
（ࢁ߭）内行機ցの҆શ規֨Ҋで，*SO�TC�82
の作業άルーϓで検討中，TC�82 にҠ管（TC�82�
+8G�5），%*S ථঝ認されたが多数の意見があΓ，
6月下०のスウェーデンでの会議でௐ整（日本から
はコマπ　出Ӝࢯが出੮），第 ࣍2 %*S ථ，Ԥ
भ規֨に準じて，地下߭ࢁ機ցのΈならͣトンωル
で用される機ց（たͩしシールド機ցを除く）も
ؚめることとなΓ，҆શ要ٻの内容は *SO�2��7� が
基ૅとなっていて建設機ցの派生機ցであれ，ͦ
れほͲはないと思われるが，日本でखがけてい
るロードϗウルダンϓ，内用ダンϓのଞに各種
工機ցの内用も関するので，よΓੵۃ的な参
画が必要なঢ়گである，なお，TC�82 のࠃ内৹議は
学会さΜが͝୲当されているので，機ցࡐૉ・ݯࢿ
メーカの意見өをおئいさͤていたͩく体੍を検
討要である。
・TC 127/ WG 7 コンパクトツールキャリアˡ/&7"
をコンϏナーとしてࢯ SC�2 にҠ管（SC�2�8G�
27），日本ではগ量を業機ցとして生産なので৽
業務ఏҊにはࢍ成，事務局をઐՈొ，/Pঝ認，
はޙࠓ SC�2 で検討。

・新業務候補案件
・��アタッチメントの安全に関してイタϦアが੍定を
目論見
・��多点式シートベルトに関してถࠃが S"&�+�22�2
に基ͮき੍定を目論見
・��油圧ブレーカに関するߋなる標準化をؖࠃが目論
見，用ޠ関の標準化ऴྃ࣍，ޙの作業として開࢝
・��DEF（ディーゼル排気ガス浄化用液）の地上から
の補給口の標準化に関するถࠃの৽業務を目論見

（3）SC 1案件
・ISO 5006/AWi Amd 1（現行൛ʹ�+*S�"�8311）土工
機械─運転員の視野─試験方法及び性能基準（ิ）
ˡ機ցの運స員からのࢹք性をධՁ・規定する内容
で，SC�1�8G�5 でվਖ਼検討中であったが，Ԥभで
のਓ事ނに関連して，機ցのࢹք性にがある
として，機ց（҆શ）ྩࢦに対Ԡする工機ցに関
するԤभ整合化規֨ &/��7� の *SO�5��6 Ҿ用Օ所
が，&6機ցྩࢦの必ਢの҆શ衛生要ٻに不ద合と
のஅがܾ定し，ͦのࢫのࠂܯがԤभ報で公ࣔさ
れる事ଶとなΓ，対ࡦとして，*SO�5��6 のվળを
ਤるٸۓのิが৽業務ఏҊされ，ථঝ認され，
ิҊとしては，直接ࢹքがಘられることがまし
いこととする，機ցपғ直ۙ 1 Nでのࢼ験対象高
さを 1�5 N から（1�2 N なͲに）ݮらすことでࢹ認
性の要ٻを高める，（直接ࢹքをิう）Ϟχタやڸ
なͲの加ஔを設ஔするࡍには運స員のਓ間工学
的੍限を考ྀし，ޙ進࣌のޙ方ࢹ認をఏڙするஔ
は運స員のલ方に設ஔする，ิ֮ࢹॿஔはブーϜ・
アーϜなͲの可動でःられないこととする，ڸか
らڸ（ෳ数ڸ）をհするஔはڐ容しないࢫの各要
方直ۙޙ事項を規定する方向となっておΓ，機ցٻ
քをಘるための日本の中小形ショϕルに多い機ցࢹ
方ิॿミϥーなͲについてదにධՁすきと主ޙ
ுするため，平成 26 年 6 月，1� 月，平成 27 年 2
月，5月にいͣれもフϥンスࠃύϦࢢのフϥンスࠃ
࿑ಇ・ޏ用・࿑対ল࿑ಇ総局%GTຢはフϥン
スࠃ立҆શ研究所 */3S で開催された SC�1��8G�5
（コンϏナー݉ P-はถࠃCBUFSQJMMBS 社 CSPXFMM （ࢯ
コマπ　間，ࢯࢁ会議にઐՈ（日立建機　高ࡍࠃ
，を派遣したものの（ࢯコϕルコ建機　২ా，ࢯٶ
Ԥभଆは݁局受けೖれないがあΓが，いͣれに
しても，これ以্日本に不合な方向とならないよ
う参画をਤっている。
・ISO/NP 6393土工機械─周囲音響パワーレベルの
測定─静的試験条件
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��ISO/NP 6394土工機械─運転員耳元音圧レベルの
測定─静的試験条件
��ISO/NP 6395�（現行൛ʹ +*S�"�8317�1）土工機械─
音響パワーレベルの決定─動的試験条件
��ISO/NP 6396�（現行൛ʹ +*S�"�8317�2）土工機械─
運転員位置における放射音圧レベルの決定─動的試
験条件
��l ૽Ի測定に関する規֨܈を，ৄࡉに見直すことと
して，*SO�TC�127�SC�1�8G�11（コンϏナー݉
P-はถࠃ%FFSF 社 3BXBM すること࢝で検討開（ࢯ
となっているが，ͦのޙ，ԻࠫଡなくҊจͪ。
・ISO/DIS 8643（現行版＝ JIS A 8321）土工機械─
油圧ショベル又はバックホウローダの降下制御装置
─性能基準及び試験方法ˡՙѻいに用される༉ѹ
ショϕルなͲの（༉ѹ系ഁଛ࣌に作業機のܹٸなམ
下をࢭする）ブーϜ߱下੍ޚஔのࢼ験方๏及び
要ٻ事項を規定，ࠓ回վਖ਼ҊはアーϜなͲも対象に
ؚめることを目的としているが，ࠃ内的にはクレー
ン様のショϕルが対象，ࢼ験࣌の公ࠩʴ�ʵ5�
で౷一をコメントしてࢍ成ථしたが，各ࠃ意見ௐ
整の点から，自動ഇҊをආけるため一୴औΓ下͛，
*SO�TC�127�SC�1�8G�1�（コンϏナー݉ P- はイ
タϦアࠃ *M"MOT&3 立業機ց建設機ց研究ࠃ
所の PBPMV[[J ത࢜）で検討して%*S ஈ֊から࠶開，
日本としては平成 26 年 �月のϘローχϟでの SC�
1�8G�1� 会議に 2 （໊コマπ　ా中݈ࢯࡾ，ࢯࢁ）
が参画して対Ԡし，ߋに平成 27 年 7 月 8 日の8FC
会議にはキϟタϐϥージϟύン社の立ࢯが参画し
て検討中である。
・ISO 10261: 2002/DAmd 1土工機械─製品識別番号
（PIN）ˡ機ցの識ผマークに関する要ٻ事項，ه
ड़内容，షՕ所，構を規定するが，年ࣜදࣔコー
ドが 2�15 年までしか規定されていないがある
ため，2�16 年以߱の年ࣜදࣔコードを加規定す
る必要があΓ，日本୲当（P- はコマπ　出Ӝࢯ）
で৽業務ఏҊからଈ%"Mථ，ຬථでঝ認，幹事
でࠃղによΓ発行がれていたが，同ޡのࠃのӳࠃ
の作業進లによってۙ日中にิ൛発行見ࠐΈ。
・ISO/PWi/TS 11152土工機械─エネルギー使用試験
方法ˡΤωルΪー用ࢼ験方๏の標準化で，従来経
Ңとしては，日本は模ٖ動作件で೩ྉফඅ量を
測定する方๏を規定する団体規֨ +CM"S�)��2�，
�21，�22 を *SO 様ࣜにӳ༁してఏ出しつつ意見を
主ு，೩ྉফඅ量を模ٖ動作件で測定するか，実
Έで測定するかに関してંΓ合いがࠐ実ੵ・۷
つかͣ，とΓあえͣ྆論ซهとして *SO 規֨では

なく TS（技術様ॻ）とする方向となっている
が，ͦのޙ SC�1�8G�6（コンϏナー݉ P- はถࠃ
CBUFSQJMMBS 社 CSPXFMM 。の進లなく（ࢯ
・ISO/PWi/PAS 11708土工機械に使用する非金属製
材料の認証─運転員保護構造ˡɿࢹք性確保のた
め，ϙϦカーϘωートఱ૭用ྫがあΓ，ඇۚଐࡐ
ྉを用するࡍのࡐྉ選定件を規定し，ͦの件
にద合したࡐྉでམ下保ޢ構'OPS（要ٻΤω
ルΪーがい方のレϕル 験を実体・ৗԹで実ࢼ（*
施することを目的として論議）ධՁするための規֨
Ҋで，TS（技術様ॻ）よΓも֨下の P"S（公開
様ॻ）として発行となったが，୲当のイタϦアは
औΓ下͛意向で，日本のղ体用機ց҆શ対ࡦのため
の๏ྩద用にࡍして，ϙϦカーϘωートの用もあ
Γうることから，日本としては，༧備検討ͩけは進
めるきとして総会では合意されたが，ͦのޙの動
きなし。
・ISO/CD 16001（現行版＝ JIS A 8316）土工機械─
危険検知装置及び視覚補助装置─性能要求事項及び
試験ˡ各種ݥة検知ஔ及びิ֮ࢹॿஔの要ٻ事
項及びࢼ験方๏の規֨で，運స員のࢹք確保のた
め，画૾ॲ理によるௗᛌ画૾システϜなͲが普及し
つつあることなͲをөさͤるなͲ࠷৽の技術をಋ
ೖするվਖ਼を日本からఏҊ，コマπ　出Ӝࢯをϓロ
ジェクトϦーダP-݉*SO�TC�127�SC�2�8G�25（SC�
1 にҠ管༧定）のコンϏナー（主ࠪ）として検討，
C%ථに進Έ，ͦ のࡍの各ࠃ意見を検討するため，
フϥンスࠃのલه%GT及び */3S から会議ࣨをఏ
されて平成ڙ 26 年 1� 月にύϦでࡍࠃ作業άルーϓ
会議を開催し，会議での݁Ռを౿まえて，%*S Ҋจ
。定向けて検討中であるࡦ

（4）SC 2案件
・ISO/NP 3449（現行版＝ JIS A 8920）土工機械─落
下物保護構造─台上試験及び性能要求事項ˡショϕ
ル以֎の各種工機ցのམ下保ޢ構 'OPS と
ショϕルのOPG運స員の保ޢガードとの౷合化を
ਤるվਖ਼ఏҊで，従来ミχ機ցは要ٻΤωルΪーレ
ϕルの高いレϕル **（'OPS で 11�6���+）は対象֎
であったものをؚめる方向となるなͲのをࢦఠ
しているが，平成 26 年 6 月の *SO�TC�127 総会ޙ，
ドイπの P- の )BSUEFHFO が体ௐを่したためࢯ
進లなし。ޙࠓ進లのࡍには，ੵۃ的参画要のঢ়گ
である。
・ISO/AWI 5010（現行版＝ JIS A 8314）土工機械─
車輪式機械─かじ取り装置要求事項ˡかじऔΓஔ
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に対する要ٻ事項及びࢼ験方๏を規定する内容で，
従来，ΰϜタイϠࣜͩけ対象ͩったが，P-及び当
֘ SC�2�8G�21 のޙのコンϏナーをスウェーデ
ンの SBNVFMTTPO としてమྠローϥも対象にؚめࢯ
るఏҊとして࠶開され，日本は，機ցに対する
験件の配ྀ不，かじऔΓϋンドルの位ஔがෳࢼ
数ある日本のローϥに対する配ྀ不なͲを理༝に
対したが，େ多数のࢍ成によΓ৽業務ঝ認され，
検討開࢝となった。
・ISO/NP 7096（現行版＝ JIS A 8304）土工機械─
運転員の座席の振動評価試験ˡ各種の機ցについ
て，運స員の࠲੮のৼ動ୡ特性に関するϕンνࢼ
験方๏及びڐ容基準を規定する規֨の&6フΟジカ
ルΤージェント（ਓ体ৼ動）ྩࢦվਖ਼にう（と思
われる）վਖ਼Ҋで当֘作業άルーϓ *SO�TC�127�
SC�2�8G�23 のコンϏナー݉ P- を #G#BV 木建
設職業保ݥ合の)BSUEFHFO ੮メーカの࠲からࢯ
GSBNNFS 社の SUBIM 開することと࠶にަしてࢯ
なΓ，日本は現ঢ়で特ஈなく，また，୲当ࠃの
ドイπが検討しているೖ力件の見直しで，機種に
よってはىৼप数をい方にมߋする場合，ࢼ験
設備がほとΜͲないが生じるなͲとして対し
たがࢍ成େ多数で৽業務としてঝ認されている。
・ISO 9244: 2008/DAmd 1.2（現行൛ʹ +*S�"�8312）
土工機械─機械安全ラベル─通則ˡ建設機ցの
҆શϥϕルの௨ଇを規定するとともに，事ྫを
ఏࠓ，ڙ回ิ（P-はถࠃ%FFSF 社のਤه߸ઐ
Ոの GBTU では，現行規定は҆શ標識શ般をԣ（ࢯ
அ的に৹議する *SO�TC�1�5�SC�2 の規定に不ద合
で，色でࣔすࢭېのਤه߸はԫ色をഎܠとしては
ならない（ന地とすき）とされていることにし
ているがあるため，ੋਖ਼のためのิҊがථ
にされたが，日本の業としては，҆શϥϕル
とはいってもશ機種が対象となるのでେมなख間を
生じるがあΓ，また，ࠃ内のਤه߸のઐՈに
意見をٻめたとこΖ，ิҊもΉしΖ҆શ標識શ般
をԣஅ的に৹議する *SO�TC�1�5�SC�2 の規定に不
ద合が૿えるがあるとされ，ͦの点をࢦఠして
%"Mに対ථしたが，ࢍ成多数でঝ認され，た
ͩし各ࠃ意見を考ྀして第 ථに進められ，࣍2
ؙにࣼઢを EP�OPU の意ਤで用いるのは必ͣしも൱
定されておらͣ，ୠし，*SOの（共௨的）規定によっ
てന地の্に用いるきとなっているので，ࠃ内で
の工業会さΜの҆શ標識についてͲう考えるかؚめ
検討要。
・ISO/NP 10968（現行൛ʹ +*S�"�8�1�）土工機械─

操縦装置ˡ運స員の搭する機ցの主要ૢॎஔの
要ٻ事項を規定する現行൛に対してスウェーデン
のアタッνメントメーカのرによるνルトロー
テータૢ作加なͲのվਖ਼ఏҊで *SO�TC�127�
SC�2�8G�26（コンϏナー݉ P- は SUFFMXSJTU 社の
SUPDLIBVT で検討中，平成（ࢯ 27 年 1 月 1� 日，2
月 � 日，3 月 5 日，� 月 7 日，6 月 � 日に8FC 会議
開催され，日本からコマπ　出Ӝࢯ・間ࢯٶ及び事
務局が参画，日本としてはショϕルのブーϜスイン
ά，オフセットૢ作用ԣஔきϖダルなͲのөをఏ
ҊしておΓ，日本の意見のөをਤるため，ޙࠓ，
Ҋจ整備に協力していく必要がある。
・ISO/AWI 12117-1（現行൛ʹ +*S�"�8�21）土工機械
─ショベル系掘削機械の保護構造の室内試験及び性
能要求事項─第 1部：横転時保護構造ˡミχショ
ϕルがԣసなͲしたときに運స員が機ցにԡしつͿ
される可性をらすための保ޢ構TOPS の੩
ՙ重下のෛՙ特性のධՁ方๏及び性要ٻ事項を規
定しているが，վਖ਼ఏҊでは規֨のద用ൣғをミχ
からେ形に֦େすることが意ਤされておΓ，日本は
すでにస࣌保ޢ構の規֨ *SO�12117�2 発行ࡁΈ
として対も，Ԥभの支࣋で৽業務となった経Ң
があるが，当֘ *SO�TC�127�SC�2�8G�17 のコン
Ϗナー݉P-の)BSUEFHFO ѱ化によΓͦの߁の݈ࢯ
にྩࢦに機ցطの動きなし，たͩし，内容面ではޙ
対Ԡする༉ѹショϕルに関するԤभ整合化規֨ &/�
�7��5 にөされているがある。
・ISO 12117-2:2008/DAmd 1（現行版＝ JIS A 8921-2）
土工機械─ショベル系掘削機保護構造の台上試験及
び性能要求事項─第 2部：6トンを超える油圧ショ
ベルの転倒時保護構造（ROPS）ˡ༉ѹショϕルが
సなͲしたときに運స員が機ցにԡしつͿされる
可性をらすためのస࣌保ޢ構 3OPS の੩
ՙ重下のෛՙ特性のධՁ方๏及び性要ٻ事項を規
定する規֨に関して日本からදࣔなͲに関する小修
ਖ਼のิをఏҊ（P-　コマπ　ా中ࢯ），%"Mঝ
認されたが，日本がఏ出したҊจを *SO 中ԝ事務
局でిࢠ的にॲ理するࡍにҊจの٭注がൈけてしま
うࢫの不備のੋਖ਼をࢦఠしているとこΖである。
・ISO/DIS 13031土工機械─クイックカプラ─安全ˡ
アタッνメントのクイックカϓϥの҆શ性につい
て検討，いったΜ%*S ঝ認されたが，各ࠃ意見ௐ
整・ӳࠃ)S& ҆શ衛生ிのコンϏナーୀなͲの
ため，いったΜऔΓ下͛て࠶度 SC�2�8G�1�（ӳࠃ
の工業会O#の ,FOU がࢯ P-݉コンϏナーをҾܧ）
で検討し，৽業務を%*S ஈ֊から࠶開し，1� 月 21
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日ظ限でථ中，以લはアタッνメントメーカの
という認識で当֘ *SO�TC�127�SC�2�8G�1� 
の参画をおおΉͶ見ૹっていたが，機ଆのӨڹ
もあるので，平成 26 年 6 月 1� 日のύϦの࿑ಇ総局
%GTでの会合にはコマπ　間ࢯٶが出੮している。
・ISO/CD 13766-1土工機械─電磁両立性─第 1部：
典型的な電磁両立性環境における電磁両立性機能要
求事項
��ISO/CD 13766-2土工機械─電磁両立性─第 2部：
機能安全面での電磁両立性要求事項
��l （現行൛ʹ +*S�"�8316）機ցの֎部ి࣓ڥに
対する性イミϡχテΟと，֎部ڥの機ցから
の์ࣹΤミッションがいͣれもదਖ਼であるి࣓྆立
性を規定する規֨で，イミϡχテΟ要ٻレϕルが
C&/ の &/�133��（自動ं同様レϕル）と *SO�
13766（よΓ高い要ٻレϕル）との不整合をղফす
る方向でのվਖ਼がਤられておΓ，日本としては，प
数ଳ域の֦େ，ిքڧ度のଥ当性なͲ，ݒ೦点を
ఠしつつ当֘ࢦ *SO�TC�127�SC�2�8G�16（P- ݉
コンϏナーはドイπの&MCࢼ験会社の,FMMFSCBVFS
を派遣して，日本（ࢯ٢ా　コマπ）にઐՈ（ࢯ
に不合な方向とならないよう参画をਤっている
が，建設機ցの実機でのࢼ験可なి҉ࣨを所༗
するのは日本ではコマπ 1社ͩけであΓ，各種ସ
，であΓگ験๏に関しての論議が行われているঢ়ࢼ
平成 26 年 11 月のドイπでのࡍࠃ作業άルーϓ会議
で方向性が一ԠはまとまΓ，৽業務として࠶開され，
C%ථでঝ認され，6 月 18 日のドイπで8G会
議が開催され，ޙࠓ，%*S に進めるく検討を進め
ることとなっている。
・ISO/pWi 13649土工機械─火災予防ˡ工機ցのՐ
༧についての標準化ఏࡂに対するফՐஔʙՐࡂ
Ҋであるが，SC�2�8G�15（コンϏナー݉ P- はถ
ࠃ %FFSF 社の8FTU ࡍࠃで検討中も，日本は（ࢯ
8G会議の参加を見ૹっておΓ，ৄࡉ不ৄ。
・ISO/AWI 17757土工機械─自律式機械システムの
安全ˡ当初は，自ࣜ機ցの҆શ性に関して検討開
であったが，日本もେ形重ダンϓトϥックの自࢝
運సにऔΓΜでいることもあΓ各地で開催のࡍࠃ
SC�2�8G�22（コンϏナー݉ P-はถࠃ 3PMFZ ത࢜）
会議に（ଞに平成 26 年 6 月の8FC 会議にも）コ
マπԕౢࢯなͲが参画，機ցの用者をרきࠐΜで
の検討となったため，機ցを用するシステϜをؚ
Ή規֨ҊとなΓ，また，߭ࢁでの用を中心に検討
のため，TC�82（߭業）との連ܞҊ件となっている。
2�15 年 6 月のストックϗルϜでの会合では，ະͩ，

ఠが多く，会議ࢦ༿の定ٛがᐆດであるといったݴ
での࣌間の࿘අを͙ためฤू委員会をผ్設定し
てͦこで検討することとなっている。
・ISO/NP 19014土工機械─制御システムの安全─リ
スクアセスメント及びパフォーマンスレベル PLの
決定ˡ *SO�138���1（ʹ +*S�#��7�5�1）に基ͮき，（ి
系の҆શ関連部に関しޚ以֎もؚΉ）機ցの੍ࣜࢠ
てϦスクੳ及びϦスクのධՁฒびにύフΥーマン
スレϕルのܾ定に関して標準化をਤΓ，҆શ要ٻ事
項を規定するఏҊであるが，Ϧスクアセスメントに
関しては，ԣஅ的規֨として参রする *SO の *SO�
138���1 と *&C の *&C�615�8 でのࠩҟがあって，લ
者に基ͮく方向ではあるものの，論議のऩଋは容қ
でなく，日本からも各地で開催のࡍࠃ SC�2�8G�2�
（コンϏナーはถ3ࠃPMFZ ത࢜，P-はテーマによっ
て୲）会議にコマπ　ా中（ণ）ࢯなͲが参画
しておΓ，5月のストックϗルϜでの会合にଓいて
本年 8月のオϦアでの会議にも出੮༧定である。
・ISO/CD 20474-1～ 13（一部は JIS A 8340規格群
に対応）土工機械─安全ˡ�&6機ց（҆શ）ྩࢦに
対Ԡする工機ցのԤभ整合化規֨&/��7� に基ͮ
く機種ผ҆શ規֨であΓ，第 1部では工機ց共௨
の҆શ要ٻ事項を規定し，第 2部ʙ第 13 部では機
種ผの҆શ要ٻ事項を規定しているが，&/��7� の
規੍との不整ࠃし，また，各ࢦ৽൛との整合を目࠷
合をආける方向でվਖ਼Ҋ検討中で，日本としてもࠃ
ࡍ *SO�TC�127�SC�2�8G��（コンϏナー݉ P- は
7PMWP 社の /JMTTPO を主に参画して日本の利（ࢯ
ுしてきたが，ࡢ年 11 月のドイπでの会合では༉
ѹϗースに関して，ഁ྾に対する҆શ �を८って
論議となΓ，また，ԡし௵すݯݥةがଘ在する場合
୯なるڧ化ガϥスの用はޢखஈとは認められな
いとの注هは，ϙϦカーϘωートの૭ࡐや合わͤガ
ϥス，目ガード加なͲでの対Ԡが必要となる可
性があるなͲのが生じておΓ，本年 5月のロ
ンドンでの8G会議には8FC で参画となったが，
いͣれにしても年内に%*S ථに進める方向なの
で，8月༧定の8G会議にはコマπの方が出੮༧
定である（8月はじめのঢ়گ）。なお，ࠃ内๏ྩͦ
のଞに関しては，各ࠃ๏ྩの方がݫしい場合ͩけ各
هをࢫまたは各地域によっては規定がଘ在するࠃ
ड़となっているがある。また，طଘの ISO/TS 

20474-14土工機械─安全─第 14部 : 各国又は地域
固有の規定項目の情報に関しては，第 1部ʙ第 13
部で，各ࠃ規੍との不整合をආける方向とすること
として第 1� 部ഇࢭとすることとなったが，日本と
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しては日本の実情をөさͤる必要があΓ，લࠃه
8Gに参画してҾきଓき日本の意見を主ுしてࡍ
いく。なお，第 5部に関して，基になる&/��7��5 で，
TOPS 要ٻが規定されているがある。
・ISO/pWi TR 25398土工機械─搭乗式機械の全身振
動暴露の事前評価指針─研究機関，団体及び製造業
者の国際整合測定データˡ各種の機ցの各種用
での運స員のਓ体ৼ動を測定したデータをまとめ
た技術報ࠂについて，&6フΟジカルΤージェント
（ਓ体ৼ動）ྩࢦվਖ਼にう（と思われる）վਖ਼Ҋ
であるが P-݉ SC�2�8G�12 コンϏナーのドイπの
)BSUEFHFO の体ௐにが生じたため，Ҋ件進ࢯ
ఀでͦのޙの情報なし。

（5）SC 3案件
・ISO/DIS 6405-1（現行൛ʹ +*S�"�831��1）土工機械
─操縦装置及び表示用識別記号─第 1部：共通識
別記号
��ISO/DIS 6405-2（現行൛ʹ +*S�"�831��2）土工機械
─操縦装置及び表示用識別記号─第 2部：特定機種，
作業装置及び附属品識別記号
��l 第 1 部は，ૢॎஔや機器のදࣔに用いるֆจࣈ
シンϘルで機種共௨のものを規定し，第 2部は，ૢ
ॎஔや機器のදࣔに用いるֆจࣈシンϘルで特定
の機種に関するものを規定，ࠓ回のվਖ਼Ҋでは多く
のਤه߸加，様ࣜを࠷৽の規定に基ͮくものにす
るなͲのվਖ਼Ҋで，日本からは，一部のਤه߸に関
して日本からਤݪ߸ه形をఏ出するなͲし，平成
26 年 6 月に開催の SC�3�8G�12（コンϏナー݉ P-
はถࠃ%FFSF 社のਤه߸ઐՈの GBTU には日（ࢯ
本からも参画して検討，なお，日本としてはϋイブ
Ϧッドに関するਤه߸もいったΜఏҊしたが合意を
ಘられͣ，࣍のิなͲで検討となっているので，
準備要のঢ়گである。当面，ਤه߸の *SO のొ
が進Μͩものの加ͩけに限定して第 1部及び第
2部 %*S ථにされ，ࢍ成େ多数でঝ認の方向と
思われる。
・ISO/NP 6750（現行൛ʹ +*S�"�833�）土工機械─
運転取扱説明書─内容及び様式ˡ運సऔѻ説明ॻに
関してスェーデンがվਖ਼を目論見，SC�3 委員会内
で 1 か月ථ実施（� 月 26 日ظ限）して TC�127�
SC�3�8G�13（コンϏナー݉ P-はࢼ験機関 SMPの
OMTTPO 検討ޙࠓ，を設立するܾ議がঝ認され（ࢯ
༧定。
・ISO/AWi 10968土工機械─音響警報装置─室内試
験手順及び要求事項ˡถࠃ୲当（P-݉ SC�3�8G�7

コンϏナーは%FFSF 社 CPOF 年ࡢ，で（ࢯ �月には
ӳࠃの機器メーカ#SJHBEF 社で会合，日本からはコ
マπ　東ࢯࢁが出੮して参画しているが，ͦのޙԻ
ࠫଡなくఀ，ถࠃからは本件はऔΓ下͛とのも
ฉこえているので要確認。
・ISO/pWi 12509土工機械─照明，信号，車幅などの
灯火及び反射器ˡ࿏্及び࿏֎で必要となる౮Րྨ
のऔ及び性要ٻ事項を規定，点໓౮なͲ考ྀの
վਖ਼ఏҊで，ࠃ内๏ྩとのᴥᴪを回ආのため，（一
社）日本産業ं྆協会の意見もٻめ，平成 26 年 3
月の C%準備のための SC�3�8G�11（コンϏナー݉
P-はถࠃTFSFY 社MFSGFME αンデΟΤΰ会議（ࢯ
にも事務局小ࢯ出੮，C%準備に࣌間を要するた
め，いったΜऔΓ下͛てC%用Ҋจを SC�3�8G�11
で検討中（� 月 1 日ظ限），合意されれ，業務࠶
開してC%ථに進める༧定である。
・ISO/DIS 14990-1土工機械─電機駆動式機械並びに
関連構成部品および装置の電気安全─第 1部：一
般要求事項
��ISO/DIS 14990-2土工機械─電機駆動式機械並びに
関連構成部品および装置の電気安全─第 2部：外
部電源機械の特定要求事項
��ISO/DIS 14990-3土工機械─電機駆動式機械並びに
関連構成部品および装置の電気安全─第 3部：内
部電源機械の特定要求事項
��l シスࢠ動及びϋイブϦッドࣜ工機ցのిۦؾి
テϜの҆શ性の規֨Ҋで，*&C�6�2���1 を参考とし
ているが，จ面は独自のฤूとなΓ，طにϋイブϦッ
ドࣜ機ցなͲでઌ行している日本にとってない
かの点もあΓ，SC�3�8G��（コンϏナー݉ P- は
%FFSF 社8FJSFT なࢯ会議にコマπ　ඌാࡍࠃ（ࢯ
ͲઐՈを派遣，ిؾ機器のిѹࢼ験なͲに関す
る日本の意見をఏ出，ͦれらは，%*S ථはຬථで
ঝ認された。たͩし，主としてฤू্の意見がେ部
ではあるものの各ࠃ意見が多いので，ͦれらをॲ
理して発行に進めようとしているとこΖである。
・ISO/NP 15143-3土工機械及び走行式道路工事機械
─施工現場情報交換─第 3部：テレマティクスデー
タˡ機ցからಘられ，業者のシステϜをհして
ωット配信されるデータの標準化をถࠃが（施工現
場情報ަの）第 3部としてఏҊ，日本が従来から
当֘ࡍࠃ作業άルーϓ *SO�TC�127�SC�3�8G�5 の
コンϏナー（コマπ　ࢁ本ࢯ）であるが，ถࠃから
回ఏҊをѻうとしてࠓ P- のMPOUHPNFSZ にަࢯ
との意向があったものを，共同コンϏナーとする
ことでถࠃもྃঝ，平成 27 年 2 月のถࠃでの会議
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には日本から �໊参画，5月のドイπࠃでの会議に
は 3໊参画，たͩし，日本は機ց管理データをメー
カのϢーザғいࠐΈ的にద用しているが，ถࠃఏҊ
はデータのオーϓンシステϜでのద用を目ࢦしてお
Γ，日本にա度に不合な方向とならないよう，日
本ଆとしてੵۃ的にऔΓΜでいく必要があるঢ়گ
で，特に，各社͝とにҟなるނোஅコードを（標
準化ͤͣに）アクセス63- のܾめ方を標準化する
方向としている点に関してはセキϡϦテΟ面でのݒ
೦もあΓ，日本ଆは従来の +CM"S及び *SOの第 2
部ではϞχタύωル্にࠂܯされるදࣔのਤه߸の
*SOコードをద用している点からͲう考えるか，ま
た，従来の第 2部のデータࣙॻでは，各データ項目
について，データ֓೦໊শͩけでなくϢースέース
をөさͤたデータ໊শを規定していたので，この
第 2部と整合をਤる必要があるなͲのが出てき
ている。ถࠃは，このҊ件の発行をٸいでおΓ，ਖ਼
ࣜ *SO 規֨を目標とすると年内発行は難しく，合
意件の؇い *SO�TS（技術様ॻ），*SO�P"S（公
開様ॻ）なͲのダウンάレードも考えている模
様であるが，લه点のଞに，Ҋจを *SO จॻ
として整備するのがઌܾというঢ়گでもある。
・ISO/DIS 15818.2土工機械─つり上げ及び固縛箇所
─性能要求事項ˡ機ցͦのもののΓ্͛及び固റ
のためのアイのڧ度なͲに関して規定，参考として
方๏についてもهड़する日本୲当（P-݉ SC�3�8G�
� コンϏナーはコマπ　ࢯ࡚ٶ）で，ドイπのνェー
ンメーカ・職業保ݥ合の要ٻで規定を҆શଆとし
てきたが，インフϥؚめ日ถでは対ԠにあΓ
'%*S 不ঝ認，%*S にして第 ࣍2 %*S ථに進Έ，
ථの݁Ռঝ認されたが，各ࠃ意見を整理して，7
月 6日に各ࠃઐՈに配して確認ޙ'%*S に進め
るく準備中である。

（6）SC 4案件
・ISO 7132:2003/CDAmd 1（現行൛ʹ +*S�"�8�22�1）
土工機械─ダンパ─用語及び仕様項目ˡ࿏֎用の
重ダンϓトϥック及び不整地運ൖंの用ޠ及び様
項目を規定する規֨で，日本୲当（P-�日立建機　
高ࢯࢁ）で，不整地運ൖंのਤの修ਖ਼なͲのิҊ

を作成，C%ථ中（日本は当વࢍ成）である。
・ISO 7135:2009/ pWi Amd 1（現行൛ʹ +*S�"�8��3�
1）土工機械─油圧ショベル─用語及び仕様項目ˡ༉
ѹショϕルの用ޠ及び様項目を規定する規֨で，
日本からޙ方小ટ回形༉ѹショϕルの用ޠ及び定
ٛ加のิをఏҊ，平成 2� 年の TC�127 総会で
日本欠੮もあって日本にとって受けೖれがたい方向
でҊจ修ਖ਼がܾ定されたため，いったΜऔΓ下͛て
開の方向で準備中（୲当　コϕルコ建機　下֞内࠶
。（ࢯ
・ISO/pWi 8811（現行൛ʹ +*S�"�8�2�）土工機械─
締固め機械─用語及び仕様項目ˡローϥ及びϥンド
フΟルコンύクタの用ޠ及び様項目を規定する
規֨を，日本୲当（SC���8G�3 コンϏナー及び P-
は事務局）で日本のメーカのཤଳ（ۦ動）ࣜロー
ϥ，ৼ動タイϠローϥ，ւ֎メーカの多֯形ローϥ
なͲの形ࣜ加をਤっておΓ，%*S ঝ認も %*S ೋ
ޙࠓ，間を要しいったΜキϟンセル࣌Ҋจ作成に࣍
*SO�TC�127�SC���8G�3 に意見র会して，࠶度/P
ఏҊし࠶開༧定。
・ISO/FDIS 8812土工機械─バックホウローダ─用語
及び仕様項目ˡバックϗウローダの用ޠ及び様項
目を規定する規֨の様ࣜの見直しなͲのվਖ਼Ҋで，
֎用されていない機ցであるが，ւ内ではຆͲࠃ
では小規模建設現場，業関なͲで広く用され，
日本メーカはւ֎現地生産しておΓ，日本は一部の
ฤू্のهޡ，ਤのޡΓなͲをࢦఠし，'%*S ථ
ঝ認ࡁΈであるが，各ࠃ意見のөにख間औってい
る模様である。
・ISO/pWi 16417-1土工機械─油圧ブレーカ─第 1部：
用語及び仕様項目ˡ༉ѹブレーカの用ޠ及び様項
目を規定する規֨Ҋで，P-はؖࠃ，SC���8G��（コ
ンϏナーɿถࠃ/FWB で検討中，いったΜऔΓ（ࢯ
下͛て，8FC 会議を௨じて検討（日本からもݹՏ
ロックドϦルの方なͲが参画），Ҋจがほ΅まとま
Γ，8FC 会議でのະղܾ点は8GのઐՈථに
され（8月 1� 日ظ限），ͦのޙ，*SO としてのਖ਼
ࣜ業務࠶開のための৽業務ఏҊථにされること
となった。
�



��建設機械施工 Vol.67　No.9　September　2015

千代田区永田町一丁目，霞が関二丁目付近，再構築工事現場見学会

建設業部会　機電技術者交流企画WG

1．はじめに

建設部会主催の機ి技術者のएख現場見学会が平成
27 年 7 月 13 日にӬాொのシールド現場において実施
されたのでհする。参加者は事務局をؚめ 21 ໊で
あった。

2．工事概要

この工事はट東ژの中　Ӭాொ・բが関地۠の
下ਫಓங工事である。この地۠の՝として 3つڍ
͛られる。
（1）��この地۠はډߖにྡ接しておΓ，ࠃ内֎からޫ؍

٬が๚れる一方，ジョΪンάやࡦࢄをָしΉ場と
してو重なਫลۭ間となっている。ډߖ内は主
ͩったਫݯがなく，ਫの॥がগないด性ਫ域
のため，ਫ質ѱ化が進Μでいる。

（2）��この地۠はࠃの中機関が多く，ة機管理্ඇৗ
に重要な施設がू中して立地する地域であるとと
もに地下మなͲ地下ۭ間が高度に利用されている
ことから，ۙ࠷ස発する߽Ӎにって，େきなඃ
。性があるݥةとなる

（3）��この地۠はઓલに整備された下ਫಓ管もあΓ，ଛ
ইすれ٧まって下ਫのྲྀれがѱくなったΓಓ࿏
ؕのݪҼとなる。以্ 3つの՝を以下の形で
整備する。

（B）��์ ྲྀઌをډߖ内から۱ాにมߋし，ਫڥ
のվળを行う。

（C）���Ӎਫの一部を幹ઢ内等にஷ留可とし，ਁਫ対
。化を行うڧのࡦ

（D）ط��設の下ਫಓ管の࠶構ஙを実施し，ٺ化対ࡦ
のਪ進を行う。

工事場所ɿ��東ژઍా۠Ӭాொ一ʙೋஸ目，բが関
ೋஸ目

発 注 者ɿ東ژ下ਫಓ局�中部下ਫಓ事務所
施 工 者ɿલా・େ日本建設共同企業体
工事内容ɿシールド工事（)�7టਫࣜシールド工๏）
　　　　　シールド機　֎ܘП28�� NN・ॎೋ連

　　　　　一࣍෴工　主要ࢬઢᶃɿ151� N
　　　　　　　　　　主要ࢬઢᶄɿ81� N
　　　　　セάメント　֎ܘП27�� NN
��がΓП22্　　　　　　　　　　　 NN　෯ 1 N
　　　　　立工　アーバンϦンά
��П3ܘ֎　　　　　　　　　　 NʙП6�� N�
　　　　　　　　　各 5か所
　　　　　ౚ݁工　��シールド発進・౸ୡ・立ਪ進ิ

ॿʷ 5か所

3．現場見学

現場見学は，事務所において工事֓要等の説明を受
けたޙ，現場Ҡ動し行われた（写真─ 1，2）。

ࣸਅᴷ �　工֓ࣄཁઆ໌ঢ়گ

ࣸਅᴷ گঢ়ֶݟݱ　�
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進ঢ়گとして主要ࢬઢᶃは 662 N�151� N　主要
ઢᶄはࢬ 5�� N�81� N というঢ়گで 12 N� 日で۷進
している。
)�7工๏は当現場で 5つ目となΓશて࡚重工が
設計している。
੍作අ用はかかるが一度に 2அ面施工が可である
ので工ظがॖできる。
当現場は地の協議等で立ஙに੍限があるた
め，2அ面を 1つの立から施工している。
)�7工๏はલޙにͦれͧれ固定ϐンがあΓͦれ
によΓ 2機のマシンが一体となっている。するࡍ
はͦの固定ϐンをҾきൈく事によΓ行う。
現場のೖ管理はコンϐϡーター੍ޚでೖカード
がないとೖれないものであった。۷進管理も同じくコ
ンϐϡーター管理で 1� のϞχターにて 2のシール
ド機۷進管理を行っている。

現場はࠃ会議事ಊのす͙ۙくにԻϋウスが建てら
れておΓͦの中に発進立がある。中間立はܕࢢ
ѹೖέーソン工๏であるアーバンϦンά工๏によΓங
された（写真─ 内は配管が。（3 6種ྨ，ؾ用
෩管があΓਅΜ中にيレールがあるという形であ
る。్中 253 のۂٸઢՕ所は෯ 3� DN のスνールセ
άメントであった。Իϋウス内はటਫॲ理，ਫॲ
理設備，࠭ϐット，現場事務所等ϋウス内スϖース
を࠷େ限に用し設ஔしている（写真─ 4）。

4．おわりに

回の見学会に͝協力頂きࠓ，にେมおしい中ޙ࠷
ましたલా・େ日本 +7関者のօ様に，ްくྱޚਃ
し্͛ます。
�

ࣸਅᴷ 設ஔՕॴʢΞʔόϯϦϯά工๏ʣཱ　� ࣸਅᴷ �　Իϋεঢ়گ
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02-143 動的破砕による杭頭処理工法

五洋建設
カヤク・ジャパン
宇部興産
相模工業

⾣概　　　要

産，および૬模工業のڵ༸建設，カϠク・ジϟύン，Ӊ部ޒ

�社は，ඇՐༀの動的ഁࡎࡅによるߌ಄ॲ理工๏をઋࢢ内の

マンション工事現場にద用し，これまで૽Ի・ৼ動をうはつ

Γ作業や施工্の不確定Ҽࢠが多い੩的ഁࡎࡅなͲが主ྲྀで

あったߌ಄ॲ理を৽した。

ඇՐༀながらߌ಄の༨Γ部を一ؾにഁࡅすることが可

な動的ഁࡎࡅは，ۚଐのؐݩԠを利用したもので，ࠓ回ద用

した工๏では，ߌ಄༨Γ部がਫ平ഁஅし，まとまったղ体

ยとして重機等で容қにॲ理することができる。

本工๏の基本である動的ഁࡅ技術は，۽本高等ઐ学校の中

ଜ༟一特教तが長年研究された成ՌのԠ用で，ഁࡎࡅをༀ

するϗルダーにͦの特がॖڽされている。Έはࢸって؆

୯で，ࢁ形߯を 2つ重Ͷ合わͤたஅ面がͻし形の୦管のఈ部に

2ຕ重Ͷの߯൘をऔΓけ，ਫやがೖらないようにࢭਫした

ༀϗルダーをےߌ立࣌に༧定ഁஅ面に固定し，ߌ施工ޙに

と点Ր具をணし，ϦードઢをԆࡎࡅ点でഁ࣌಄がද出したߌ

৳し，༗ઢのԕִૢ作によΓॠ࣌にߌ಄をഁࡅする。また，্

方のഁࡅ力を߆ଋするため，ߌ಄ఱにߗ性のແऩॖϞ

ルタルを用いている。

⾣特　　　徴

動的ഁࡅは，一般的には明確に定ٛされていないが，Րༀࡎ

によるিܸが発生するഁࡅではなく，Ի以下のガスѹによ

るॠ間的なഁࡅとされる。また，ඇՐༀのഁࡎࡅによる動的ഁ

は必要ないが，メーカー֨ࢿを行う場合，作業者は，特に๏的なࡅ

が実施するऔѻい教育を受講しておく必要がある。また，ഁࡅ

作業者は，Րༀྨऔѻ保҆者や発ഁ技師，コンクϦー

トഁࡅ器作業主者のいͣれかの֨ࢿを༗する必要がある。

まͣ，各ༀϗルダーからԆ৳されたϦードઢを直ྻに接ଓ

し，ͦれをԆ長έーブルでഁࡅ信߸機に接ଓする。ഁࡅを行う

場合，当֘のߌ಄からは 3� N以্れた位ஔで行う。また，

ߌのため，രシートやരを当֘ࢭඈ来・ࢄのඈ࣌ࡅഁ

಄にרき，ࡐをരマットなͲで෴う。ഁࡅは，当֘ߌの

3� N以ԕにଞ作業者をҠ動さͤたޙ，スϐーカなͲでप知さ

ͤて҆શを確保したঢ়ଶで行う。

，ඈ来がないことを確認し・ࢄの֎ଆにඈࡐは，രޙࡅഁ

രࡐをऔΓ֎す。ഁࡅが，ਫ平，Ԗ直の྆方向とも発生し，

಄部が༲重できるߌのҾっֻかΓなͲもなく，支োなくےమߌ

とஅされた場合は，ߌ಄部の除ڈ作業にҠ行する。

⾣用　　　途

・場所ଧͪコンクϦートߌ

・3C構の部ࡐ

⾣実　　　績

・ઋࢢ内のマンション（場所ଧͪߌɿ26 体）

・ւࢢ内のෳ合施設（基ૅղ体ɿ6� /�NN2 のコンクϦート）

⾣問 合 せ 先

༸建設᷂　経営管理本部　経営企画部　広報άルーϓޒ

˟ 112�8756　東ژจָޙ۠ژ 2�2�8

T&-ɿ�3�3817�755�

ࣸਅᴷ �　ಈతഁࡎࡅʢՐ۩ͱʣ ਤᴷ �　ༀϗϧμʔ

ਤᴷ �　ༀϗϧμʔ設ஔ֓ཁ

ࣸਅᴷ̎ ମݧࢼલɾࡅഁ　 ࣸਅᴷ�　രɾԻཆੜ

ࣸਅᴷ�　ഁޙࡅɾݧࢼମ ࣸਅᴷ�　ഁޙࡅɾഁஅ໘

ࣸਅᴷ�　ݱɾഁࡅঢ়ଶ
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04-357 A-Flash計測システム 錢高組
演算工房

⾣ 概　　　要

において，େきなม位が生じるような࣌トンωルの۷ַࢁ

地ࢁでは，ม位の計測ස度を૿やして，ม位の૿加量をૣظに

Ѳする必要があった。また，ม位の計測݁Ռは，計測୲当者

がデータを PCにてॲ理する必要があΓ，݁Ռをਝに現場関

。者にୡすることが՝であった

ͦこで，ַࢁトンωルน面に設ஔしたセンαーによΓ，ఱ

下量やน面のม位量のେきさ（内ۭม位）の管理レϕルを，

ޫの色（-&%）で可ࢹ化できる「"�'MBTI 計測システϜ」を

化した。これによΓ，現場関者がϦアルタイϜに，ͦの場

でม位ঢ়ଶをѲすることができる。

本システϜは，「主要地方ಓେધҁཬࡾઢ（Ծশ）小ੴ

トンωルங工事」（施工ɿ᭝高・๛ౡ建設工事共同企業体）

のトンωル۷中の内において設ஔし，性を確認した。

⾣ 特　　　徴

本システϜは，従来の計測（計測工"という）のϙイント

に対Ԡする位ஔに受ޫセンαーを設ஔし，一般にトンωル内に

ৗ࣌ਾえけられている測量用のトータルステーションのレー

ザーޫを，受ޫセンαーに対してরࣹする。ͦのࡍ，受ޫセン

αーは，レーザーޫの受ޫ位ஔにԠじて管理レϕルの色を

-&% で発ޫする。これによΓ，従来の計測方๏に対して，

-&%の発ޫ色の目ࢹによって，現場関者がͦの場でϦアル

タイϜにน面ม位のঢ়ଶをѲできる機が加わったことで，

現場の҆શ・҆心につながるとともに，ૣظにิॿ工๏なͲの

対ࡦを行うことでトンωルの҆定に立つ。

機の特として，以下が͛ڍられる。

ᶃ௨ৗ体੍（੨色），注意体੍（色），要注意体੍（ԫ色），

重注意体੍（色）等のݫ �色に対Ԡ

ᶄトータルステーションは，自動的に意の間ִでレーザーޫ

を受ޫセンαーにরࣹ可

ᶅͦのため，初ظ設定ޙ，現場関者は，自動でม位ঢ়ଶを

Ѳが可

ᶆ一୴レーザーޫが受ޫセンαーにরࣹされると，࣍にレー

ザーޫがরࣹされるまで，ޫの色の点౮をҡ࣋

ᶇ受ޫセンαーはిסで 1ϲ月ۦ動するため，ม位がऩଋす

るఔ度まで，ిのऔΓえが不要（ল配ઢ）

ᶈԖ直ม位とਫ平ม位を，ͦれͧれの -&%でѲ可

⾣用　　　途

トンωル（/"TM）工事ַࢁ・

・シールド工事，留やԾڮࢅ等のԾ設のม位確認なͲ

⾣問 合 せ 先

᷂᭝高　技術本部　技術研究所

˟ 1�2�8678　東ژઍా۠一൪ொ 31

T&-ɿ�3�521��2���

᷂ԋࢉ工

˟ Ӄ中立ച下ルޫܙஐ۠ژ্ࢢژژ　6�2�8268

ཬொࢁ 237 ൪地 3

T&-ɿ�75��17��1��

ࣸਅᴷ �　डޫηϯαʔ設ஔঢ়گ

ਤᴷ �　डޫηϯαʔͷ֓ཁ

ਤᴷ �　γεςϜશମਤ
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▶〈02〉掘削機械

15-〈02〉-02
住友建機
後方超小旋回型林業用ベースマシン

SH75X-6A

’15.02発売
モデルチェンジ

2�1� 年ഉ出ガス規੍にద合した৽ܕ 7トンޙ方小ટ回ܕ༉ѹ

ショϕル「S)759�6"」のྛ業用ϕースマシンである。೩ྉタンク

を従来機ൺ 2�ˋアッϓし，څ༉αイクルのԆ長と長࣌間運సを可

とした。ϋーϕスタ様では，೩අϞードのまま࠷高回సで

νェーンソーをえるオートアクテΟブソーϞードˎ1 を標準備，

また木ࡐάϥッϓル様ではϓロϙーショナルスイッνˎ2 をオϓ

ション備している。

キϟブ内૽Իを 8 E#（"）ݮし，पลͩڥけでなくオϖレー

タにも配ྀしている。23� の˃ޙ方ࢹքをカバーする/&T*S（৽技

術情報ఏڙシステϜ）のフΟールドϏϡーϞχター（'7M）を標

準備し，また3OPSキϟブも搭載して҆શ性の向্をਤっている。

ˎ 1ɿ��オートアクテΟブソーϞードɿオートソーସスイッνを

O/にするͩけで，௨ৗの木ࡐϋンドϦンάૹ࣌ࡐは，೩අ

を重ࢹしてΤンジン回సをえ，νェーンソー用࣌は，自

動的に࠷高回సに্ঢする機構。

ˎ 2ɿ��ϓロϙーショナルスイッνɿアタッνメントのϖダルૢ作を

レバーにऔΓけられたスϥイドスイッνでࢦઌૢ作できる

ようにしたもので，ϖダルૢ作よΓർれにくく，ࣼ地での

ૢ作が容қになる。

දᴷ �　4)��9��" ͷओͳ༷

ϋーϕスタ様 木ࡐάϥッϓル様

運స質量（ブレード༗）� （U） 8�28 8�1�

定֨出力 （L8�NJOʵ 1） ���2���

ഉؾ量� （-） 2�17�

೩ྉタンク容量� （-） 12�

作動༉容量� （-） �6�3

�ܘେ作業࠷ （N） 6��3 5�36

�େ作業高さ࠷ （N） 6�72 6�33

�େ作業ਂさ࠷ （N） 3��3 3��8

�ܘટ回ޙ （N） 1�35

શ長�（ブレード༗）� （N） 6�3�

アッύーશ෯� （N） 2�27

શ高� （N） 2�72

クローϥશ長� （N） 2�8�5

クローϥશ෯� （N） 2�32

シϡー෯� （N） ���5

�地্高࠷ （N） ��36

Ձ֨（੫ൈき）ˎ3�（ඦສԁ） 25

ˎ 3ɿブレード，,&S-"2�S) アタッνメントき

合ͤઌɿॅ༑建機ൢച᷂　営業企画部

˟ 1�1�6�25　東ژ۠େ࡚ 2�1�1

ࣸਅᴷ �　ॅ༑建機　4)��9��"　ํޙখટճۀྛܕ༻ϕʔεϚγϯ

15-〈02〉-04
クボタ
ミニバックホー（後方小旋回形）

TOUGHシリーズ　U-30-6

’15.04発売
新機種

ަ௨ল第ࠃ 建設機ցのܕഉ出ガス基準・および૽Ի࣍3

基準にద合した自社Τンジンおよび *SO҆શ規֨のTOPS（ˎ 1）�

OPG（ˎ 2）トッϓガードレϕルᶗ（ˎ3）に準ڌした 2本支பのキϟϊϐ，

シートϕルトを標準備して，҆શ性を高めた 3 U クϥスޙ方小ટ

回形ミχバックϗーである。

バέット۷力を 13ˋアッϓ（従来機ൺ）・ブーϜΓ্͛力を

22ˋアッϓ（従来機ൺ）したことによΓ，作業ޮを向্さͤてい

る。

ૢ作レバーを中立の位ஔにすと �ඵޙに自動的にΤンジンが　

アイドϦンάঢ়ଶとなΓ，࠶びૢ作レバーを動かすとݩのΤンジン

回స数に্ঢする「オートアイドル」によΓ，ল೩අ・૽Ի化を

ਤっている。

作業中も画面が確認しやすい「લஔきデジタルメータ」を機体の

લ面に配ஔし，େきな画面とシンϓルなදࣔによΓ，見やすさを向

্さͤている。
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දᴷ �　6����� ͷओͳ༷

バέット容量� （N3） ����

�さਂେ۷࠷ （N） 2�82

�ܘେ۷࠷ （N） ����5

�高さେ۷࠷ （N） ��57

機ց質量� （U） 2���

定֨出力� （L8（PS）�NJOʵ 1） 18��（25�7）�22��

行度　高ʗ� （LN�I） ��6ʗ3�1

�力ࡔొ （度） 3�

接地ѹ� （LPB） 2��3

�地্高࠷ （N） ��2�

クローϥશ෯（シϡー෯）� （N） ��3

શ長ʷશ෯ʷશ高（༌ૹ࣌）� （N） ��53 ʷ 1�55 ʷ 2��65

Ձ֨� （ඦສԁ） 5�1�62

ˎ 1　��TOPSɿTJQ�OWFS�PSPUFDUJWF�SUSVDUVSF　ԣస࣌にシートϕ

ルトをணした運స者を保ޢする構

ˎ 2　��OPG�ɿOQFSBUPS�PSPUFDUJWF�GVBSET　トッϓガード

ˎ 3　��トッϓガードは，運స੮্方からのམ下に対してオϖレー

タを保ޢする構で，レϕルᶗは小さいؠੴおよびഁยͦの

ଞの小形体からの保ޢを目的としている（+*S�"8�22）

ࣸਅᴷ �　ΫϘλ　6�����　ϛχόοΫϗʔ

දᴷ �　.$���$ͷओͳ༷

クレーン容量� （U）ʷ（N） 2��8 ʷ 1��

�ܘେ作業࠷ （N） 8��25

�େ地্༲ఔ࠷ （N） 8��

�େ地下༲ఔ࠷ （N） ʵ12

フック্ר度� （N�NJO） �（�  � 本ֻ）

ブーϜ長さ� （N） 2�535 ʙ ��13� ʙ 5�685 ʙ 7�2�� ʙ 8�7�5

ブーϜ৳度� （N�TFD） 6�26�2�

ブーϜى度� （度 �TFD） � ʙ 8��1�

ટ回度� （度 �TFD） 36��6�

定֨出力� （L8�NJOʵ 1） 1��8�26��

行度　1ʗ 2�（LN�I） � ʙ 1�6ʗ� ʙ 2�6

�力ࡔొ （度） 2�

アウトϦガ࠷େு出෯
��57� ʷ 3�7�� ʷ ���66

�ଆʷલଆޙଆ・ӈଆʷࠨ （N）

શ長ʷશ෯ʷશ高� （N） 2�75 ʷ ��6� ʷ 1���

機ց重量� （U） 1�77

Ձ֨（੫ผ）� （ඦສԁ） 6�3

（注）��（1）ガソϦンΤンジンを搭載�
（2）ブーϜはશ自動 5ஈ（2ஈॱ3，ॖ৳࣍ʙ 5ஈ同࣌৳ॖ）�
（3）アウトϦガ࠷େு出෯はアウトϦガ中心間ڑ�
（�）૽Իܕ建設機ցࢦ定

▶〈05〉クレーン，インクラインおよびウインチ

15-〈05〉-01
前田製作所
クローラクレーン（伸縮ブーム形）

MC295C

’15.02発売
モデルチェンジ

建設ࡐࢿのՙ作業用として，ࢁ間ࣼ部，ڱい建設現場，Ϗル

内部や্なͲで෯広く用される 2�� U クϥスのクレーンであΓ，

作業力の向্をਤってϞデルνェンジしたものである。

従来機のMC285C にൺ，クレーン容量や࠷େ作業࠷・ܘେ

地্༲ఔを向্さͤ，さらに機体શ෯を小さくしたことで，よΓڱ

所の進ೖを可としている。また༉ѹ行2ସの採用によΓ，

不整地ではΏっくΓとした 1Ϟード，整地ではい 2Ϟードと

用్にదしたスϐードで行が可となΓ，Ҡ動のޮ化をਤって

いる。

ܕガバナき7ࢠి 2 ガソϦンΤンジンによΓ，҆定したؾ

スϐードでクレーン作業を行うことができる。さらに，ి受信ঢ়

かる方向ϥジコンを標準備し，ૢ作性を向্さͤて࣌がৗگ

いる。

҆શஔとして，רաܯ報ஔ，༉ѹ҆શห，సܯ報ஔ，༉

ѹ自動ロックஔ，ਫ準器，ֻۄけϫイϠ֎れࢭめ，ܯ報ブザーを

標準備している。

合ͤઌɿ᷂クϘタ　建設機ց営業部　営業 1άルーϓ

˟ 573�8573　େࡕຕ方ࢢ中ٶେ 1ஸ目 1൪ 1߸
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合ͤઌɿ��᷂ લా作所　産業機ց本部　産機事業部　営業部

　　　　　ൢച促進՝

˟ 388�8522　長ࣰࢢϊҪޚฎ 1��5

ࣸਅᴷ �　લా࡞ॴ　.$���$　ΫϩʔϥΫϨʔϯ

15-〈05〉-02
大裕
消波ブロック吊上装置

 F3C

’14.08発売 
新機種

工事におけるফブロック，ඃ෴ブロック，コンクϦート構ߓ

のഁ֪ࡅなͲのఫڈ作業やੵΈࠐΈに用いる༉ѹۦ動ܕの࣋

ஔである。従来の機ցࣜάϥブ，バέπでは施工困難な種々のҟ

形ブロックの্͛が可である。

ஔは，࣋ஔ本体，ύϫーϢχット，ϗースϦールで構成さ

れておΓ，࣋ஔ本体をクレーンでΓ，本体動力をڅڙする

2本の༉ѹϗースの܁出しをి動のϗースϦールで行うことによΓ

ブロックの࣋を行っている。

ૢ作は，ϦϞコンによるࡾ本௺の開ดと，クレーンによる্͛ר

下͛のר 2系౷であΓ，クレーンのオϖレータによるϫンマンૢ作

が可である。また，࣋ஔ本体のଆ部にフックを設けておΓ，

クレーンの主ר及びิרによる 2点Γૢ作によΓ，ఫڈ・ਾ࣌

において࣋ૠೖ֯度や࣋ブロックの࢟֯度を੍ޚすることが

できる。

্͛作業中に༉ѹϗースがഁஅしても࣋ঢ়ଶをҡ࣋し，ブ

ロックのམ下をࢭできるように，ѹ力を保࣋するアキϡーϜレー

タと҆શห内ଂܕ༉ѹシϦンダを採用し，҆શを確保している。さ

らに，༉࿙れ等によΓສが一֎部作動༉がྲྀ出しても，ڥ・生

ଶ系のӨڹをݮできる生ղ性५༉7FSTJPO2（日本ڥ協

会認定基準）を採用している。

本体にオϓションの -&%ਫ中カメϥをऔΓけることによΓ，

オϖレータ੮，ધ্デッキなͲにϞχタで画૾をදࣔすることがで

දᴷ �　'�$ͷओͳ༷

࣋対象ブロック重量� （U） 12 ʙ 6�

ブロック種ྨ テトϥ，٭なͲ

機ցੇ๏　高さ� （N） 7�2

　　　　　෯� （N） 3�5

重量� （U） 27

ଳ設備　ύϫーϢχット� （） 1

　　　　　ϗースϦール� （） 1

�ं　　　　　 （） 1

Ձ֨� （ඦສԁ） 8�

合ͤઌɿେ༟᷂

˟ 572���77　େࡕ৸ࢢ点 �ஸ目 11�7

ࣸਅᴷ �　େ༟　'�$　ফϒϩοΫ্ஔ

きる。

࣋対象とするফブロックの形ঢ়は，テトϥϙッドܕ（重量

12 ʙ 6� U）を基本としているが，シΤークܕ，シーロックܕ，ϥ

クナܕ，ܕ٭やඃ෴ブロック，έーソンのഁ֪ࡅなͲ多種多様な

ブロックにも対Ԡしている。

本ஔをऔΓけるクレーンધは，্͛るブロックの重量と作

業ൣғによΓ選定する。

本ஔを用したແਓ化施工によΓ，ߓ工事のブロックのେܕ

化によるજਫ作業のݥة，જਫ࢜の高ྸ化によるܧޙ者の不在や，

ւ象件ѱ化にうՔಇ下のをղফすることがظされる。
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15-〈05〉-03
日立住友重機械建機クレーン
クローラクレーン

SCX700-3

’15.03発売
新機種

オフロード๏ 2�1� 年ഉ出ガス規੍，༌ૹ規੍に対Ԡした࠷େつ

Γ্͛ՙ重 7� U のクローϥクレーンである。

「ૉ SC3システϜ」を採用した৽ܕクϦーンΤンジンによΓ，

従来機にൺ /OY（ૉࢎ化），PM（ཻࢠঢ়質）ともに

���ݮさͤている。

さらにオートアイドルストッϓ機に加え，ܰෛՙ࣌にΤンジン

回సのままϋイスϐードのר・্͛ר下͛を可にする &COウ

インνϞードを搭載しておΓ，これによΓ，CO2 のഉ出ݮおよび

೩අ向্をਤっている。

作業面では，ޙܘをクϥス࠷小の 3��8 N とし，ڱᯀ地に対

Ԡさͤるとともに҆શ性に配ྀしている。また，カウンタウΤイト

検出きのݮগカウンタウΤイト様（オϓション）によΓ，重量

੍限のある構やڮࢅなͲ，様々な現場ঢ়گに対Ԡしている。

フϦーフΥールϞード対Ԡウインν（オϓション）に備えたブレー

キϖダルには，従来の౿ΈࠐΈࣜϖダルにえてコントロールしқ

いつΓ下͛ࣜϖダルとしている。Ϧンク構の見直しによΓ，つΓ

ՙ重量によるૢ作֮ײのม化をえるなͲ，ણࡉなブレーキૢ作に

よΓ，ૢ作ർ࿑もܰݮさͤている。

また，ટ回機構は，コントロールしやすいスϜーζなટ回動作を

実現さͤている。ટ回中立ブレーキやڧ෩࣌のટ回ૢ作にޮՌを発

するટ回ブレーキૢ作ϖダル（オϓション）によΓ，オϖレータش

の経験や技量に頼ることのない容қなૢ作としている。

標準備の༧保શシステϜ「ϦϞートセンシンά」によΓ，機

දᴷ �　4$9����� ͷओͳ༷

クレーン様 タϫー様

�ܘେつΓ্͛ՙ重ʷ作業࠷ （U ʷN） 7� ʷ ��� 13 ʷ 1���

ブーϜ長さ� （N） ��5 ʙ 5��5 ʵ

タϫー長さ� （N） ʵ 21�7 ʙ �2�7

タϫージブ長さ� （N） ʵ 1� ʙ 31

ローϓ度　フロントʗϦϠ�（N�NJO） 1�5

　　　　　　ブーϜى෬� （N�NJO） 67

　　　　　　タϫージブى෬�（N�NJO） ʵ 55

ટ回度� （NJOʵ 1） 5��

行度（高ʗ）� （LN�I） 1�8ʗ1�2

�力ࡔొ （�） 3�

Τンジン໊শ カミンζ2S#6�7
（2�1� 年基準ద合）

定֨出力� （L8（PS）ʗNJOʵ 1） 2�1（273）ʗ2���

�ܘޙ （N） 3��8�

接地ѹ� （LPB） �3 1�3

શ備質量� （U） 7��� 82��

Ձ֨（クレーン標準様ɿ੫ൈ）
� （ඦສԁ） 75�� 1�1��

注ɿද中，各作業度はෛՙによΓม化する。

ցの݈߁ঢ়ଶをѲし，ダウンタイϜの࠷小化とメンテナンスの向

্，整備࣌間やコストのݮをਤっている。

い合わͤઌɿ日立ॅ༑重機ց建機クレーン᷂　ൢച企画部

˟ 11����15　東ژ東۠東্ஸ目 �൪ 3߸

ࣸਅᴷ �　ཱॅ༑ॏ機械建機ΫϨʔϯ　4$9�����　ΫϩʔϥΫϨʔϯ

14-〈05〉-08
タダノ
ラフテレーンクレーン

CREVO 500G3α，GR-500N

’15.04発売
新機種

5� U Γのϥフテレーンクレーンである。ܰ量・コンύクトな 3

࣠キϟϦϠによΓ，ं྆総重量 357�5 LH でچϞデルよΓ 31�� LH

のܰ量化をਤっている。キϟϦϠ長は �53� NNで機動性に༏れ，

また，運స੮からバンύલ間をେ෯にॖし，લ方ࢹ認性の向্

をਤっている。さらにブーϜઌに 2方向の広֯カメϥを標準備

し，Ϟχタによるࢹ認性の向্で，ブーϜಥ出によるϦスクのݮ

をਤっている。

長࠷ 17�7 N，3 ஈフルオートジブによΓ，࠷େ地্༲ఔ 55�7 N

を実現し，高༲ఔ作業における作業ྖ域を֦େしている。また，ジ

ブのு出・֨ ೲ作業࣌の高所作業をなくした「S"CO�+JC（αコジブ）」

は，ブーϜશ৳長でもு出・֨ೲでき，҆શ性の向্とলスϖース

化を実現し，作業࣌間のॖを可としている。

デΟーθル特घ自動ं 2�11 年ഉ出ガス規੍対ԠのΤンジンは，

行࣌や作業࣌の自動࠶生機つき%P' を備している。また，

૽Իܕ建設機ցのࢦ定もऔಘしている。

キϟϏンのアクセスを҆શに行う，֨ೲࣜのঢ߱ステッϓ，さ

らに，લ方とޙ方には，固定ࣜステッϓを設ஔし，Γにくいフϥッ
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දᴷ �　(3����/ͷओͳ༷

クレーンॾݩ

クレーン容量
ブーϜ� （U ʷN） 5� ʷ 2�3

ジブ� （U ʷ ）˃ � ʷ 77

　ブーϜ長さ� （N） ��6 ʙ 37��

　ジブ長さ� （N） 8�� ʙ 17�7

ブーϜى෬֯度� （ ）˃ � ʙ 8�

ジブオフセット� （ ）˃ 5 ʙ 6�

キϟϦϠॾݩ

Τンジン໊শ カミンζ2S-���"

Τンジン࠷େ出力� L8ʨPSʩ�NJOʵ 1ʨSQNʩ 276ʨ375ʩ�1���ʨ1���ʩ

Τンジン࠷େトルク� /・NʨLHGŋNʩ�NJOʵ1ʨSQNʩ 1��1ʨ152ʩ�15��ʨ15��ʩ

શ長� （N） 12�6�

શ෯� （N） 2�78

શ高� （N） 3�7�5

�ڑ࣠ （N） 1�5� ʴ ��6�

Ձ֨（੫ผ）� （ඦສԁ） 68��

注）Ձ֨は，備等によΓҟなる

トフェンダーと共に，҆શなঢ߱・Ҡ動を可としている。

ͦのଞ，クレーンの作業࣌や行࣌の೩ྉফඅ情報をৗにදࣔす

る「೩ྉফඅϞχタ」や，作業中のクレーンの不要なΤンジン回స

数を੍ޚする「Τコ ŋϞード」，ͦして作業中の༉ѹϙンϓు出量

の࠷ద੍ޚをਤる「ϙジテΟブ・コントロール」なͲ，೩අ対Ԡ

をਤっている。また，ܞଳ௨信によるクレーンのՔಇঢ়گ，GPS

による位ஔ情報確認，さらに保क管理のための情報をウェブαイト

でαϙートするテレマテΟクス8FC 情報αーϏス�h )&--O�/&T �ɦ

を備している。

ࣸਅᴷ �　λμϊ　$3&70����(�Ћɼ(3����/　ϥϑςϨʔϯΫϨʔϯ

▶〈07〉せん孔機械およびブレーカ

15-〈07〉-02
キャタピラージャパン
油圧ブレーカ

H35Es/H45Es/H55Es/ H65Es

’14.12
新機種

1�5 トンから 5�5 トンクϥスのミχ༉ѹショϕル，スキッドステ

アローダ，およびコンύクトトϥックローダといった小ܕ向け

の༉ѹブレーカ �Ϟデルである。

༉ѹݯとなる各種小ܕ༉ѹショϕルの性をҾき出すことでଧܸ

力を発شし，ؠੴなͲをഁࡅできる。また，ブレーカの࣋つଧܸ性

を発شしやすいトッϓマウントのブϥέットˎ1 を採用している。

ϋウジンάˎ2 は対শ構を採用しておΓ，ロックΤッジˎ3 ຎ

には࣌ 18� 度ϋウジンάを回సして，対ଆのロックΤッジを用

することで，ຎのू中を͙ことができる。また，ُ྾を発生し

難い一体構のαイドϓレートや，ෛՙのू中を͙ۂ面形ঢ়のલ

ੴなͲがഁؠ。性を向্しているٱ面によΓ，༉ѹブレーカのޙ

。機構を備しているࢭするۭଧࢭされると自動的にଧܸをఀࡅ

さらに，άϦース（५ࡎ）のࢷڅやπールのަなͲも容қに

行える。

ˎ 1　��トッϓマウントのブϥέットɿ�ブϥέットは༉ѹショϕルと

ブレーカを接合するஔ。ブϥέットによってブレーカの্

部を༉ѹショϕルにணすることから，トッϓマウント（ॎ

う。トッϓマウントに対し，ブレーカのԣにுΓ出ݴと（ܕ

したブϥέットによってணするタイϓはαイドマウント

（ԣܕ）とݴわれる。

ˎ 2　��ϋウジンάɿ�ブレーカ内部の動力Ϣχットを෴うカバー。

ˎ 3　��ロックΤッジɿブレーカ本体部のຎをࢭするためにブ

レーカ本体のઌにணされたガード。

දᴷ �　�)��&T�)��&T�)��&T��)��&T ͷओͳ༷

)35&T )�5&T )55&T )65&T

運స質量� （LH） 125 171 26� 315

ଧܸ数� （回ʗ） 6���18�� 78��18�� 6���168� 72��17��

ΤωルΪー� （+） ��7 5�2 813 1�85

作動༉ྲྀ量� （-ʗ） 12�35 25�62 3��85 ���115

作動ѹ� （MPB） 16�5 17�� 16�5 16�5

લޙ長さ� （NN） 3�� 3�� 3�6 3�5

෯� （NN） 311 311 �51 �51

高さ� （NN） 86� 1��6 11�8 132�

πールܘ� （NN） �� 5� 58 68

πールಥ出長さ� （NN） 2�� 26� 32� 371

Ձ֨� （ඦສ，੫ผ） ��77 ���7 1�3 1��2

合ͤઌɿ᷂タダϊ　マーέテΟンά部

˟ 13����1�　東ژాُ۠ 2���12
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දᴷ �　4)��9��"�,, ͷओͳ༷

標準アーϜ ロンάアーϜˎ1

運స質量ˎ2� （U） 8�51 8�56

Τンジン໊শ いすʎCP��-&29

定֨出力� （L8�NJOʵ 1） ���2���

ഉؾ量� （-） 2�17�

೩ྉタンク容量� （-） 12�

�3ˎܘେ作業࠷ （N） 6�62 6���

�େ作業高さˎ3࠷ （N） 7�82 8�15

�େ作業ਂさˎ3࠷ （N） 3�18 3�58

�ܘ小フロント࠷ （N） 2��3 2�31

�ܘટ回ޙ （N） 1�35

શ長� （N） 6��5 6�5�

શ高� （N）� 2�8�

શ෯� （N） 2�32

標準シϡー෯� （N） ���5

Ձ֨（੫ൈき）� （ඦສԁ） 13�5

ˎ 1ɿアタッνメント回స機なし　
ˎ 2ɿΤンドアタッνメントを除く
ˎ 3ɿ作業ൣғはアーϜઌϐン位ஔでදࣔ

合ͤઌɿॅ༑建機ൢച᷂　営業企画部　

˟ 1�1�6�25　東ژ۠େ࡚ 2�1�1

ࣸਅᴷ �　��ॅ ༑建機　4)��9��"�,,　༉ѹγϣϕϧʢํޙখટճܕʣ
Ողମ༷

▶〈10〉環境保全およびリサイクル機械

15-〈10〉-03

住友建機
油圧ショベル（後方超小旋回型）
木造家屋解体仕様

SH75X-6A KK

’15.04発売
モデルチェンジ

木 2֊建Ոのղ体をޮよく行える༉ѹショϕルである。作

業高さ 8�15 N（ロンάアーϜ࣌）を実現し，ޙ方小ટ回ܕのޙ

ટ回ܘや広いࢹによΓ，ڱい場所での作業にもదした構と

している。ϞードସによΓେׂѹࡅ機Ϟードにすることで，্

ղ体から基ૅղ体までを 1で行うことができる。

従来機にൺ೩අ性を 5ˋݮさͤている。さらにキϟブ内૽

Իを 8 E#（"）ݮし，पลͩڥけでなくオϖレータにも配ྀ

している。/&T*S（৽技術情報ఏڙシステϜ）ొのフΟールド

ϏϡーϞχター（'7M）を標準備し，また 3OPS キϟブも搭載

して҆શ性の向্をਤっている。

合ͤઌɿキϟタϐϥージϟύン　広報ࣨ

˟ 158�853�　東ژੈా୩۠用լ ��1��1

ࣸਅᴷ �　Ωϟλϐϥʔδϟύϯ　$BU�& γϦʔζ　༉ѹϒϨʔΧ
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දᴷ �　'����8�ɼ#1��8�ͷओͳ༷

'17�185 #P3185

本体質量� （LH） 713� 6215

શ長� （NN） 5��5 5��5

શ෯� （NN） 1�55 1���

શ高� （NN） 1�7�

ฮ෯� （N） 1�75 ʙ ��1
（༉ѹ৳ॖ）

1�7 ʙ 3�1
（༉ѹ৳ॖ）

ฮް� （NN） 1� ʙ 15�

ฮ度� （N�NJO） 1�� ʙ 11

ϗッύ容量� （UPO） ���

定֨出力� （L8�NJOʵ 1） 3����22��

行ஔ形ࣜ ϗイールࣜ

Ҡ動度� （LN�I） � ʙ 7�5

締固機構 バイブレータ

ৼ動数� （)[） � ʙ 5�

加方ࣜ ϓロύンブロアバーナࣜ

Ձ֨� （ඦສԁ） 3���（੫ൈき） 2���（੫ൈき）

ਤᴷ �　σΟεϓϨΠ

ࣸਅᴷ �　ൣଟ機械　'����8�　ΞεϑΝϧτϑΟχογϟ

▶〈13〉舗装機械

15-〈13〉-02
範多機械
アスファルトフィニッシャ
F1741W5，BP31W5，F1432W5，BP25W5

’15.9発売
新機種

PM除ڈ用のޙॲ理ஔ%PM'（デΟーθル・ύーテΟキϡレー

ト・マター・フΟルタ），コϞンレール，ブローバイガスؐݩஔ

の搭載及びిޚ੍ࢠによΓ，オフロード๏ 2�1� 年基準にద合した

アスフΝルトフΟχッシϟである。

基本力はલϞデルと同等としながら，各ஔの੍ޚをిޚ੍ࢠ

化することによΓ，ڥ性のΈではなく，ૢ作性，҆શ性，メン

テナンス性向্もਤっている。

ૢ作部には 7インνのカϥーデΟスϓレイ（図─ 1）を備して

おΓ，作業ঢ়ଶや注意ىשがΓやすく，また，ϗッύー内දࣔカ

メϥによΓ，ৗ࣌ϗッύー内合ࡐ量のঢ়گを確認しながらの作業

と同࣌にલ方の҆શ確認も可としている。

行ૢ作に関しては，度ௐ整を行うための行レバーの特性を，

施工࣌は重ࢹとなる特性とし，デΟスϓレイには行度レϕ

ルメータをදࣔ，さらにదਖ਼度レϕルをレϕルメーター্にදࣔ

（マーク）する機も備しておΓ，従来機よΓも施工度の設定

が容қなシステϜにしている。

合ࡐのൖૹについては，従来機同様ϘϦϡーϜによΓൖૹ度を

意に可ม可なシステϜとしておΓ，本ϞデルではデΟスϓレイ

にレϕルメータをදࣔし，さらにデΟスϓレイ্に備した高ࢃ

き出しϘタンをԡすことで一࣌的に࠷高度にして，合څڙࡐ不

。をਤっているݮ間ロスのܰ࣌の࣌

これらによΓ，ࠓまで以্に作業࣌のෛՙϜϥやϜダをえるこ

とができ，さらに本Ϟデルに加したΤコϞードを選すれ，作

業࣌௨ৗ 2��� NJOʵ 1 のΤンジン回సを下͛て施工可（ෛՙ্ঢ

性向্及ڥえ）なため，この機もซͤるとさらに自動࣌

び೩ྉඅݮもਤられている。また，アスフΝルトフΟχッシϟの

施工において，೩ྉඅはͦの作業ޮによΓେきくมわるため，デΟ

スϓレイにՔಇཤྺϖージを設け，աڈ 7Քಇ日のՔಇ࣌間（Τン

ジン運స࣌間，施工࣌間）をදࣔすることによΓ，ͦのデータを利

用して，ϢーザーଆでՔಇޮ向্や೩ྉඅݮの計画を立てるこ

とも可である。

また，デΟスϓレイには，%PM'関を中心に各種のࠂܯදࣔ

をすることで，事ނ，トϥブル等のະવࢭをਤっている。

本Ϟデルは，ഉガス対ࡦに必要なిޚ੍ࢠを，ͦれ以֎のஔの

，方๏の෯が広がったがޚにも利用することによΓ，各ஔの੍ޚ੍

ഉガス対ࡦによるՁ֨アッϓをえるため，࠷限必要な機器構成

の中で，ૢ作性の向্をਤっている。特に，作業者と機ցとのイン

ターフェイスの要となっているデΟスϓレイ内のදࣔとϘタンૢ作

は，直ײ的でわかΓқいデザインをコンセϓトとし，容қにૢ作で

きる機ցとして開発されている。
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合ͤઌɿൣ多機ց᷂　技術౷ׅ部

˟ 555���11　େࢢࡕཎ۠ౡ 5���76

ࣸਅᴷ ��　ൣଟ機械　'����8�　ΞεϑΝϧτϑΟχογϟ

▶〈14〉維持修繕・災害対策用機械および除雪機械

15-〈14〉-02
クボタ
スイング式電動草刈機　しずかる

GC-E300

’15.01発売
新機種

෯מ 3�� NNのి動自ࣜמ機である。%CブϥシレスϞータ

動によΓ૽Ի化，ແഉ出ガスでॅ地ۙ߫の地や学校・公Ԃۦ

なͲにおけるۙྡॅ民配ྀしたמΓ作業にదしている。

ϋンドルৼ動のݮによΓ作業者のෛ୲をܰݮ，作業度のϘ

ϦϡーϜௐ整によΓແஈ֊の作業度มߋによΓ作業者のา行度

に合わͤた作業ができる。

େ容量ϦνウϜイオンバッテϦ（クϘタి動ミχߞうΜ機のバッ

テϦと݉用可）はՈఉ用ిݯで؆୯にॆిができ，1回のॆిで

 6� のמ作業ができる。ిؾスイッνで؆୯に࢝動でき，Τ

ンジンࣜとൺて࢝動࣌のϦコイルやνョークのૢ作および೩ྉの

දᴷ ��　($�&��� ͷओͳ༷

�෯מ （NN） 3��

�高さמ （NN） 1�31（2 ஈ֊ௐઅ）

શ長ʷશ෯ʷશ高� （NN） 173� ʷ �3� ʷ �1�

機体質量� （LH） 3��8

定֨出力� （L8（PS）�NJOʵ 1） ��6（��8）�����

�େ出力࠷ （L8（PS）�NJOʵ 1） ��735（1��）�35��

動機の種ྨݪ %CブϥシレスϞータ

バッテϦの種ྨ ϦνウϜイオン

定֨ిѹ� （7） 36

バッテϦ容量� （"I�8I） 13�8��65（UZQ）

動方ࣜ࢝ スイッνؾి

ドϥイブ方ࣜ 動ۦྠ�

มஈ数 લ・ޙ進 1ஈ

作業度� （N�T） ��31 ʙ ��38

ਕ形ࣜמ ロータϦࣜ 1࣠ �ຕのフϦーਕ

Ձ֨（੫ൈき）� （ඦສԁ） 標準様 ��2� ʗ
バッテϦ 様ݸ2 ��28� ʗ
バッテϦ 様ݸ� ��1�1

合ͤઌɿ᷂クϘタ　関連技術部

˟ 5�3��823　େࡕ۠ࡖࢢࡖੴ北ொ 6�

ࣸਅᴷ ��　ΫϘλ　($�&���　εΠϯάࣜిಈמ機　͔ͣ͠Δ

දᴷ ��　'����8�ɼ#1��8�ͷओͳ༷

'1�3285 #P2585

本体質量� （LH） 5��� 5�7�

શ長� （NN） �685 �665

શ෯� （NN） 168�

શ高� （NN） 1���

ฮ෯� （N） 1�� ʙ 3�2
（༉ѹ৳ॖ）

1�� ʙ 2�5
（༉ѹ৳ॖ）

ฮް� （NN） 1� ʙ 15�

ฮ度� （N�NJO） 1�� ʙ 1��7

ϗッύ容量� （UPO） 3�3

定֨出力� （L8�NJOʵ 1） 3��7�22��

行ஔ形ࣜ ϗイールࣜ

Ҡ動度� （LN�I） � ʙ 7��

締固機構 バイブレータ

ৼ動数� （)[） � ʙ 5�

加方ࣜ ϓロύンブロアバーナࣜ

Ձ֨� （ඦສԁ） 22�8（੫ൈき） 21�3（੫ൈき）

保管・管理が不要である。

フϦーਕの採用とמΓ（ͻくがΓ，2� NN以下のמΓऔΓ）

ਕ機構מする独自のスインάࣜਕ部がલמは進行方向に対して࣌

によΓ，のഉ出がスϜーζでഅ力ロスがগないため高ີ度の地

でも高な作業を可としている。
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建設工事受注額･建設機械受注額の推移
建設工事受注額：建設工事受注動態統計調査(大手50社）　　　 　　　　　　　 （指数基準　2008年平均=100）
建設機械受注額：建設機械受注統計調査（建設機械企業数24前後）　　　　 （指数基準　2008年平均=100）

受注額受注額

' 08    ' 09    ' 10 '11 '12 '13 '14

四半期･月

年

200

'14 '15

150

100

50
建設工事受注額

建設機械受注額（海外需要を除く）

建設機械受注額（総額）

建設工ࣄडಈଶ౷ܭௐࠪ（େख 5� 社） （୯位ɿԯԁ）

年　　月 総　　計

受　　　注　　　者　　　ผ 工　事　種　ྨ　ผ
ະফ化�
工事高 施工高民　　　間

�公�ி ͦ�の�ଞ ւ　　֎ 建　　ங 　　木
計 ��業 ඇ業

2��8 年 1���56 �88�7 22�5� 758�7 25285 57�1 1�18� �8836 �122� 128683 1�228�
2��� 年 1����7 66122 12�1� 53712 2�1�� 58�3 �3�2 66187 3�22� 1�3�56 12883�
2�1� 年 1�2�66 6��36 11355 58182 221�1 5�72 5�5� 71�57 31��8 1�7613 1�6112
2�11 年 1�6577 73257 15618 576�� 228�6 �835 568� 73�83 325�6 112�78 1�5�5�
2�12 年 11���� 73�7� 1�8�5 5�133 261�2 �8�6 ��33 76625 3337� 1131�6 111�76
2�13 年 132378 8�133 1�681 7��53 31155 �66� 7127 ��61� �1�63 12��76 12���1
2�1� 年 13�286 8��77 16175 6�3�2 �31�3 �822 1�887 86537 527�8 138286 125�78

2�1� 年� 6 月 11538 711� 1385 572� 3782 361 281 7615 3�22 13523� 11171
7 月 1�588 6�35 1187 52�7 286� 373 �16 66�5 3�83 138�35 7882
8 月 1�877 55�6 11�� �352 32�7 336 17�� 7��6 3�31 1387�8 �176
� 月 13�61 ��8� 1�26 7557 2855 �66 657 �25� �211 13��33 13��5
1� 月 11711 7�83 1�17 5666 2�27 �71 1231 721� ���2 1��773 8�15
11 月 �5�� 631� 1225 5��5 2��� 385 35� 66�2 2��2 13�657 1�2��
12 月 121�� 72�� 133� 5�15 32�� 386 127� 8117 ��82 138286 1�32�

2�15 年� 1 月 1�538 7525 15�2 6�23 2��� 36� 16� 7817 2721 1�781� 1�22�
2 月 113�6 78�� 117� 6635 2�1� �38 1�8 7788 3517 136��8 1�628
3 月 1�5�3 12683 1855 1�828 63�2 ��7 112 11622 7�21 1��33� 1�823
� 月 11836 87�1 2135 6656 2383 557 1�5 8�8� 33�7 1�5��� �2�6
5 月 81�3 5622 1131 ���1 1�58 353 26� 528� 2��8 1�526� �626
6 月 13316 8635 1525 711� 3��5 5�2 73� 8758 �558 ʵ ʵ

建　設　機　械　ड　　࣮　 （୯位ɿԯԁ）

年　��　月 �8 年 �� 年 1� 年 11 年 12 年 13 年 1� 年 1� 年
6 月 7 月 8 月 � 月 1� 月 11 月 12 月 15 年

1 月 2 月 3 月 � 月 5 月 6月

総　� � � 　 ֹ 18��� 7��2 153�2 1�52� 173�3 17152 183�6 1653 15�1 1�27 167� 1652 137� 151� 1388 158� 1732 15�3 1388 16��
ւ� ֎� ध� 要 12��6 �727 11��� 15163 12357 1�682 11��� �57 1��5 872 112� 1�63 883 1�37 �2� 1�2� 1�75 �73 8�� ��5
ւ֎ध要を除く 51�3 2765 3�38 �357 ��86 6�7� 63�7 6�6 536 555 55� 58� �87 �77 �68 56� 657 62� 5�� 655

（注）2��8 ʙ 2�1� 年は年平ۉで，2�11 ʙ 2�1� 年は࢛͝ظとの平ۉでਤࣔした。
2�1� 年 6 月以߱は月͝とのをਤࣔした。

出యɿࠃަ௨ল建設工事受注動ଶ౷計ௐࠪ
　　　内ֳ経ࡁ社会総合研究所機ց受注౷計ௐࠪ
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■除雪機械技術委員会 幹事会
月　日ɿ7月 7日（Ր）
出੮者ɿߐ本平委員長ほか 17 ໊
議　ɿᶃϗーϜϖージの作成について
ᶄロータϦ除ઇंの҆શ対ࡦについて
ᶅロータϦ除ઇं性ࢼ験方๏の検討
について　ᶆ除ઇ機ցのมભについて
ᶇ除ઇ機ց技術ϋンドブックの見直し
について（ロータϦ除ઇं，除ઇάレー
ダ，除ઇドーザ）　ᶈ工場見学ͦのଞ
ᶉ平成 27 年度৽規՝（Ҋ）につい
て，・現場見学・҆શマχϡアル作成・
建設機ց要ཡの見直しฤू

■基礎工事用機械技術委員会
月　日ɿ7月 8日（ਫ）
参加者ɿࢁ下高ढ़委員長ほか 1� ໊
議　ɿᶃఏڙ「༸্෩力発ిの基
ૅ工事用�Ϟϊύイル۷機ց」の
հ　ᶄ基ૅ工事用機ցのྨとͦのア
タッνメントの整理について　ᶅ建設
機ց要ཡ 2�16 の見直し内容について
ᶆ 6�12 開催の合同技術連བྷ会での当
委員会の発ද報ࠂ　ᶇ্地下ௐ整
中間立χϡーマνックέーソン工
事の現場見学会について　ᶈͦのଞ

■トンネル機械技術委員会 建設生産シス
テムの変革分科会
月　日ɿ7月 15 日（ਫ）
参加者ɿ٦৳一Պ会長ほか 15 ໊
議　ɿᶃַࢁT/ɿ「େஅ面」「େਂ度」
「長ڑ」についての要ٻされる技術
要ૉの確認　ᶄシールド T/ɿ「େஅ
面」「େਂ度」「長ڑ」についての要
される技術要ૉの確認　ᶅ技術を検ٻ
する対象の論จ・報จについて確認ࡧ
ᶆ具体的な論จ・報จの検ࡧ方๏につ
いて

■ダンプトラック技術委員会
月　日ɿ7月 16 日（木）
出੮者ɿా中委員長ほか 7໊
議　ɿᶃ各社トϐックスについて　　
ᶄ建設機ց要ཡ 2�16 の「֓説」見直
しについて　ᶅਓࡐ育成のテーマɿ
:PVTVCF ө૾の選定と具体的な )P
のܝ載方๏について　ᶆ 6�12 開催
の機ց部会・業部会合同技術連བྷ
会の報ࠂについて　ᶇͦのଞ

■ショベル技術委員会
月　日ɿ7月 17 日（ۚ）
出੮者ɿඌ্༟委員長ほか 1� ໊
議　ɿᶃ現場地力ࢼ験ஔのショϕ
ルメーカのհ　ᶄ経産লの平成
27 年度লΤωルΪーܕ建機ಋೖิॿ
事業についての報ࠂ　ᶅ 6 U，12 U，3� U
のࢢ場೩අデータの検討について　　
ᶆ現ঢ়バέットクϥスけϕースに対
するΤンジン出力クϥスけ検討委員
長Ҋに対する，各社意見について　　
ᶇ 6�8 開催のް࿑ল・クレーン協会か
らのクレーン機き༉ѹショϕルの
説明・意見ަについての報ࠂ　ᶈ建
設機ց要ཡ 2�16 見直しの委員長タタ
キҊに対する各委員のҊについて　
ᶉフϥンス「インターマット 2�15 ࠃ
లࣔ会」の各社ࣸਅ（コメントき）ࡍ
ఏڙについて　ᶊͦのଞ

■機械整備技術委員会
月　日ɿ7月 23 日（木）
参加者ɿࡾ࿕委員長ほか 8໊
議　ɿᶃ「整備の基本」のϗーϜϖー
ジܝ載についての確認　ᶄ「ϋイブ
Ϧッド建機・ి動建機の҆શ整備・点
検のためのガイドϥイン」の࠷ऴ確認
とϗーϜϖージܝ載にあたっての確認
ᶅ 2�11 年及び 2�1� 年ഉ出ガス規੍対
Ԡंの「%P' ，Έ，ચড়生の࠶
ഇӷॲ理等」についてのϢーザー教એ
の進め方とࢿྉ作成について　ᶆ6�12
開催の機ց部会・業部会�合同技
術連བྷ会の報ࠂ　ᶇͦのଞ

■建築生産機械技術委員会  移動式クレー
ン分科会WG

月　日ɿ7月 28 日（Ր）
出੮者ɿੴٱ委員長ほか 6໊
議　ɿᶃ 25 U クϥス以֎ 5 クϥスの
作業೩අ実測݁Ռの確認と測定方๏の
見直し要൱について，各ࢼ験Ϟードで
のࢼ験件・測定方๏・作業ׂ合・ධ
Ձ等　ᶄϥフテレーンクレーンの
+CM"S 作業೩අ測定標準Ҋの検討に
ついて・クϥスけと各ࢼ験Ϟードで
のࢼ験件の確認について，ධՁの
考え方について　ᶅ +CM"S作業೩අ
測定標準Ҋの੍定に向けたタイϜスέ
ジϡールについて　ᶆͦのଞ

■路盤・舗装機械技術委員会 幹事会
参加者ɿޱࢁୡ委員長ほか �໊
月　日ɿ7月 2� 日（ਫ）
議　ɿᶃ্ظ委員会総会の開催日ఔと
発දテーマの確認について　ᶄ現場見
学会の工事現場のܾ定と見学日ఔにつ
いて　ᶅͦのଞ

■トンネル機械技術委員会 環境保全分科会
月　日ɿ7月 2� 日（ਫ）
出੮者ɿࡔ下Պ会長ほか 11 ໊
議　ɿᶃ「トンωル工事用ഉガス対ࡦ
のలޙࠓ建機に関する現ঢ়の՝とܕ
について」のまとめ作業・ഉガス基
準対Ԡ機ผの整備අデータ・ഉガス基
準対Ԡ機ผの整備අデータのジϟン
Ϙ，ਧけロϘット，ダンϓの基ૅՁ
֨データ・総保༗数をͦのままとし
たߋ৽シミϡレーション・経৹点の加
点等・ಋೖิॿۚ，੫੍༏۰等　ᶄま
とめ成Ռに対するଞ部会（業部会，
建設業部会等）の意見確認について
ᶅͦのଞ

■情報化機器技術委員会
月　日ɿ7月 31 日（ۚ）
出੮者ɿന௩ࡾܟ委員長ほか �໊
議　ɿᶃ日本ࢠిۭߤ工業のհ
IUUQ���XXX�KBF�DPN�KQ�BCPVU�IUNM　
ᶄࣼ検出するセンα等の情報دͪ࣋
Γと整理について　ᶅ 6�8 開催のް࿑
ল・クレーン協会からのҠ動ࣜクレー
ン機き༉ѹショϕルの説明・ଧ合
ͤについての報ࠂ　ᶆ *SO�TC�127�
の当委員会に関連する内容についての
報ࠂ　ᶇͦのଞ情報ަ

■作業燃費検討WG

月　日ɿ7月 2� 日（ۚ）
出੮者ɿඌ্༟8GϦーダほか 12 ໊
議　ɿᶃ 2�2� 年基準ޙのظ࣍೩අ基
準目標年度について　ᶄظ࣍೩අ基準
のܾ定方๏について　ᶅظ࣍೩අ基準
の公開スέジϡールについて　ᶆͦの
ଞ

■機電技術者交流企画WG

月　日ɿ7月 2日（木）
出੮者ɿ૬ాঘ主ࠪほか 5໊
議　ɿᶃ第 1� 回機ి技術者意見ަ
会開催Ҋ内（Ҋ）について　ᶄ講ԋ内
容のܾ定　ᶅ 7�13 բが関シールドの
見学について　ᶆ第 1� 回機ి技術者
意見ަ会 P3方๏について（ϦϦー
スߘݪ作成者，ࢴࡾ૭ޱհ）　ᶇ第
1� 回機ి技術者意見ަ会�各委員ࠓ
のׂ୲　ᶈͦのଞޙ

■平成 27年度第 1回若手現場見学会
月　日ɿ7月 13 日（月）
工事໊ɿઍా۠Ӭాொ一ஸ目，բが関
ೋஸ目ۙ࠶構ங工事見学会

（2�15 年 7 月 1 日ʙ 31 日）

行事 一覧
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発注者ɿ東ژ下ਫಓ局
受注者ɿલా・େ日本建設共同企業体
参加者ɿ鈴木Յণ部会長ほか 2� ໊
内　容ɿ)�7シールド機地中ذシー
ルド工事，アーバンシϟフト立工事

■三役会
月　日ɿ7月 13 日（月）
出੮者ɿ鈴木Յণ部会長ほか 3໊
議　ɿᶃ各8G報ࠂ　ᶄՆق現場見
学会について　ᶅ 11 月開催のࠃަ
௨େ学校の講師選について　ᶆͦの
ଞ

■建設機械安全情報WG

月　日ɿ7月 21 日（Ր）
出੮者ɿদ౻ढ़༤主ࠪほか �໊
平成 27 年議ɿᶃఏ出アンέート݁Ռ
のਫ਼ࠪ検討˰લ回 3�2� から各委員で
ୡした検討݁Ռの発ද　ᶄޙࠓの進め
方・方向性について˰部会内での開ࣔ
方๏　ᶅ8Gとしての成Ռ作成
の行ఔ意見　ᶆͦのଞ

■機関誌編集委員会
月　日ɿ7月 1日（ਫ）
出੮者ɿ٢ాܿ՝長ิࠤほか 2� ໊
議　ɿᶃ平成 27 年 1� 月߸（第 788 ߸）
の計画の৹議・検討　ᶄ平成 27 年 11
月߸（第 78� ߸）のૉҊの৹議・検討
ᶅ平成 27 年 12 月߸（第 7�� ߸）のฤ
ू方針の৹議・検討　ᶆ平成 27 年 7
ʙ平成 27 年 � 月߸（第 785 ʙ 787 ߸）
の進ঢ়گの報ࠂ・確認

■建設経済調査分科会
月　日ɿ7月 22 日（ਫ）
出੮者ɿࢸ໊ࢁՊ会長ほか 6໊
議　ɿᶃ「建設業のւ֎ల開」ߘݪ検
討　ᶄͦのଞ

■新機種調査分科会
月　日ɿ7月 28 日（Ր）
出੮者ɿߐ本平Պ会長ほか 2໊
議　ɿᶃ৽機種情報のدͪ࣋Γ検討　
ᶄ৽機種հデータまとめ　ᶅͦのଞ

支部行事一覧

■第 2回広報部会広報委員会
月　日ɿ7月 28 日（Ր）
場　所ɿ北ւಓ支部�会議ࣨ
出੮者ɿๆ༑ത広報委員長ほか 6໊
議　ɿᶃ支部ͩよΓ/P�11� ߸のฤू
について　ᶄ支部講ԋ会講師の選定に

ついて　ᶅ建設工事等見学会について
ᶆͦのଞ

■技術部会（技術施工講習会（映画会））
月　日ɿ7月 1日（ਫ）
場　所ɿフΥレストઋ
参加ਓ数ɿ12� ໊
　��ᶃڮྊ用ฮ高さ自動੍ޚシステϜ
「カメϥアイシステϜ」ʜ᷂/*PPO　
ᶄଜのະ来をくඌଜ除છのه�
工事໊শʗ平成 2� 年度�ඌଜ除છ等
工事ʜ᷂Ԟଜ　ᶅඣ࿏େఱक保ଘ
修理工事�総ूฤᴷനを現に�౷
とֵ৽の༥合ᴷʜࣛౡ建設᷂　ᶆ建
ղ体機ʜコϕルコ建機᷂　ᶇ৽ܕ 3 U
クϥスミχショϕルʜコϕルコ建機᷂
ᶈྺ࢙のܧঝ�ྺ࢙的建の保ଘ・
ダイϠϏルデΟンάڮ生技術　日本࠶
ʜ᷂中工務ళ　ᶉ֗࿏थ用ࠜஅ機�
ʰࠜこͦ͗るソーʱʜ᷂アクテΟオ
ᶊフーバーダϜバイύス�コロϥドϦ
バーڮ�建設工事ʜ᷂େྛ　ᶋ 'T+
（Τフπインジェット）工๏ʗ 'T+�
'"/（ΤフテΟジェイフΝン）工๏
ʜ᷂不動テトϥ　ᶌ見えないからこͦ
େな技術ʙ不動テトϥの地൫վྑʙ
ʜ᷂不動テトϥ　ᶍ෩と共にΉ�日
本初，ԭ合の༸্෩力発ి施設建設ʜ
ࣛౡ建設᷂　ᶎコマπ�G%675�6�Ϟー
タάレーダʜコマπ　ᶏӢઋ普ַݡ�
দ୩ 11 ߸চ固工工事ʜ᷂۽୩

■情報化施工セミナー（施工部会）
月　日ɿ7月 �日（木）
場　所ɿࢁ܊Ϗックύレット
受講者ɿ52 ໊
議　ɿᶃガイダンス　ᶄ主催者ѫࡰɿ
東北支部及び東北地方整備局施工企画
՝　ᶅ情報化施工の֓要とޮՌ　ᶆ衛
星測位　ᶇMC，MG　ᶈ締固め管理
ᶉTS出来形管理

■情報化施工セミナー（施工部会）
月　日ɿ7月 1� 日（ۚ）
場　所ɿஔࣀจ化センター
受講者ɿ33 ໊
議　ɿᶃガイダンス　ᶄ主催者ѫࡰɿ
東北支部及び東北地方整備局施工企画
՝　ᶅ情報化施工の֓要とޮՌ　ᶆ衛
星測位　ᶇMC，MG　ᶈ締固め管理
ᶉTS出来形管理

■施工部会（雪みらい 2016 In 盛岡 実行委
員会）
月　日ɿ7月 13 日（月）
場　所ɿԬࢢアイーナ会議ࣨ
出੮者ɿೄాਖ਼東北地方整備局長ほか

21 ໊（௰会長出੮）
内　容ɿᶃઇΈらい 2�16�*O�Ԭ実行委
員会設立及び事業内容（Ҋ）　ᶄ実行
委員会େ成・༧ࢉ（Ҋ）について　　
ᶅޙࠓのスέジϡールについて

■施工部会
月　日ɿ7月 13 日（月）
場　所ɿ支部会議ࣨ
出੮者ɿҴଜਖ਼߂部会長ほか 3໊
議　ɿᶃ平成 27 年度除ઇ講習会計画
ᶄ平成 27 年度ಓ࿏除ઇのखҾきฤू
について　ᶅ平成 27 年度ύϫーϙイ
ント及び機器等について　ᶆͦのଞ

■建設部会
月　日ɿ7月 1� 日（Ր）
場　所ɿ東北支部会議ࣨ
出੮者ɿࠤਅ部会長ほか 3໊
内　容ɿᶃ平成 27 年度活動計画につい
て　ᶄ「支部たよΓ」҆શコーナーに
ついて　ᶅ特घ現場見学会について　
ᶆͦのଞ

■広報部会（第 4回 EE東北作業部会）
月　日ɿ7月 21 日（Ր）
場　所ɿフΥレストઋ
出੮者ɿङࢤ東北技術事務所副所長
ほか 26 ໊
内　容ɿᶃ「&&東北ʟ15」実施報ࠂ　　
ᶄ「&&東北ʟ15」アンέート֓要　　
ᶅ「&& 東北ʟ15」ܾࢉ（Ҋ）　ᶆ出ల
者ෛ୲ۚਫ਼ࢉ（Ҋ）について　ᶇ࣍回
開催（Ҋ）　ᶈޙࠓの༧定　ᶉͦのଞ

■施工部会
月　日ɿ7月 2� 日（ۚ）
場　所ɿ東北地方整備局会議ࣨ
出੮者ɿ木զໜಓ࿏情報管理ほか 13
໊
内　容ɿ平成 27 年度除ઇ講習会及び講
習実施計画（Ҋ）について

■広報部会
月　日ɿ7月 27 日（月）
場　所ɿ支部会議ࣨ
参加者ɿੁ公ਖ਼部会長ほか 7໊
内　容ɿᶃ支部たよΓ 16� ߸のল点　
ᶄ支部たよΓ 17� ߸のฤू計画につい
て　ᶅ「建設機ց施工」ࣥߘݪࢽච依
頼について　ᶆ 17� ߸Τッセイについ
て　ᶇͦのଞ

■広報部会（第 3回 EE実行委員会）
月　日ɿ7月 28 日（Ր）
場　所ɿフΥレストઋ
出੮者ɿ҆ాޗ企画部長ほか 36 ໊
内　容ɿᶃ「&&東北ʟ15」実施報ࠂ　　
ᶄ「&&東北ʟ15」アンέート֓要　　
ᶅ「&& 東北ʟ15」ܾࢉ（Ҋ）　ᶆ出ల
者ෛ୲ۚਫ਼ࢉ（Ҋ）について　ᶇ࣍回
開催（Ҋ）　ᶈޙࠓの༧定　ᶉͦのଞ
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■施工部会（除雪講習会事前打合せ）
月　日ɿ7月 28 日（Ր）ʙ 3� 日（木）
場　所ɿᶃ౬Տࠃಓ事務所，ԣखܯ
本部，ळాܯॺ，ळా県ி，ळా県
Տࠃಓ事務所　ᶄਫܯॺ，߂લ
本部，੨ܯॺ，੨県ி，੨県ܯ
Տࠃಓ事務所
出੮者ɿѨીوߩ事務局長ほか 3໊
内　容ɿ平成 27 年度除ઇ講習会講師依
頼及びଧ合ͤ

■「けんせつフェア in北陸金沢 2015第 2

回幹事会
月　日ɿ7月 6日（月）
場　所ɿ北地方整備局北技術事務所
会議ࣨ
出੮者ɿ্ਿ修ೋ広報委員長
議　ɿ「けΜͤつフェア JO 北ۚ
2�15」の実施について

■「道路除雪オペレータの手引き」改訂
WG

月　日ɿ7月 15 日（ਫ）
場　所ɿ৽ׁ県建設会ؗ
出੮者ɿ੨木మ࿕ઇණ部会委員ほか 11
໊
議　ɿ「ಓ࿏除ઇオϖレータのखҾき」
վగについて

■北陸雪氷技術シンポジウム
月　日ɿ7月 27 日（月）
場　所ɿ৽ׁ県建設会ؗ
出੮者ɿ٢࡚ࢁઇණ部会長
議　ɿ平成 27 年度北ઇණ技術シン
ϙジウϜの開催について

■平成 27年度第 1回普及部会
月　日ɿ7月 31 日（ۚ）
場　所ɿ৽ׁ県建設会ؗ
出੮者ɿ੨木మ࿕普及部会長ほか 8໊
議　ɿ平成 27 年度事業計画の実施に
ついて

■建設機械整備技能検定実技試験
月　日ɿ7月 2日（木）ʙ �日（）
場　所ɿѪ知県立高高等技術ઐ学校
受験者ɿ1ڃ 3� ڃ2，໊ 76 ໊
■工事現場見学会
月　日ɿ7月 15 日（ਫ）
場　所ɿࡾ重県܊໊܂木ીິொݯྠ中
地内
内　容ɿେܘ・高質ਂࠞ合ॲ理工๏
（C*�CMC工๏）の現地見学会
出੮者ɿ �� ໊

■広報部会
月　日ɿ7月 16 日（木）
出੮者ɿ高木広報部会長ほか 5໊
議　ɿ「中部支部χϡース」第 3� ߸の
校ਖ਼等について

■建設業部会，リース・レンタル業部会，
整備サービス業部会 合同見学会
月　日ɿ7月 1� 日（ۚ）
場　所ɿ「৽໊ਆ高ಓ࿏�҆Җڮ（PC
্部工）工事」

参加者ɿޱࣉউٱ建設業部会長，ҏ木
ೋϦース・レンタル業部会長以下ߒ
38 ໊

内　容ɿᶃ工事֓要説明　ᶄ施工現場見
学　ᶅ質ٙԠ

■建設技術展 2014近畿 現地説明会
月　日ɿ7月 13 日（月）
場　所ɿマイドーϜおおさか�2' ϗール
出੮者ɿদ本ࠀӳ事務局長
内　容ɿ当支部のలࣔコマは 3' 団体
/P5 ブースにܾ定

■平成 27年度 施工技術報告会 幹事会
月　日ɿ7月 1� 日（Ր）
場　所ɿ関支部�会議ࣨ
出੮者ɿদ本ࠀӳ事務局長以下 7໊
議　ɿᶃ開催日࣌，場所　ᶄ平成 27
年度実施要ྖについて　ᶅ講ԋืूの
会ࠂจ　ᶆ発ද数

■近畿地方整備局との意見交換会事前打ち
合わせ
月　日ɿ7月 16 日（木）
場　所ɿΤル・おおさか�1� ֊研修ࣨ 5
参加者ɿদ本事務局長以下 21 ໊
内　容ɿᶃ意見ަ会開催目的　ᶄ開催
֓要　ᶅ事લଧͪ合わͤ

■建設用電気設備特別専門委員会（第420回）
日　࣌ɿ7月 22 日（ਫ）
場　所ɿ中ԝిؾ۞ָ部�会議ࣨ
議　ɿᶃ「+&M�T3236 建設工事用
��� 7 針」の見直しࢦ設備施工ؾిڃ
検討　ᶄ「+&M�T32�6 建設用ిؾ設
備の接地工事ࢦ針」の見直し検討　　
ᶅલ回議事確認

■広報部会
月　日ɿ7月 23 日（木）
場　所ɿ関支部�会議ࣨ
出੮者ɿՏଜีݠ部会長以下 8໊
内　容ɿ「+CM"関」第 1�7 ߸の発刊
について

■第 1回開発普及部会
月　日ɿ7月 7日（Ր）
場　所ɿ中ࠃ支部事務所
出੮者ɿ൧ᅳ部会長ほか 7໊
議　ɿᶃ平成 27 年度部会事業計画（Ҋ）
について　ᶄ建設技術フΥーϥϜの
参加について　ᶅ中ࠃ地方建設技術開
発ަྲྀ会の参加について　ᶆ第 37
回৽技術・৽工๏発ද会について　　
ᶇ第 66 回৽技術活用現場研修会につ
いて　ᶈ木機ց設備ҡ࣋管理研究会
について　ᶉͦのଞݒҊ事項

■第 1回企画部会
月　日ɿ7月 2� 日（ਫ）
場　所ɿ中ࠃ支部事務所
出੮者ɿా治௨部会長ほか 5໊
議　ɿᶃ平成 27 年度部会事業実施計
画について　ᶄ中ࠃ地方整備局との意
見ަ会について　ᶅ情報ୡ܇࿅の
݁Ռとࡂ体੍の見直し等について　
ᶆͦのଞݒҊ事項

■第 2回施工技術部会
月　日ɿ7月 3� 日（木）
場　所ɿ広ౡ:MC"会議ࣨ
出੮者ɿᜊ౻実部会長ほか �໊
議　ɿᶃ情報化施工（体験セミナー）
講習会について　ᶄ情報化施工技術研
究会（第 5回）について　ᶅಓ࿏除ઇ
講習会（Ҋ）の企画について　ᶆͦの
ଞݒҊ事項

■平成 27年度国土交通行政関係功労者表
彰式
月　日ɿ7月 31 日（ۚ）
場　所ɿࠃ࢛地方整備局ࠃ࢛技術事務所
（高দࢢ）
දজ者ɿࠃ࢛地方整備局ࠃ࢛技術事務所
長�দ本लጯ
受জ者ɿ（一社）日本建設機ց施工協会
ʜ༏ྑ業務　ଠాਖ਼ࢤ（+CM" 施工
技術総合研究所）ʜ༏ल建設技術者
対象業務ɿ平成 26 年度�不整地運ൖंの
༗ޮ活用検討業務

■工事・業務の新しい入契制度及び土木工
事積算に関する講習会
月　日ɿ7月 31 日（ۚ）
場　所ɿ建設クϦΤイトϏル第一会議ࣨ
（高দࢢ）
参加者ɿ6� ໊
内　容ɿᶃ৽たなೖܖࡳ方ࣜについて
（講師）ࠃ࢛地方整備局企画部技術管
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理՝�՝長ิࠤ�ยԬࢯ�࢙ߒ　ᶄ建設コ
ンαルタント業務等のೖܖ・ࡳ੍度
について（講師）ࠃ࢛地方整備局企画
部技術管理՝�՝長ิࠤ�੨木研ࢯ�　　
ᶅ木工事ੵࢉについて（講師）ࠃ࢛
地方整備局企画部技術管理՝�՝長ิ
ࢯ�ߒ本ӳؠ�ࠤ

■企画委員会
月　日ɿ7月 15 日（ਫ）
出੮者ɿٱ保ాਖ਼य़企画委員長ほか 8໊
議　ɿᶃ建設機ց施工技術検定ࢼ験に
ついて　ᶄೈऑ地൫վྑ講ԋ会につい
て　ᶅभ地方整備局との意見ަ会
について　ᶆͦのଞ
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発 行 所　 本 部　 一 般 社 団 ๏ ਓ　 日 本 建 設 機 ց 施 工 協 会
˟ 1�5���11�東ژࣳ۠ߓ公Ԃ 3ஸ目 5൪ 8߸　機ցৼڵ会ؗ内
ి（�3）3�33�15�1ʀ'BY（�3）3�32��28�ʀIUUQ���XXX�KDNBOFU�PS�KQ�
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する経࿏্にはۈたͪが日々௨ࢲ
ಓ࿏，レールはもͪΖΜのことແ数
のาಓ，トンωル，ڮྊ，র明設備
なͲの構がଘ在しています。࢛
ੈل以্，Ӎの日もઇの日もຖ日
のように接してきたこれら多くのイ
ンフϥストϥクνϟーが，実はかく
も多様かつ高度な技術や技術ֵ৽に
よΓ日々ܧଓ的にԆ໋・ҡ࣋管理・
Ϧχϡーアルされていることをվめ
て教えられたのが本߸ʠҡ࣋管理・
Ԇ໋化，Ϧχϡーアル特ूʡとなっ
ておΓます。
では，長ण໋化に対するこݴ಄ר
れからの技術，施ࡦの考え方等を東
େ学ੴాઌ生よΓࣥච頂きましژ
た。さらに，日本がੈքにތるେ動
຺である৽幹ઢトンωル，日本の
ϞータϦθーションを支えてきたಓ
࿏，ਫਂいダϜބఈ，ࢢの基൫と
なる্下ਫಓ，ਫ産業の基地となる

工業の中であるϓϥントな，ߓړ
ͲなͲ多ذにわたっておΓ，いͣれ
もେมڵຯਂい各の࠷৽の技術
報จ内容となっておΓます。
ަྲྀのͻΖでは，ϓϥントメン
テナンス協会様よΓ論理的な保શ，
保શ経営といった社会インフϥと関
連するϓϥント設備保શの֓要につ
いてو重な報จをࣥච頂きました。
まで日本がஙいてきたインフϥࠓ
ストϥクνϟーをよΓ݈શなঢ়ଶで
զ々のڙࢠたͪ，さらにはࢠଙたͪ
受けܧいでいく事で日本がさらな
る発లを͛るためにも　ޙࠓʠҡ
管理・Ԇ໋化，Ϧχϡーアルʡの࣋
はよΓ一のॆ実がまれる工
学であることを࠶認識した࣍第
であΓます。
になΓましたが，͝多中にޙ࠷
もかかわらͣ，ࣥචをշ頂いたࣥ
ච者の方々，հの࿑を頂いた方々
にはਂくँײするとともに，ްくお
ྱਃし্͛ます。
� （૬ా・ݪ）

�� ݄߸ʮٿԹஆԽରࡦɼڥରࡦɼڥରࡦ工ಛूʯ༧ࠂ
・建設業におけるバイオデΟーθル೩ྉ利用ガイドϥイン
・༉Ԛછの৽バイオύイル工๏ᴷ「ͪΎらύイル」工๏の開発
・��༉や์ࣹԚછなͲのચড়・ਫॲ理及びࠞ合技術�
　ࠞ合器としてਫྲྀࠞܕ合器を利用したચড়及びਫॲ理

・オκンマイクロバブルを用いた༉・ش発性༗機化合ؚ༗ਫの高ޮなড়化技術
内初，શप数ଳ域に対Ԡしたトンωル発ഁԻফԻシステϜを開発ࠃ・
・ૉ施工システϜʠTO�M*/*C"ʡ8FC システϜの構ங
・オンαイト除છഉਫॲ理システϜの開発・実用化
・地下ۭಎॆరؾ技術におけるシールドటਫの༗ޮ活用
・��化にࢸるまでのೋࢎ化ૉ（CO2）ഉ出量を実質θロ以下にできるڥ配ྀܕコンクϦー
ト「CO2�S6*COM（スイコϜ）」

શ性に配ྀした҆，ڥ・ 3種ྨの工業用५༉

本誌上へ 
の広告は  有限会社 サンタナ アートワークスまでお申し込み、お問い合せ下さい。
　　　　˟ ��������　౦ژதԝ۠ຊڮਓܗொ ������　ҪखޱϏϧ �'　5&-ɿ������������　'"9ɿ������������
　　　　&�NBJMɿTBO�NJDI![BN�BUU�OF�KQ　୲ɿాத

【年間購読ご希望の方】
ᶃおۙくのॻళでのおਃࠐΈ・おऔΓͤد可です。　ᶄ協会本部おਃしࠐΈの場合「ਤ
ॻߪೖਃࠐॻ」に以下事項をもれなくهೖのうえ'"9にて協会本部おਃࠐΈ下さい。
ʜ公ிʗ会社໊，所ଐ部՝໊，୲当者໊ࢯ，ॅ所，T&-および '"9
年間購読料（12冊）　9,252円（税・送料込）
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ホームページ :  

http: / /www.tohto-hydrul ics.co. jp  
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SONSUB, JCB, JOHN DEER, FIAT, VOLVO, KOBELCO 他 
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● 道路メンテナンス技術集団の活動
● 鉄道構造物の維持管理に関する基準の検証

行政情報

巻頭言　耐久的な構造物を実現するために必要なこと
ハンマーを用いないコンクリート打音検査

● 橋梁の維持管理における非破壊検査技術の研究開発
● 鉛直シャフトを昇降・旋回する水中作業機械
● 次世代社会インフラ用ロボット開発・導入の推進 
　宮ヶ瀬ダム堆砂深浅測量
● ハンマーを用いずに新幹線トンネル覆工コンクリートを打音検査
● スマートフォンを活用した漁港施設の点検と今後の課題　他

技術報文

論理的な保全だけがプラントを維持管理できる！交流の広場

特集

維持管理・延命化，
リニューアル


